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発 刊 に あ た り 

 

このたび島田一郎氏が苦節 40年に及ぶ調査･研究を集約した『桐生市地

名考』がまとまり、ここに発刊の運びとなりました。わがふるさと桐生市

は時代の変遷を経て、現在の「まち」のなりあいを形成しています。そし

て、それぞれの地名のいわれには、永年の歴史があり、由来にも深い意味

があります。また、時代と共に消えていった地名もあります。 

島田氏がこの研究に着手されたのは、柳田國男氏の『地名の研究』に触

発されて、2 字から 3 字で構成された地名の深い意味あいに心を動かされ

たのが、きっかけと伺っております。 

地名考の資料収集・調査には、ひとかたならぬ多大の労力と時間を費や

されたことと、心より、敬意を表する次第です。特に、字（あざ）の確定

及び小字（こあざ）の範囲の確定では、数えきれない程の有識者や地元の

古老の話を元にした様ですが、歴史を経ていることですので、話の内容に

も微妙な違いもあり大変な御苦労があったと推察いたします。 

御承知のとおり、平成 9年 3月に『桐生市小字名索引』を発刊しました

が今回は本文部分が約 260ページにも及ぶ大作の発刊です。桐生市の字と

小字を分け、すべてに解説をつけた研究書の発刊は桐生市ではもちろん、

全国でも初めてであると思われます。 

この刊行を期に、市民の方々が桐生市の歴史をふりかえり、桐生市への

愛着を深めていただくと共に、子供達にも「ふるさと桐生市」の地名のお

こり、成り立ちなどを学習する教材として活用されることを御期待申し上

げます。 

おわりに、『桐生市小字名索引』と『桐生市地名考』の原稿のすべてを

快く、桐生市に御寄付いただいた島田一郎氏に心より感謝申し上げ、発刊

のあいさつといたします。 

 

桐生市教育委員会 教育長     矢 村 晉 一  



地名に魅せられて 40年 

 

私と地名との出合いは 30 歳の頃読んだ柳田國男氏の「地名の研究」で

した。（それ迄の読書遍歴は多岐に渉っておりましたが長く心をひかれた

部門はありませんでした）特に氏の考証に心をうたれたのでした。（但し

私の研究が進むにつれ象牙の塔に籠り現地調査をしていない考証のある

ことに気付きました。地名の研究は現地調査が最初です）僅か２～３字
ジ

で

構成される地名にこれ程迄の意味が含まれているのかと心をおどらせた

のを覚えております。これが契機で全国各地の地名考の収集を始め、収集

困難な雑誌掲載文献などは国立国会図書館からコピーを取り寄せる程の

凝り様で何時の間にか日本の収集家の一人となっておりましたが読者の

域を出ず唯楽しみに読んでいるだけでした。但し私が一番知りたい桐生市

の地名考の無いのが残念で何時の日か自分で作るしか無いという大それ

た決心をしたものでした。遠い未来と思っていた老後は忽ち来てしまいま

した。 

50 歳を過ぎ一人息子が歯科医院を開業したのを契機に家業に区切りを

つけ、せめて生
セイ

をうけた桐生市の地名考だけはと調査に着手したのでした。

最初の仕事は小字
コアザ

の範囲（地番は字単位で平地の字にすべてつけ、そのあ

と山の字をつけております）の確定でこれは地番で行いました。土地台帳

を持っている法務局・市役所が作るのは簡単ですが個人の私が作るには骨

の折れる仕事でした。特に小字制度を廃止した、旧市内・旧境野村の復元

が大変でした。次は小字の読み方の確定ですが地元古老間でも微妙に違う

ところがあり戸惑いました。この二つの部門を併せて「桐生市小字名索引」

として平成 9年 3月に図書館より発刊致しました。これは市民よりも官公

庁で利用され特に読み方については基本となりました。この本も手間隙が

かかるので桐生市以外には無い様です。 

基本資料が出来たので目的の語源解明の為、市内各地へ調査に出掛け古



老より小字以外に字
アザ

のあること、及び、水帳
ミズチョウ

（検地帳ともいう）が旧名主

の家に保存されていることを知りコピーさせて頂き、不明の水帳分は山田

郡誌の字を利用して字台帳を作りました。栃木県から桐生市へ合併した旧

菱村・旧入飛駒については長期間国違いのせいもあり字の収集が出来ませ

んでした。次に大変な作業は字と小字を結びつけることでした。字は江戸

時代末迄生まれたままで続いている地名ですが、明治 6 年 7 月 28 日地租

改正法が公布され長く続いた米納が金納に変わり徴税の必要上、土地一筆

毎に字を単位として地番をつけ、字限図
アザキリズ

を作ることとなり字を一定以上の

大きさにする必要から合併が全国的に行われ、新字名には合併字中の一字

名を用いる方法と、地名を表す本来の意味を失った新しい字名を用いる方

法とに分かれました。いずれにしても地名解明には旧字の位置確認が絶対

条件ですので私の推定も含めて時間をかけて解決致しました。他に字名だ

けを新字名に変えた所（如来堂村・下新田村）もありました。 

小字は明治 21年 4月 25日市制・町村制が公布され、命令により全国的

に大合併が行われ合併により消えた旧町村名に大字をつけ新町村内の大

区域名としました。この結果従来の字では大字とまぎらわしくなる為、小

字と改めました。 

ようやく字と小字がつながり本来の地名解明に入ることになりました

が地元古老が語源を全く（「清水」だけは知っておりました）知らないの

です。私は現地を歩けば地元古老からヒントを探り出せると簡単に考えて

おり、今迄の読者の立場で読んでいた知識では歯が立ちませんでした。且

て柳田國男氏が弟子に常々地名の研究程難しいものはない、そして名誉に

もお金にもならないから絶対に手を出すなと言われた実感を味わいまし

た。調査を一時ストップし今度は研究者の立場で数年間勉強しました。江

戸期以前の資料にも目を通しました。そして再調査に出掛け山中と廃村に

住んでいて市街地の息子と同居した老人探しも仕事の一つでした。幸い 10

年程前でしたので面会が出来、60～70年前の状況を聞き出すことが出来ま



した。当時お世話になった古老はすべて物故されました。危機一髪ですべ

て調査が出来たのです。所が執筆中の知識の集積で書いた原稿ですので数

年後に読んでみますと全てが気にいらないのです。書き直すこと 7回に及

びました。地名に魅せられてから 40 年かかりましたが今迄の日本の地名

考には無い字と小字を別け且つその全部に学術的解説を付けた第二作「桐

生市地名考」を発刊することが出来ました。この手法が今後の日本の地名

考の主流となることを期待してやみません。 

読者諸兄姉に於かれまして「桐生市小字名索引」と共に内容についての

御叱正をお待ちしております。現在第三作「桐生市歴史考」の原稿を整理

中です。 

 

平成 12 年１月 

著 者  島 田 一 郎  



目     次 

 

桐生市の成立 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

村 名 考・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

字・小字考 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 

今
イマ

 泉
イズミ

 村
ムラ

（仲町１～３丁目、東１～７丁目、浜松町２丁目の一部、 

東久方町２･３丁目の一部） ・・・・・・・・・・・・・・・・18 

本
モト

 宿
ジュク

 村
ムラ

（元宿町の一部、巴町１･２丁目の一部、宮前町１･２丁目の一部、 

堤町２･３丁目の一部、末広町の一部、稲荷町の一部、美原町の一部）・21 

堤
ツツミ

   村
ムラ

（堤町１～３丁目の一部、小曽根町の一部、永楽町の一部、 

宮前町１･２丁目の一部、元宿町の一部、巴町１･2丁目の一部、 

末広町の一部、宮本町２丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・23 

村
ムラ

 松
マツ

 村
ムラ

（宮本町１･２丁目の一部、宮本町３･４丁目、末広町の一部、 

永楽町の一部、小曽根町の一部、堤町１丁目の一部）・・・・・・・26 

新
シン

 宿
シュク

 村
ムラ

（新宿１～３丁目、浜松町１丁目、２丁目の一部、琴平町の一部、 

小梅町、稲荷町の一部、三吉町１～２丁目、錦町１～３丁目、 

桜木町、織姫町、美原町の一部、清瀬町、元宿町の一部）・・・・・28 

境
サカイ

 野
ノ

 村
ムラ

（境野町１～７丁目、広沢町間ノ島、琴平町の一部） ・・・・・・30 

上
カ ミ

広
ヒ ロ

沢
サ ワ

村
ム ラ

（広沢町 1丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

上
カ ミ

広
ヒ ロ

沢
サ ワ

村
ム ラ

（広沢町 2丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

上
カ ミ

広
ヒ ロ

沢
サ ワ

村
ム ラ

（広沢町 3丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

中 広 沢 村
ナ カ ヒ ロ サ ワ ム ラ

（広沢町 4丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40 

下 広 沢 村
シ モ ヒ ロ サ ワ ム ラ

（広沢町 5丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43 

下 広 沢 村
シ モ ヒ ロ サ ワ ム ラ

（広沢町 6丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47 

一 本 木 村
イ ッ ポ ウ ギ ム ラ

（広沢町 7丁目から旧毛里田村大字吉沢小字唐沢の一部を除く） ・54 

下 久 方 村
シ モ ヒ サ カ タ ム ラ

（東久方町 1丁目、東久方町 2･3丁目の一部、西久方町 1～2丁目、 

天神町 1～3丁目、宮本町１丁目の一部） ・・・・・・・・・・・56 



上 久 方 村
カ ミ ヒ サ カ タ ム ラ

（梅田町 1丁目、平井町― 平井･平井入口・鬼窪･躑躅窪･宮沢･赤城沢･ 

桑沢･大沢･平井沢―）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58 

浅
アサ

 部
ベ

 村
ムラ

（梅田町 2丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68 

高
コウ

 沢
ザワ

 村
ムラ

（梅田町 3丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69 

二
フタ

 渡
ワタリ

 村
ムラ

（梅田町 4丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・・78 

二
フタ

渡村
ワタリムラ

忍山
オシヤマ

（梅田町 4丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・・82 

飛駒村入飛
ヒ コ マ ム ラ イ リ ヒ

駒
コマ

（梅田町 4丁目に合併）・・・・・・・・・・・・・・・・・91 

飛駒村入飛
ヒ コ マ ム ラ イ リ ヒ

駒
コマ

入組（梅田町 5丁目に合併）・・・・・・・・・・・・・・・97 

山
ヤマ

 地
チ

 村
ムラ

（梅田町 5丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・102 

東小倉
ヒ ガ シ オ グ ラ

村
ム ラ

（川内町 1丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・116 

西小倉
ニ シ オ グ ラ

村
ム ラ

（川内町 2丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・121 

須
ス

 永
ナガ

 村
ムラ

（川内町 3丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・125 

高津戸
タ カ ツ ド

村
ムラ

の内桐生市に合併分（川内町 4丁目）・・・・・・・・・・・・131 

高津戸
タ カ ツ ド

村
ムラ

の内大間々
オ オ マ マ

町に合併分・・・・・・・・・・・・・・・・・・133 

下仁田
シ モ ニ タ

山村
ヤマムラ

（川内町 5丁目第 1町会）・・・・・・・・・・・・・・・・・137 

中仁田
ナ カ ニ タ

山村
ヤマムラ

（川内町 5丁目第２町会）・・・・・・・・・・・・・・・・・142 

上仁田
カ ミ ニ タ

山村
ヤマムラ

（川内町 5丁目第３町会）・・・・・・・・・・・・・・・・・144 

名 久 木 村
ナ グ キ ム ラ

（川内町 5丁目第４町会）・・・・・・・・・・・・・・・・・154 

如来堂
ニ ョ ラ イ ド ウ

村
ム ラ

（相生町 1丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・163 

下 新 田 村
シ モ シ ン デ ン ム ラ

（相生町 2丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・168 

天 王 宿 村
テ ン ノ ウジ ュク ム ラ

（相生町 3丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・173 

蕪
カブッ

 町
チョ

 村
ムラ

（相生町 4丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・175 

天沼
ア マ ヌ マ

新田
シ ン デ ン

（相生町 5丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・177 

米
ヨネ

 沢
ザワ

 村
ムラ

（菱町 1丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・・178 

小
オ

 友
トモ

 村
ムラ

（菱町 1～3丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・179 

小友村
オ ト モ ム ラ

一色
イ シ キ

（菱町 2丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・・184 

下
シモ

 菱
ビシ

 村
ムラ

（菱町 2～3丁目の一部）・・・・・・・・・・・・・・・・・186 



下菱
シモビシ

村
ムラ

中里
ナカザト

（菱町 4丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・190 

上
カン

 菱
ビシ

 村
ムラ

（菱町 5丁目）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・192 

字
アザ

さくいん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195 

小字
コ ア ザ

さくいん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・211 

現行町名さくいん・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・224 

町別小字表（一町が一村で成立している町以外の、町を構成する小字名）・・・・226 

荒戸新町「字」推定図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・234 

桐生市域村名変遷図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・235 

桐生市江戸時代町村図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・237 

 





桐生
キ リ ュ ウ

市の成立 

 

荒戸
ア ラ ト

の地名は「観応元年（北朝）・正平五年（南朝）（１３５０）桐生国

綱が柄杓山城要害のため荒戸野に下瀞
シモトロ

堀
ホリ

（新川）を通ず」（庭軍記）が初

見のようです。 

荒戸は桐生川と渡良瀬川にはさまれた桐生市最大の原野なので開拓に

は大用水路が必要であったので、周辺は追々開拓されましたが、中央部は

最後迄残っていたため荒戸（人手の入らぬ自然のままの原野の意）の地名

で呼ばれていました。 

元亀２年（１５７１）元宿町（当時堤村）の渡良瀬川沿いの放光
ホウコウ

原
ハラ

（小

字は原）の住民が大水害を（集落が本流になった）うけ回復不能のため、

同じ川沿いでも、すでに土砂が堆積して台地化している南方の原を開拓し

て、最勝寺を屋敷頭
カシラ

に東へ延びる形の屋敷（集落）を形成して、新宿（新

しく大きい集落のある村の意）村なる村名をつけ下瀞堀（新川）以南を村

域として荒戸村より分村しました。由良
ユ ラ

氏が天正１１年（１５８３）本領

新田庄（足利尊氏が新田義貞を滅ぼし宿敵の領地新田郡を地上より抹殺し

勢多郡新田庄としたが江戸期元禄４年（１６９１）に新田郡が復活した）

への近道
チカミチ

として久方
ク ボ

村町屋より下瀞堀（新川）迄の直線路「中道
ナカミチ

」を作り

ました。由良
ユ ラ

氏は後北条氏に攻撃され天正１１～１３年（１５８３～１５

８５）にわたり戦いましたが利あらず天正１４年（１５８６）新田領から

桐生領へ退去することで和議が成立しました（曹源寺濫觴記）。穀倉の新

田領を放棄したため食料不足になり、桐生領最大の原野荒戸が原の開拓に

せまられ、大堰用水を延長し中道の両側で久方村内（本町１・２丁目）に

集落（新町）を天正１７年（１５８９）頃までに作りました。 

このことは天正１８年（１５９０）３月作成の山田郡村々人別帳に「新

町」があることで証明できます。天正１８年（１５９０）徳川領となるに

及んで、大堰用水の延長も進み荒戸が原は急速に開拓されました。８年後

の慶長３年（１５９８）桐生領高辻で「新町」を荒戸新町に変更している

ことは新町が荒戸村地内（本町３～６丁目）迄進んでいることを示してい

ます。又、高辻に荒戸今泉村・荒戸本宿村・荒戸堤村・荒戸村松村が出現

1



したことは、荒戸村が荒戸連合村に変わったことを示しています。 

慶長１０年（１６０５）徳川幕府代官手代大野八郎右衛門が来桐し、引

き続き開拓を進め慶長１５年（１６１０）迄に完成し、同年完成祝いに天

満宮に宝殿を奉納しています。 

寛文７年（１６６７）の水帳名
ミズチョウメイ

も荒戸村ですので荒戸連合五村は、まだ

続いていたようです。本
ホン

水帳から荒戸新町の区分けとして１～６丁目・横

町がでています。寛文１３年（１６７３）水帳から連合五村は一村別にな

り、村名も荒戸新町、今泉村、本宿村、堤村、村松村になっておりますの

で荒戸村はなくなりました。 

天和２年（１６８２）の水帳から桐生新町となりました。この「桐生」

は旧桐生領５４か村の親
オヤ

郷
ゴウ

故
ユエ

に命名したのであって桐生氏の氏・地名には

関係ありません。荒戸新町が誕生して荒戸村を東西に分断したため、東荒

戸・西荒戸なる呼称は江戸期から昭和初期迄用いられていたようです。 

明治新政府が発足すると、徳川時代の検地帳が不正確なため全国一斉に

土地の再調査を命ぜられるなど旧来の小村では村政が成り立ち難しくな

ったため、全国一斉に第一次の大合併が始まり旧荒戸村のうち大村桐生新

町を除く、今泉村、本宿村、堤村、村松村の小４村が、明治６年１月１０

日合併し荒戸では字
ジ

が悪いとして安楽土村と改名しました。 

安楽
ア ラ ト

土村
ム ラ

の字
アザ

名政策で特に変わっていることは次の字
アザ

から谷戸
ガ イ ト

を取っ

ていることです。他村には一か所もありません。常木・柿ノ木・清水・赤

坂・東・西久保・砂田・宮・蝉。当初
トウショ

、番
バン

屋敷
ヤ シ キ

の制度が出来ましたが、す

ぐに番地制度に変わり現在まで続いています。 

明治２２年４月１日市制・町村制による第二次大合併が行われ、安楽土

村・桐生新町・新宿村・下久方村と上久方村の内、平井町になった９字（平

井・平井入口・鬼窪・躑躅窪・宮沢・赤城沢・桑沢・みようヶ沢・平井沢）

が合併し桐生町となり旧四村は旧名に大字を冠した新名称（大字安楽土

村・大字桐生新町・大字新宿村・大字下久方村）になりました。大正６年

１月１日に大字名より町村を省く（町村名と大字名とが同じではまぎわら

しく間違い易いため山田郡一斉に行った）ことになり、大字安楽土・大字

桐生・大字新宿・大字下久方になりました（時期は異なりますが全国で行

われました。）。 
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大正１０年（１９２１）３月１日桐生町は桐生市となりましたが、字
アザ

に

変更はありませんでした。昭和４年８月１日、大字を廃止して６１町を設

置しました。昭和８年４月１日、境野村を合併し、境野町とし６２町とな

りました。昭和１２年４月１日、広沢村を合併し大字を廃止して１～７丁

目を設置し６９町になりました。町村合併促進法の制度により、昭和２９

年１０月１日、相生村、川内村（大字高津戸の２５小字が大間々町に合併

した）、梅田村を合併し大字を廃止して、相生町１丁目～５丁目・川内町

１丁目～５丁目・梅田町１丁目～５丁目を設置し８４町になりました。同

年８月１日、境野町より間ノ島の渡良瀬川右岸を分割して広沢町間ノ島と

し８５町になりました。昭和３０年８月９日、山田郡毛里田村大字吉沢小

字唐沢の一部を広沢町７丁目に編入しました。昭和３４年１月１日、足利

郡菱村を合併し大字を廃止し、菱町黒川・菱町上菱の２町を設置し、８７

町になりました。昭和４３年４月１日、安蘇郡田沼町大字飛駒の一部入飛

駒を編入し、梅田町４・５丁目に分割編入しました。昭和４４年７月１日、

境野町は小字を廃止し１丁目～７丁目を設置し、９３町になりました。昭

和４１年３月１日、東町・泉町・高砂町・旭町・常盤町・川岸町・芳町・

諏訪町・今泉町・安楽土町・清水町の１１町を廃止し、仲町１丁目～３丁

目・東１丁目～７丁目の１０町を設置し９２町になりました。昭和４４年

７月１日、錦町３丁目を設置し、新宿通りの町名を新宿に改名し栄町を浜

松町２丁目に合併しました。昭和４９年１月１日、東・西堤町を１丁目～

３丁目に、永楽町１丁目～４丁目を永楽町に、小曽根町１丁目～３丁目を

小曽根町に、宮本町を宮本町１丁目～４丁目に、末広町１丁目～３丁目を

末広町に変更し、８９町になりました。昭和５２年３月１日、三吉町を三

吉町１丁目～２丁目に変更し、９０町になりました。 

平成３年８月１日、菱町黒川・菱町上菱を菱町１丁目～５丁目に変更し、

９３町になりました。大字は全部なくなり、小字は広沢・相生・川内・梅

田・菱町及び旧市内で未だ住居表示を行っていない町のみになりました。 

尚高砂町・川岸町・旭町・泉町･東町･宮本町の一部が残っているのは、

本町４～６丁目が住居表示を実施する時に合併する為に残してある区域

で町として成立しているわけではありません。 
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村  名  考 

 

  今泉村（イマイズミムラ） 

荒戸野には昔から水田が作れる程の水量のある川がなかったので水田化されな

かったが、兎堰用水・大堰用水などが引かれ水田化されてくると特に下流の今泉

地区で今迄湧水のなかった所から用水・水田からしみ込んだ水が湧出し始めたの

で、「新しい清水が湧き始めた村」の意の村名となった。村名以前の天正年代東勝

寺が山号に今泉山を使用しているが初見である。今泉村は全国に４３か所あった。

県内では他に伊勢崎市・月夜野町・吉井町の３か所にあった。 

 

  本宿村（モトジュクムラ） 

西荒戸（堤・本宿・村松村を併せた区域）はもとは堤村一村だった。本宿村が

堤村から分村した時は、本宿・堂屋敷・宮前を併せた区域を原
モト

屋敷
ヤ シ キ

と呼んでいた。

戦国時代丸山が柄杓山城の出城（出丸山 
デ マ ル ヤ マ

）であった時、番頭
バンガシラ

新居氏が、日常住

む丸山の麓にあった屋敷を麓屋敷
フモトヤシキ

と呼んでいたが後世なまってもとやしき（原屋

敷）と呼ぶようになった。一般には本屋敷と書き全国各地にある。江戸期になる

と中世の屋敷地名を現代的な宿地名に換えることが流行し、当村の場合原屋敷が

村域の半分を占めるため原屋敷村とすべきところを現代的な本宿村とした。本宿

村は県内では他に吾妻町・下仁田町の２か所にあった。 

 

  堤  村（ツツミムラ） 

上野国名跡志に「吾妻鏡の堤五郎は此の邑人ならん」とあることから１１００

年代から堤地名があったと推定でき、広沢・小倉・須永村と共に桐生市内では古

い地名である。もとは西荒戸（堤・本宿・村松村を併せた区域）は堤村一村であ

ったが、慶長３年（１５９８）本宿・村松村が分村した為、現在の小区域となっ

た。堤村は吾妻山の西支脈の南麓に発達した村で沢が浅いため水量が少なく開田

出来ない区域であった為、早くから東ノ入・西ノ入・岩ノ入・天津沢の各沢毎に

いくつもの堤を作り沢水を溜めて開田した。桐生市内で溜池が上広沢村と共に多

い地区である為、堤の多い村の意の堤村とした。江戸期には堤村の東側迄大堰用

水西堀が延長された。堤村は日本に２１か所あった。 
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  村松村（ムラマツムラ） 

物見山より南へ伸びる支脈を村松山（後世桐生が丘）といいその先端に延暦１

５年（７９６）官社に昇格した美和神社が祀られている。陽成天皇の元慶２年（８

７８）４月、奥州の 夷
エミシ

が叛乱した時、その討伐の命を受けた上野国押領使南淵秋

郷は美和社に戦勝を祈願し、叛賊平定の後、報賽の印として松苗千株を神山の美

和山に寄植した。後世繁茂して桐生が丘は松山と化した為、村人は叢
ムラ

松山と呼ん

だ。時は移り叢松山の故事が忘れられ村松山と書かれるようになった。慶長３年

（１５９８）堤村から分村した時、村松山に沿って発達した村の意から村名とし

た。村松村は日本に１０か所あった。 

 

  新宿村（シンシュクムラ） 

元亀２年（１５７１）渡良瀬川の洪水により左岸堤村
つつみむら

放光
ホウコウ

原（現在の小字・原）

の集落が流失、その後も集落地が流路となってしまったので南方の河岸段丘では

あるがすでに台地化し、まばらであるが人家もでき、浄運寺の前身
ぜんしん

哀愍
アイミン

寺も永禄

元年（１５５８）広沢村田中より水害をさけて移転してきている現在地へ八幡宮

と共に集団移住し、最勝寺を建立し村の形態も整ったので新川を境に南側が荒戸

村より天正年間（１５７２～１５９３）分村し、新しく出来た村の意の新宿を村

名とした。新宿村は県内では館林市に１か所、日本に４か所あった。 

 

  境野村（サカイノムラ） 

上・下野両国の境を流れる桐生川右岸と渡良瀬川左岸の河岸段丘で出来た境野

原を開拓して出来た村の意を村名とした。上野国郡村誌は永禄年間（１５５８～

１５７０）置村としているが、次の四氏等が江戸期に開拓を始めているので、慶

長３年（１５９８）の桐生領高辻に境野村が出来ているのが正しいようである。 

文禄２年（１５９３）足利氏の旧臣新井土佐守の子孫諏訪を開拓 

 文禄４年（１５９５）桐生氏の旧臣鹿貫将監の子孫浜ノ京天神台を開拓 

 慶長元年（１５９６）由良氏の旧臣高橋丹波守浜ノ京を開拓 

 慶長２年（１５９７）桐生氏旧臣関口尾張守の子孫三ツ堀を開拓 

 昭和８年４月１日桐生市へ合併し桐生市境野町となる。 

 昭和２９年８月１日境野町間ノ島のうち渡良瀬川右岸分が独立して広沢町間ノ

島となる。 
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 昭和４４年７月１日小字を廃止して１～７丁目を設置する。 

境野村は日本に５か所あった。 

 

  広沢村（ヒロサワムラ） 

山田郡のうち大間々から始まり八重笠に至る渡良瀬川右岸の地形を眺めると広

沢丘陵の北側の河岸段丘（広沢）のみが１５～６の沢が３６５日絶え間なく沢水

を供給しているので広い湿地（沢は湿地の意）の台地の意の広沢の地名がついた。 

その命名は早く「延暦１５年（７９６）広沢賀茂神社官社に任ぜられる」とあ

り、広沢氏、広沢郷、広沢山、広沢御厨などにつかわれており地元では一番知ら

れている地名なのですんなり村名になったと思われる。その範囲は如来堂・広沢・

一本木村を併せた区域で最初に如来堂村が次に一本木村が分村したがいつ頃かは

さだかでない。但し「由良成繁天正２年（１５７４）新田領広沢・一本木・如来

堂村を桐生領へ加える」の資料から天正２年以前であることはたしかである。 

由良領が徳川領になった翌年天正１９年（１５９１）の検地の時、上・下広沢

村に分村した、その時の村境の一つが中広沢村の才ノ神（才は 境
サカイ

の換字）である。 
慶長３年（１５９８）桐生領惣辻改の時、上・下広沢村の間を割いて中広沢村

を置いた。 

明治９年（１８７６）地租改正実施の時、上・中・下広沢村が合併して広沢村

となる。 

明治２２年（１８８９）４月１日広沢村・一本木村が合併し広沢村大字広沢村・

大字一本木村となる。 

此の時、一本木村の地番に５０００番を加えて広沢村の地番と同一番地が出来

ぬように配慮した。一本木村地内に５０００番のつかない１～４９番地（山根）

があるのは、下広沢村の山根が飛地として一本木村内に入っていたからで現在は

旧一本木村の区域である広沢町７丁目に入っている。一本木村の大久保・坊ヶ入

は飛地として下広沢村に入っていたが現在は広沢町６丁目に入っている。 

大正 ６年（１９１７）大字にも村がついていては正式名称の村とまぎらわし

いので山田郡は一斉に村を除いたので広沢村大字広沢・大字一本木となる。 

昭和１２年（１９３７）４月１日桐生市へ合併し大字を廃止して広沢町１～７

丁目となる。 

昭和２９年（１９５４）８月１日境野町より渡良瀬川右岸の間ノ島上・下河原
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を合併し広沢町間ノ島が出来る。 

昭和３０年（１９５５）８月９日毛里田村大字吉沢小字唐沢の一部を広沢町７

丁目に編入し、５３６５～５４１３番地となった。 

広沢村は日本に３か所（東京都・静岡県・兵庫県）あった。 

 

  一本木村（イッポウギムラ） 

一本木は全国に分布している地名で県内にも沢山あるが、何の木でどこにあっ

たのかがはっきりしていない。市内でも上広沢村の伊勢崎道のはた（現在は藤生

の一部）にあった字
アザ

であるがやはり不明である。推測ではあるが太田道のはたに

目標となる大木（何の木かは不明）が一本生えていることからついた村名。一本

木はもとは広沢村の一部であった。その根拠は、 

１、明治４年一本木・吉沢村羽石山秣山出入書に「本村はもと広沢村と一村たり」

とあること。 

２、(1)広沢村の飛地山根が一本木村内にある。 

(2)一本木村の飛地大久保・坊ケ入が広沢村内にある。 

両村の飛地が入りまじっているのはここだけで、いかにも不自然である。 

３、普通村境は尾根であるが、ここは沢を境にしており不自然である。 

４、本村広沢村の鎮守賀茂神社を分村一本木村の鎮守としている。同じ例は名久

木村が分村の時、本村仁田山村の鎮守赤城神社を鎮守として勧請している。 

後半は広沢村の解説と同じである。一本木村は日本に５か所あった。 

 

  久方村（クボムラ） 

旧桐生領付近で歴史に登場した武家１３３家の氏
ウジ

の起源を調べたところ１３２

家は屋敷地の地名を名乗っているところからのこる一氏（桐生氏）も地名を名乗

ったと推定できる。 

桐生市付近の川名も調べてみたが、６８川中桐生川以外はすべて地名を名乗っ

ているところからも桐生なる地名があったと推定できる。 

桐生川も上流の山地村・二渡村では明治頃迄は水源の地名を名乗って根本川と

呼んでいた。このことは今倉にあった根本山神社の里宮大正院に参拝した信者の

詠んだ次の歌も証拠の一つである。 
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根本川流れも清き水なれば不浄の躰もここで灑がん 

身も清く心も清く根本川灑ぐ日々の罪垢 

 

根本川は浅部村の栗生
クリュウ

で高沢川を合流し、栗生が転化した桐生を名乗り、桐生川

と呼ばれそのはたの集落が桐生村となった。その後桐生村を領地とした佐野氏の

分家が桐生を名乗った。 

 

日本では桐生を氏とした家系はわが桐生氏のみであり、地名の桐生は飛騨国大

野郡灘郷桐生村と近江国栗太郡桐生村の二村のみである。 

二村のうち近江国桐生村の発生がおどろくなかれ、わが桐生村の発生と同一な

のである。即ち栗太郡栗生を源流とした川が栗生の転化した桐生を名乗り下流の

川沿いに発達した集落が桐生村を名乗り、村の後の山を桐生岳という。桐生川は

下流の治田村で金勢
コ ン ゼ

川と合流し草津川となり琵琶湖に注いでいる。この桐生は平

安中期の歌人で、三十六歌仙の一人でもある清原元輔の歌（朝まだき桐生の岡に

立つ雉は千代のひつきのはじめなりけり）が初見で、以下 

 天正１１年（１５８３）浅野長政知行地きりう 

 寛永１１年（１６３４）近江国寛永石高帳桐生村 

栗太郡桐生村―栗太郡上田上村大字桐生―栗太郡瀬田町桐生―大津市上田上桐生

町となっている。 

飛騨国大野郡灘郷桐生村（岐阜県高山市桐生町）は、慶長１０年（１６０５）

飛騨国郷帳桐生村が初見。宮川（一ノ宮水無神社沿いを流れている川）沿いに発

達した集落。地名語源は不明である。 

 

梅田村郷土誌に寛正３年（１４６２）古河公方足利成氏柄杓山城へ来りしこと

を光栄とし公方村と改名するとあるが天下の公方様の名を村名とすることは絶対

にありえないと思い日本の旧村名を調べたが、一村もなかったので梅田の公方村

も初めから久方
ク ボ

村だったと思われる。現在残っている資料もすべて久方村である。

慶長２年（１５９７）上・下久方村に分かれてから上・下久方
ヒサカタ

村と言うようにな

ったと思われる。久方村は日本で当村のみ。 
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  浅部村（アサベムラ） 

 承応年間（１６５２～１６５５）上久方村より分村し、村の中心集落字浅部を

村名とした。 

 浅
アサ

は緩傾斜地。部
ベ

は辺
へ

の濁音化で所、桐生川（もとは根本川）右岸の緩傾斜地。

浅部村は日本に１か所（宮城県中田町）あった。 

 

  高沢村（タカサワムラ） 

承応年間（１６５２～１６５５）上久方村より浅部村と共に分村した。上久方

村のうち一番大きくて高い位置にある沢でついた地名。地名索引（明治１７年

刊）・市町村大字読方名彙（大正１４年刊）・梅田郷土史（明治４３年刊）も「タ

カサワ」としている。山田郡誌（昭和１４年刊）は高沢村にだけ読み方をふるの

をやめている。高のつく地名はすべて「タカ」と呼んでいる。 

山田郡一帯に雷雨を降らす雷雲は当沢内雷神岳（嶽山・現在の鳴神山）の上空

で形成されているので山頂に雷神を祭神とする郡内一の雷神岳神社を祀っている

のでついた地名。当社の別当新蔵院も山田郡一か所の祈願所になっている。高沢
タカサワ

村

は日本に３か所ある。 

 

  二渡村（フタワタリムラ） 

天正元年（１５７０）の由良成繁書状に二渡村のあることからそれ以前の成立

で、山地村との村境に諸沢が両村にまたがってあることから山地村から分村した

と思われる。村名の二渡は浅部村の字二渡は初めは二渡村区域の字だったので、

それを借りて村名とした。その後、承応年間（１６５２～１６５５）浅部村が上

久方村から分村した時、村域がせまいので二渡村が譲渡した。 

二渡
フタワタリ

は本来、二渡
ニワタリ

と読む地名で渡し場につける東北地方固有の地名で現在も小

字が沢山残っている。天正（１５７０）以前、塩窯神社を奉じて東北地方より上

菱村に移住した小島氏が荷物を持って根本川（桐生川）を渡って対岸へ行くには

地形上字二渡しかないので故郷の渡し場地名二渡
ニワタリ

をつけた。二渡村開村の時字二

渡を借りて村名とした。後世「ニワタリ」が「フタワタリ」に読み換えられた。

二渡村は日本に１か所（鹿児島県宮之城町）あった。 
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  二渡村忍山（フタワタリムラオシヤマ） 

天正１８年（１５９０）の上野国山田郡村々人別帳には押山村とあり一村とし

て独立していたが、寛文１２年（１６７２）の水帳では二渡村忍山になっており、

８２年間に二渡村に合併したと思われる。 

押山（忍山）は残
ザ

馬
マ

山の別名で村名になっている。残
ザ

馬
マ

山は座間
ザ マ

村の境にある

ので勢多郡の呼称であり、忍山
オシヤマ

は忍山村の境にあるので山田郡の呼称である。押

山とは山腹が崩壊して土砂を押し流す山の意。 

忍山とは村内で一番高い山なのに、まわりの山に邪魔されて集落から見えない

山の意。忍山村も日本で当村のみ。押山村は愛知県稲武
ト ウ ブ

町にあった。高山彦九郎

「忍山湯旅の記」では６３戸の人家があったという。 

 

  山地村（ヤマチムラ） 

天正元年（１５７０）由良成繁の書状が初見である。初めは二渡村の区域も含

んでいたと思われる。 

山ばかりで平地のない村の意。山地村は日本に１か所（和歌山県有田市）あっ

た。 

 

  飛駒村入飛駒（ヒコマムライリヒコマ） 

 上遠原郷
カミトウバラゴウ

がいつ飛駒村に改名したか不明である。飛駒は低間
ヒキマ

の転で山間の盆地

をいう。飛駒の本村は南北３キロメートル、東西１キロメートルの盆地で飛駒盆

地と呼ばれている。入飛駒がいつできたか不明であるが入は奥を意味し飛駒本村

の山奥の意。飛駒村は日本で当村のみ。 

 

  小倉村（オグラムラ） 

智明上人が帰国した元久元年（１２０５）に小倉の上人といわれた所から小倉

の地名はすでにあった。その後、開村がいつかは不明で、天正１８年（１５９０）

３月作成の上野国山田郡村々人別帳が初見である。慶長３年（１５９８）長峰山

の分水界と下
シモ

は小倉川を境にして東・西に分村した。 
小倉山とは小倉峠のある吾妻山の南西に伸びる支脈の端の山で先端が絶壁とな

り渡良瀬川に落ちている。 

小は接頭語。倉は岩壁で、岩壁のある山の意。小倉村は日本に１２村あった。 
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  須永村（スナガムラ） 

「久寿３年（１１５６）須永御厨建立」とあるので、その頃から須永の地名は

あったがいつ開村したかは不明である。 

須は州の換字で砂の意。渡良瀬川が洪水の度
タビ

に砂を運んできて左岸に細長く自

然堤防を作ったことから地名となり村名になった村。須永村は日本で当村のみ。 

自然堤防は東・西小倉村区域迄続いていた。 

 

  高津戸村（タカツドムラ） 

上野国志の高津戸要害山の条に「堀川天皇の御代（１１００年前後）山田七郎

吉之住し……」とあることから、その頃から高津戸の地名はあったが開村がいつ

かは不明である。 

高は集落のある川岸段丘。津戸は小字の通度と同じで渡し場の意。渡し場の崖

上の台地に集落のある村の意。高津戸村は日本に１か所（千葉県千葉市）あった。 

 

  仁田山村（ニタヤマムラ） 

上野国志に「堀川院の御代（１１００年前後）に山田七郎吉之仁田山を領有す

る」とあることから、その頃から仁田山の地名はあったが開村がいつかは不明で

ある。天正３年（１５７５）仁田山村から下仁田山・名久木村が分村し、慶長３

年（１５９８）中仁田山村分村の時、仁田山村は上仁田山村に改名した。 

「里見義胤四世の孫氏連は仁田山を領有し仁田山氏を名乗り、足利尊氏の四男

基氏関東管領として下向の時相従ひ、鎌倉に下って住す」とあることから仁田山

氏は仁田山の地名を借りている。上仁田山村黒新田
クロンタ

山に字
アザ

黒新田が、名久木村

黒仁田
クロンタ

山に字
アザ

黒仁田久保がある。黒は田の畔
クロ

の換字で山の意から山腹に猪鹿など

のぬた場のある山の意。畔は田を山脈の形で分けていることから山の意に用いら

れる。 

新田
ニタ

・仁田
ニタ

は沼田
ヌタ

の転で猪鹿などが虫よけに体に泥をぬるにた場のある湿地の

意から、猪のにた場のある山々に囲まれている村の意。仁田山村は日本で当村の

み。 

 

  名久木村（ナグキムラ） 

天正３年（１５７５）仁田山村より分村した。 
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名久は崩（ナグ）の換字で崩れ易い意。木は処
コ

の転で所の意を示す接尾語。 
土砂崩れをおこす山々に囲まれている村の意。名久木村は日本で当村のみ。 

 

  山田村（ヤマダムラ） 

明治９年（１８７６）地租改正実施の時、今後小村では村の維持が成り立ち難

いと、もと仁田山の村名で一村だった上・中・下仁田山村・名久木村の四村が合

併し、もとの村名を使わずに山田村になった。村名の由来は文化元年（１８０４）

桐生新町の絹買い商新居甚兵衛が宣伝のため白滝姫と山田 男
オノコ

の恋物語を上仁田

山村岩本鎮座の白滝神社にかかる伝説のように潤色し、神影・伝説を印刷して桐

生新町産の絹に巻き込み販売した為、全国的に知られた山田を村名とした。同時

に仁田山川も山田川に換えた。山田村は日本に８２か所あった。 

 

  如来堂村（ニョライドウムラ） 

元久２年（１２０５）師法然上人から拝領した阿弥陀如来像を牛の背に乗せ京

都から長途の旅を続け、領地小倉郷の２キロメートル手前で広沢氏の領地広沢郷

（後のその一部の如来堂村）桜塚迄来て堂を建て拝領の本尊を安置して、家来共々

領地へ帰って来るだろうか。法然上人絵伝によれば帰国後すぐ菴室を建て、西に

一町餘をへだてて一間四面の阿弥陀堂を建て日夜修行に励んだとあり、こちらの

方が説得力がある。 

阿弥陀堂は元禄６年（１６９３）西小倉村寺前へ移転し崇禅寺となった。広沢

古事談によると、承久３年（１２２１）１１月９日広沢義実の二男戸賀崎三郎が

竜台（広沢村竜台は後年西半分が如来堂村が分村の時分割された）に阿弥陀堂（児

見山系図では如来堂）建立とある。 

菴主は園田智明法師大王院二代目見住す、とあるのが後世間違がわれたのであ

る。その後、広沢氏は没落し保護者を失った阿弥陀堂は風雨にさらされ荒れ果て

たので、竜台の東、藤生に屋敷を構えた堀越氏が本尊の阿弥陀如来像を自宅に安

置し、天正９年（１５８１）浄運寺二代目住職存誉聞岌に贈ったのが現在の本尊

である。 

如来堂村は広沢村からいつ分村したかは不明だが１５６９年以前であることは

確かである。阿弥陀如来像を祀ったお堂のあった村の意。如来堂村は日本に１か

所（福島県会津若松市）あった。 
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  下新田村（シモシンデンムラ） 

古来、下新田村（相生町２丁目）と上新田村（大間々町）・旧蕪町村（天王宿村

区域も含んでいた）を合わせた区域は吹払野
フキハライノ

（冬、北風の激しく吹きあれる未開

墾の平地）と呼ばれたが、戦国時代には追々開発の手が入るようになると新田原
シンデンパラ

と

呼ばれ、江戸時代の慶長３年（１５９８）新田原の下の区域は大野八右衛門の命

により、上広沢村の津久井氏が開拓して氏神愛宕社を勧請した。同じ頃、森田氏

も開拓して薬王寺を開基している。 

 上の区域（大間々町）は大間々草創六人衆が開拓したといわれている。そうし

て慶長１０年（１６０５）上・下新田村・旧蕪町村は同時に開村している。新田

は江戸期の開墾地をいう語で上・下新田村のように水田のない所の地名にもなっ

ている。上・下は標高によりついている。 

新田原の下の区域を開拓して出来た村の意。下新田村は日本に１５か所あった。 

 

  天王宿村（テンノウジュクムラ） 

蕪町村の東側の未開拓地を対岸須永村の藍原氏が主になって開拓し寛文９年

（１６６９）天王宿村として分村した。 

村名は宿（街道に面し村で一番大きい集落をいう）に村の鎮守として牛頭天王

社を勧請したのでついた村名。天王宿村は日本で当村のみ。 

 

  蕪町村（カブッチョムラ） 

大間々旧道沿いに発達した村で、寛文３年（１６６３）の 水帳
ミズチョウ

には加仏丁村と

書いている。 

慶長３年（１５９８）大野八右衛門に新田原（もとは吹払野
フキハライノ

といわれた）の開

拓を命ぜられ渡良瀬川対岸高津戸村の桜井氏が主になって、その北側地区（旧蕪

町村）を開拓し、上・下新田村と同時に慶長１０年（１６０５）開村した。村名

は村の最大の集落屋敷が河岸段丘崖下にあるのでついた。旧蕪町村は天王宿村域

を含んでいた。 

蕪は傾
カム

くの換字で崖をいう。町
チョウ

は崩壊地名。垂直の河岸段丘なので、度々崩壊

する崖下に集落のある村の意。蕪町村は日本で当村のみ、字
アザ

では二渡村忍山にあ

る。 
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  天沼新田（アマヌマシンデン） 

上新田村雨沼と下新田村内の村境の野原を開拓して延享２年（１７４５）分村

した。村名は雨沼の未開墾地を開拓して出来た村の意。本村の雨沼をさけて天沼

新田とした。 

上新田村雨沼では地下水位が９月頃から上がり、自然に湧出して沼のようにな

るのでついた地名。その水は天沼新田堀上地区に流入し１か月位沼のようになる。

天沼新田は日本に１か所（埼玉県川越市）あった。 

 

  米沢村（ヨネザワムラ） 

米沢村は天正１８年（１５９０）にはすでに存在していた村で村名は村で最大

の集落米沢を名乗った。安政年間一村として成り立ち難く、米沢川を境に東側の

入小屋
イリゴヤ

・鹿野
カノ

が小俣村に西側が小友村に分村合併した。米沢村は日本に９か所あ

った。 

 

  小友村（オトモムラ） 

天正１８年（１５９０）以前に下菱村から分村した。村名は小友川に沿って細

長く続く唯一の傾斜地についている字
アザ

を名乗った。 

小友は落面
オトモ

の換字で、落
オト

はおとすの省略形で傾斜地。面
モ

は接尾語で所の意。細

長い傾斜地のある村の意。小友村は日本に９か所あった。 

 

  小友村一色（オトモムライシキ） 

一色は慶長３年（１５９８）には存在した村で、細川氏の家老一色縫之助の屋

敷があったのでついた村名。一色村は日本に１４か所あった。 

 

  菱  村（ヒシムラ） 

応永１９年（１４１２）細川丹後守入部の時、すでに菱村は存在していた。弘

治２年（１５５６）桐生祐綱より星野小六宛の書状「上菱の……」があることか

ら１４１２～１５５６年間に上・下菱村に分村した。 

菱は岸の転で桐生川は（左岸）菱側の山麓を削り岩壁を作りながら流れている

のでついた村名。因みに（右岸）桐生側は対称的に平地なので、菱の岩壁が特に

目立って村名になった。菱村は日本で当村のみ。岸は岩壁の意。 
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  下菱村中里（シモビシムラナカザト） 

慶長３年（１５９８）には存在した村で村名は村の中心集落名を名乗ったので

村名としての意味はない。中里村は日本に３１か所あった。 

 

  黒川村（クロカワムラ） 

明治９年（１８７６）地租改正実施の時、もはや一村では運営が成り立ち難い

ので、下菱村と小友村はもと一村であったので合併した。村名は二村の境を流れ

ている黒川（本名は菱川）を名乗った。合併の時に村名を下菱にすることを拒ん

だため、菱川の俗称である黒川を村名とすることで合意した。このため、川の名

迄黒川になった。 

明治２２年の市制・町村制により、黒川村と上菱村は合併し菱村（大字黒川村、

大字上菱村）となり、最初の村名と村域に戻ったわけである。黒川村は日本に２

９か所あった。 

 

  梅田村（ウメダムラ） 

（日本随筆大成）松浦静山著 甲子夜話 

「文政９年（１８２６）上州山田郡梅田之里佐羽清右衛門と申者之庭に……」 

地誌編輯材料取調所足利郡黒川村（明治１６年）の資料等により江戸末期には梅

田の称呼は一般的に使われていた。但し、梅田の地名の語源は不明であった。 

梅原はもとは桐生川の川原で宮内を加えた倍の広さを持っていた。一般的には

西方寺から東側桐生川迄見渡せる限りを梅原と呼んでいた。梅田村で唯一の大平

原である。大堰用水が出来ると追々水田化され、江戸中期頃には梅原は大水田地

帯に変わったので住民は梅田と呼ぶようになった。 

明治２２年（１８８９）４月１日市制町村制による第二次大合併が全国一斉に

行われた時、上久方村・浅部村・高沢村・二渡村・山地村が合併し新村名は江戸

末期には江戸に迄知られている有名新地名梅田を名乗った。西方寺は翌２３年山

号を梅田山に換えている。梅田村は日本に１１か所あった。 

 

  川内村（カワウチムラ） 

梅田村と同日、東・西小倉村・須永村・高津戸村・山田村が合併し、新村名は

渡良瀬川の内側にある村の意の川内村とした。川内村は日本に６か所あった。 
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  相生村（アイオイムラ） 

 梅田村と同日、如来堂村・下新田村・天王宿村・蕪町村・天沼新田が合併し、

新村名は名木
メイボク

で知られる相生ノ松を名乗った。相生村は日本に３か所あった。 
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字
ア ザ

・小字
コ ア ザ

考
コ ウ

 

 

 字
アザ

 

 

自分の田畑に名を付ける必要から畔名
アゼナ

と呼ばれたが、後世 字
アザナ

に転化し下略のア

ザと呼ぶことで定着した。現在はアザナと言う場合は字名と書くようになった。 

古くは平安時代の荘園文書に始まり大閤検地以降制度的意義を持つようになっ

た。 

現在字
アザ

と言う場合は江戸期の検地帳（水帳）に記されている字のみを言う。法

令上の字は大字・小字を含んでいる。 

 

 小字

コアザ

 

 

明治９年（１８７６）地租改正に於いて字を一つの丈量範囲としたので、小さ

い字は数か所を合併して標準化した。そして新字名には数か所の中の一つの字名

をつけたり、数か所以外の字名をつけたりしたので、平安以降字の持っていた由

緒が消えてしまった。又江戸期のままの字もあるので、今後小字の調査を始める

人は三種類の仕分けが必要である。 

明治２１年（１８８８）町村制公布により町村の大合併が行われ、合併により

消えた旧各町村の上に大字をつけ新町村の下に書くことにした。同時に旧来の字

を小字と改め、大字との区分を明確にした。 
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今   泉   村      （イマイズミムラ） 

     （仲町１～３丁目、東１～７丁目、浜松町２丁目の一部、 

            東久方町２･３丁目の一部、 * 町別小字表１、２，５参照） 

字  小  字  地 名 語 源（寛文１３年（１６７３）の水帳の
ア ザ

字による） 

 
 ｲｼ   ﾂﾞｶ 
 石   塚 

   

 

 

 こやはら 

  

 

 

 

 ぞうどの 

 

 

 

 ﾔｸ ｼ  ﾄﾞｳ 
 薬 師 堂 

  

 

 

 
 ﾂﾈｷﾞ ｶﾞｲﾄ 
 常木谷戸 

  

  

 

 

 

 

 

 

 ｶﾞｹ   ｼﾀ 
 欠   下 

  

 

 

 

 ﾀｶ   ﾀﾞ 
 高   田 

 

 石   塚 

 

 

 ｺ  ﾔ  ﾊﾗ 
 小 谷 原 

 

  

 

 ｿﾞｳ   ﾄﾞﾉ 
 蔵   殿 

 

  

  

 薬 師 堂 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾂﾈ   ｷﾞ 
 常   木 

 

 

 高   田 

 

  昔桐生川の川原だった所なので耕地の間の所々に耕地にす 

 るため邪魔な石を拾って捨てた場所が塚のように小山をして 

 いるためついた地名。 

 

  荒戸が原を開拓するために作った大堰・兎堰用水等の桐生 

 川への排水口にあたるので、いくつもの排水路が湿地を作り 

 ながら流れていたためについた地名。  

 原は川原の略。谷は湿地の意。 

 

  小谷原と同じに各用水の排水口にあたるため湿地帯をなし 

 桐生大炊介祐綱手植の柳の根本の大清水を始めとしていくつ 

 もの湧水があるためについた地名。 

 ぞうは湿地を示す沢の転。殿は棚の転で平地の意。 

 

  薬師如来を安置した薬師堂を円墳の上に作ったため付近の 

 地名となった。薬師堂は正保４年（１６４７）大蔵院境内へ 

 移転したがその後も現在地でも祀られ、二本の榎が古墳上に 

 あるため、二本榎の薬師とも、堂が南を向いているため南向 

 き薬師とも呼ばれ信仰者が絶えない。 

 

  常はツエ（潰）の転で崖崩れの意。 

 木はキハ（際）の下略ではたの意。谷戸は集落。 

 台地のはた（新川沿い）が渡良瀬川の洪水のたびに分流とな 

 るため洪水によって削られるためついた地名。 

 はたが崖になっている台地に集落が出来た区域。 

 谷戸は本来谷の入口付近をいう地名であるが、地形上人が住 

 み良い所なので最初に集落が出来た為集落名に変化し、後世 

 には平地に出来た集落名にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤト 

 がガイトに変化した。 

 

  洪水の時は渡良瀬川の分流になる為、川になってしまう所 

 で、常木の台地の崖端が洪水で崩される崖下にある低地。 

 

  明治９年地租改正の時、常木谷戸・欠下を併せて常木とし 

 た区域。 

 

  大堰用水本町５丁目分流が今泉村への入口にあたる区域に 

 ついた地名。用水の村の入口付近につく地名で各地にある。 
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字  小  字 地 名 語 源 

    ﾀﾞ 

 あぶく田 

   

 

 

 

 や な せ 

 

 

  

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 ｲｼ   ﾀﾞ 

 石   田 

 

 

 ﾂﾁ 

 土こぼし 

 

 

 ｱ ﾌﾞ ｸ ﾀﾞ 

 阿武久田 

 

 

 

 ﾔﾅ   ｾ 

 梁   瀬 

  

 

 

 

 清   水 

  ｻｲｶﾁ   ﾊﾗ 

 槐   原 

 

   

 

 

 ﾎﾞｰ   ｲ 

 保   井 

 

 

 

 ｽ ﾜ ﾉ ﾏｴ 

 諏訪ノ前 

 

 ﾄﾉ ｶﾞｲ ﾄ 

 殿 谷 戸 

 

 

 

 

 石   田 

 

 

 ﾂﾁ ｺﾎﾞ ｼ 

 土 溢 シ 

 

       

   

  
ア ブ クダ

泡田ともかく。 

 大堰用水本町２丁目分流が通るようになったため伏流水が湧 

 き出している水田が出来たためについた地名。湧水と共に空 

 気が出ているのでついた地名。 

 

  由良氏家臣丹州産梁瀬太郎が、荒戸村高橋氏に聟入し梁瀬 

 の姓にて分家し屋敷を構えた所が地名になった。 

 （高橋丹波守由良信濃守家門梁瀬太郎を孫娘の聟とす。） 

 梁瀬太郎一村一か寺の大寺今泉山東照寺を開基。 

 

  湧水点がいくつもあるのでついた地名。 

 

  寛文水帳当時は川原で利用されなかった為､ 字はなかった。 

 その後、開拓されるようになってから字がついた隣村下菱村 

 へ行く道が通っていた為、村境に邪霊疫病が入ってくるのを 

 防ぐためサエノカミ（塞神）と共に槐を植えたのが広がった 

 川原。 

 

  寛文水帳当時は川原で利用されなかった為字はなかった。 

 保はホ（秀）の替字で突き出たものの意。井は用水の意。 

 用水を取水する為、桐生川の中まで取水堤を作ってあるため 

 ついた地名。 

 

  寛文水帳にはない。  

 諏訪神社の境内を含め南側の区域。 

 

  寛文水帳にはない。殿は棚の転で高い意から堤。  

 谷戸は集落。 

 兎堰用水、大堰用水２・５丁目分流などに囲まれているので用 

 水沿いに堤を作ってある集落。 

 

  もとは、桐生川の川原だったので石の多い所。 

 ただし、その後地質が良くなって上田・上畑・中畑のみの区 

 域。 

 

  土が清水にとけて流れ出している所。もとは沼があったと 

 いう。大堰用水本町２丁目分流が通っているので伏流水が湧 

 き出した区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｷ ｼﾞ ﾉ ｵ 

 きしの尾 

 

 

 ｺﾏ ｶﾞｲ ﾄ 

 駒 谷 戸 

 

 

 

 ﾄｳ ｼｮｳ ｼﾞ 

 東 正 寺 

 

 

 

 ｽ  ﾜ  ｳｼﾛ 

 諏 訪 後 

 ｶﾜ    ﾗ 

 川   原 

 

 

 

 

 

 

 ｼﾞｭｯ ﾎﾟﾝﾊﾞﾗ 

 十 本 原 

 

 

 ｶ  ﾉ  ﾏｴ 

 鹿 ノ 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｷ ｼﾞ ﾉ ｵ 

 雉子ノ尾 

 

 

 

 駒 谷 戸 

 

 

 

 ﾄｳｼｮｳｼﾞﾏｴ 

 東勝寺前 

 

 

 

 ｽ ﾜ ﾉ ｳｼﾛ 

 諏訪ノ後 

 

 川  原 

 ﾖｼ  ｹﾞ 

 吉  毛 

 

 

 

 

 

 十 本 原 

 

 

 

 鹿 ノ 前 

 

 

 

 

 

 

 

  大堰用水本町２丁目分流が最初に今泉村に入る所で用水を 

 曲げて流すため石垣で堤を築いてある所。きしはキリ（断） 

 イシ（石）の略。尾は細の意でここでは用水をいう。 

 

  コマ（駒）はコロ（転）マ（間）の略で曲がっている意。 

 谷戸は集落。 

 久方村との境になっている道が半円状に曲がっている所に出 

 来た集落。 

 

  東照寺・東性寺とも書く。 

 東正寺のある付近。その後、東勝寺に改名した。 

 天正元年（１５７３）梁瀬太郎開基東性坊開山と今泉古事談 

 にあるので最初は東性寺とも思われる。 

 

  諏訪神社の後（北）側の区域。 

 

  桐生川の川原だった区域。 

 

 葦は悪しに通ずるので吉の字を用いた。 

 寛文水帳の時はなかった地名。 

 ケ（毛）は場所を示す接尾語コ（処）の転。 

 桐生川の川原で葦の生えている湿地。川原の一部を分割して 

 吉毛とした区域。 

 

  十本の木が生えている桐生川の川原。 

 十本の木が何であるかははっきりしないが、字内に二本杉の 

 稲荷（因幡稲荷）があるので杉の可能性が高い。 

 

  スカ（砂処）→シカ→カと転じた。 

 桐生川のはたが洪水のたびに流れてきた砂で自然堤防のよう 

 に高くなっている区域。 
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     本 宿 村      （モトジュクムラ） 

   (元宿町の大部分、巴町１･２丁目の一部、宮前町１･２丁目の一部、堤町２･３丁目の一部、 

      末広町の一部、稲荷町の一部、美原町の一部  * 町別小字表２、３参照) 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１３年（１６７３）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｽﾅﾀﾞ ｶﾞｲﾄ 

 砂田谷戸 

        

 

  

 

 

 

 

 ﾆ  ﾀ  ﾄﾞｺﾛ 

 仁 田 所 

 ﾊﾞ  ﾊﾞ  ﾅｶ 

 馬 場 中 

 ｲﾏ ｲ  ｼﾞｭｸ 

 今 井 宿 

 ｲｯ ﾁｮｳ ﾀﾞ 

 一 丁 田 

 

 

 

 

  

  

 

 ﾛｸ ﾀﾝ ﾀﾞ 

 六 反 田 

 

 

 ﾋ    ﾂﾞﾒ  

 樋   爪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 砂   田 

 

  

 仁 田 所 

 

 馬 場 中 

 

 

 今 井 宿 

 

   

 

 

 一 丁 田 

 

 ｸ  ﾎﾞ  ﾀ 

 久 保 田 

 

 

 ﾛｸﾀﾝｶﾞｲﾄ 

 六反谷戸 

 

 樋   爪 

 

 

  谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所 

 なので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は平 

 地の集落名にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤトがガイトに変 

 化した。スナ（砂）はスナ（少）いの略。 

 僅か一町程の水田のある所に出来た集落。 

 

  明治９年の地租改正の時、谷戸は古い用語として廃止した。 

 いわれは前項が正しい。 

 

  ヌ（沼）タ（処）と同じで湿地。 

 村松沢川・大堰用水などの末流
ヤ ツ

八津川の流れている湿地。 

 

  馬場はママと同じで崖をいう語。中は場所を示す語。 

 新川のはたが崖になっている区域。 

 

  宿は砦のはたに出来た集落につく地名。 

 

  明治初期は、面積は１７０００坪（６町弱）あるが耕地は 

 畑が３００坪。 

 地名のついた頃は一丁程の耕地のあった区域。 

 

  久保田（６０００坪）が独立して１１０００坪程になった 

 区域。 

 

  周囲より低くなっている所。６０００坪程で一丁田より分 

 割した区域。 

 

  地名のついた頃は六反の耕地があった区域。 

 

  後に集落が出来たので改名した。谷戸は集落。 

 

  樋は用水（大堰用水）爪（ツメ）は詰（ツメ）の換字で終 

 わる意。 

 大堰用水の分流が堤村の東堀に合流する区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾓﾄ ﾔ  ｼｷ 

 原 屋 敷 

  

   

 

 

  

 

 

  

 ﾐﾔ   ｼﾀ 

 宮   下 

 

 

  

  

 ﾔﾅｷﾞ ｶﾞｲ ﾄ 

 柳 谷 戸 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾓﾄ   ｼﾞｭｸ 

 本   宿 

   

 ﾄﾞｳ ﾔ  ｼｷ  

 堂 屋 敷 

 

 

  

 

 ﾐﾔ   ﾏｴ 

 宮   前 

   

 

 柳 谷 戸 

 

 

 ﾏﾙ   ﾔﾏ 

 丸   山 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾗ 

原 

 

 

 

  モト（原）はフモト（麓）の略。 

 丸山の砦の番頭（バンガシラ）新居氏が普段住んでいた屋敷 

 があったのでついた地名。 

 

  原屋敷ではいかにも古いので本宿村の中心地でもあるので 

 村名に改名した。 

 

  本宿に改名する時、修験高沢院の境内が独立した区域。 

 （３７４１坪） 

 

  白髭神社を祀っている区域。 

 境内地は木ノ下で旧堤村内であるが昔は宮下であった。 

 

  宮下を宮前に換えただけでいずれも神社のある区域をいう 

 地名である。 

 

  ヤナギ（柳）はヤナ（簗）・木の換字で土手を示す語。 

 ギは接尾語で場所を示す。 

 堤村から流れてくる東堀に土手が築いてある所にある集落。 

 

  戦国時代に柄杓山城の出丸があった山なので出丸山と呼ば 

 れていたが、後世山の形が丸いこともあって、丸山というよ 

 うになった。 

 丸山・円山・砦円山・天津山・清閑山・聖眼寺山・砦山・浅 

 間山・赤岩山・寄居山・富士山の１１に呼ばれている。 

 寛文水帳の時は、なかった地名。山麓を両毛鉄道を通すため 

 崩したので、昔と山容が変化している。 

                      

  渡良瀬川の川原の略でもとは
ホウ コウハラ

放光原と呼ばれ集落があり、 

 新宿の八幡宮なども祀られていたが、元亀２年（１５７１） 

 の洪水で流されて以来川原の区域。 

 寛文水帳以後に開拓され地名が復活した区域。 

 放光の渡があったことで知られている。 
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   堤 村     （ツツミムラ） 

（堤町１～３丁目の一部、小曽根町の一部、永楽町の一部、宮前町１･２丁目の一部、元宿町の 

  一部、巴町１･２丁目の一部、末広町の一部、宮本町２丁目の一部、 * 町別小字表３参照） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１３年（１６７３）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｶｷﾉｷｶﾞｲﾄ 

 柿木谷戸  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｼ ﾐｽﾞｶﾞｲﾄ 

 清水谷戸 

 

 

 

 ﾌｶ   ﾏﾁ 

 深   町 

 ﾇﾏ   ﾀ 

 沼   田 

 ｱｶｻｶｶﾞｲﾄ 

 赤坂谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ｶｷ ﾉ  ｷ 

 柿 ノ 木 

 

 

 
 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 

 深   町 

 

 沼   田 

 

 

 

 ｵﾘ   ｲｼ 

 折   石 

 

 

 

 

 

 ｱｶ   ｻｶ 

 赤   坂 

  

  谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所 

 なので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更 

 に拡大して平地の集落地にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤト 

 がガイトに変化した。 

 浄運寺所有地６丁目３９１～３９７はもとは柿ノ木。 

 柿はカケ（欠）の換字で崖の意。 

 キ（木）はキハ（際）の略。谷戸は集落。 

 台地の端が新川の洪水の時に崩されて崖になっている所にあ 

 る集落。 

  

  明治９年地租改正の時、谷戸は古い用語として取っただけ 

 でいわれは同じである。 

  

  大堰用水を引いて来た為、清水が湧き出た付近に集落が出 

 来た区域。 

  

  明治９年地租改正の時、谷戸は古い用語として取っただけ 

 でいわれは同じである。 

  

  フケ（沮）マ（間）チ（地）で湿地の意。 

  

  沼は鷺沼の略。タ（田）は場所を示す。鷺沼のある区域。 

 沼のあった頃はサギのえさ場だった。 

  小字赤坂と折石を併せた区域。 

  琴平山の赤土の山麓を仁田山道旧道（今もある）が通ってい

て、その道端に集落が出来てついた地名。 

  

  赤坂谷戸の東半分が独立した区域。 

 琴平山の山麓の仁田山道のはたに折れた形の大石があるので 

 ついた地名。 

 現在は通行の邪魔になるので割って取り除いた。 

 オリイシ（降石・織石）とも書き、琴平山の山頂から段々に降 

 りて来た石ともいわれている。 

  

  赤坂谷戸の西半分をいい明治９年の地租改正の時、谷戸は 

 古い用語として取っただけでいわれは同じである。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾋｶﾞｼ ｶﾞｲ ﾄ 

 東 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 とびのす 

 

 ﾆｼｸ ﾎﾞ ｶﾞｲﾄ 

 西久保谷戸 

 

 

 

 ﾆｼ ﾉ  ｲﾘ 

 西 ノ 入 

 ﾆｼ   ﾔﾏ 

 西   山 

 

 

 

 ｺﾞ  ﾎﾞｳ ｷﾞ 

 五 本 木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐ    ﾄﾞｳ 

 御   堂 

 

 

 ﾋｶﾞｼ 

東 

 

 ﾄﾋﾞ ﾉ  ｽ 

 鳶 ノ 巣 

 

 

 

 
 ﾆｼ ｸ  ﾎﾞ 

 西 久 保 

 

   

 

 

 

 

 西 ノ 入 

 

 

 

 

 五 本 木 

 ｷ  ﾉ  ｼﾀ 

 木 ノ 下 

 

 

 

  吾妻山支脈の分水界を境に村松村の小曽根と接している。 

 堤村の東側の山麓に集落の出来た区域。 

  

  東谷戸の南側を分割して御堂（現在は墓地しかないが御堂 

 が出来たのでついた地名。）の出来た区域。 

 東谷戸の２０％程度の区域。 

  

  東谷戸の北側８０％程度の区域で、明治９年地租改正の時 

 谷戸は古い用語として取っただけでいわれは同じである。 

  

  とびは鳶のかな書きで飛びの換字で崩壊地名。 

 山崩れで押し流された土砂の推積した区域。 

  

  ニシ（西）はニジ（滲）むの換字で湿地。 

 村の中心にある低湿地に集落の出来た区域。 

  

  明治９年地租改正の時に、谷戸は古い用語として取っただ 

 けでいわれは同じである。 

  

  西山のはたから奥へ入った山腹をいう。西は西山の略。 

  

  ニシ（西）はニジ（躙）るの換字で、度々山崩れをおこす 

 山。 

  

  小字の西ノ入は西ノ入と西山を合わせた区域を単に西ノ入と 

呼んだだけなのでいわれは字の項が正しい。 

  

  御坊基→御坊木→五本木と変化しているが、旧聖眼寺のあ  

 った所の意なので、ごぼうぎと読むべきである。木は場所。 

  

  その後、旧聖眼寺のあった所だけをいうようになった。  

  

  五本木の下の意で、旧聖眼寺境内の東側が木ノ下として独 

 立した区域。 

 明治９年地租改正の時に、本宿村宮下の白髭神社境内（２１ 

 ５１番地）だけが木ノ下に合併した。 
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字  小  字  地 名 語 源  

 ｶﾞｲﾄ 

 ぼう谷戸 

  

 

 ぜんだな 

 

 ｲﾜ ﾉ  ｲﾘ 

 岩 ノ 入 

  

 

 ｱﾏ ﾂ  ｻﾞﾜ 

 天 津 沢 

  

 

 ﾀ  ﾉ  ｲﾘ 

 田 ノ 入 

 

 

   ﾄｳｹﾞ 

   峠 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 ﾎﾞｳ ｶﾞｲ ﾄ 

 坊 谷 戸 

 

 ｾﾞﾝ   ﾀﾞﾅ 

 膳   棚 

 

 

 岩 ノ 入 

 

 

 

 天 津 沢 

 

  

 

 田 ノ 入 

 

 

 

    峠 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 

 中   島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  坊は寺をさし、ここでは旧聖眼寺をいう。 

 旧聖眼寺の隣りに出来た集落のある区域。 

 

  小さい（１６７１坪）階段状傾斜地。 

 膳棚は階段状傾斜地に付く地名で各地にある。 

 

  入口が岩壁で狭くなっているくぼ。      

 奥が千畳敷きといわれる広い山腹なので
マ ン ガ イ リ

万ヶ入ともいわれて 

 いる。 

 

  天津は雨水の意。沢は低湿地。 

 渡良瀬川の流路が南に変わったため、旧流路が低湿地となり 

 洪水の時にだけ川になる堤町三丁目の平地の区域全体をいう。 

 

  田は棚の換字。 

 階段状の形をした細長いくぼで、上に溜池を作り棚田に利用 

 している。 

 

  東小倉村へ山越する峠道の通っている小倉山の東腹。 

 

  渡良瀬川の中州が固定して島になった区域。 

 寛文水帳の時は無かったが、その後耕地になった為地名のつ 

 いた区域。 
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     村 松 村       （ムラマツムラ） 

（宮本町１･２丁目の一部、宮本町３･４丁目、末広町の一部、永楽町の一部、 

             小曽根町の一部、堤町１丁目の一部 * 町別小字表３参照） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１３年（１６７３）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ﾎｿ   ﾀﾞ 

 細   田 

 

 ﾏｶﾞﾘ   ﾀ 

 曲   田 

 ﾁｮｳﾉ  ﾂｶ 

 長   塚 

 

 

 

 ﾄﾞ  ｲ  ｼﾀ 

 土 井 下 

  

 ﾐﾔ ｶﾞｲ ﾄ 

 宮 谷 戸 

 

 

 

 

 

 ﾐﾔ   ﾀ 

 宮   田 

  

 ｾﾐ ｶﾞｲ ﾄ 

 蝉 谷 戸 

 

 

  

 ｻﾗ ｸ  ﾎﾞ 

 皿 久 保 

 ﾑﾗ ﾏﾂ ｻﾞﾜ 

 村 松 沢 

 

 

 細   田 

 

 

 

 曲   田 

 ﾁｮｳ ﾉ  ﾂｶ 

 長 ノ 塚 

 

 

  

 

 土 井 下 

 

   

 

 

 

 

 ﾐﾔ   ﾏｴ 

 宮   前 

 

 宮   田 

 

 

 

ｾﾐ 

蝉 

 

 

 皿 久 保 

 

 村 松 沢 

 

 

  ホソ（細）はホソ（防）くの換字。 

 大雨の時、村松沢の水が一度に押し寄せるため川端に土手を 

 築いてある区域。 

 

  大堰用水を西幼稚園の所で本宿村へ引く為大きく曲げた区域。 

 

  長は長者の略で長者の墓と言われている円墳のある区域。 

 １２５９番地に長ノ塚と呼ばれる５坪程の円墳があり、周囲 

 に庚申塔が４・５基あったが、明治４０年頃所有者の野村氏 

 が掘ったが何も出てこなかった。跡地は水田にした。 

 

  土井は土居の換字。 

 大雨の時、村松沢の水が一度に押し寄せるため川端に土手を 

 築いてある東側の区域。 

 

  美和神社の付近で集落の出来た区域。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  宮谷戸を宮前に改名した所。美和神社の参道のある区域。 

 

  美和神社の宮田（神社の維持に必要な費用を賄うため氏人 

 が交替で耕す神社の水田）のある区域。 

 

  セミ（蝉）はセ（狭）ミ（廻）の換字で狭い所。 

 小曽根山と桐生が丘とに、はさまれた狭い平地にある集落。 

 

  明治９年の地租改正の時に谷戸を取った。  

 故に語源は蝉谷戸と同じ。 

 

  皿状の浅いくぼのある区域。                

 

  村松沢を貫流している村松沢川の上流（八坂神社以北）が 

 山間に入り沢になっている区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾏﾂ   ﾀﾃ 

 松   立 

 

 

 

 

 ﾎｿ   ﾈ 

 細   根 

 

 ｼ  ﾐｽﾞ ﾊﾀ 

 清 水 畑 

 ﾄｲ   ﾀﾞ 

 樋   田 

 

 

 

 

 

 ﾄﾞｳ ﾉ ｲ ﾘ 

 とうノ入 

 ｺ  ｿ  ﾈ 

 小 曾 根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 松   立 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄﾞｳ   ﾏｴ 

 堂   前 

 

 

 ﾄﾞｳ ﾉ  ｲﾘ 

 堂 ノ 入 

 

 小 曾 根 

 

 

 ｱ    ｽﾞﾏ 

 吾   妻 

 

 

 ﾄﾞ    ﾄﾞｺﾛ 

 堂   所 

 

 ｲﾜ ｷ  ﾄﾞ 

 岩 木 戸 

 

 

 

  マツ（松）はマツチ（眞土）の語幹でねばつちの意。 

 タテ（立）はタツの連用で台地をいう。 

 山腹の崩壊でねばつちの台地が出来た区域。 

 このねばつちで日本織物株式会社の工場などの、煉瓦を対岸の 

 平久保で焼いて作った。その跡地に養老院松立寮が出来た。 

 

  観音山の先端が細く山麓へ突き出た所で観音堂・光明寺の 

 ある区域。 

 

  吾妻公園の沢奥で清水の湧出している付近。畑は端の替字 

 

  吾妻公園の入口付近で沢奥の清水を引いて水田を作ってい 

 る区域。戸井田ともかく。 

 

  細根・清水畑・樋田の三か所を合併して明治９年地租改正 

 の時に堂前とした。観音堂の前の区域という意。 

 （後世観音堂の寺域に光明寺が出来た。） 

                 

  入はこの場合は奥の意。観音堂の
ウシロ

後の山（観音山）をいう。 

 

  雷電山から琴平山迄、低く長く続いている吾妻山の支脈小 

 曾根山の区域。 

 曾根はイシオネ（石尾根）の略で岩石で出来ている尾根。 

   

  
ア ズ マヤ

四阿ともいう。  

 南側（桐生方面）から見た山頂の形が、あずまやの形をして 

 いるためついた地名。寛文水帳にはなかった地名。 

 

  堂所山という。堂は頭の換字で山頂。所は床口の換字で平 

 地。吾妻山の隣の山頂がたいらになってる山。寛文水帳にはな

かった地名。 

  岩木戸山をいう。
タ テ イワ

立岩と呼ばれる木戸の形をした大岩壁の 

 ある山。 

 寛文水帳にはなかった地名。 

東小倉村へ通ずる村松峠道を境に南が堂所、北が岩木戸。 
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新 宿 村       （シンシュクムラ） 

（新宿１～３丁目、浜松町１丁目、浜松町２丁目の一部、琴平町の一部、小梅町、稲荷町の一部、 

三吉町１～２丁目、錦町１～３丁目、桜木町、織姫町、美原町の一部、清瀬町、元宿町の一部 

                                * 町別小字表２、３参照）  

字  小  字 地 名 語 源（寛文７年（１６６７）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ﾓﾝ   ｸﾁ 

 門   口 

 

 
 ﾐﾅﾐ ﾎﾘ ﾑｺｳ 
 南 堀 向 

 

 ｼﾓ   ﾊﾗ 

 下   原 

 

 

 

 
 ﾐﾂﾂﾞｶ ｶｲﾄ  

 三ッ塚開戸 

 

 ﾐﾅﾐ ﾎﾘ ﾏｴ 

 南 堀 前 

 ﾃﾗ   ｼﾀ 

 寺   下 

 ﾔ    ｼｷ 

 屋   敷 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 門   口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾐﾅﾐ ﾎﾘ ﾑｺｳ 
 南 堀 向 

 三ッ塚開戸 

 

  

 南 堀 前 

 

 

 

 

 

 

 ｼﾓ   ｼｭｸ 

 下   宿 

 

 

 

 
 ﾅｶ   ｼｭｸ 
 中   宿 

 ｶﾐ   ｼｭｸ 

 上   宿 

  

  新宿村を貫流し終えた新宿堰用水の各分流が境野村境で一 

 か所に集められた所。ここから改めて三ッ堀（境野村）へ流 

 れているので水の出入り口の意で水門のこと。 

  

  新宿堰用水の分流南堀の南側で東西は中・下宿の幅で渡良瀬

川迄の間をいう。 

 

  南堀の南側で南堀向から境野村迄の間。 

 村の一番
シ モ

下にあたるのでついた地名。下川原の略。 

 神明宮（現在は八幡宮境内にある）があったので太神原・大 

 神宮原とも呼ばれた。 

  

  明治９年地租改正の時、下原を合併した区域。 

  

  東西が上宿の幅で上宿から渡良瀬川迄の区域。 

 三ツ塚の集落から分割して新集落を作った区域。 

  

  東西が中・下宿の幅で南堀迄の区域。 

  

  下宿の一部で定善寺から門口迄の区域。 

 ２７７～２９７番地をいう。地租改正の時、下宿に合併した。 

  

  新宿村の中心の集落なのでついた字。 

 上は最勝寺から下は定善寺迄の間の区域。 

 上・中・下宿を併せた区域から寺下を除いた区域。 

 ２９８～４６２番地をいう。宝永年中（1704～1711）に新宿堰

用水が出来た時に屋敷を上・中・下宿に替えた。 

  

  後世屋敷は古い地名なので宿に換えたが、織物業が盛んに 

 なるにつれて人口が増え一字としては大きくなりすぎたので 

 上・中・下に分割した下の区域（２９８～３４０番地）。 

 但し、明治９年地租改正の時、寺下（２７７～２９７番地） 

 が一字としては小さすぎるので吸収した。 

  

  屋敷を上中下に分割した中の区域（３４～４１４番地）。 

  

  屋敷を上中下に分割した上の区域（４１５～４６２番地）。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｷﾀ   ｳﾗ 

 北   裏 
 ﾋｶﾞｼ   ｳﾗ 
 東   裏 

  
 ｺﾔ   ﾊﾗ 
 後   原 

 

 

 

  
 ﾊﾏ ﾉ  ﾊﾗ 
 浜 ノ 原 

 

 
 ｾｷ   ｼﾀ 
 関   下 

  

  

 

 

 

 
 ﾄｳ ｶ  ﾏｴ 
 稲 荷 前 

 ﾄ ｳ ｶ ﾂﾞｶ 
 たうか塚 

  

 

 
 ｶﾜ ﾖｹ ｼﾀ 
 川 除 下 

 

 

 

 

 

 ｳﾜ ﾉ  ﾊﾗ 
 上 野 原 

 

 

 ﾌｷ ｱｹﾞ ﾊﾗ 
 吹 上 原 

 

 ﾐ  ﾂ  ﾂﾞｶ 
 三 ツ 塚 

 

 

 

 

 北   裏 

 

 東   裏 

 

 後   原 

  

 

 

 

 浜 ノ 原 

 

 

 

 

  
 ｶﾐ   ﾊﾗ 
 上   原 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄｳ ｶ  ﾂﾞｶ 
 稲 荷 塚 

 

 

 川 除 下 

 

 

 

 

 

 上 野 原 

 ｼﾝ ﾃﾞﾝ ﾊﾗ 
 新 田 原 

 

 吹 上 原 

 

 三 ツ 塚 

 ｶﾜ ｼﾏ ﾊﾗ 
 川 島 原 

 

 

  上宿の幅の北側で新宿堰用水の分流北堀迄の区域。 

 

  中・下宿を併せた幅の北側で北堀迄の区域。 

 

  中宿の幅で北堀と新川の間の区域。 

 新宿村が荒戸村だった時は小谷原の一部であったが、新宿村 

 が新川を境に分村した時、小谷原の新川以南の区域が同字で 

 まぎわらしいので後原と書いて読みを同じコヤハラとした。 

 もと小谷原だった区域という意。 

  上宿の幅で北堀から新川迄の区域。平らな川原の意。浜は川

原の意。 

 

  新宿用水を南北に分流した部分から東側は上宿及び浜ノ原 

 の一部迄の区域。用水の関口から下の区域の意。 

 

  天和２年(１６８２)雷電社（雷電山）を関下の常見氏が屋 

 敷神として勧請したので神社のある原の意で神原と改名した。 

 神原が後世上原に替わった区域。その後、現地（稲荷塚）に移

転し新宿村の雷電神社となった。 

 

  
トウカヅカ

十日塚稲荷より東へ浜ノ原迄の区域。 

 

  十日塚稲荷を含めて西へ川除下迄の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、稲荷前とたうか塚を合併して稲荷 

 塚とした区域。 

 

  新川（下瀞堀）右岸で稲荷塚の西側の堤の内側に川除が築 

 いてある区域。 

 川除は江戸時代の水害防止施設名で洪水に際して堤を守り、 

 水勢を衰えさせるために堤防から川中に向かって張り出す形 

 で造られた円く細長く竹で編んだ籠の中に石を詰めたものや、  

 杭木で囲んだ中に石を詰め張り出すものである。 

 

  渡良瀬川の低下により付近で一番高くなった川原。 

 

  新川の分流口付近で最後に開拓された川原。 

 

  渡良瀬川左岸で風当たりがよいので、吹き上げられた砂が 

 砂山を作っている川原。 

 

  最勝寺から西側で円墳が、三つまとまってあるのでついた地名。 

 

  寛文水帳の時はまだ出来ていなかった。その後出来たもの 

 で中島ともいわれ、中島ノ
ワタシ

渡 などとも使われている。 
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     境 野 村       （サカイノムラ） 

（境野町１～７丁目、広沢町間ノ島、琴平町の一部 * 町別小字表２、４参照） 

字 小  字 地 名 語 源（寛文水帳不明のため
ア ザ

字は採用できませんでした） 

 ﾊﾏ ﾉ  ｷｮｳ 

浜 ノ 京 

  

 

 ﾏﾂ   ﾐﾔ 

松   宮 

 

  

 

 

 

 ﾅｶ   ﾄﾞｵﾘ 

中   通 

 

 

 ｽ    ﾜ 

諏   訪 

 

 ｼﾀ ｵ  ﾄﾓ 

下 小 友 

 

 

 

 ﾇﾏ ﾉ  ｳｴ 

沼 ノ 上 

 

 ﾄﾉ   ﾊﾞﾔｼ 

殿   林 

 

ﾐ  ﾂ  ﾎﾞﾘ 

三 ツ 堀 

 

 

 

 

  浜は川ばたの平地。京は境の替字で、この場合は上野・下 

 野の国境。 

 上野・下野両国の境を流れている桐生川沿いの平らな川原。 

 

  阿夫利神社境内に幟旗の柱を支える石柱がある。お宮はな 

 いがお祭りの時には、祭神を小俣の石尊社へ迎えに行った。 

 幟は祭典の日に当たる七夕の日に立てて、盆の１６日迄立て 

 ていた。この間松宮の住民総出で道普請を行い、子供たちに 

 は供物の菓子など配って盛大に祝った。祭り宮が後世転化し 

 て松宮となり地名となった。 

 

  足利街道（旧道で学校側）の両側で
カ ミ

上は三ツ堀賀茂神社参 

 道から、
シ モ

下は祥雲寺入口の道迄の区域。  

 境野村の中央を通っているので地名になった。 

 

  鎮守諏訪社（下諏訪社）を祀ってあるので地名になった区 

 域。  

   

  小友村小友を上中下に分けた下の区域で桐生川が、明治５ 

 年の大雨の時北側（現在地）へ流路を変えたため境野村側の 

 飛地となったが、明治 9年の地租改正時の飛地解消政策によ

り合併した区域。 

 

  もと桐生川だった所が流路が変わって陸地になったが特に 

 深くなっていた所が沼になった区域。 

 

  殿はタナ（棚）の転で台地。  

 桐生川にそって雑木林になっている台地。 

 

  もとは上中下三ツ堀に分かれていたが、明治９年地租改正 

 の時より三ツ堀になった。  

 新宿村
モ ン クチ

門口より流入する用水が三ツに分かれて流れている区 

 域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾊﾏﾉｷｮｳﾆｼﾊﾗ 

浜ノ京西原 

 

 

 

 

ﾊﾏﾉｷｮｳﾃﾝｼ゙ ﾝﾀ ｲ゙ 

浜ノ京天神台 

 

 

 

ｱｲﾉ ｼﾏｶﾐｶﾞﾜﾗ 

間ノ島上河原 

 

 

ｱｲﾉ ｼﾏｼﾓｶﾞﾜﾗ 

間ノ島下河原 

 

 

 ｾｷ   ﾈ 

関   根 

 

 

 

  浜の京と浜の京天神台との間で、もと渡良瀬川の流れてい 

 た所なので、川なりの低地になっており清水も数か所湧き出 

 し深く掘れている所が沼になっている区域。  

 ニシ（西）はニジ（滲）むの換字で清水の湧き出ている所。 

 原は川原の略。 

 

  浜ノ京西原の南側渡良瀬川沿いの天満宮を祀ってある台地。 

 天満宮は浜ノ京（境野町７丁目）１８１３番地（境内地１４ 

 ４坪）にあったが明治末年浜ノ京賀茂神社に合祀され今はな 

 い。 

 

  寛永元年（１６２４）の洪水の時、流れが変わり間ノ島が 

 できた。その後、亦流れが変わり、上・中広沢村と地続きに 

 なり、上広沢村と接する所を上河原という。 

 

  中広沢村と接する所を下河原という。 

 間ノ島上・下河原は昭和２９年８月１日より広沢町間ノ島と 

 なった。 

 

  新宿村を三川に分かれて利用されてきた新宿堰用水が役目

を終え一川（芦川
ヨシカワ

）に合流して境野村へ流入する堰のあると

ころ。 
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      上 広 沢 村       （カミヒロサワムラ） 

（広沢町１丁目分） 

字  小  字 地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｼｮｳ ﾆﾝ ｳｼﾛ 

 上 人 後 

 ﾅｶ ｻﾞﾄ ｳｼﾛ 

 中 里 後 

 ｶﾜ ｸ  ﾎﾞ 

 川 久 保 

 

 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 

 川   端 

 

 

 

 

 

 ｳｼﾛ   ﾔ 

 後   谷 

 

 

 ﾀ    ﾅｶ 

 田   中 

 

 

 ｶ ﾓ ﾉ ﾀﾞｲ 

 加茂ノ台 

 

 

 

 

 

 上 人 後 

 

 中 里 後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 川 久 保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 後   谷 

 

 

  上人塚のある上人北側の区域。 

 

  中里の北側の区域。北をうしろという。  

  

  昔渡良瀬川が流れていた所なので川なりに低くなっている 

 区域。 

 

  川久保のうち旧道沿いの一段高い区域。 

 薬師堂付近の集落が広沢用水の分流を井戸代わりに使うため 

 階段をつけた水場を作ってある区域。 

 

  明治９年の地租改正の時に、川久保・川端を併せて川久保 

 とした区域。 

 

  南側の河岸段丘竜台（現在は赤石の一部）に源姓広沢氏の 

 阿弥陀堂があったので、お堂の後（北側崖下）の渡良瀬川の 

 川床だった低地。 

 

  藤生寄りの旧道のはたで現在の後谷のうちで一段高くなっ 

 ている区域で水田地帯の意。 

 ２７１９番地に淨運寺の前身玉念の建てた小菴があった。 

 

  旧道の南側で藤生と中里後にはさまれた区域。 

 加茂の台塚といわれる円墳の上に賀茂神社が祀ってある区域。 

 賀茂神社は明治４２年比呂佐波神社に合祀され、塚は平地に 

 され旧境内地は特定出来ない。 

 

  明治９年地租改正の時、後谷・田中・加茂ノ台を併せて後 

 谷とした区域。２７５１～２７５６番地。 
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字  小  字 地 名 語 源  

 ﾌ ｼﾞｭ ｳ 

 藤   生 

 

 

 

 ｲｯ ﾎﾟｳ ｷﾞ 

 一 本 木 

 

 

 

 

 ﾋｷ ｲﾚ ｻﾞﾜ 

 引 入 沢 

 ｱｶ   ｲｼ 

 赤   石 

 

 

 ﾘｭｳ   ﾀﾞｲ 

 竜   台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 藤   生 

 

 

 引 入 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤   石 

 

 

  フジ（藤）はフチ（縁）の換字。ウ（生）は場所を示す。  

 小字藤生の北側を通っている旧道端（河岸段丘端）が崖にな 

 っている区域。崖下に新田用水の最初の頃の取水口があった。 

 渡良瀬川のはたの意。現行藤生内の東側の区域。 

 

  旧伊勢崎街道沿いに目標となる一本の大木が生えている区 

 域。現行藤生内の西側の区域。木の種類は特定出来ない。 

 

  明治９年地租改正の時、藤生・一本木を併せて藤生とした 

 区域。 

 

  新桐生台地上谷津の湧水を引いて水田を耕作している区域。 

 

  アカ（赤）はアカ（散）つの語幹。石は磯の換字でかつて 

 この付近を渡良瀬川が流れていた意。現行赤石内の南側中島 

 の崖下の区域をいう。崖くずれをおこしている崖下の区域。 

 

  現行赤石内の北側後谷境の旧道に沿った区域。 

 リュウ（竜）は流の換字で、竜台は渡良瀬川沿いの河岸段丘 

 なので洪水の時に崖はたをくずされる台地の意。 

 

  明治９年地租改正の時、赤石と竜台と併せて赤石とした区 

 域。 
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     上 広 沢 村       （カミヒロサワムラ） 

（広沢町２丁目分） 

字  小  字 地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ﾔ    ﾂ 

 谷   津 

 

 ｻｸ 

 作 な し 

 

 

 

 

 

  

 ｼｭｸ 

宿 

 

 

 ﾓﾄ ﾔ  ｼｷ 

 本 屋 敷 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾅ ｲ  ｶﾞﾐ 

 金 井 神 

 

 

 

 

 

 

 ﾐ  ﾖ  ｻﾞﾜ 

 三 夜 沢 

 

 ｼﾒ ﾀｶﾞﾊﾗ 

 メ 太 原 

 

 

 谷   津 

 

 

 

 

 ｱﾀ ｺﾞ  ﾔﾏ 

 愛 宕 山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 

 中   島 

 

 

 金 井 神 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  台地（渡良瀬川河岸段丘）で一番低い区域で清水の湧出し 

 ている湿地。 

 

  サクは畑のさくを切る意から浅いくぼ。 

 愛宕山はゆるやかな傾斜でくぼのない山腹なのでついた地名。 

 

  山頂に愛宕神社を祀ってあるのでついた地名。 

 明治９年地租改正の時、作なしは字名にふさわしくないと換 

 えた区域。愛宕神社は明治４２年境内社と共に合祀し今はな 

 い。 

 

  現行中島の高台の区域。  

 隣りの本屋敷に源姓広沢氏の館（３１２７番地）があり、そ 

 のはたに発達した集落。       

 

  源姓広沢氏の館（下広沢村彦部氏の館と同じ規模）があっ 

 た為ついた地名。 

 この館には文禄年間（１５９２～１５９６年）下広沢村竹ノ 

 下より津久井氏が移転している。 

 

  明治９年地租改正の時、宿と本屋敷を併せて中島と換えた区域。 

 中島は東側の平地から見た時、島のように見えるのでついた地名。 

 

  金井太左衛門を神として祀ってある区域。 

 その境内をマトバといっている。祭り場→マツバ→マトバと 

 変化した語。 

 天文２２年（１５５３年）茶臼山砦は上杉謙信の攻め落とすと

ころとなり由良家家臣番頭金井太左衛門は番衆共共討死す。そ

の後、金井氏はよく戦ったことで地元住民より神に祀られた。 

 

 

  ３３０１番地に宮城村三夜沢の赤城神社を分祀したのでつ 

 いた地名。 

 

  シメタ（メ太）はシメタ（湿田）の換字で湿地。 

 昔の広沢川は浅かったので降雨の時などすぐ氾濫した。 

 広沢川左岸の氾濫原の湿地。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｼ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 四 反 田 

 

 

 

 

 ﾅｶ   ｻﾞﾄ 

 中   里 

 ﾄ ｲ ﾉ ﾓﾄ 

 戸井ノ元 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶﾞ   ｻｷ 

 長   崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾑ    ｻｸ 

 無   作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三 夜 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中   里 

 

 

 

 

 ｼｮｳ   ﾆﾝ 

 上   人 

 

 

 
 ｼｮｳ ﾆﾝ ﾏｴ 

 上 人 前 

  

 

 

 

 ﾅｶ ｼﾞﾏ ﾏｴ 

 中 島 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  広沢川左岸の湿地。  

 地名の出来た頃は四反程の水田があった区域。 

 

  明治９年地租改正の時、三夜沢・メ太原・四反田を併せて 

 三夜沢にした区域。 

 

  上広沢村の中心にあり住み良い山麓に出来た集落。 

 

  トイ（戸井）は樋の換字。 

 広沢用水が掛樋で広沢川の上を越える区域。 

 本来中里前と呼ばれる区域であったが、広沢用水が掛樋で越 

 える所は、ここだけなので知名度があるのでつけた地名。 

 下の広沢川へも水を落とせる仕掛けになっている。 

 

  明治９年地租改正の時、中里と戸井ノ元を併せて中里にし 

 た区域。 

 

  中島から長く岬のように舌状台地が突き出ている先端の区 

 域。 

 

  上人塚（３４１４番地にある円墳で基底７㍍・高さ３㍍で 

 石槨あり）の略。 

 古墳のことを昔上人を生きながら埋めた塚だという伝承が地名

になった区域。 

 

  上人の南側で広沢川迄の区域。南を前という。 

 

  中島の南側のゆるやかな傾斜地でくぼのないことからつい 

 た地名。サクナシ（作無）の意である作なしの字があるので 

 無作とした区域。サクは畑のさくを切る意から浅いくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、地名が良くないので中島の前に当 

 たるので中島前と替えた区域。 
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     上 広 沢 村       （カミヒロサワムラ） 

（広沢町３丁目分） 

字  小  字  地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｻｶ   ﾓﾄ 

 坂   本 

 ﾂｼﾞ  ﾄﾞｳ 
 辻   堂 

 

 ｸ ﾎﾞ ｶﾞｲﾄ 
 久保谷戸 

 

  

 

 

 
 ｶ ｼﾞ ﾔ ｶﾞｲﾄ 

 鍛冶屋谷戸 

 

 

 

 

 
 ﾃﾗ   ﾏｴ 
 寺   前 

 

 ﾐｽﾞ  ｸﾞﾁ 
 水   口 

 

 

 ﾄｵ   ﾎﾞﾘ 
 遠   堀 

 

 

 ﾖﾘ   ｲ 
 寄   居 

 

 
 ﾔﾄﾞ ﾉ  ﾏｴ 
 宿 ノ 前 

 

 

 
 ﾔﾄﾞ ﾉ  ｱﾄ 
 宿 ノ 後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 坂   本 

 

 

 

 

 
 ｶ ｼﾞ ｶﾞｲﾄ 
 鍛冶谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寺   前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寄   居 

  

  台地東側の傾斜地付近をいう。坂道のふもとの意。 

 

  
ヒキ゛リ

日限地蔵の付近に宝珠院の前身ともいわれる辻堂のあった 

 区域。常林寺へ入る辻にあった為辻堂といわれた。 

 

  坂本の台地下で広沢用水沿いに出来た集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所なので、最 

 初に集落が出来た為集落名に変化し、後世は更に拡大して平地の集落 

 名にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤトがガイトに変化した。 

 

  坂本・辻堂・久保谷戸を、明治９年地租改正の時に併せて坂本にし 

 た区域。 

 

  上・下広沢村の間に中広沢村を新立した時、半分が中広沢村鍛冶谷 

 戸になった区域。谷戸は集落地名。鍛冶はカジ（噛）るの語幹で崩壊 

 地名。足垂山の山麓が崩れて出来た平地に出来た集落。 

 

  明治９年地租改正の時、字名だけ換えた区域。 

 

  大雄院（３５８０番地）・観音院（３５７８番地）・禪双 

 寺（３５７７番地）の三つの寺が並んでいる区域。 

 

  常林寺（ジョウレンジ・津久井氏墓所・３５８５番地）に池があり、 

 池のはたより清泉湧出して飲料水となす。依って水口の地名起こる。 

 水口の池は３５８４番地。 

 

  東堀の替字で（砦）の東側を守るため水口の水で東堀を作った区域。 

 

   明治９年地租改正の時、寺前・水口・遠堀を併せて寺前にした区域。 

 

  戦国時代茶臼山が砦山だった時の武士たちが普段住む麓の館。その

後、天正１８年(１５９０)由良氏が滅び農村の一集落に変じた区域。 

 

  宿ノ前・宿ノ後はもとは一つでシュク（宿）は砦のはたに出来た集 

 落をいう地名。平和な江戸期になり宿の人口が増え阿弥陀堂通りで東 

 西に分割した東の区域。分割以後シュクの意味が不明になり、ヤドと 

 呼ぶようになった。現在阿弥陀堂はなくなり、墓地のみになっている。 

 

  阿弥陀堂通りの西側の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、寄居・宿ノ前・宿ノ後を併せて寄居にした 

 区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｲﾁ   ｷﾞ 

 一   木 

 

 

 

 ﾆｼ ﾉ  ﾏｴ 

 西 ノ 前 

 

  

 

 

 ｱｶ ｷﾞ ﾊﾞﾔｼ 

 赤 城 林 

 

 

 ｱｶ ｷﾞ  ﾏｴ 

 赤 城 前 

 

 

 

 ﾅｶ   ｲ 

 中   居 

 ﾁ ﾌﾞ ﾉ ｼﾀ 

 治部ノ下 

 

 

 

 

 

 ｵｶ ﾉ  ｳｴ 

 岡 ノ 上 

 ｵｶﾉ ｳｴﾏｴ 

 岡ノ上前 

 

 

 

 ｿﾘ   ﾏﾁ 

 反   町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一   木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤 城 林 

 

 

 中   居 

 

 

 

 ｺ    ﾃｲ 

 古   庭 

 

 

 

 

 

 

 

 岡 ノ 上 

 

 

 

 

 

  上広沢村一番のかれたことがなく水田も耕せることも出来 

 る大量の湧水のある区域。 

 水くみの労働がなく農耕用水の心配のない所は村一番の集落 

 地だった。
タメイケ

溜池二つは名主津久井氏が独力で作った。 

 

  西堀ノ前の略で一木の湧水を利用して寄居の西側を守る堀 

 のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、一木・西ノ前を併せて一木とした 

 区域。 

 

  明治４３年３月１日赤城神社の境内に上広沢村の殆どの神 

 社を合祀して比呂佐和神社と改名した。 

 鎮守赤城神社の森のある区域。 

 

  赤城神社の東側参道のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、赤城林・赤城前を併せて赤城林と 

 した区域。 

 

  広沢川右岸の平地中央に出来た集落。 

 

  チブ（治部）はツブ（潰）の転で浸食地形。 

 古庭の入沢川が洪水の時、両岸を浸食する区域。 

 

  明治９年地租改正の時、古庭ノ入の入口に当たるのと治部 

 ノ下ではいかにも名前が悪いので、いわれには関係なく改名 

 した区域。 

 

  現行岡ノ上内の北側の傾斜地（台地の中心地は向鳥居）。  

 

  岡ノ上東側岡下の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、岡ノ上・岡ノ上前を併せて岡ノ上 

 とした区域。 

 

  ソリは焼畑地名。マチ（町）は待の替字。 

 焼畑休耕中の畑の呼び名。 
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字  小  字 地 名 語 源  

 ｿﾘ ﾏﾁ ﾋｶﾞｼ 

 反 町 東 

 

 

 

 

 ﾐﾔ   ﾏｴ 

 宮   前 

  

 ｼﾝ   ﾒｲ 

 神   明 

 

 ﾏﾁ   ﾀﾞ 

 町   田 

 

 

 

 

 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 

 ﾊｷﾞ   ﾜﾗ 

 萩   原 

 

 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 ﾐﾔ   ﾜｷ 

 宮   脇 

 

 

 

 

 

 

 ﾃﾗ ﾉ  ｲﾘ 

 寺 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 反   町 

 

 

 宮   前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神   明 

 

 

 清   水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐﾔ ﾉ  ｳｴ 

 宮 ノ 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

  反町内東側の区域４０１８～４０２２番地。 

 神明と中居にはさまれている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、反町・反町東を併せて反町とした 

 区域。 

 

  神明宮を遷座した宮脇の前に当たる区域。 

 （最初は神明宮は神明に勧請された。） 

 

  最初に神明宮を勧請した区域。 

 現行神明内の清水寄りの区域。 

 

  町田は祭り田の転で、神明宮のお祭りをするための費用を 

 捻出する為に氏子が交替で耕す田。 

 神明宮の祭り田のある区域で神明内の中居寄りの区域。 

 

  明治９年地租改正の時、神明・町田を併せて神明とした区 

 域。 

 

  清水の湧出している低地。湧水点は４１６２番地。 

 広沢川の源流。清水へは阿左美沼から岡登用水が流れてくる。 

 

  ハギ（萩）はハギ（剥）の換字。 

 南高校の丘と笠懸町境の沢との間に土砂崩れで出来た原野。 

 沢は阿左美沼より流れてくる小川。  

 

  南高校南側の傾斜地。 

 

  南高校北側の山麓（４２１８番地７９２坪）に神明より神 

 明宮が遷座してついた地名。（南高校入口の区域。） 

 

  明治９年地租改正の時、萩原・大久保・宮脇を併せて宮ノ 

 上とした区域。 

 神明宮の境内が一番低いので、付近というのを上と表現した 

 区域。 

 

  岡ノ上と宮ノ上の間の細長い曲がっている沢の部分をいう。 

 入口が狭く曲がっている沢を入という。 

 入口左側に大雄院の前身
タ゛イオウ

大王院があったのでついた地名。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾑｶｲ ﾄﾘ ｲ 

 向 鳥 居 

 

 

 

 

 ﾔ ﾉ ﾒ ｶﾞ ｲﾘ 

 屋ノ目ヶ入 

 

 

 

 

 

 

 ｺ ﾃｲﾉ ｲﾘ 

 古庭ノ入 

 

 

 

 

 ﾊﾁ ｵｳ ｼﾞ 

 八 王 子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐ ﾄﾞｳﾉ ｲﾘ 

 御堂ノ入  

 

 ｱｼ   ﾀﾞﾚ 

 足   垂 

 

 ｱｼﾀﾞﾚﾉ ｲﾘ 

 足垂ノ入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 寺 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 古庭ノ入 

 

 ﾁｬ ｳｽ ﾔﾏ 

 茶 臼 山 

 

 

 

 御堂ノ入 

 

 

 

 

 

 

 

 足   垂 

 

  向鳥居は現行寺ノ入の内、明治９年の合併以前に呼ばれて 

 いた岡ノ上団地の殆どを占めている区域で、南側広沢丘陵の 

 鞍部にある
クロイシ

黒石峠と向き合う位置にある為ついた地名。 

 鳥居はタオリ（山の稜線の低いくぼんでいる為、峠道の通っ 

 ている所）の転。 

 

  ヤノ（屋ノ）はヤノ（萢）の換字で湿地。目は狭い区域。 

 向鳥居と東側の雷電山との間にある湿地の狭い沢。 

 西古庭沢のことで現在は埋め立てられ岡ノ上団地の一部にな 

 っている。 

 

  明治９年地租改正の時、寺ノ入・向鳥居・屋ノ目ヶ入を併 

 せて寺ノ入とした区域。 

 

  コテはクテ（窪手の義）の転で湿地。 

 雷電山の東側を曲がりながら入っている大きな沢で奥が三つ 

 に分かれている湿地。 

 （樹徳幼稚園建設の時、基礎を掘ったら水が湧出し止まらな 

 くて困った。） 

 

  現古庭ノ入の入口から雷電山迄の間の区域。 

 下ノ八王子社は４３４９番地。  

 上ノ八王子社は雷電山山頂にある。 

 

  明治９年地租改正の時、古庭ノ入・八王子を併せ、次の茶 

 臼山を独立させた区域。 

 

  標高２９３．８㍍。天文年中金山城主山頂に遠見番所を置 

 くとあり、山頂に砦を築く為土木工事を行うと茶臼の形にな 

 る為、各地にある茶臼山は殆ど砦である。 

 

  御堂庵から山腹（茶臼山）の間に曲がりながら入っている 

 沢。三堂ノ入ともかく。 

 

  足は山麓（茶臼山）垂れは急傾斜。 

 山麓が崩壊して急傾斜している区域。 

 

  ここの入りは奥。足垂山（茶臼山の一山腹）をいう。 

 

  明治９年足垂・足垂ノ入を併せて足垂とした区域。 
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     中 広 沢 村       （ナカヒロサワムラ） 

（広沢町４丁目） 

字  小  字 地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ﾓﾐ   ﾔﾏ 

 籾   山 

 
 ｶﾅ   ﾊﾞﾀｹ 
 金   畑 

 
 ｳﾏ   ｲﾗｽﾞ 
 馬 不 入 

 
 ﾋ ｳﾁｸ ﾎﾞ   
 火打久保 

 

 
 ﾀﾃ   ｲﾜ 
 立   岩 

 
 ｵﾆﾉ ｷ ﾄﾞ 
 鬼ノ木戸 

 

 

 

 
 ﾋｶﾞｼ ﾉ  ﾏｴ 
 東 ノ 前 

 

 
 ｲｼ   ﾀﾞ 
 石   田 

 

 

 

 

ﾀﾞｲ 
台 

 

 ﾌｸ ｼﾞﾏ ﾀﾞｲ 
 福 島 代 

 

 ﾌｸ   ｼﾞﾏ 
 福   島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾓﾐ   ﾔﾏ 
 籾   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東 ノ 前 

 

 

 

 

 

 

台 

 

 福   島 

 

 

 

高山彦九郎の赤城行に「もみ山の切通しを経て」とあり、当

時から峠は切通しになっていた。モミ（籾）は揉の替字で崩壊

地形。土砂崩れを起こしやすい山々の区域。 

 

  斎場入口西側の焼畑のある山腹。 

 

  金畑の奥の馬が登れないほど急な山腹。 

 
     ﾋ ﾌﾁ 
  火打は樋縁で川端をいう。 

 籾山ノ入の最初のくぼで榎入沢川はたの緩やかなくぼ。 

 上ノ平の南側。 

 

  斎場入口の西側の岩壁で下に、立岩神社のある区域。 

 

  立岩の上のくぼで入口の両岩壁が、木戸のように狭くなっ 

 ている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、籾山・金畑・馬不入・火打久保・ 

 立岩・鬼ノ木戸を併せて籾山とした区域。 

 

   中広沢村には東西二か所の
コウサツハ゛

高札場があり、その東の高札場 

 の区域。 

 

  榎入沢川のはたで、川の氾濫の
タ ビ

度に石を置いていかれた為 

 石の多い区域。 

 下広沢村だった時、５丁目石田と一緒だった区域。 

 

  明治９年地租改正の時、東ノ前・石田を併せて東ノ前とした区域。 

 

  北側の低地５丁目上福島から見ると崖上の台地であること 

 がはっきりする。 

 

  代は台の替字で台地。福島の南隣りの台地。 

 

  明治９年地租改正の時、台・福島代を併せて台とした区域。 

 

  中広沢村新立の時、下広沢村福島が中・下広沢村に分割さ 

 れた区域。 

 フク（福）はフケ（沮）の転で湿地。 

 まわりを低湿地に囲まれ島のように見える台地。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾂｶ   ｺﾞｼ 

 塚   越 

 

 
 ｳｹ   ﾊﾞ 
 請   場 

 

 

 

 ｼ  ﾀﾝ ﾀﾞ 
 四 反 田 

 
 ｼ ﾀﾝﾀﾞ ﾐﾁ 
 四反田道 

 

 

 

 ﾌｼﾞ ﾉ  ｷ 
 藤 ノ 木 

 

 

 ｱ ｽﾞ ｷ  ﾀﾞ 
 小 豆 田 

 

 
 ﾅｶ ﾉ  ﾒﾝ 
 中 ノ 免 

 

 

 

 

 
 ｸ  ｸﾞﾂ ｻﾜ 
 久 々 沢 

 

 
 ﾔ  ｳﾗ ﾏｴ 
 屋 浦 前 

 

 

 
ﾆｼ 
西 

 
     ｻﾞﾜ 
 う ば 沢 

 

 

 塚   越 

 

 

 請   場 

 

 

 

 

 

 

 

 四 反 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 藤 ノ 木 

 

 

 久 々 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  塚は円墳（２００５番地）コシは付近。古墳のある区域。 

 古墳は新道を作る時、埋土に使い今は水田になっている。 

 

  広沢郷が昔、地頭
ソノタ゛

園田氏の請所であった時の名残が字とし 

 て残っている区域。      

 請所とは室町期地頭が荘園の
シ タ ジ

下地支配の権限を委任されて
シ゛ョウ

定  

 
カ゛ク

額 年貢納入を契約した請負地。  

  最初は四反の水田しかなかった区域。 

  四反田の西側の道に沿った区域。 

  明治９年地租改正の時、四反田・四反田道を併せて四反田 

 にした区域。 

 

  フジはフチ（縁）の転。 

 広沢用水のはたの区域。 

 

  アズ（土丹）キの替字で崩壊地名。 

 籾山の山腹の土砂崩れで出来た傾斜地を開墾した区域。 

 

  定免村で上中下の税制の中の評価の村であった名残りが字 

 として残っている区域。 

  

  明治９年地租改正の時、藤ノ木・小豆田・中ノ免を併せて 

 藤ノ木とした区域。 

 

  クグはクグ（屈）むの略で曲がる意。 

 広沢川が曲流している区域。 

 

  姥沢（もと鍛冶谷戸）２２７０番地付近に寛文年間建立の 

 西光院及び開基者で名主の藤生治郎左衛門の屋敷があるので、 

 姥沢川対岸を屋浦（屋敷のこと）前とした。 

 

  西高札場（２１５２番地甲）のある区域。西は西高札場の略。 

 

  ウバ（姥）はウバ（奪）うの略。４６０４～４６９９番地。

土砂崩れして急傾斜している沢。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｳﾜ   ﾃﾞｴﾗ 

 上   平 

 

 

 
 ｶ ｼﾞ ｶﾞｲﾄ 
 鍛冶谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾆｼ ﾉ  ｲﾘ 
 西 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾌｶ   ﾏﾁ 
 深   町 

 ﾑｶｲ   ﾀﾞ 
 向   田 

 ﾊｯ ﾀﾝ ﾀﾞ 
 八 反 田 

 

 ｻﾝ ﾁｮｳ ﾒﾝ 
 三 丁 免 

 

 

 
 ﾏｴ   ﾀﾞ 
 前   田 

  
 ｻｲ ﾉ  ｶﾐ 
 才 ノ 神 

 

 

 

 

 

 

 ﾔｼ ｷ  ﾏｴ 
 屋 敷 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ｳﾊﾞ   ｻﾞﾜ 
 姥   沢 

 

 

 

 

 深   町 

 

 向   田 

 

 八 反 田 

 

 

 三 丁 免 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 前   田 

 

 

  山頂が平らな山の区域。(その結果広沢配水地が設けられた。) 

 

  明治９年地租改正の時、屋浦前・西・うば沢・上平を併せ 

 て屋敷前とした区域。 

 

  ２２１１～２２８０番地。慶長３年（１５９８）上下広沢 

 村の間に中広沢村を分村した時、上広沢村鍛冶屋谷戸を二つ 

 に分割した区域で、同名では都合が悪いので鍛冶谷戸にした 

 区域。鍛冶はカジ（噛）るの語幹で崩壊地名。 

 明治９年地租改正の時、上中下広沢村が合併した時、上広沢 

 村の鍛冶屋谷戸を鍛冶谷戸とした為、同名となるので姥沢に 

 した区域。谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み

良い所なので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世

は更に拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤ

トがガイトに変化した。 

 

  ４５７３～４６０３番地。八王子神社から西へ曲がりながら

入っている沢。明治９年地租改正の時、上中下広沢村が合併し

た時、下広沢村にも西ノ入りがある為、姥沢に改名した区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上中下広沢村が合併し鍛冶谷戸・西

ノ入を併せて姥沢とした区域。姥は奪うの替字で崩壊地形をい

う。沢の東側が特に崩れ易く度々崩壊している沢で今は上部が

土砂で埋まり通行不能の為沢の東側の尾根に道が出来ている。 

 

  フカはフケ（沮）の転で湿地。泥深い水田地帯。       

 

  久保谷戸の住民が広沢川対岸(向い側)に水田を作った区域。 

 

  延宝の水帳では三反しかないが命名の頃は八反の田があっ 

 たと思われる区域。 

 

  三分一定額の税（豊凶に拘らず）を納めしめる村。 

 南北朝以後鎌倉幕府の御料所に広沢郷が編入され、年貢三分 

 二御免の地であった名残が字に残っている区域。 

 
サンシ゛ョウメン

三定免 が正しい用語。 

 

  塞ノ神を祀ってある所の前に当たる水田区域。 

 

  才は塞の換字。 

 広沢村が上・下広沢村の頃の村境で、下広沢村より疫病・悪霊

などが入るのを防ぐ目的で道端に塞ノ神を祀った区域。 

 

  明治９年地租改正の時、前田・才ノ神をあわせて前田とし 

 た区域。 
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     下 広 沢 村       （シモヒロサワムラ） 

（広沢町５丁目分） 

字  小  字 地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ﾆｼ ﾉ  ｲﾘ 

 西 ノ 入 

 

 ｼﾞｬ  ｸｽﾞﾚ 

 蛇   崩 

 

 

 

 ｲｿ ﾉ  ｲﾘ 

 磯 ノ 入 

 

 ｼﾞｬ ｰ ﾅ 

 蛇   穴 

 ｲｼ   ﾊﾗ 

 石   原 

 

 

 

 ﾌｸ   ｼﾞﾏ 

 福   島 

 

 

 

 ﾌｸｼﾞﾏｸ ﾎﾞ 

 福島久保 

 

 ｸ  ﾎﾞ  ﾀ 

 久 保 田 

 

 

 おいせはら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 西 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  賀茂神社の南側から西へ曲がりながら入っている大きい沢。 

 中・下広沢村の秣山があった。 

 

  大蛇が山腹から出てくるとき大きい土砂崩れを起こすとい 

 う伝承から、蛇の字は崩壊を表す。 

 西ノ入を入るとすぐ左へ曲がり左側最初の山腹の土砂崩れで 

 急傾斜している山。 

 

  蛇崩の
カミ

上隣り。イソは石の転。 

 崩れた山腹の岩石で埋まっている曲がりながら入っている沢。 

 

  西ノ入の行き止まりの山腹が大きく崩れ急傾斜している区域。 

 

  各所から崩れでた岩石で埋まっている西ノ入川の川原。  

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、西ノ入・蛇崩・ 

 磯ノ入・蛇穴・石原を併せて西ノ入とした区域。 

 

  慶長３年（１５９８）中広沢村が新しく出来た時に分割され

た区域。フク（福）はフケ（沮）の転で湿地。 

 昔渡良瀬川の中島だった所で、まわりを川床だった低湿地に 

 囲まれている東西に長い島のように見える台地。 

 

  福島の西南榎入沢川の流入する低地。 

 もと渡良瀬川だった区域。 

 

  福島久保の
シモ

下隣りの水田区域。 

 もと渡良瀬川だったくぼ地に作った水田区域。 

 

  久保田の
シモ

下隣り、庚申塔を祀ってある。１２６３番地に神 

 明宮を勧請した区域。  

 神明宮は江戸期に賀茂神社境内に遷座した。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｺｳ 

 高 か せ 

  

 

 ｱｽﾞﾏ   ﾔ 

 東   屋 

 

 ﾌｸｼﾞﾏｼﾓﾉ ﾊﾗ 

 福島下ノ原 

 

 

 

 ｷﾀ   ﾀﾞ 

 北   田 

 ﾀｶ   ﾀﾞ 

 高   田 

 ﾖｼ   ﾀﾞ 

 吉   田 

 ﾌﾁ ﾉ  ｳｴ 

 淵 ノ 上 

 

 

 

 

 ｺﾞ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 五 反 田 

 ﾏﾁ   ﾀﾞ 

 町   田 

 

 ｲｼ   ﾀﾞ 

 石   田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾌｸ   ｼﾞﾏ 

 福   島 

 

 

 北   田 

 

 

 

 

 

 

 ﾃﾝ   ｼﾞﾝ 

 天   神 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  おいせはらの
シモ

下（福島久保の東端）北田の崖下の低地。 

 コウ（高）は川の換字。かせはキシ（岸）の転。 

 彦部氏の分家が川にはさまれ、島のような台地に屋敷を構えた区域。  

   

  
ア ズ マヤ

四阿の換字。
ニシハ゛

西場氏の先祖が１２８６番地付近（福島の東 

 端）に墓地と四阿（粗末な家）を作り出家した区域。 

 

  福島の北側で下に位置する渡良瀬川右岸の川原。原は川原の略。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、福島・ 

 福島久保・久保田・おいせはら・高かせ・東屋・福島下ノ原 

 を併せて福島とした区域。 

  北はケタ（桁）の転で崖。 

 福島側が崖になっている台地で水田地帯になっている区域。 

  権兵衛堀が下広沢村へ入る入口に当たる
ジョウデン

上田の多い区域。 

 

  高田の
シモ

下隣りで、地名のように
ジョウデン

上田の区域。 

 

  淵は崖をいう。吉田の
シモ

下で福島の崖上の台地。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、高田・ 

 吉田・淵ノ上を併せて天神とした区域。 

 １４０８番地に天神社を祀ってあるのを地名とした。 

 

  地名のついた頃は、五反ほどの水田があった区域。 

 現行五反田のうち榎入沢川はたの区域。 

  五反田内の東側。マチダ（町田）はマツリダ（祭田）の転 

 で北隣りの天神社の祭祀を行う資金を作る為氏子が耕作する 

 宮田のある区域。 

  夏保ノ入沢左岸にあるため、洪水の時など土石が流されて 

 くるので、石の多い水田地帯。中広沢村が出来た時に石田の西

半分が中広沢村石田になった。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾅﾂ ﾎﾞ  ﾏｴ 

 夏 保 前 

 

 

 

 ﾆ  ﾁｮｳ ﾀﾞ 

 二 丁 田 

 

 ｵｼ ｷﾘ ﾀﾞ 

 押 切 田 

 

 ｼ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 四 反 田 

 

 

 

 

 ﾔﾏ   ｻﾞｷ 

 山   崎 

 

 ﾅﾂ   ﾎﾞ 

 夏   保 

 

 ｳﾁ   ﾀﾞ 

 内   田 

 

 ﾆｼﾉ ｶｲ ﾄﾞ 

 西 海 道 

 

 ｱﾂ   ﾀ 

 熱   田 

 

 

 

 

 

 

       

 五 反 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 二 丁 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 夏   保 

 

 

  地名の通りで夏保の前に当たる区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、五反 

 田・町田・石田・夏保前を併せて石田とした区域。 

 

  現行二丁田内の西側で地名のついた頃、二丁程の水田のあ 

 った区域。 

 

  現行二丁田内の東側でオンダシ（押出）と同じで、洪水の 

 時など杉ノ入の土砂が流入して被害を受ける水田地帯。 

 

  地名のつく頃は四反程の水田のあった区域。         

 現行二丁田内の中間の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、二丁 

 田・押切田・四反田を併せて、二丁田とした区域。 

 

  現行夏保内の山腹の先端が突出している区域。 

 現行夏保内の西側の区域。 

 

  夏保ノ入川の両岸の区域。ナツ（夏）はナズ（撫）の転で 

 崩壊地名。夏保ノ入の山腹の土石流で埋まって出来た傾斜地。 

 

  ウチダ（内田）はウチデ（打出）の転で、杉ノ入の出口付 

 近なので洪水の時、土石流が押し出るので埋まる区域。 

 

  彦部屋敷の堀の西側の区域。 

 かいどは屋敷の外まわりをいう地名。 

 

  福厳寺東側の
テウスヤマ

手臼山に熱田神社が祀ってあった区域。 

 現在は彦部屋敷に遷座している。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、山崎・ 

 夏保・内田・西海道・熱田を併せて夏保とした区域。 
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字  小  字 地 名 語 源  

 ｲｹ   ﾀﾞ 

 池   田 

 

 ﾔﾏ   ﾀﾞ 

 山   田 

 

 

 お
オ

 熊
クマン

 入
イリ

 

 

 

 

 

 

 ﾓﾐ   ﾔﾏ 

 籾   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｽｷﾞ ﾉ  ｲﾘ 

 杉 ノ 入 

 

 ｷﾘ ｸ  ﾎﾞ 

 切 久 保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅﾂﾎﾞ ﾉ ｲﾘ 

 夏保ノ入 

  

 

 

 

 

ｴﾉｷ 

榎 

 

 

 

 ｴﾉｷ ﾉ  ｲﾘ 

 榎 ノ 入 

 

 

 杉 ノ 入 

 

 

 

 

 ｷﾘ ｸ  ﾎﾞ 

 桐 久 保 

 

 

  夏保ノ入沢の奥にある湧水池の水を利用している水田のあ 

 る区域。 

 

  夏保ノ入の途中から左へ入る沢にある階段上の水田のある 

 区域。 

 

夏保ノ入の入口の左側の山に入っている水のない曲がってい

る沢の入口に熊野神社を祀っている区域 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、池田・ 

 山田・お熊入を併せて、夏保ノ入（夏保の奥という意）とした

区域。 

 

  上・下広沢村の中間に中広沢村を分村した時、籾山を沢を 

 境に西側を中広沢村、東側を下広沢村とした区域。       

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、沢を 

 境に籾山が二つ並ぶので、下広沢村の籾山のうち平地の区域 

 を榎とした。旧道の中広沢村境に榎が植えてあることによる。 

 １７５４～１７９９番地。 

 

  前記の理由により籾山の山の区域を榎ノ入とした。 

 この場合の入は奥という意味で使用している。 

 

  スギ（杉）はスキ（剥）の濁音化で崩壊地名。 

 度々土砂崩れを起こすので急傾斜している沢。 

 

  切は
キリカエハ゛タ

切替畑 の略で焼畑。 

 西ノ入を入ってすぐ右側の傾斜のゆるい焼畑のある久保。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下広沢村が合併し、切の 

 字は感じが悪いとして、桐に換えた区域。 
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     下 広 沢 村       （シモヒロサワムラ） 

（広沢町６丁目分） 

字  小  字 地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ﾘ ｭ ｳ  ﾄﾞ 

 里 う ど 

 

 ﾔﾏ ﾉ  ﾈ 
 山 ノ 根 

 

    ｻﾜ 
 とつら沢 

 

 ﾎﾞｳ ｶﾞｲ ﾄ 
 坊 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さ ぐ り 

 

 

 ﾅｶ   ﾊﾗ 
 中   原 

 

 

 

 ｶﾉｴ   ﾂﾞｶ 
 庚   塚 

 

 ｵ  ｶﾝ ﾊﾞﾀ 
 大 川 端 

 

 

 

 

 ｶﾜ   ｸﾎﾞ 
 川   窪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾘｭｳ   ﾄﾞ 
 竜   土 

 

 

 

 

 

 

 

 ｻ    ｸﾗ 
 佐   倉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 庚   塚 

 

 

 ｶﾜ ｸ  ﾎﾞ 
 川 久 保 

 

  利宇土とも書く。流土の換字。 

 竜土山が度々土砂崩れを起こしその被害を受けた山下の区域。 

 一度大崩壊があって今の台地が出来たといわれている。 

   竜土山の東腹に山ノ神を祀ってあるのでそのふもとをさす地名。 

  山麓に神社を祀ってある区域につける地名。 

 

  閉ずる沢の意で入口が狭く、閉じているように見える山ノ 

 上沢（山ノ神を祀ってある沢）の旧名。 

 

  現行竜土の西側で、大防ヶ入の入口付近。 

 もと寺がありその付近に集落の出来た区域。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  明治９年地租改正の時、里うど・山ノ根・坊谷戸・とつら 

 沢を併せて竜土とした区域。 

 

  サクル（抉）の連用形で溝状に掘る意。 

 もと渡良瀬川だった所なので川なりに細長くくぼんでいる区 

 域。 

 

  中川原の略で、もと渡良瀬川の中州だった区域。        

 

  明治９年地租改正の時、さぐり・中原を併せて佐倉とした 

 区域。佐倉はさくる(抉る)でさぐりと似ているからであろう。 

 

  渡良瀬川の川原なので開墾のとき出た石を捨てて出来た５ 

 ～６０坪の石塚の上に庚申塔の建ててある区域。 

 

  オ（大）は御の換字。
ニッタ

新田堀が幕府の用水なので御をつけ 

 て御用水と呼んでいる。
ニッタ

新田堀を水汲場として利用する為、 

 階段をつけてある区域。 

 

   明治９年地租改正の時、庚塚・大川端を併せて庚塚とした区域。 

 

  もと渡良瀬川だったので川なりに長くくぼんでいる区域。 

 

  明治９年地租改正の時、川窪を川久保に替えた区域。 
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字  小  字 地 名 語 源  

 

 あ く と 

 

 ﾜ    ﾀﾞ 

 和   田 

 

 

     ｶﾜ 

 そ り 川 

 

 

 

 

 ｼﾓ   ﾀﾞ 

 下   田 

 

 ｶ  ﾓ  ｻﾞﾜ 

 賀 茂 沢 

 

 

 

 ｵｵ ｶﾞｲ ﾄ 

 大 谷 戸 

 

 ﾊﾁ ﾏﾝ ﾊﾟﾀ 

 八 幡 畑 

 

 

 ﾏｴ   ﾊﾀ 

 前   畑 

 

 

 ﾔ  ｼｷ ﾏｴ 

 屋 敷 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱｸ   ﾄ 

 肥   土 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下   田 

 

 

 大 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  アク（灰汁）ト（処）で崖下の水の溜まっている湿地。  

 下田の北側の崖下のもとは渡良瀬川だった低湿地。 

 

  賀茂沢川が曲流している付近。ワタ（曲処）の転。 

 和田の中に下賀茂神社（４５９番地）があり境内をみよち 

 （宮内）という。 

 

  ぞりの転で賀茂沢川のはたが崩れている所。 

 

  明治９年地租改正の時、あくと・和田・そり川を併せて肥 

 土にした区域。和田の中に下賀茂神社（４５９番地）があり 

 境内をみよち（宮内）という。 

 

  賀茂沢川の水を使う水田では一番下にあるのでついた地名。 

 (賀茂沢川には広沢用水が合流している。) 

 

  賀茂沢川右岸の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、下田・賀茂沢を併せて下田とした 

 区域。 

  

  大はアフ（仰）ぐの語幹で崩壊地名。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地にあとから出来た集落。 

 

  八幡前とも言う。最初は賀茂沢川右岸の崖の中段に八幡社 

 を勧請した。現在は舞台の上に遷座している。 

 八幡社のある賀茂沢川右岸の台地。 

 

  鍛冶ヶ入の尾根（前山）に雷電社を祀ってあるその前に当 

 たる区域。前山とは賀茂神社の前にある山。雷電神社を祀って

ある。標高 194.3 ㍍。 

 

  鍛冶ヶ入のくぼの入口付近に舞台屋敷と呼ばれた周東一族 

 の長者の屋敷があったので、その付近を屋敷前と呼んだ。 
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字  小  字 地 名 語 源  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐﾔ   ﾊﾞﾗ 

 宮   原 

 ﾐﾔ ﾉ  ｼﾀ 

 宮 ノ 下 

 

 おやまふし 

 

 

 ﾎｿ ﾏｴ ﾀﾞ 

 細 前 田 

 

 ﾀｹ ﾉ  ｳﾁ 

 竹 ノ 中 

 

 

 

 

 

 

 ﾌﾞ    ﾀｲ 

 舞   台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐﾔ   ﾊﾞﾗ 

 宮   原 

 

 

 

 

  明治９年地租改正の時、八幡畑・前畑・屋敷前を併せて舞 

 台とした。 

 円台ともいわれ６４０番地にある祭祀跡。 

 東西２６㍍・南北２３㍍、４周の高さ、東２㍍・西４㍍・南 

 ２．５㍍・北５㍍。往時は賀茂沢の水を湛水せりという。 

 昔、源頼義・義家のいずれかが奥州の乱を討伐の途次、式内 

 賀茂神社に戦勝を祈願し、賊を平げ、帰途再び奉弊し、神楽 

 を奏したる時、神楽殿とした遺跡と伝える。 

 

  賀茂神社を祀ってある林。 

 

  賀茂神社の前、賀茂入沢川に沿って広沢用水迄の区域。     

 

  賀茂神社の西側神の山の北側山麓の区域。 

 おやま（御山）は神の山なので、御をつけている。 

 ふしはフチ（縁）の転。 

 

  ホソはホソ（防）くの語幹で、戦国期彦部屋敷の正面を守 

 るため泥深い水田にしておいた区域。 

 

  土塁に囲まれた中に竹林のある豪族屋敷をいう地名。
ヒコヘ゛

彦部屋

敷をいう。ほかに竹が丘・
センショウタ゜イ

千松台 ・台ともいわれている。 

 竹が丘 彦部屋敷の西側が竹林になっているため。 

 千松台 ５ページ村松村の説明と同じ。賀茂山から彦部屋敷に

かけて千本の松苗を植えたという伝承から。 

 台 千松台の略 

 

  明治９年地租改正の時、宮原・宮ノ下・おやまふし・竹ノ 

 中、細前田を併せて宮原とした区域。  

 彦部屋敷は源平時代に藤姓広沢氏が築いたといわれ、戦国時 

 代には先に住んでいた一族の彦部加賀守の砦であった。 
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字  小  字 地 名 語 源  

 

 しめつくし 

 

 

 

    ﾊﾗ 

 こぶた原 

 

 ﾄﾞｳ   ﾏｴ 

 堂   前 

 

 

 

 

 

 ﾄﾓﾉ ｽｹﾊﾞﾗ 

 友ノ助原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾐ ﾉ  ﾔﾏ 

 上 ノ 山 

 

 

 

 

 

 ﾀ    ﾅｶ 

 田   中 

 

 

 ｼ ﾒ ﾂ ｸ ｼ 

 七五三盡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｺ ﾌﾞ ﾀ ﾊﾗ 

 小婦田原 

 

 

 

 

 ﾄﾓ ﾉ  ｽｹ 

 友 之 助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐﾔ ﾉ  ｳﾗ 

 宮 ノ 裏 

 

 

 

 

 

  下賀茂神社の境内は、ここ迄という杭が建ててあった区域。 

 

  明治９年地租改正の時、しめつくしを七五三盡に換えた区 

 域。 

 

  こぶはクボ（窪）の転。 

 もとは
ワタラセ

渡良瀬川だった低湿地の野原。 

 

  古くは東方寺の隠居寺原(原はこぶた原の略)ノ寮があったが

廃寺となり地蔵堂が建てられた。現在は堂もなく須永氏の墓地

となっている（９８０番地）。地蔵堂のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、こぶた原・堂前を併せて小婦田原 

 とした区域。 

 

  トモ（友）は共の換字。スケ（助）はスカ（州処）の転。 

 渡良瀬川右岸の川原を共同で開拓した区域。 

 

  明治９年地租改正の時、友之助原を友之助に換えた区域。 

E待堰 E

マチゼキ

A（新田用水）のA E水門 E

スイモン

Aのあることからついた俗称。 

三唐
サンカラ

 …友之助の一部の俗称。正しくはミトで水門
ミ ト

と書き、

A E三 E

サン

AA E唐川 E

カラガワ

A…正しくはミト川で、渡良瀬川の流れが洪水で右岸

から左岸に変わったため、新宿村大神宮原の本流から待

堰水門まで分流した人口の河流をいう。本流に堰を作っ

て分流した。 

A E待堰 E

マチゼキ

A …人工の三唐川から新田堀に取水するため設けた堰の

名。宮城県に待井堰がある。 

 

  賀茂神社のうしろ（西側）の神ノ山をいう。上は神の替字。 

愛宕社を祀ってあるのでいう。 

 

  賀茂神社の裏側。 

 明治９年地租改正の時、上ノ山（神ノ山）を宮ノ裏に換えた 

 区域。 

 

  水田に囲まれた家のある所。現行田中内の東側の区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾀｹ ﾉ  ｼﾀ 

 竹 ノ 下 

 

 

 

 

 

 

 

 カ ｼﾞノ ｲ ﾘ 

 かちの入 

 

 ﾏｴ   ﾔﾏ 

 前   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾁｮｳｼﾞｬ 

 長者かいと 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾔﾏ   ﾈ 

 山   根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 田   中 

       

 

 

 

 

 

 ｶ ｼﾞ ｶﾞ ｲﾘ 

 鍛冶ヶ入 

 

 ｵｵﾎﾞｳｶﾞ ｲﾘ 

 大防ヶ入 

 

 

 

 ﾘｭｳ ﾄﾞ  ｲﾘ 

 竜 土 入 

 

 

 

 

 

 ﾁｮｳｼﾞｶﾞ ｲﾘ 

 長治ヶ入 

 

 

 

 

 山   根 

 

 

 

 

  現行田中内の西側の区域。 

 竹ノ下には津久井氏の屋敷があり、その後氏神の愛宕神を奉 

 じて上広沢村本屋敷に移転した。 

 竹ノ中（豪族屋敷名でここでは竹林のある彦部屋敷）の下に当

たるので竹ノ下の地名が出来た。 

 

  明治９年地租改正の時、田中・竹ノ下を併せて田中とした 

 区域。 

 

  かちはカジの転でカジ（噛）るの語幹で崩壊地名。 

 ここでは入は奥をいう。山腹の崩壊している所から奥の山。 

 

  山腹に雷電社を祀ってある付近。賀茂神社の前にある山。 

 標高 1934.3㍍ 

  明治９年地租改正の時、かちの入・前山を併せて鍛冶ヶ入 

 と換えた区域。 

 

  水帳に無い地名。坊谷戸から奥の山腹の意であるので防ヶ 

 入とつけるべきであるが、大防ヶ入の奥に一本木村の飛地の 

 坊ヶ入があるのでそれと比べて大きいので大防ヶ入とした区 

 域。入口に坊（寺院）があったのでついた地名。 

 

  昔は価値がなかったので水帳に無い地名。竜土の奥の山の 

 区域。 

 

  チヨウはチヤブス→ツブ（潰）すの意で崩壊地名。 

 ジヤ（者）は蛇で崩壊地名。カイトは峡処で山間の小平地をい

う。山腹が土砂崩れして傾斜地になった所に出来た集落。 

 

  明治９年地租改正の時、なぜ長者かいとかの語源がわから 

 ぬので単純に換えた区域。 

  ちようじは長者と同じ意味だが、入は奥をいう語で山腹が土

砂崩れしている山腹から奥の山の区域。 

 

  山麓に神社を祀ってある区域につく地名。 

 東山の山麓鎮守原に賀茂神社を祀ってある区域。 

 一本木村の区域にある下広沢村の飛地。現在は広沢町７丁目 

 に編入されている。 
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   字  小  字  地 名 語 源  

 ﾎﾞﾝ   ﾑｶｲ 

 坊   向 

 

 

 ﾔｽ ﾒ  ｲｼ 

 休 メ 石 

 

 

  

 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 ﾉ  ｹﾞ  ﾔﾏ 

 野 毛 山 

 

    ｻﾜ 

 たつや沢 

 

 ｵｷﾞﾉ ｸ ﾎﾞ 

 荻ノ久保 

 

 

 ﾀｶ ﾉ  ｽ 

 鷹 ノ 巣 

 

 ﾄﾉ ﾔﾏ ｻﾞﾜ 

 殿 山 沢 

 ﾎﾗ ｶﾞ  ｲﾘ 

 洞 ヶ 入 

 

 ﾄﾉ   ﾔﾏ 

 殿   山 

 

愛
ア

 宕
タゴ

 山
ヤマ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  坊は賀茂坊
ホウラクシ゛

法楽寺の賀茂坊の略。向は川をはさんで向き合 

 っている所。法楽寺から賀茂沢川をはさんで、向き合ってい 

 る南側の台地（６５０番地付近）。 

 

  愛宕山の大久保入口付近の道ばたに高さ１㍍・上の幅１． 

 ５㍍・下の幅３㍍の山形の石がある。 

 賀茂神社の
コ゛コウシ゛ン

御降神 の神事の時に、御輿の休憩所になってつい 

 た地名。  

 一時飯塚家の庭石に使ったが、現在は賀茂神社の境内にある。 

 

  愛宕山東腹の大きいくぼ。 

 

  ノケはヌケ（抜）の転で崩壊地名。標高 207.7㍍ 

 山の大崩壊で、三角の形をしている岩山。 

 

  立岩沢(タツヤ沢)で立岩山（大きな岩石が立っている形をし

た山）と野毛山との間の沢、休メ石から東南の方向に入る沢。 

 

  オギ（荻）はウギ（剥）の転で崩壊地名。 

 立岩沢の途中から東へ入る奥が、二俣に分かれて崩壊により 

 急傾斜している山腹。 

 

  荻ノ久保の南側の山で、タカが飛び立つ時の気流などを考え 

 て巣を作る山、鷹ノ巣山の略。標高 230.6 ㍍ 

 

  たつや沢から鷹ノ巣山の西側へ真っ直ぐ入る殿山の東側の 

 沢。 

  たつや沢の荻ノ久保の入口をすぎ、殿山沢の入口をすぎて 

 西へ入る入口の狭い急傾斜の沢で菅塩村へ行く峠道の通って 

 いる沢。 

  殿山沢と洞ヶ入の間の山頂が棚（平らで細長い）の形をし 

 ている山。標高 212.6㍍ 

  津久井氏が彦部屋敷道下の竹ノ下に居住した時氏神愛宕社を

加茂ノ入に勧請。標高 220.8 ㍍ 
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字  小  字 地 名 語 源 

  
 ｱｶ   ｻｶ 
 赤   坂 

 
 ｼﾞｭｳﾊﾁﾏｶﾞﾘ 
 十八曲リ 

 

 
 ﾀﾂ   ﾔ 
 立   岩 

 
 ｶﾞ ｲﾘ 

 マミヶ入 

 

 

 

 スケガタ 

 

 

 

 ﾀﾞｲ ﾏﾁ ｸﾎﾞ 
 台 待 窪 

 

 ｳﾏ ｶﾞｴ ｼ 
 馬 返 シ 

 

 
 ﾅｶﾞ ｵ  ﾈ 
 長 尾 根 

 ｹ゙ ﾝｼ゙  ｶ゙  ｲﾘ 
 源次ヶ入  

 

 
    ｲｼ 
 かわご石くぼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶ ﾓ ﾉ ｲﾘ 
 加茂ノ入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  たつや沢から
スカ゛ショウ

菅塩 峠道が山にかかる赤土
アカツチ

の登り坂付近を  

 いう。峠道が山麓にかかる所によくある地名。 

 

  菅塩峠道が峠近くのツヅラ（九十九折）道になっている区 

 域。 

 

  立岩山の略。大きな岩石が立っているような形をした山。 

 立岩沢とマミヶ入との間の山。標高 203.9 ㍍ 

 

  マミはムジナの異名。立岩山西側に、ムジナの巣穴のよう 

 に細長い山腹の崩壊により急傾斜していて曲がりながら入っ 

 ている沢。 

 

  台待窪の奥が三つに分かれている右側の沢。 

 スケはス（直）ぐの転で急傾斜。 

 ガタはカタ（片）の意で片側。 

 右側の山腹が急傾斜している沢。 

 

  かわご石で神事に用いる榊をのせた御輿をかつぐ輿丁が待 

 機しているくぼ。 

 

  スケガタの左隣りの急傾斜していて馬をつれて行けない山 

 腹。 

  

  スケガタと馬返シの間の細長い尾根。 

 

  源次は
ケンシ゛

験師の換字で修験者。 

 台待窪左横から入る、かわご石くぼ手前のくぼで修験者が住 

 んでいた沢。 

 

  源次ヶ入の途中から右に入る二俣に分かれている右側のく 

 ぼで奥に幅３㍍・長さ３．３㍍・高さ１．２㍍の大石がある。 

 その石に賀茂神社の神が降臨したのを祭典前日に迎えに行く。 

 

  賀茂神社から奥の区域。 

 明治９年地租改正の時、坊向・休メ石・大久保・野毛山・た 

 つや沢・荻ノ久保・鷹ノ巣・殿山沢・洞ヶ入・殿山・赤坂・ 

 十八曲り・立岩・マミケ入・スケガタ・台待窪・馬返シ・長 

 尾根・源次ヶ入・かわご石くぼを併せて加茂ノ入とした区域。 

 正しくは賀茂ノ入 

※ 大久保・坊ヶ入は現在は広沢町６丁目の区域だが村制の当 

時は一本木村だったので一本木村（広沢町７丁目）に入って 

いる。 

 

53



      一 本 木 村       （イッポウギムラ） 

（広沢町７丁目） 

字  小  字 地 名 語 源（延宝２年（１６７４）の水帳の
ア ザ

字による） 

 
 ｺｼ   ﾏｷ 
 腰   巻 

 

 ﾔ ﾅ ｷﾞｯ ﾊﾟﾗ 
 柳   原 

 

 

 

 

 ｱｲ ﾉ  ﾀ 
 間 ノ 田 

 

 

 ﾑｶｲ 
 向さぐり 

 

 

 

 ｶ ﾐ  ｯ  ﾊﾟﾗ 
 上   原 

 

 

 

 

 ﾔ  ｼｷ ﾏｴ 
 屋 敷 前 

 ﾔ  ｼｷ ｳﾗ 
 屋 敷 裏 

 ﾏｴ   ﾊﾀ 
 前   畑 

 

 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 
 川   端 

 

 

 

 腰   巻 

 

 

 

 

 ｼﾝ   ﾎﾞﾘ 
 新   堀 

 

 

 

 ｼﾝ ﾎﾞﾘ ﾏｴ 
 新 堀 前 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾑｶｲ ｻ  ｸﾗ 
 向 佐 倉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ヨシサ゛ワ

吉沢 村境の
ニッタ

新田堀水門流堰より取水した用水が、曲流し 

 ている付近。この用水の末流は渡良瀬川へ合流している。 

 

  ヤナギ（柳）はヤナ（簗）ギ（木）の換字で堤。原は川原。 

 渡良瀬川に堤を築いてある付近の川原。 

 

  天保１１年（１８４０）７月
ヤハ゛

矢場堰御用水新堀割を通した 

 ので柳原を新堀に換えた区域。 

 

  柳原の北側。渡良瀬川の旧川床を水田にした区域。 

 

  間ノ田が新堀の前（南側）になったので換えた区域。 

  

  さぐりはサクル（抉）の連用形で溝状に掘る意。 

 さぐり（もと渡良瀬川だったので川なりに長くくぼんでいる 

 区域）と一本木用水（友之助で新田堀から分流した用水）をは

さんで向き合っている区域。 

 

  向さぐりの西側、村で一番
カ ミ

上にある川原。 

 

  佐倉と一本木用水をはさんで向き合っている区域。 

 明治９年地租改正の時、さぐりを、佐倉に換えたので自然に 

 向佐倉となった。向さぐりと上原を併せて向佐倉とした区域。 

 

  太田街道の南側に並んでいる集落。 

 

  太田街道の北側に並んでいる集落。 

 

  鎮守賀茂神社の北側の台地下山ノ上沢（山ノ神沢）はたの 

 区域。 

 

  下広沢村境の新田堀で取水し、新田堀沿いに流し、東沢寺 

 前から新田堀へ流入する東沢へ合流する
クルマホ゛リ

車堀 （名主の岡田 

 家の水車を回すために作った用水）に岡田家が使う水汲場を 

 作ってある区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｳﾗ   ﾄﾞｵﾘ 

 浦   通 

 ｳﾌﾞ ｽﾅ ﾊﾗ 

 鎮 守 原 

 

 

 ﾔ  ｼｷ ﾊﾗ 

 屋 敷 原 

 

 

 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 

 

 ﾎﾞｳ ｶﾞ ｲﾘ 

 坊 ヶ 入 

 

 

 ｶﾗ   ｻﾜ 

 唐   沢 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾔｼ ｷ  ﾄﾞｵﾘ 

 屋 敷 通 

 

 

 大 久 保 

 

 

 

 坊 ヶ 入 

 

 

 

 唐   沢 

 

 

 

 

 

  鎮守賀茂神社と東沢寺間を山根に沿って通っている裏通。 

 

  ５３３５～５３４０番地。 

 鎮守賀茂神社の林のある東山山麓の台地。 

 明治４２年１１月３０日広沢村宮原賀茂神社へ合祀す。 

 

  東沢寺付近（５３３１～５３３４番地）の部落共有林。  

 

  明治９年地租改正の時、屋敷前・屋敷裏・前畑・川端・浦 

 通・鎮守原・屋敷原を併せて屋敷通とした。 

 

  とつら沢（山ノ上沢）の途中から西側竜戸入の中へ入って 

 いるくぼで下広沢村の中にある一本木村の飛地で竜土入の竜 

 土山にあるくぼ。現在は広沢町６丁目に編入されている。 

 

  下広沢村の大坊ヶ入の奥にある一本木村の僅か一筆の飛地 

 のくぼ。大坊ヶ入の入口に寺があったのでついた地名で、こ 

 この奥を意味する。現在は広沢町６丁目に編入されている。 

 

  
モ リ タ

毛里田村大字
ヨシサ゛ワ

吉沢小字唐沢のうち唐沢の左岸の一部が広沢 

 町７丁目に編入された区域。 

 山腹が雨水を吸いこむ砂や石で出来ている為、普段沢水が流 

 れていない山で
カレサワ

涸沢山と書くべきところが唐沢山となった。 

  

 

※ 山根は現在は広沢町７丁目の区域だが村制の当時は下広沢 

村だったので下広沢村（広沢町６丁目）に入っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

55



     下 久 方 村       （シモヒサカタムラ） 

    （東久方町１丁目、東久方町２･３丁目の一部、西久方町１～２丁目、 

           天神町１～３丁目、宮本町１丁目の一部 * 町別小字表３，５参照） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１２年（１６７２）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｵｶ   ｼﾞｮｳ 

 岡   城 

 ｵ ﾔ ﾔ ｼｷ 

 大谷屋敷 

 ﾏｴ   ﾊﾞﾗ 

 前   原 

 ｱｶ ｷﾞ  ｼﾀ 

 赤 城 下 

 ﾐﾔ   ﾋｶﾞｼ 

 宮   東 

 ｾｲ   ﾀﾞｲ 

 清   台 

 

 ﾐﾔ   ﾊﾞﾗ 

 宮   原 

 ﾐﾔ   ｶﾞｼﾗ 

 宮   頭 

 ｽｷﾞ ﾉ  ｼﾀ 

 杉 ノ 下 

 

 ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝﾏｴ 

 道陸神前 

 

 

 

 ﾃﾝ   ｽﾞｲ 

 天   水 

 ﾐﾖ   ﾁ 

 宮   内 

 

 

 

 

 岡   城 

 

 大谷屋敷 

 

 前   原 

 

 赤 城 下 

 

 宮   東 

 

 清   台 

 

 

 宮   原 

 

 宮   頭 

 

 杉 ノ 下 

 

 

 

 

 ﾄﾞｳｿ ｼﾞﾝﾏｴ 

 道祖神前 

 

 天   水 

 

 宮   内 

 

 

 

 

  付近で台地になっている所に桐生
チカツナ

親綱の家老茂木馬之助の 

 館があり砦のようなので城といわれた。 

  桐生氏四天王の一人大谷勘解由の屋敷があった区域。 

 

  赤城神社を祀ってある赤城ノ森の前の桐生川の川原。 

 

  赤城神社の参道のある区域。 

 

  赤城神社を祀ってある宮原の東側の区域。 

 

  セイ（清）はショウ（清）の読み換えで清水の略。 

 西側宮頭の崖から（大堰用水が通っている）清水が湧出して 

 いる河岸段丘。 

  赤城神社（
ノ チ

後に天満宮）を祀ってある森のある区域。     

      

  宮原の
カミ

上隣りの区域。 

 

  桐生川沿いの河岸段丘で清水の湧出している区域。 

 スギはス（砂）カ（処）の転。シタ（下）はシタ（滴）つの 

 語幹で崖はたから地下水の湧出する状態。 

  道祖神が辻に建てられている区域。 

 他に塞の神ともいう。 

 

  道祖神（道路の悪霊を防いで行人を守護する神）が辻に建 

 てられている区域。 

  桐生川が洪水の時に、流路となるなる川沿いの低地なので 

 地租の安い耕地。徳川幕府の法令用語で堤外区域の意。 

  久方
ク ボ

村の時は梅原といわれ、梅原天神社の鎮座していた区

域。天正末年新町を作る時、宮原へ遷座した。遷座後も旧地で

祀られ上・下久方村に分割後は宮内と改名した区域。天満宮の

ある区域。観応 2 年(1351)桐生国綱が佐野朝日森より鳳仙寺入

口右側の天神山に勧請した天満宮を天正 3年(1575)由良成繁が

梅原へ遷座した。高山彦久郎の忍山湯旅の記に「天神の森あり

き」とあるように境内に杉の大木の森があった。夕日をさえぎ

る森の影は桐生川の対岸にある小松の集落を覆い隠すほど大き

かった。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｺ    ﾏﾂ 

 小   松 

 

 

 

 

 ﾀ    ﾅｶ 

 田   中 

 ﾏﾁ   ﾔ 

 町   屋 

 

   ｺ ﾌﾞｺ ｳ ｼﾞ 

 かぶかうち 

 

 

 

 ｵﾝ   ﾀﾞｼ 

 押   出 

 

 ﾛｸﾀﾝｶﾞｲﾄ 

 六反谷戸 

 

 

 

 

 ｶﾐ ﾉ  ﾔﾂ 

 上 ノ 谷 

 ﾐﾔ   ﾆｼ 

 宮   西 

 

ﾔﾂ 

谷 

 ﾔﾂ ﾉ  ﾏｴ 

 谷 ノ 前 

ﾐﾈ 

峯 

 ﾖｼ   ﾀﾞ 

 吉   田 

 

 

 

 

 小   松 

 

 

 

 

 

 田   中 

 

 町   屋 

 

 

 

 

 ｺ ﾌﾞ ｺｳｼﾞ 

 古武小路 

 

 押   出 

 

 

 六反谷戸 

 

 

 

 

 

 上 ノ 谷 

 

 宮   西 

 

 

谷 

 

 谷 ノ 前 

 

峯 

 

 吉   田 

 

 

 

 

  ４０７３坪。桐生川が洪水の時、東側へ流路を換えた為、 

 上菱村字小松の一部が分割され対岸の飛地となった区域。旧上

菱村の区域。        

 平成３年８月１日天神町３丁目小松４６２～４７３番地とし 

 て編入した。 

 

  ４３３２坪。水田に囲まれた住宅のある区域。 

   

  久方
ク ボ

村の頃は町屋に上久方村の
ウ シ ロダ

後田を併せた区域が町屋で 

 久方村最大の集落地であった。 

 

  「かぶ」の漢字は食用の蕪で荒神山の先端が丸く突き出てい

る山麓に沿って根本道が通っている付近。 

 

  蕪を古武にあてた為に解説に迷った所。 

 

  平井の山崩れの土砂が押し出た区域。その土砂で桐生川が 

 半円形に曲流している。 

 

  地名のついた頃は六反程耕地のある所に出来た集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

  

  谷
ヤツ

の上に当たる物見山東麓の区域。 

 

  赤城神社（現在は天満宮を祀っている宮原）の西隣りの区 

 域。 

 

  桐生が岡の山麓の内側に入り込んでいる平地。 

 

  大堰用水の東側から桐生新町の西裏迄の平地。 

 

  桐生が岡の分水界から桐生新町迄の区域。 

        

  地名の通りで
ジョウデン

上田の多い区域。 
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     上 久 方 村       （カミヒサカタムラ） 

（梅田町１丁目、平井町 ― 平井･鬼窪･躑躅窪･宮沢･赤城沢･桑沢･大沢･平井沢 ―） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１２年（１６７２）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｳｼﾛ   ﾀﾞ 

 後   田 

 

 

 

 ｵｵ   ﾊﾏ 

 大   浜 

 

 

 

 ﾓﾘ   ｻﾜ 

 森   沢 

 ﾓﾘ ｻﾜ ｸﾞﾁ 

 森 沢 口 

 

 

 

 ｳﾒ   ﾊﾞﾗ 

 梅   原 

 

 

 ｼﾞﾝ   ﾀﾞ 

 神   田 

 

 ｵｵ   ｾﾞｷ 

 大   関 

 

 

 

 ｲﾜ   ﾒ 

 岩   目 

 

 ﾀﾞｲ   ﾓﾝ 

 大   門 

 

 

 

 

 後   田 

 

 

 

 

 大   浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 森   沢 

 

 

 梅   原 

 

 

 

 神   田 

 

 

 

 

 ｵｵ   ｾﾞｷ 

 大   堰 

 

 岩   目 

 

 

 

 

 

 大   門 

 

 

  ウシロ（後）はモト（旧）、昔の意。田は場所。 

 久方村の時は下久方村の町屋と一緒で町屋であったが、慶長 

 ３年（１５９８）上・下久方村に分割した時、もと町屋だっ 

 た所という意でつけた地名の区域。 

 

  桐生川が大浜のはた（神田・梅原）を流れていた頃川岸が 

 崩されている河岸段丘。 

 オオ（大）はアフ（仰）ぎの転で崩壊地名。  

 ハマ（浜）は川ばた。 

 

  八幡宮を祀ってある森のある沢。 

 

  森沢の入口に集落が出来てついた地名。 

 

  明治９年地租改正の時、森沢・森沢口を併せて森沢とした 

 区域。                       

 

  久方村の時は、梅原と下久方村宮内を併せた区域が梅原で 

 あった。ウメ（梅）は埋の換字。原は川原の略。 

 桐生川が洪水のたびに土砂を運んで埋まって出来た野原。 

 

  由良成繁が陣屋を設け、兄の子勘九郎を陣代として住まわ 

 せた所が陣代と呼ばれ後世誤って神田となった区域。 

 

  荒戸原を開墾する為に作った桐生川最大の用水路の取水堰の 

 ある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、正しい漢字に換えた区域。 

 

  もと桐生川だった大堰用水沿いに細長く沿っている河岸段 

 丘の区域。目は細・狭い所。岩は川岸をいう。 

 

  大門とは寺の正門のことであるが、参道に集落が出来るとつ

く地名。 

 

  明治９年地租改正の時、西方寺参道の
カミ

上側を大門とした区 

 域。大門とは寺の正門のことであるが参道に集落が出来ると 

 つく地名。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 

 

 ｵｶ   ﾀﾞｲﾗ 

 岡   平 

 

 

 ｵｶ ﾉ  ｼﾀ 

 岡 ノ 下 

 

 

 

 

ﾐﾅﾐ 

南 

 

 

 

 ｻｶ ﾉ  ｼﾀ 

 坂 ノ 下 

 ｼﾛ ｶﾞｲ ﾄ 

 城 谷 戸 

 

 

 

 

 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 

 川   端 

 ｼﾝ   ﾎﾞﾘ 

 新   堀 

 ﾅｶ   ﾐﾁ 

 中   道 

 ｺ  ﾔﾉ ｲﾘ 

 小 谷 入 

 ｲ    ﾀﾞﾃ 

 居   館 

 ｼﾓ ﾀﾞｲ ﾓﾝ 

 下 大 門 

 

 

 

 

 

 

 ｼﾞ ｶﾞﾝｼﾞ ﾔﾏ 

 慈眼寺山 

 

 岡   平 

 

 

南 

 

 

 

 

 坂 ノ 下 

 

 城 谷 戸 

 

 

 

 

 

 川   端 

 

 新   堀 

 

 中   道 

 

 小 谷 入 

 

 居   館 

 

  明治９年地租改正の時、西方寺参道の
シモ

下側に集落ができて 

いたので下大門とした区域。 

 

  現行岡平を通る根本道より
ウ エ

上の区域。 

 慈眼寺山南側の傾斜地。岡ではなく台地。 

 当時は慈眼寺山も区域内であった。 

 

  現行岡平のうち旧道より下の平地の区域。 

  水帳では岡平に入っていた、慈眼寺のうしろの山の部分を 

 明治９年地租改正の時、独立させた区域。 

  明治９年地租改正の時、岡平から慈眼寺山を独立させ、岡 

 ノ下を併せた区域を岡平とした。山麓の傾斜地。 

 

  最初に居館の地名がついた時は、居館・新堀・小谷入・坂 

 ノ下・中道・姥沢・御屋敷（後に城ノ前・御屋敷に分割する） 

 ・南を含めた区域であったが人口が増えてきたので、時代は特

定できないが、八つに分割した時の南に当たる区域なのでつい 

 た地名。 

 

  大門・中通の間で根本道が、のぼり坂になっている道下の 

 区域。 

 

  もと桐生川だった低地の水田地帯に集落ができた区域。 

 城は代の換字で水田。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

  桐生川右岸がゆるい傾斜になっており、川岸から清水が湧 

 出している所を集落の水場にしている区域。 

  姥沢の水を水田に利用する為の用水路の通っている区域。 

 

  渭雲寺の参道が通っている区域。 

 参道のはたに集落が出来て地名がつくことが多い。 

  入口の狭い谷口を入った所から右側に広がる山腹のくぼ。 

 

  普段武士が住んでいる
ヒシャクヤマ

柄杓山城麓の簡単な城で戦いの時は 

 柄杓山城に立籠った。 

  居館は江戸期には新堀・小屋入・坂ノ下・中道・姥沢・御屋

敷・南を併せた区域だったので居館村と言われていた時もあっ

た。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｵ  ﾔ  ｼｷ 

 御 屋 敷 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ   ﾉ 

 中   野 

 ﾀｶ   ﾊﾅ 

 高   鼻 

 

 ﾔﾏ   ﾈ 

 山   根 

 

 ｻﾝ ﾉｳ ﾀﾞｲ 

 山 王 台 

 

 

 

 

 

 ｺ  ｶﾞｲ ﾄ 

 古 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 ﾀｶ ﾏ  ﾏ 

 高 間 々 

 ｳｴ ﾉ  ﾀﾞｲ 

 上 ノ 台 

 

 

 

 ｱｶ   ｻｶ 

 赤   坂 

 ｽｷﾞ   ｻﾜ 

 杉   沢 

 

 

 御 屋 敷 

 

 

 

 

 

 

 

 中   野 

 

 高   鼻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山   根 

 

 

 

 ｺ  ｶﾞｲ ﾄ 

 小 谷 戸 

 

 

 

 

 

 高 間 々 

 

 

 ﾀｶ   ﾀﾞｲ 

 高   台 

 

 

 赤   坂 

 

 杉   沢 

 

 

  居館の中で城主一族の普段住んでいる住居。 

 但し、次の意見もある。 

 １．
コ゛ハナソ゛ノ

後花園 天皇の寛正３年（１４６２）
コカ゛クホ゛ウ

古河公方足利成氏が  

   柄杓山城へ来たりしを光栄とし、逗留した屋敷を御屋敷と

いった。 

 ２．前関白左大臣近衛竜山公が、弘治３・４年に滞在せし屋敷 

   を御屋敷といった。 

 

  居館と小谷戸の間の桐生川端の野原。 

 

  山根の台地の先端が平地に突出している部分。 

 現在は削られて、まわりの平地と同じ高さになっている。 

 

  尾根の先端に山王社を祀ってある付近。 

 山根は神社を祀ってある山麓につく地名。 

 

  山王社を祀ってある尾根の先端。延文 5 年(1360)山王社を柄

杓山城内より山王台へ遷座。桐生豊綱の時屋敷に遷座し清蔵院

を別当とした。 

 

  明治９年地租改正の時、山根・山王台を併せて山根とした 

 区域。                           

 

  古は子の換字。  

 

  小は子の換字。 

 ある集落（親集落）から分かれて新集落（小集落）を作った 

 時に、使われる地名用語。県内各地に沢山ある。 

  明治９年地租改正の時、古を小に改名した区域。親集落がど

こであるか不明 

 

  間々は崖を表す地名用語。高台の崖下にある台地。 

 

  高間々の崖上の台地。 

 

  明治９年地租改正の時、上ノ台を高台に換えた区域。 

 台地の一段崖上の台地。 

 

  柄杓山城への通路が赤土
アカツチ

の登り坂にかかる区域。 

 

  杉はス（直）ぐの転。 

 柄杓山城北側の真っ直ぐで急傾斜の沢。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｲｼ    ｽﾞﾐ 

 石   泉 

 ｼﾓ ﾕ  ｻﾞﾜ 

 下 湯 沢 

 

 

 ｶﾐ ﾕ  ｻﾞﾜ 

 上 湯 沢 

 

 

 

 

 ｶﾈ   ｻﾞﾜ 

 金   沢 

 

 

 

 

 

 

 ﾋﾗ   ｲ 

 平   井 

 

 ﾋﾗｲ ｲﾘｸﾞﾁ 

 平井入口 

 

 

 ｵﾆ   ｸﾎﾞ 

 鬼   窪 

 

 

 ﾂ ﾂ ｼﾞ ｸ ﾎﾞ 

 躑 躅 窪 

 

 ﾐﾔ   ｻﾞﾜ 

 宮   沢 

 ﾐﾔ ﾉ  ﾏｴ 

 宮 ノ 前 

 

 

 

 ｵｵ   ｻﾜ 

 大   沢 

 

 石   泉 

 

 下 湯 沢 

 

 

 

 上 湯 沢 

 

 

 

 

 

 金   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 平   井 

 

 鬼   窪 

 

 

 

 躑 躅 窪 

 

 

 宮   沢 

 

 

 ｱｶ ｷﾞ  ｻﾜ 

 赤 城 沢 

 

 

 

 

  湯沢峯の山麓の岩の間から鉱泉が湧出している区域。 

 

  湯沢峯の東側を湯沢川が流れている平地（もとは湯沢）を 

 金沢川を境にして上・下に分けた下の区域。 

 ここの湯は鉱泉。湯は湧の転。 

 

  湯沢峯の東側を湯沢川が流れている平地を金沢川を境にし 

 て上・下に分けた上の区域。 

 湯沢は上・下湯沢・下窪・伊勢沢・伊勢窪・稲荷台・田ノ入  

 油鹿野・比良ノ峰・比良平・三ツ又・大久保・深山・栗ノ木  

 入を併せた区域をいい、湯沢村といわれている時もあった。 

 

  金沢は昔、金沢地域全体の呼称で金沢村といわれていたが 

 現在は沢の内の平地の部分のみをいう地名。 

  観応元年（1350）桐生国綱が柄杓山城を築いたときに鬼門に

当たる経玉木に軍神が祭神である兼宮神社を勧請したので沢を

兼沢と呼ぶようになったが、後に好字の金沢に換えた。天正

18年柄杓山城が廃され鬼門の必要がなくなったため、便の良

い金沢の入り口にあたる上湯沢の現在地に遷座した。 

 

  ひら（平）は傾斜地。井は居の替字で集落。 

 山に囲まれた大きい傾斜地にある集落。 

  

  平井の入口が狭くなっている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、平井・平井入口を併せて平井とした

区域。 

鬼は尾根の転。１１２９番地。 

 物見山の尾根の先端が陥没している区域。 

 鬼が住んでいるような複雑な地形をしている区域。 

 

  ツツジはツツ（包）むの転。   

 入口の狭い山につつまれた形をしているくぼ。 

 

 

 

  赤城神社を祀ってある区域。 

 

  赤城神社を祀ってある沢。 

 明治９年地租改正の時、宮ノ前を赤城沢に換えた区域。 

 

  平井で一番大きい沢。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ミヨウ  ｶﾞ ｻﾜ 

 みやうヶ沢 

 

 

 

 ﾋﾗ ｲ  ｻﾜ 

 平 井 沢 

 ｳｼ   ｸﾎﾞ 

 牛   窪 

 

 ﾏｴ   ｻﾞﾜ 

 前   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾃﾝ ｼﾞﾝ ﾔﾏ 

 天 神 山 

 

 

 ｷﾝ ﾘｭｳﾀﾞｲ 

 金 竜 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵｵ   ｻﾜ 

 大   沢 

 

 

 平 井 沢 

 

 牛   窪 

 

 

 前   沢 

 ﾐ    ﾅｼ 

 水   無 

 

 ｼｮｳ ｷﾞ  ｸﾎﾞ 

 将 棊 窪 

 

 

 

 天 神 山 

 

 

 

 金 竜 台 

 

 ﾏﾙ   ｺ 

 丸   子 

 

 ｸﾛ ﾝ  ﾀ 

 黒 仁 田 

 

 

 ｶ  ﾎﾞ  ｻﾞﾜ 

 華 房 沢 

 ｲｼ ｻﾞ  ｸ 

 石 座 久 

 

 

 

  みやうはミオ（水緒）の転でわずかの水が流れている沢。 

 

  明治９年地租改正の時、大沢・みやうヶ沢を併せて大沢と 

 した区域。 

 

  平井の北側の山麓に沿って流れている一番大きい水路。  

  

  牛はウチ（内）の転。荒神山の西側の山腹に入り込んでいる

くぼ。鳳仙寺二代住職のいた閑心院があったことで知られてい

る。 

  天神社を祀ってある天神山の南側（前）を流れている沢。 

  この天神社を由良成繁が梅原へ遷座した。 

  山腹の土質が水を浸透させる為、沢ができない区域。 

 寛文水帳にない地名。普段水の流れていない山腹。 

 

  将棋の駒を立てたような急傾斜の地形。 

 入口が岩壁で狭く、奥がそぎ落としたような急傾斜をしてい 

 る山腹のくぼ。寛文水帳にない地名。 

 

  尾根に天神社・
ハクサン

白山社・秋葉社を祀ってある山。観応２年

(1351)桐生国綱が佐野朝日森の天満宮(後の梅原天神)を勧請し

た山。 

 

  由良成繁が建立したという伝承のある金竜寺のあったとい 

 われる台地。 

 

  丸子山の略。山腹にこぶのような小山のある区域。 

 寛文水帳にない地名。 

 

  黒は畔の換字で山。黒仁田山の略。標高 568㍍ 

 寛文水帳にない地名。山腹に清水が湧いていて猪鹿などが虫除 

けなどに体に泥をぬる仁田場としている区域。 

 

  カボはカミ（神）の転。岡平
サンシ゛ンク゛ウ

山神宮 をいう。 

 
ヤマノカミシャ

山神社を祀ってある沢。寛文水帳にない地名。 

  石は岩。座久はサク（作）の換字で浅いくぼ。 

 華房沢の上にある岩石のごろごろしている浅いくぼ。 

 寛文水帳にない地名。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｳﾊﾞ   ｻﾞﾜ 

 姥   沢 

 

 ｼﾛ ﾉ  ﾏｴ 

 城 ノ 前 

 

 

 

 ﾋｼ ｺﾞ  ﾔ 

 菱 小 屋 

 

 キリ ｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 きりヶ久保 

 

 

 

 

 

 ｳﾅ   ｷﾞ 

 舟   木 

 

 ﾀｶ ﾏﾂ ｻﾞﾜ 

 高 松 沢 

 

 

 ﾀｶ ﾏﾂ ﾃﾞｴﾗ 

 高 松 平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 姥   沢 

 

 

 城 ノ 前 

 

 

 

 

 菱 小 屋 

 

 

 

 

 ｷﾘ ｶﾞ  ﾔ 

 霧 ヶ 谷 

 

 

 

 舟   木 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 高 松 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  姥はウバ（奪）うの語幹で崩壊を示す語。 

 慈眼寺山の東山腹の崩壊で急傾斜している沢。 

 

  
ヒシャクヤマ

柄杓山城の正面にある支脈で、前面の陣地のあった所。  

 地元では
マエジョウ

前城という
サ カ ナ カ グ ル ワ

坂中曲輪（一反程、一反は 300坪）のある

付近で、城へ行く通路もある。 

 江戸期には雷電神社を祀ったので雷電山とも言う。 

 

  ヒシ（菱）はヒジ（肘）の換字で曲がる意。 

 小屋は小谷の替字。入口から曲がって入る小さい山腹のくぼ。 

 

  きりは
キリカエハ゛タ

切替畑 の略で焼畑。 

 焼畑があるゆるい傾斜地のある山腹。 

 

  霧は切で切替畑の略で焼畑。 

 焼畑がある山腹のくぼ。明治９年地租改正の時に改名した。 

 現在も焼畑を作る為に築いた石垣が残っている。 

 

  舟はウネ（畝）の転で、田畑の境をする細長い土盛りの形 

 から尾根の意。高松沢入口の南側にある細長い尾根。 

 

  高は山の上部。松はマタ（俣）の転。 

 入口の両側が岩壁で狭く且つ急坂で入るのが怖い所を抜けると 

 両側に広がる高松山上部にある大きい沢。 

 

  高松沢の内側に大きく広がっている（七町歩程、一町は

3000坪）傾斜地を言う。地元では「どんでえら」と呼んでい

る。 

 

  明治９年地租改正の時、高松沢・高松平を併せて高松沢と 

 した区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾎｿ   ｸﾎﾞ 

 細   窪 

 ｶﾔ   ｸﾎﾞ 

 萱   窪 

 

 ｳﾁ   ﾔﾏ 

 内   山 

 ﾔﾅｷﾞ   ﾜﾗ 

 柳   原 

 

 

 ｵｵ   ｶﾞﾀ 

 大   形 

 

 ﾅｶ ｵ  ﾈ 

 中 尾 根 

 

 

 

 ｾﾝ ｶﾞ  ｻﾜ 

 仙 ヶ 沢 

 ﾕ  ｻﾞﾜ ﾐﾈ 

 湯 沢 峯 

 ﾕ ｻﾞﾜﾐﾈｼﾀ 

 湯沢峯下 

 ｲ  ｾ  ｸﾎﾞ 

 伊 勢 窪 

 

 ｼﾓ   ｸﾎﾞ 

 下   窪 

 ｲ  ｾ  ｻﾞﾜ 

 伊 勢 沢 

 

 

 細   窪 

 

 萱   窪 

 

 

 内   山 

 

 柳   原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大   形 

 

 

 仙 ヶ 沢 

 

 湯 沢 峯 

 

 湯沢峯下 

 

 伊 勢 窪 

 

 

 下   窪 

 

 伊 勢 沢 

 

 

  山腹の細長いくぼ。桐生氏の武家屋敷のあった区域。 

 

  付近で一番大きい山腹のくぼで、村有の屋根葺用の萱場の 

 ある区域。                         

 

  傾斜のゆるやかな山腹にある村有の入会山。 

 

  柳は簗・木（場所）の換字。 

 原はハラ（開）の替字で開墾地。 

 簗の形をした傾斜のゆるやかな山腹を開墾した区域。    

 

  大形は扇形の替字で扇形山の略。 

 扇をひろげたような形をした傾斜がゆるやかで沢のない山腹。 

 

  大形山の一支脈が柳原と内山の間に突出している区域。  

 

  明治９年地租改正の時、大形・中尾根を併せて大形とした 

 区域。 

 

  仙はセク（激）の転で急傾斜。急傾斜している沢。 

 

  ふもとの石泉から鉱泉が湧出している山。 

 

  湯沢山麓と湯沢川との間の小傾斜地。 

 

  湯沢峰の尾根の先端に山神社と並んで伊勢宮（神明宮）を 

 祀ってある東側の山麓の傾斜地。 

 

  金沢の一番
シモ

下（出口）の南側にあるくぼ。 

 

  伊勢はイソ（磯）の転で岩石。           

 山腹の崩壊で急傾斜している岩石のごろごろしている沢。  
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｵ  ｸ  ﾎﾞ 

 小 久 保 

 ｲ  ﾅﾘ ﾂﾞｶ 

 稲 荷 塚 

 ﾋﾗ ﾝ  ﾀ 

 平 仁 田 

 

 

 ｴﾁ ｺﾞ ｼﾞｮｳ 

 越 後 城 

 

 ﾋ  ﾀﾏ ｷﾞ 

 経 玉 木 

 

 

 

 

 

 

 ｵ   ｵ   ｷﾞ 

 扇   片 

 

 

 ｵ ｵ ｷﾞ ｼ ﾀ 

 扇 片 下 

 ｸﾗ   ﾐ 

 闇   見 

 

 ｺ  ﾄﾘ ｸﾎﾞ 

 小 鳥 窪 

 

 

 

 

 

 

 

 小 久 保 

 

 稲 荷 塚 

 

 平 仁 田 

 

 

 

 越 後 城 

 

 

 経 玉 木 

 

 

 

 

 

 

 

 扇   片 

 

 

 

 扇 片 下 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸﾗﾐ ｺﾄﾘ ｸﾎﾞ 

 闇見小鳥窪 

 

 

  小さい山腹のくぼ。 

 

  尾根の先端が突出している所に稲荷社を祀ってある区域。  

                             

  山腹の緩傾斜地に猪・鹿などがが虫除けのため体に泥をぬり

つける仁田場（清水の湧いている湿地）のある区域。 

 昔の水田の跡がある。 

  

  越はコシで峠道。後はコ（処）の転で所。 

 城は上の換字。これから金沢峠道にかかる所の上にある集落。 

 

  経はヘ（辺）の転で付近。 

 玉木は玉垣の略で神社の境内。 

 
カンノウ

観応元年（１３５０）桐生国綱が柄杓山城を築いた時、城の 

 鎮護の為に東北に当たるこの地に
カネノミヤ

兼宮 神社を祀った区域。 

 現在石宮が４・５社ある。  

 天正 18年柄杓山城が廃され鬼門の必要がなくなった為便利の

良い金沢の入口の現在地に遷座した。 

 

  片は肩の換字。山頂から下の部分。 

 大形山の扇形をしている山腹が終わり、金沢峠道に向かって 

 急傾斜している区域。 

 

  扇片の下、金沢峠道の通っている沢の区域。 

 

  闇は倉の換字で崩壊地名。見は辺の転字で付近。 

 金沢峠の山頂付近南側の崖崩れしている区域。 

 

  金沢峠最上部左側のくぼ。名久木と金沢を分けている稜線 

 の鞍部（低くなっている部分）にある為小鳥の飛び易い空路 

 になっているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、二つを併せて闇見小鳥窪にした区域。  
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｶｶﾞﾐ   ｲｼ 

 鏡   石 

 

 

 

 ﾀｹ ﾉ  ｸﾎﾞ 

 竹 ノ 窪 

 

 

 

 ｼﾞｭｳﾊﾁﾏｶﾞﾘ 

 十 八 曲 

 

 

 ｵｵ ﾋ  ｴ 

 大 樋 合 

 

 

 

 ｺ  ﾋ  ｴ 

 小 樋 合 

 ｵｵ ﾐ  ﾔﾏ 

 大 深 山 

 

 

 

 

 

 ﾋ    ｴ 

 樋   合 

 

 

 

 ｺﾞﾝ ｹﾞﾝ ﾔﾏ 

 権 現 山 

 

 ﾅｶ ｵ  ﾈ 

 中 尾 根 

 

 ﾀﾞｲｺｸｵ ﾈ 

 大黒尾根 

 ｴ ﾋﾞ ｵ ﾈ 

 海老尾根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶｶﾞﾐｲｼﾀｹﾉｸﾎﾞ 

 鏡石竹ノ窪 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 十 八 曲 

 

 

 樋   合 

 

 

 

 

 権 現 山 

 

 

 中 尾 根 

 

 

 大黒尾根 

 

 海老尾根 

 

  金沢峠頂上付近北側に鏡石と呼ばれている岩のある区域。 

 鏡石は高さ１㍍・幅０．９㍍の硅岩の露頭で、その一面が平 

 にして滑沢なること鏡の如く人影をうつすので呼ばれている。  

 毎年山焼きをするため現在はうつらなくなっている。     

 

  竹はタカ（高）の転。  

 金沢峠道の通っている右側最上部にあるくぼ。 

  

  明治９年地租改正の時、二つを併せて鏡石竹ノ窪とした区域。 

 

  金沢峠道を竹の窪から北へ分かれ、高沢村入り山へ行く峠 

 道が頂上付近にかかると、楽に登れるようにジグザグ道にな 

 っている区域。 

 

  樋合は
ヒ ア ワイ

廂合の替字。 

 ヒエはヒエ（冷）の意もある廂合（向かい合う家の廂が重な 

 り合うようで、日の当たらぬ所から日陰地を言う地名）。 

 二つ並んでいる日の当たらない沢の大きい方。 

 

  二つ並んでいる日の当たらない沢の小さい方。 

 

  日の当たらない北を向いている山腹。 

 すでに村内に深山があるので、深山が二つ並んでないのに大 

 深山とした。 

 

  明治９年地租改正の時、十八曲・大樋合・小樋合・大深山 

 を併せて十八曲とした区域。 

 

  ヒエはヒアワイとよみ
ヒ ア ワイ

廂合の替字。 

 向かい合う家の廂が重なり合って日の当たらぬことから出て、   

 日の当たらぬ所の意。 

  日の当たらないひえ（冷）ている沢。 

 

  羽黒三所権現社を祀ってある山。江戸期に金沢９４９番地 

 に遷座。更に明治４２年７月７日に日枝神社に合祀している。  

 

  筬沢山と大形山の間にある細長い中尾根を、三分割した先 

 端の区域。 

 

  中尾根の中間に大黒堂のある区域。 

  

  エビの尾のような階段状に傾斜している、中尾根の付け根の区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｳｿ ﾄ  ﾔ 

 鷽 鳥 屋 

 

 

 ｱ  ﾀﾞ  ｸﾎﾞ 

 阿 陀 窪 

 ﾄﾞ   ﾃﾞｴﾗ 

 堂   平 

 ｵｻ ｻﾞﾜ ｸﾞﾁ 

 筬 沢 口 

 

 ｵｻ   ｻﾞﾜ 

 筬   沢 

 

 ｵｻ ｻﾞﾜ ﾏｴ 

 筬 沢 前 

 ｲﾅ ﾘ  ﾀﾞｲ 

 稲 荷 台 

 

 

 ﾀ  ﾉ  ｲﾘ 

 田 ノ 入 

 ｱﾌﾞﾗ ｶ  ﾉ 

 油 鹿 野 

 

 

 ﾋ ﾗ ﾉ ﾐﾈ 

 比良ノ峯 

 ﾋ  ﾗ  ﾃﾞｴﾗ 

 比 良 平 

 ﾐ  ﾂ  ﾏﾀ 

 三 ツ 叉 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 ｸﾘ ﾉ  ｲﾘ 

 栗 ノ 入 

 

 ﾐ    ﾔﾏ 

 深   山 

 

 

 鷽 鳥 屋 

 

 

 

 阿 陀 窪 

 

 堂   平 

 

 筬 沢 口 

 

 

 筬   沢 

 

 

 筬 沢 前 

 

 稲 荷 台 

 

 

 

 田 ノ 入 

 

 油 鹿 野 

 

 

 

 比良ノ峯 

 

 比 良 平 

 

 三 ツ 叉 

 

 大 久 保 

 

 栗 ノ 入 

 

 

 深   山 

 

 

  鷽はウス（臼）の転で山の鞍部。 

 鳥屋は尾根の鞍部の小鳥の空路に、カスミ網を張りかかるの 

 を待つ假小屋の建ててある区域。 

 

  阿陀はアテの転で日陰。日の当たらない山腹のくぼ。 

 

  堂はトウ（頭）の替字で山頂。山頂の平らな山。 

 

  筬沢の入口のある区域。 

 （番地では筬沢入口北側の尾根の先端のみをいう） 

 

  堂平山（標高 494㍍）の山腹にある沢。筬は機織の道具で細

いもののたとえ。 

 

  筬沢の前の西を向いている急傾斜の山腹。 

 

  ここでは山頂の平らな低い尾根を台で表現している。 

 金沢入口右側、比良の峯の山頂の平らな低い尾根の先端に稲荷 

 社を祀ってある区域。 

 

  階段状に田が作ってある沢。 

 

  油は燈明油の略。鹿野は刈野の転で焼畑。 

 
カネノミヤ

兼宮 神社の燈明油を買うための資金を得るために耕す免税の 

 焼畑のある山腹。 

 

  比良は平の換字。山頂が平の山。 

 

  比良ノ峯の支脈の山頂が平らになっている区域。 

 

  比良ノ峯の支脈が三つに分かれている区域。 

 

  比良ノ峯の山腹で一番大きいくぼ。 

 

  栗は
クリュウヤマ

栗生山の略。栗生山の奥へ曲がりながら入っている 

 沢。 

 

  北を向いている日の当たらない山腹。 
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   浅   部   村      （アサベムラ） 

（梅田町２丁目） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１２年（１６７２）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｸ  ﾘ  ｭ  ｳ 

 栗   生 

 

 

ﾊﾗ 

原 

 ｱｻ   ﾍﾞ 

 浅   部 

 

 ﾔｸ ｼ  ｼﾀ 

 薬 師 下 

 

 

 ｲｼ 

 石 ゾ リ 

 

 ｱﾗ   ｲ 

 新   井 

 ﾌﾀ   ﾜﾀﾘ 
 二   渡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 栗   生 

 

 

 

原 

 

 浅   部 

 

 

 

 ﾔｸ ｼ  ﾏｴ 

 薬 師 前 

 

 石 ゾ リ 

 

 

 新   井 

 

 二   渡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  栗はくるくるのクル（転）の転で曲がる意。 

 生は………になっている所。 

 桐生川が曲流している付近。 

 

  桐生川の川原だった区域。原は川原の略。 

 

  浅は緩傾斜地。べ（部）はへ（辺）の濁音化で「あたり」。 

 桐生川右岸の緩い傾斜地。 

 

  薬師堂のある付近。 

 

  薬師堂のある区域。 

 明治９年地租改正の時、下を前に替えた地名。 

 

  二渡山の山腹の岩石が崩れ落ち急傾斜している区域。 

 （岩石はすべて落ちて今はない。） 

 

  井は居の替字で集落。付近で最後に出来た新しい集落。 

 

  ニワタリ（二渡）の読みがいつしかフタワタリになった区 

 域。  

 年代は不明であるが上菱村小島氏の先祖は塩窯大明神（氏神） 

 を奉じて奥州から塩ノ瀬へ移住し根本川の対岸へ行く渡り場 

 を故郷語でニワタリ（二渡）と呼んでいたのが、対岸の字名 

 となりフタワタリと呼ばれるようになった。 

  ニワタリは本来荷渡で荷物を運ぶことの出来る両岸が緩や 

 かな地形の渡り場の地名であった。東北地方（岩手・宮城・ 

 山形・福島県）では小字としてニワタリ（ニ渡）が数か所残 

 っている。ニ渡は初めは二渡村の一部であったが承応年間

（1652～1655）浅部村成立の時に、二渡村より分割された区

域。 
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     高   沢   村      （タカサワムラ）  

（梅田町３丁目） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１２年（１６７２）の水帳の
ア ザ

字による） 

  ｶ ｼﾞ ｶﾞｲﾄ 

 かぢ谷戸 

 
 ﾔﾏ   ｻﾞｷ 
 山   崎 

 

 

 

 

 

 

 

 カ ワ ク ボ 

 かはくぼ 

 

 

 

 ﾃﾗ   ﾏｴ 
 寺   前 

 
 ﾓﾝ   ｾﾞﾝ 
 門   前 

 

 ｽ    ﾜ 
 諏   訪 

 ｸ ﾘ ｭ ｳ ﾀﾞ 
 栗 生 田 

 

 

 

 ﾋﾞ ｾﾞﾝｶﾞｲﾄ 
 備前谷戸 

 

 

 

 

 

 
 ｶ ｼﾞ ｶﾞｲﾄ 
 鍛冶谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾜ ｸ  ﾎﾞ 
 川 久 保 

 

 

 

 寺   前 

 

 

 

 

 

 

 諏   訪 

 

 備前谷戸 

 

 

  かぢはカジ（噛）るの語幹で崖。 

 高沢川左岸崖はたにある集落。 

 

  
フタワタリヤマ

二渡山 の東南に延びている尾根の先端。 

 

  明治９年地租改正の時、かぢ谷戸と山崎を併せて鍛冶谷戸 

 とした区域。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  高沢川左岸道下の低地。 

 もと川だった所で洪水で流れが変わった為、川なりの細長いく

ぼ地として残っている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、ひらがなを漢字に換えた地名。 

 

  高園寺の境内を言う。 

 

  高園寺大門前参道付近に出来た集落を言う。 

 

  明治９年地租改正の時、寺前・門前を併せて寺前とした区域。 

 

  諏訪神社を祀ってある山腹。 

 

  栗はクリ（転）の替字で曲がる意。田は場所。 

 高沢川が半円状に曲流している内側の傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、諏訪・栗生田を併せて諏訪とした区域。 

 

  ビ（備）はヒ（樋）の替字で水路。谷戸は集落。 

 高沢川の両岸が岩壁で狭くなっている為、用水のように狭い 

 状態で流れている前に出来た集落。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 
 ﾆｼ   ﾔﾏ 
 西   山 

 

 ﾕｽﾞ   ｷ 
 柚   木 

 

 

 ﾕｽﾞ ｷ  ｲﾘ 
 柚 木 入 

 ｼｭｸ   ﾒｸﾞﾘ 
 宿   巡 

 

 ま つ ば 

 

 

 
 ｵｵ ｲｼ ﾊﾀ 
 大 石 畑 

 

 ﾊﾞｲﾘﾝｶﾞｲﾄ 
 梅林谷戸 

 

 

 ｳﾘ   ﾃﾞｴﾗ 
 瓜   平 

 

 

 
 ﾌｼﾞ ﾉ  ｳｴ 
 藤 ノ 上 

 

 

 

 

 西   山 

 

 

 柚   木 

 

 

 

 柚 木 入 

 

 

 

 

 

 

 宿   巡 

 

 大 石 畑 

 

 

 梅林谷戸 

 

 

 

 瓜   平 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾌﾁ ﾉ  ｳｴ 
 淵 ノ 上 

 

  ニシ（西）はニジ（躙）るの替字で崩壊地名。 

 山腹が土砂崩れしている急傾斜の山。 

 

  柚木はユス（揺）るの語幹。木は所。 

 西山の崩壊で埋まって出来た傾斜地。 

 ユス（揺）るは崩壊地名。 

 

  入は奥。柚木の奥にある西山の山麓。 

 

  高沢村で一番大きい集落のある区域。 

 

  まつばはマツリバ（祀場）の替字で神社を祀ってある付近。  

 大山祇神社を祀ってある山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、宿巡・まつばを併せて宿巡とした区域。 

 

  ハタ（畑）は、ハ（端）タ（処）の替字で付近。 

 大石のある付近。 

 

  梅はウメ（埋）の替字で堆積地。 

 林はハヤ（逸）しの替字で傾斜地。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地にある集落。 

 

  瓜はウル（潤）うの替字で湿地。 

 清水の湧いている湿地の傾斜地。 

 平の字義は平地であるが山間では平地が無い為ゆるい傾斜地 

 を平という。 

 

  フジ（藤）はフチ（淵）の換字で、
ホチタ゛キ

星落滝の滝壺
ホシフ゛チ

星淵 の 

 略。 

 高沢川の両岸の岩壁がせまり淵を作っている右岸の小傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、藤を正しい淵に替えた地名。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾄｺﾛ   ﾊﾞ 

 所   場 

 

 

 

 

 

 ｸﾗ ﾉ  ｻﾜ 

 蔵 ノ 沢 

 ﾏﾙ   ﾔﾏ 

 丸   山 

 ｶ    テﾞイ 

 花   台 

 

 

 

 ｲﾁ   ﾊﾀ 

 市   畑 

 

     ﾃｴﾗ 

 たこノ 平 

 

 

 

 

 ｲﾜ ﾉ  ｼﾀ 

 岩 ノ 下 

 ﾊﾅ   ﾂﾏﾐ 

 鼻   撮 

 

 ｼﾊﾞ   ﾊﾗ 

 芝   原 

 

 

 

 

 ﾄ  ｸﾞﾗ ﾊﾞ 

 戸 倉 場 

 

 

 

 蔵 ノ 沢 

 

 丸   山 

 

 花   台 

 

 

 

 

 

 

 

 高
タコ

 ノ
ン

 平
テエラ

 

 

 

 市   畑 

 

 

 岩 ノ 下 

 

 鼻   撮 

 

 

 芝   原 

 

 

  所はトコ（床）ロの替字で台地。 

 鎮守
オオヤマス゛ミ

大山祇 神社をまつばから遷座した小平地のある山腹。 

 

  戸は狭い場所。倉はクラ（座）の替字で座所。 

 岡の上の狭いところに大山祇神社を祀ってある区域。 

 大山祇神社は、まつば・戸倉場・寺裏と遷座している。 

 

  蔵は岩壁から急傾斜。奥が岩壁になっている沢。 

 

  丸く見える小さい尾根の先端の部分。 

 

  花は下の替字。 

 台は山間では平地がない為、傾斜地をいう。台は台地の略。 

 大きい山腹の傾斜地。焼畑のあるゆるい傾斜の山腹。 

（ゴルフ場の計画があった山腹。地元が反対して出来なかった） 

 

  市はイツ（巌）の転で崖。 

 高沢川右岸崖上の小平地が畑になっている付近。 

 

  山地村ではたかびらという。 

  市畑の上の尾根がゆるい傾斜地になっている付近。 

 

  明治９年地租改正の時、市畑・高ノ平を併せて市畑とした区 

 域。 

 

  高沢川左岸で山腹の崖下の小傾斜地。 

 

  鼻は尾根の先端。撮は少量の意。 

 尾根の先端と高沢川左岸の間にある小傾斜地。 

 

  芝は雑木林。原はハラ（開）の替字で開墾。 

 高沢川左岸の一町程の雑木林を開墾した区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾅｶ ﾉ  ﾃｴﾗ 

 中 ノ 平 

 

 か ろ う 

 

 

 

 

 

 

    ｶﾞｲﾄ 

 あじろ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｺ ｿ ﾈ ｸﾎﾞ 

 小曾根窪 

 

 ｱｼ    ｷﾞ 

 足 ダ 木 

 

 

 

 たきノくぼ 

 

    ｳｴ 

 たきノ上 

 

 

 

 

 

 

 

 中 ノ 平 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱ ｼﾞ ｼﾞ ｶﾞｲﾄ 

 阿治路谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
コウサ゛ワ

高沢 川右岸と山麓に挟まれた畑になっている小平地。 

 

  がろうの転で山腹の崩壊で急傾斜している沢。 

 その結果沢口と高沢川左岸の間に畑になっている小平地が出来

ている。 

 

  明治９年地租改正の時、中ノ平・かろうを併せて中ノ平と 

 した区域。  

 川の左岸と右岸を併せて一つの小字とした珍しい区域。 

 

  あじろ（網代・網の代わりの意で、冬、川の瀬に竹や木を 

 編んだ物を網を引く形に立てて、その端に簀（す）をあてて 

 魚を捕るのに用いるもの。 

 高沢川の魚の集まる所なので網代をかける付近にある集落。 

 

  現在地元では本来の言葉の意味がわからなくなってアジジガ

イトと呼んでいる。 

 明治９年地租改正の時、あじろを阿治路に換えた区域。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た高沢川右岸の小傾斜地。 

 

  小曾根は岩石でできている山の支脈・側稜をいう。 

 大滝川右岸支脈の最初にある山腹のくぼ。 

 

  足はアズ（土丹）の替字で崩壊。ダ木は谷の転。  

 右岸二番目の山腹のくぼ。 

 山腹の崩壊で谷口に傾斜地の出来たくぼ。 

 

  大滝沢左岸にある最初の大滝のあるくぼ。 

 入口が岩壁で狭くなっているくぼ。 

 

  大滝の上から入る両側が岩壁のくぼ。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 あぶらかの 

 

 

 ｼﾞｬ   ｸﾎﾞ 

 蛇   窪 

 

 

 

 

 

 ｷ    ｼﾞﾅ 

 木   品 

 ﾐﾐｽﾞ ｸ  ﾎﾞ 

 蚓 久 保 

 
 ｺ  ﾓﾂ ﾏﾙ 
 小 持 丸 

 

 

 

 ｵｵ ﾓﾂ ﾏﾙ 

 大 持 丸 

 

 

 ｺ 

 子つなぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵｵ   ﾀﾞｷ 

 大   滝 

 

 

 木   品 

     

 蚓 久 保 

    

 小 持 丸 

 

 

 

 

 大 持 丸 

 

 

 

 

 ｺ    ﾂﾅｷﾞ 

 子   繋 

 

 

  あぶらは油で燈明油。かのはカリノ（刈野）の転で焼畑。 

 滝ノ上の上にある雷電岳神社の燈明油を買う為の資金を得る 

 為に耕作をしている免税の焼畑のある扇平（オオビラ・扇を 

 広げたような緩やかな山腹）。 

 

  蛇は大蛇が山腹からはいでる時に、大崩壊をおこすという 

 伝承から使われている。 

 あぶらかのの上に山腹の大きな崩壊により出来た、緩やかな 

 傾斜地のあるくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、小曾根窪・足ダ木・たきノくぼ・ 

 たきノ上・あぶらかの・蛇窪を併せて大滝（１５㍍程の滝、 

 付近に二つあるので小滝・大滝という）とした区域。 

 

  木はキワ（際）の下略で川のきし。品は階の替字で傾斜地。 

 高沢川右岸にある小傾斜地。 

 

  細長く曲がっている沢。 

 

  もつまるは本来もちまるで餅丸の換字で鏡餅の意である。 

 持丸山の東側
オシヤマ

忍山では正しくモチマル（餅丸）山という。 

 隣村同士で間違えぬような配慮と思われる。 

 くぼ口が狭くまわりを囲まれている形（鏡餅形）のくぼが二 

 つ並んでいる南側の小さい方。 

 

  小持丸の北側の大きい方のくぼ。 

 最近迄人家が一軒残っていたが、冬は風呂をわかすだけの清 

 水が出なくなるので現在は住んでいない。 

 

  子はコエ（越）の略で山を越えて隣村へ行く峠。 

 つなぎは繋で峠をはさんだ山の両側の村をつなぐ意で道。 

 山を越えて仁田山村へ行く峠道の通っている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、子つなぎを子繋に文字だけ替えた 

 地名。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾅﾍﾞ   ｱｼ 

 鍋   足 

 

 ｶｹ   ｲﾘ 

 嶽   入 

 

 

 

 

 

 

 ぶっかけ 

 

 

 

 

 

 

 ﾊﾈ 

 羽 ば み 

 

 

 ｵｵ   ﾑﾛ 

 大   室 

 ｿﾞｳｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 象ヶ久保 

 ﾔﾅｷﾞ   ｻﾜ 

 柳   沢 

 

 ｺﾞ ﾏﾉｺｳｼﾞ 

 胡麻小路 

 

 

 

 

 

 

 鍋   足 

 

 

 嶽   入 

 

 

 

 

 寺   裏 

 

 

 

 

 ｼｭｸ   ﾋｶﾞｼ 

 宿   東 

 

 

 

 羽 ば み 

 

 

 

 大   室 

 

 象ヶ久保 

 

 柳   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  鍋は鍋底形の意。足は山麓。 

 まわりを山に囲まれて鍋底形をしている小傾斜地。 

 

  タケイリを地元ではカケイリと呼んでいる。 

 嶽は岩壁のある山をいう。入は奥の意。 

 忍山峠沿いに東へ二渡山脈迄入り、山脈に沿って北へ向いてい

る燧石山のくぼの入口付近に岩壁のある奥の深い山腹のくぼ。 

 

  高園寺の後ろに当たる二渡山の山腹。 

 

  ぶつはフチ（縁）の転で、ここでは山麓。 

 かけは欠で崖の意。  

 二渡山の山麓が崩壊して高沢川左岸迄落ちこんでいる区域。 

 

  明治９年地租改正の時、宿巡の東に当たる所からぶつかけ 

 を宿東と地名だけ換えた区域。 

 しぶ水と呼ぶ鉱泉が湧出し鉱泉宿があった。 

 

  ばみはハ（食）むの転で崩壊地形。 

 入口が狭く奥が左右に羽を広げた形のくぼで山腹が崩壊して 

 いる所。その流出した土砂はくぼの外に傾斜地を作っている。 

 

  入口が狭く穴状に囲まれている山腹の大きいくぼ。 

 

  象は沢の転で湿地。清水の湧いている湿地のくぼ。 

 

  柳は簗木の換字。簗は屋根などの形。木は場所。 

 簗の形をした山腹。 

      

  胡麻は
コ バ

木場の転で山中の道ばたに木材などを、一時積んで 

 置く所。小路はコウジ（越路）の替字で峠道。 

 コバ（木場）のある忍山へ行く峠道の通っている区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

    ｸ ﾎﾞ 

 むじな久保 

 

 

 ｳﾙｼ ｶﾞ  ｻﾜ 

 漆 ヶ 沢 

 

 ｸﾗ ﾉ  ｳﾁ 

 蔵 ノ 内 

 ｼﾞｭｳｼﾞｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 十次ヶ久保 

 ﾀｶ   ｼﾊﾞ 

 高   芝 

 

 

 

 

 ｲ  ｾ  ｻﾞﾜ 

 伊 勢 沢 

 

 

 たるくぼ 

 

 

    ｲｼ 

 ひうち石 

 

 

 
 ｳｻｷﾞ   ｳｽ 
 兎   臼 

 

 ｲﾘ   ﾔﾏ 

 入   山 

 

 

   

 胡麻小路 

 

 漆 ヶ 沢 

 

 蔵 ノ 内 

 

 

 

 

 

 十次ヶ久保 

 

 伊 勢 沢 

 

 

 

 

 ﾀﾙ ｸ  ﾎﾞ 

 樽 久 保 

 

 

 ﾋｳﾁ   ｲｼ 

 燧   石 

 兎   臼 

 

 

  ムシ（毟）・ナ（接尾語）の転で崩壊地形。 

 胡麻小路中間から右へ入る、山腹の崩壊により急傾斜しているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、胡麻小路・むじな久保を併せて胡 

 麻小路とした区域。 

 

  漆はウル（潤）し（接尾語）の替字で湿地。 

 湧水のある湿地の大きい沢。 

 

  
ハナツマミ

鼻撮の奥にある急傾斜の山腹に囲まれた緩やかな傾斜地。 

 蔵は崖・急傾斜地をいう地名。 

 

  十字の形に四つのくぼが結合している区域。 

 

  高芝山の西側の山腹。東側の忍山側の山腹にも高芝がある。

芝はシバク（打つ）の語幹で崩壊。山の上部が崩壊して急傾斜

している山。 

 

  明治９年地租改正の時、十次ヶ久保・高芝を併せて十次ヶ 

 久保とした区域。 

  伊勢はイソ（磯）の転で岩石の意。 

 崩壊した岩石で埋まっている急傾斜している沢。 

 

  タル（垂）は滝の意。岩壁から滝の落ちているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、たるくぼを樽久保に替えた地名。 

 

  ひうち石の産出する燧石山の山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、ひうち石を燧石に替えた区域。 

 

  兎はフサ（塞）ぎの転で囲まれる意。臼はアサ（浅）の転。 

 三方を囲まれている山腹の浅い（緩い傾斜）くぼ。 

 ふもとから７０㍍程のぼった所にある。 

 

  入は奥をいう。高沢村の奥に連なる山々。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 

 

 ﾀｶ ﾉ  ｽ 

 鷹 ノ 巣 

 

 ｳﾏ ｲﾗ ｽﾞ 

 馬 入 ず 

 

 

 ｺ    ﾀﾞｷ 

 小   滝 

 

 

     ﾔﾏ 

 ゆ   山 

 

 

     ｻﾜ 

 をいのガ沢 

 

 ﾋﾗ ｶﾞ  ﾔ 

 平 ヶ 谷 

 ｷ  ﾜ  ﾀﾞ 

 木 和 田 

 

 

 ﾖﾒｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 嫁ヶ久保 

 

 ｲ     ﾔﾏ 

 入 リ 山 

 

 

 鷹 ノ 巣 

 

 

 

 ｳ ﾏ ｲ ﾗ ｽﾞ 

 馬 不 入 

 

 小   滝 

 

 

 

 

 ﾕ    ﾔﾏ 

 湯   山 

 

 

     ｻﾜ 

 おいのが沢 

 平 ヶ 谷 

 

 木 和 田 

 

 

 

 嫁ヶ久保 

 

 

  明治９年地租改正の時、入山を入リ山に替えた区域。高沢村

の奥に連なる山々。 

 

  鷹巣山の略で鷹が飛び立つ時の気流を考えて巣を作ってい 

 る尾根が長く独立している山。 

 

  馬を連れて仕事に入ることの出来ない急傾斜の山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、馬入ずを正しい馬不入に替えた区域。 

 

  １０㍍の高さで水量も少なく飲料不適の水の落ちている 

 （北隣りの沢に１５㍍程の滝があるので小滝と命名した）滝 

 のある区域。  

 

  岩石の多い山で、中腹より鉱泉が湧出し、湯山鉱泉宿のあった区域。 

 

  明治９年地租改正の時、ゆ山を湯山と替えた地名。 

 

  をいのはオイヌ（御犬）の転で狼。狼の住んでいる沢。 

 

  明治９年地租改正の時、をいのガ沢をおいのが沢と換えた地名。 

  傾斜の緩やかな山腹のくぼ。 

 

  木はキ（断）リの転で切り立った地形。 

 ワダ（和田）はワ（曲）タ（処）の換字で湾曲。 

 両側が切り立った岩壁の大きい沢が曲がりながら奥へ入ってる

区域。  

  嫁はヨ（節で二つ）メ（目で狭い）の替字。 

 くぼの入口が狭く且つ二つに区切られて両側から入るくぼ。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 たかはた 

 

 

 ｵｵ ｺ  ｸﾞﾗ 
 大 小 倉 

 ｵｵ ﾔ  ｻﾞﾜ 
 大 谷 沢 

 

 
 ｺ  ﾔ  ｻﾞﾜ 
 小 谷 沢 

 

     ｻﾞﾜ 
 わ き 沢 

 ほそくぼ 

 ﾎ ｳ ﾉ ｷ ﾏ ﾄﾞ 
 はうノ木まど 

 

 

 

 ぞろめき 

 

 ｸﾘﾉ ｷ ｸ ﾎﾞ 
 栗ノ木くぼ 

 

   

 

 

 こしぼち 

 

 

 ｲﾜ ｷ  ﾄﾞ 
 岩 木 戸 

 

 ﾊﾂﾔﾏﾃﾞ ｸﾞﾁ 
 初山出口  

 

 

 

 

 

 

 ﾀｶ   ﾊﾀ 
 高   畑 

 

 大 小 倉 

 

 大 谷 沢 

 

 

 

 小 谷 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾜｷ   ｻﾞﾜ 
 脇   沢 

 

 

 こしぼち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩 木 戸 

 

 

  高畑のかな書きで高沢山脈の尾根の付近にある焼畑。 

 

  明治９年地租改正の時、たかはたを高畑に替えた地名。 

 

  沢奥に大小二つの急傾斜のくぼがある区域。 

 

  ヤ（谷）はイワ（岩）の略。 

 岩壁の山腹が崩れて、岩石で埋まっている急傾斜の沢が二つ 

 並んでいる上にある大きい沢。 

 

  岩壁の山腹が崩れて、岩石で埋まっている急傾斜の沢が二 

 つ並んでいる下にある小さい沢。 

 

  沢奥に清水が湧いている湿地の沢。 

 

  細長いくぼ。 

 

  はうはホホ（含）むの語幹で囲まれる意。 

 まどは間処で狭い所。 

 入口の狭いまわりを囲まれている小さいくぼ。 

 

  沢が崩れた岩石で埋まっていて、降雨の時など雨水で流 

 されがらがら音を立てる沢。 

 

  栗はクル（転）の転で曲がる意。 

 曲がっていて細長いくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、わき沢・ほそくぼ・はうノ木まど・ 

 ぞろめき・栗ノ木くぼを併せて脇沢とした区域。 

 

  こしは越のかな書きで峠道。ぼちはホツ（解）るの転で崩 

 壊地名。 

 土砂崩れしている山腹を金沢へ行く峠道が通っている区域。 

 

  岩壁が道路のはたに木戸（門）のように出ている区域。  

 現在は道路を広げるため取り除いた。 

 

  初は果の替字。  

 高沢山脈が盡きた所が村の出口になっている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、岩木戸・初山出口を併せて岩木戸 

 とした区域。 
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    二  渡  村      （フタワタリムラ） 

（梅田町４丁目の一部） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１２年（１６７２）の水帳の
ア ザ

字による） 

 
 ﾊｼ ﾂﾞﾒ ﾀﾞｲ 
 橋 詰 台 

 

 

 ｵｵ ｲｼ ｸﾎﾞ 
 大 石 窪 

 

 

 

 

 

 

 ﾉ  ﾅｶ ｻﾞﾜ 
 野 中 沢 

 

 ｲ 
 ゐどがいと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ｶﾐ ﾉ  ﾊﾗ 
 上 ノ 原 

 

 ｼﾓ ﾉ  ﾊﾗ 
 下 ノ 原 

 

 

 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 
 中   島 

 

 

 

 ﾊｼ   ﾂﾞﾒ 
 橋   詰 

 

 

 

 

 大 石 窪 

 

 ｻｶ   ﾓﾄ 
 坂   本 

 

 野 中 沢 

 

 

 

 

 

 ｲ ﾄﾞ ｶﾞｲﾄ 
 井戸谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 ノ 原 

 

 

 

 

  橋はハシ（端）の替字。 

 台地の端が根本川右岸の崖で行き止まりになっている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、橋詰台を橋詰に替えた地名。 

 

  地元ではウシクボと言う。 

 明治９年地租改正の時、大石窪・坂本に分割した区域。 

 

  字大石窪のうち、くぼの部分のみを言う。 

 山腹から落下した大石がくぼの入口にあるのでついた地名。 

 

  字大石窪のうち入口付近の参道の通っている区域。 

 

  大石窪沢が平地（野原）に出た付近の左岸の区域。 

 人家の無い野原を流れている沢。 

 

  この井戸は湧水を言う。 

 僅か掘るだけで、どこからでも清水が湧出する所に集落が出 

 来た区域。 

 

  明治９年地租改正の時、ゐどがいとを井戸谷戸に換えた区域。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  安永５年（１７７６）は原と呼んでいたが、その後人家が増

えてきたので上下に分割された上の区域。 

 

  安永５年（１７７６）は原と呼んでいたが、その後人家が増

えてきたので上下に分割された下の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上・下を併せて上ノ原と替えた区域。 

 

  
ネモト

根本川と
オシヤマ

忍山川にはさまれて島状に見える為ついた地名。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 と さ き 

 

 

 

 

 ﾅｶ   ｲ 

 中   井 

 

 

     ｻﾞﾜ 

 あ し 沢 

 

 

 

 ﾎｿ ｶﾞｲ ﾄ 

 細 谷 戸 

 

 

 ﾕﾉｷ 

 湯木かいと 

 

 

 

 ﾄｳﾏ ｶﾞｲﾄ 

 東間谷戸 

 

 ｶ ｼﾞ ｶﾞｲﾄ 

 かちがいと 

 

 

 

 

 中   島 

 

 

 

 ﾅｶ   ｲ 

 中   居 

 

 

 ﾜｼ   ｻﾞﾜ 

 鷲   沢 

 

 

 細 谷 戸 

 

 

 

 

 ﾀ    ﾊﾞﾀ 

 田   端 

 

 

 東間谷戸 

 

 

 

 

 

  戸崎のかな書きで中島の半島状の地形の先端が尖っている 

 区域。 

 

  明治９年地租改正の時、中島・とさきを併せて中島とした 

 区域。 

 

  村で一番大きい集落のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、正しい漢字に替えた地名。 

 

  葦沢で葦の生えている湿地の沢。 

 

  明治９年地租改正の時、アシ（悪）沢にもとられ名前が悪 

 いので、鷲は発音が似ているので替えた地名。 

 

  細はホソ（防）くの語幹。 

 細谷戸の中央を流れている鷲沢が大雨の時に、氾濫する為に 

 両側に土手を築いてある付近にある集落。 

             

  山麓から清水が湧出している付近にある集落。 

 

  火打山の山麓が急傾斜している下にある耕地。 

 明治９年地租改正の時、湯木かいとを田端に替えた地名。 

 

  東間は倒間の替字で崖になっている区域。 

 
ネモト

根本川の右岸が崖になっている付近にある集落。 

 

  かちはカジ（掻）るの略で崖。 

 根本川右岸の崖はたにある集落。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 

 

 ﾄﾘ ｶﾞｲ ﾄ 

 鳥 谷 戸 

     ｼ 

 せ れ 石 

 

 

 

 

 

 ｲｸｻ   ﾊﾞ 

 軍   場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾏｴ ｶﾞｲ ﾄ 

 前 谷 戸 

 

 

 鳥 谷 戸 

 

 

 

 

 ｾﾚ   ｼ 

 猿   石 

 ﾐﾔ ｶﾞｲ ﾄ 

 宮 谷 戸 

 

 

 

 

 

 軍   場 

 ﾎ  ﾁ  ｻﾞﾜ 

 星 落 沢 

 

 ｶﾉｴ   ﾂﾞｶ 

 庚   塚 

 

 ｵ  ﾉ  ｻﾜ 

 尾 ノ 沢 

 ﾀｷ   ｻﾞﾜ 

 滝   沢 

 

  
フタワタリ

二渡 神社（
サルタヒコ

猿田彦社）の前にある集落。 

 明治９年地租改正の時、かちがいとを前谷戸に替えた地名。 

 

  二渡神社（猿田彦社）の一の鳥居が建っている付近にある集落。 

 

  地名のついた時は、猿石社（現二渡神社）といった。 

 猿石社を祀ってある区域。 

 神体の猿田彦命を丸い石の上に安置したことよりついた地名。 

 

  せれ石を二つに分割し、猿石社の境内区域を言う。 

 

  せれ石を二つに分割し、集落のある区域を言う。 

 

  軍場・星落沢・庚塚・尾ノ沢・滝沢・宮ノ平を併せた区域。 

 イは接頭語。クサはクサ（朽）るの語幹で崩壊。 

 山腹が崩壊して急傾斜している区域。 

 

  軍場の一部を軍場とした区域。 

 

  軍場の一部。沢が急なので沢水が岩壁に当たってくだけて 

 水滴が星空のように見える沢の区域。 

 

  軍場の一部。集落境の道ばたの塚状の上に庚申塔が建てて 

 ある区域。桐生川ダムで水没した。 

 

  軍場の一部。小さい沢のある区域。 

 

  軍場の一部。幅１.５㍍高さ５㍍。滝のある急傾斜の沢のあ

る区域。村内に滝ノ沢があるので滝沢とした区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 

 ｵｳ   ｼｭｳ 
 奥   州 

 ﾔ ｼｷﾉ ｳｴ 
 屋舗ノ上 

 ﾐﾅﾐ ｹﾞｰ ﾄ 
 南 谷 戸 

 ｳﾜ   ﾃﾞｴﾗ 
 上   平 

 

 

 

 

 ｵｳ   ｼｭｳ 
 奥   州 

 

 

 ｵｳ   ｼｭｳ 
 奥   州 

 

 
 ｵｳ   ｼｭｳ 
 奥   州 

 

 

 

 

 

 ﾀｷ ﾉ  ｻﾜ 
 滝 ノ 沢 

 ｻ  ｶ  ﾐ 
 作   網 

 

 

 
 ﾐﾔ ﾉ  テｴﾗ 
 宮 ノ 平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵｵ   ｼｭｳ 
 大   州 

 

 

 

 ﾆｼ ﾉ  ｳｴ 
 西 ノ 上 

 

 

 ｸ    ﾎﾞ 
 久   保 

 

 
 ﾓﾛ   ｻﾜ 
 諸   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 滝 ノ 沢 

 

 作   網 

 

 

 

  軍場の一部。猿田彦社の
ウ エ

上にある山麓の傾斜地。 

 

  奥州の一部。大州沢川右岸の根本川への合流点区域。 

 

  大州の根本川沿いの集落のある区域。 

 

  大州の南端の集落のある区域。 

 

  南谷戸の集落の
ウ エ

上にある傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、奥州の一部・屋舗ノ上・南谷戸・ 

 上平を併せて大州とした区域。 

 根本川の右岸に洪水が運んできた土砂で出来た大きい台地。 

 大州は奥州の換字。桐生川ダムで水没した。 

 

  奥州の一部。現久保の西側の傾斜地。西は躙
ニジル

の語幹で山腹

の崩壊で出来た傾斜地。大州沢川左岸で合流点の久保の西側 

の傾斜地。桐生川ダムで水没した。 

 

  奥州の一部。 

 大州沢川左岸で根本川への合流点の低地にある集落。桐生川 

 ダムで水没した。 

 

  奥州の一部。久保の東
ウ エ

上、山地村沿いの区域。 

 諸は脆（もろ）の転で崩壊。 

 土質がやわらかく崩れやすい沢。 

 諸沢川の右岸にあるので正しく諸沢と替えた区域。 

 諸沢川の右岸沿いに山地村・二渡村の境界がある為、諸沢が 

 二つ出来間違い易い為、奥州の一部になったと思われる。 

桐生川ダムで水没した。 

 

  滝のある急傾斜の沢。 

 

  作は坂の転で急傾斜。 

 網はアブ（仰）きの替字で崩壊。 

 山腹の崩壊で出来た急傾斜の沢。 
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     二 渡 村 忍 山（フタワタリムラオシヤマ） 

（梅田町４丁目の一部） 

字  小  字 地 名 語 源（寛文１２年（１６７２）の水帳の
ア ザ

字による） 

 ｲﾁﾔ ﾔﾏｸﾞﾁ 

 一夜山口 

 

 ｲﾁ   ﾔ 
 一   夜 

 

 

         ｼﾞｮｳ 
 じゃけん上 

 

 

 

 

 

 ｺﾞﾊﾞﾉ ｺ ｳ ｼﾞ 

 ごはノ小路 

 

 

 

 ほうてくぼ 

 

 
 ｼﾀ ﾃﾞｶﾞｲ ﾄ 
 下てかいと 

 

 

 

 

 
 ﾀｹ ﾉ  ｲﾘ 
 竹 ノ 入 

 

 みやまくぼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一   夜 

 

 

 

 

 

 ｼﾞｬｹﾞﾝ ｼﾞｮｳ 
 蛇 現 上 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ｺﾞ ﾊﾞﾉｺｳｼﾞ 
 碁場小路 

 

 

 

 

  一夜は一屋の替字で最初の集落。 

 一夜の集落へ入る忍山道から分かれている道端付近を言う。 

 

  忍山村へ入って最初の集落。 

 

  明治９年地租改正の時、一夜山口・一夜を併せて一夜とした区域。 

 

  じゃ（蛇）のつく地名は山腹の大崩壊があった所につける 

 地名。大蛇が地中から、はい出る時に大崩壊をおこすという 

 伝承から各地の崩壊場所についている。 

 山腹が崩壊して急傾斜している沢。 

 

  明治９年地租改正の時、じゃけん上を蛇現上に替えた地名。 

 

  ごははコバ（木場）のかな書きで山中の道端に木材などを積んで置 

 く所。 

 小路はコウジ（越路）の替字で峠道。 

 こば（木場）のある高沢村へ行く峠道のある区域。 

 

  ほうはホホ（包）むの語幹で囲まれる意。 

 入口の狭いまわりを囲まれている山腹のくぼ。 

 

  ごはノ小路の集落から下の位置にある現在の集落地へ分家 

 して出来た集落。かいとは谷戸で集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  竹はダケ（岳）の替字で崖。 

 崖のある曲がっている入口の狭い沢。 

 

  北を向いている日の当たらない山腹にあるくぼ。 

 普通は深山とかく。 

 

  明治９年地租改正の時、ごはノ小路・ほうてくぼ・下てか 

 いと・竹ノ入・みやまくぼを併せて碁場小路とした区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｳﾏ 

 馬ながれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾆﾝ   ﾊﾞ 

 人   場 

 ﾆﾝﾊﾞ ｶﾞｲﾄ 

 人場谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｳﾏ 

 馬 と め 

 

 

 

 ｲｴ ﾉ  ﾑｶｲ 

 家 ノ 向 

 

 

 ｳﾏ   ﾅｶﾞﾚ 

 馬   流 

 

 ﾜ ｼﾁｶﾞ ｻﾜ 

 和七ヶ沢 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸﾙﾏ   ﾊﾞ 

 車   場 

 

 

  ニ    ン    バ 

 荷   場 

 

 

 

 

 

 ｳﾏ   ﾄﾒ 

 馬   留 

 

 

 

  馬が滑り落ちるような急傾斜の山腹。 

 

  馬ながれのうち急傾斜の山腹の部分が独立した区域。 

 明治９年地租改正の時分割。 

 

  馬ながれのうち沢の部分が独立した区域。 

 ワシはワシ（走）るの語幹で水流が、勢いよく流れる意。 

 チは場所。明治９年地租改正の時分割。 

 沢水が滝のように流れ落ちる急傾斜の沢。 

 

  荷場の替字で忍山道のはたに山の産物の集荷場のある区域。 

 

  人場の一部に集落が出来、新しい地名となった区域。 

 

  人場のうち忍山川沿いに用水堀を作り水車を回して米つき 

 をなりわいとした家が出来たため、独立した地名。 

 １０３９～１０４１番地の三筆の小区域。 

 

  人場から独立した車場の三筆を除いた区域と人場から独立 

 した人場谷戸を、明治９年地租改正の時、併せて正しく荷場 

 とした区域。 

 

  天竹山が急傾斜しているので仕事に行く時、忍山川のはた 

 に馬をつないで置く一筆（１１０４番地）の小区域。 

 

  明治９年地租改正の時、馬とめを馬留に替えた区域。 

 

  天竹山山麓忍山川左岸で人場谷戸の対岸にある小区域。  

 

 

 

83



字  小  字 地 名 語 源 

 ｱﾏ   ﾀﾞｹ 

 天   竹 

 

 

 ｶﾝ ﾉﾝ ｻﾞﾜ 

 観 音 沢 

 ｶﾌﾞ ッ ﾁｮ 

 蕪   町 

 

 

 う わ で 

 

 ﾕ    ﾓﾄ 

 湯   本 

 ﾀﾞｲ   ﾓﾝ 

 大   茂 

 

 

 

 み や ま 

  ﾄ チ  ﾉ キ  ﾀﾞ ｲ 

 とちノ木たい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天   竹 

 

 観 音 沢 

 

 

 

 

 

 蕪   町 

 

 湯   本 

 

 大   茂 

 

 

 

 

 

 

 

 ｳｼﾛ ﾐ  ﾔﾏ 

 後 深 山 

 

 

 

 

  山の上部が崩壊して急傾斜している山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、家ノ向と天竹を併せて天竹とした区域。 

 

  沢の中間に観音石像を安置してある沢。 

 

  蕪はカブ（被）くの語幹でおおいかぶさった状態をいう。 

 チョウ（町）は集落。 

 急傾斜の山腹の下にある小集落（湯旅の記では七軒あった）。 

 

  上出と書き蕪町の集落から上に分家した人々で出来た集落。 

 

  明治９年地租改正の時、蕪町・うわでを併せて蕪町とした区域。 

 

  忍山鉱泉の湯宿（湯旅の記では八軒あった）のあった区域。 

 湯は井の転で泉。もとは鉱泉が湧き出ていたのでついた地名。 

 

  大門の替字で参道の意。 

 赤粉山の腰にある子持ち滝上に大日堂があり、その参道付近 

 を言う。今はお堂がなくなり本尊は足利市バンナ寺にあずけ 

 たという。湯旅の記では人家が七軒あった。 

 

  深山で北を向いた日の当たらない山腹。 

 

  とちはタフ（倒）しの転で崩壊。 

 たいはダイ（台）の清音化で傾斜地。 

 深山の山腹の崩壊で出来た傾斜地。 

 

  ウシロ（後）は北の意。山頂に雷電神社のある山の北側にあ

る北を向いた日の当たらない山腹。北を後という。 

 明治９年地租改正の時、みやまととちノ木たいを併せて後深 

 山とした区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

     ｻﾜ 

 に れ 沢 

 

 

 

 

 

 か な じ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 きりばみ 

 

 

 

 

 くるみぞうり 

 

 

 
 ﾔﾏﾉ ｶﾐｳｴ 
 山ノ神上  

 

 

 
 ﾀｶ   ｼﾊﾞ 
 高   芝 

 

 ｼﾓﾀｶｼﾊﾞｲﾘ 
 下高芝入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ﾈ ﾚ ﾉ ｻﾜ 
 根礼ノ沢 

 

 

       

 

 

 
 ﾅ ｹﾞ ﾁ ｸﾎﾞ 
 名下知窪 

 

 

 
 ｶ  ﾅ  ｼﾞ 
 加 奈 地 

 

 

 

 

 ｷﾘ ﾊﾞ  ﾐ 
 切 葉 見 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸ ﾙ ﾐ ｿﾞｳﾘ 
 久留見草利 

 

 

 

 

 

 

 

 高   芝 

 

 

 

  

  にれはヌレ（濡）の転で湿地。 

 沢奥に湧水のある湿地の沢。 

 

  ネレはヌレ（濡）の転で湿地。 

 沢奥に湧水のある湿地の沢。にれ沢を根礼ノ沢と替えた地名。 

 

  かなはカノ（刈野）の転で焼畑、じは地。 

 山腹の崩壊で山麓に傾斜地の出来たくぼに焼畑のある区域。加

奈地と名下知窪の二つのくぼを一つのくぼの名(かなじ)で表現

している区域。 

 

  ナゲはナグ（薙）の転で崩壊。知は地の換字。 

 二つ並んでいる窪が同じ地形なので、かなじで呼んでいたが 

 耕地が出来て来たので独立した区域。 

 山腹の崩壊で山麓に傾斜地の出来たくぼ。 

 

  名下知窪が独立したので、一つになったくぼのかなじを明 

 治９年地租改正の時、漢字に替えた区域。 

 

  きりはキ（断）りで急傾斜地。ばみは口食むの転で崩壊地

名。山腹が崩壊して急傾斜している区域。 

 

  明治９年地租改正の時、漢字に替えた地名。 

 

  くるみはクル（包）みで囲まれた地形。 

 ぞうりはソウリ（沢入）の濁音で焼畑。 

 入口が狭くまわりを囲まれている形をしている山腹にある焼 

 畑。 

 

  
ヤマノカミシャ

山神社の付近のくるみぞうり下の傾斜地。上は付近。 

 

  明治９年地租改正の時、くるみぞうり・山ノ神上を併せて 

 久留見草利とした区域。 

 

  芝はシバク（打つ）の語幹で崩壊。高芝山の略。 

 山の上部が崩壊して急傾斜している山。 

 

  高芝の下にある曲がっている沢の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、高芝・下高芝入を併せて高芝とし 

 た区域。高芝山の東腹。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 
 ﾕ  ﾉ  ﾀｲﾗ 
 湯 ノ 平 

     ｸﾞﾁ 
 や な 口 

 

 

 

 
 ｼｮ ﾉ  ｻﾜ 
 初 ノ 沢 

 

 ｼｮﾉ ｻﾜｲﾘｸﾞﾁ 
 初ノ沢入口 

 

 

 

 
 ｲ  ﾄﾘ ﾔ 
 居 鳥 屋 

 

 

 

 ﾂﾂ   ｻｶ 
 土   坂 

 

 

 

 

 

 ﾓﾁ   ﾏﾙ 
 餅   丸 

 
 ｶﾐ ﾓﾁ ﾏﾙ 
 上 餅 丸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 湯 ノ 平 

 

 

 

 

 

 

 

 初 ノ 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ｲ  ﾄﾘ ﾔ 
 居 鳥 岩 

 

 

 

 

 

 

 

 餅   丸 

 

 

 

  湯は湯本の略。湯本の西側の緩やかな傾斜をした山腹。  

 

  湯ノ平がヤナ（簗）の形をしている山腹なのでやなといった。 

 湯ノ平の入口付近の傾斜のゆるやかな山麓。 

 

  明治９年地租改正の時、湯ノ平・やな口を併せて湯ノ平と 

 した区域。 

 

  初は四（シ）の転。 

 入口の狭い山腹が四つのくぼに分かれている沢。 

 

  湯本から初ノ沢迄の山麓の傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、初ノ沢・初ノ沢入口を併せて初ノ 

 沢とした区域。 

 

  居鳥はイ（弋）トリ（鳥）の替字で
ト ビ

鳶。飛ぶ意で崩壊地名。 

 屋は岩の替字。 

 岩山が崩壊して岩石で埋まっている山腹。 

 この山を利用して桐生川ダムのコンクリート用の石材とした。 

 

  土はツキ（盡）の転。
ナナマガリハチョウサカ

七曲八丁坂（忍山湯旅の記）ともい

う。山麓が崖になって忍山川へ落ち込んでいるわずかの間を通

っている坂道。今は七曲りという。 

 

  明治９年地租改正の時、居鳥屋・土坂を併せて居鳥岩とし 

 た区域。 

 

  餅丸山の東腹にある丸く（鏡餅型）囲まれている山腹のく 

 ぼ。 

 

  餅丸の上の山頂近くにある、小さい鏡餅型に囲まれている 

 山腹のくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、餅丸・上餅丸を併せて餅丸とした 

 区域。 

 餅丸山の西側（高沢村）の山腹に大持丸・小持丸がある。 
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字  小  字 地 名 語 源 

    ﾂﾞｸﾘ 

 げすこえ作 

 

 

     ﾔﾏ 

 げすこえ山 

 

 

 

 ゾロメキ 

 

 

 

 

 ｱｶ   ｺﾅ 

 赤   粉 

 

 

 ﾀｶ   ﾋﾞﾗ 

 高   平 

 

 

 

 ﾖｺ   ｶﾞﾔ 

 横   萱 

 

 ﾖｺ ｶﾞﾔ ﾀﾞｲ 

 横 萱 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ゲｽ ｺｴﾂﾞｸﾘ 

 下巣越作 

 

 

 ﾆｼ 

 西ゾロメキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤   粉 

 

 

 

 

 

 横   萱 

 

 ｷﾉｺ   ｲｼ 

 茸   岩 

 

 

  げすはキシ（岸）の転で岩壁。作は畑のさくを切ることから

浅いくぼ。 

 入口が狭く岩壁を越えなければ入れぬ山腹の浅いくぼで回り 

 道をして焼畑に利用していた。 

 

  げすこえ作のまわりの雑木林。 

 

  明治９年地租改正の時、げすこえ作・げすこえ山を併せて 

 下巣越作とした区域。 

 

  ガラガラと音をたてて岩石が崩れている急傾斜の山腹。  

 

  明治９年地租改正の時、忍山川をはさんで対岸の同じ位置 

 にあるかねほり窪が同じ岩石で出来ているので、ゾロメキを 

 西ゾロメキとし、かねほり窪を東ゾロメキとした。  

 忍山川をはさんで東西に位置している。 

 

  赤はアカ（散）つの替字で崩壊。粉は質の細かい耕地。 

 忍山で一番高地にある山腹の崩壊で出来た４０町歩程の土質 

 の細かいゆるい傾斜地にある耕地。湯旅の記では人家一戸。 

 

  赤粉の入口にある山頂の平らな付近にある耕地。 

 

  明治９年地租改正の時、赤粉・高平を併せて赤粉とした区域。 

 

  横は東西の方向。萱はカヤルの語幹で曲がる意。 

 東西に尾根が曲がりながらのびている区域。 

 

  横萱の山麓が忍山川に沿って台地になっている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、横萱の一部と横萱台を併せて横萱 

 とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、横萱の一部を茸岩とした区域。  

 岩石の多い山でキノコ型をした岩があるのでついた地名。 

 地元ではイワをイシと読んでいる。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾖｺ ｶﾞﾔ ﾑｶｲ 

 横 萱 向 

 

 

 

 

 

 

 

    ﾀｲﾗ 

 よしノ平 

 

 

 

     ｸﾎﾞ 

 かねほり窪 

 

 

 

 ﾎｿ ｸ  ﾎﾞ 

 細 久 保 

 

 あしくら 

 

 ｺ  ﾔ  ﾊﾞ 

 小 屋 場 

 

 ﾆｼ ﾖｺ ﾈ 

 西 横 根 

 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼ ﾖｺ ﾈ 

 東 横 根 

     ｲｼ 

 わ れ 石 

 

 

 ｸﾏ ﾉ  ｸﾎﾞ 

 熊 ノ 窪 

 

 

 横 萱 向   

 

 

 

 ﾋｶﾞｼ 

 東ゾロメキ 

 

 

 

 

 

 

 

  小屋はコエ（越）の転で峠道。 

 座間村へ行く峠道の通っている区域。 

 明治９年地租改正の時、横萱の一部を小屋場に替えた区域。 

 

  横萱の一部。横は東西の方向。根はミネ（峯）の略。 

 忍山川西側の尾根が東西にのびている区域。 

 忍山川東岸の向き合う位置にある横萱向を東横根とする為西 

 横根とした区域。 

 

  忍山川をはさんで横萱と向き合っている区域。 

 

  西横根と忍山川をはさんで向き合っている区域。 

 横萱向の一部。 

 

  横萱向の一部。われ石山の西側の山腹。 

 岩山から崩れた岩石（大きいのは１０００トン位）が、ごろ 

 ごろしている山腹。 

 

  横萱向の一部。熊は曲の替字。曲がっている山腹のくぼ。 

 

  よしはヨ（寄）すの転。忍山川左岸川寄りの傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、横萱向の一部とよしノ平を併せて 

 横萱向とした区域。 

 

  鉱石を掘った跡のあるくぼ。 

 

  ゾロメキの忍山川の東岸の山腹。 

 明治９年地租改正の時、ゾロメキの対岸にあることで改名した区域。 

 同時にゾロメキを西ゾロメキとしている。 

 

  細長い山腹のくぼ。 

 

  あしは足で山麓。くらは倉で崖。 

 山麓が崖になっている区域。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ﾅｶ ｸ  ﾎﾞ 

 中 久 保 

 

 

 

 か く ま 

 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 

 川   端 

 ﾓﾁ ﾏﾙ ﾋｶﾞｼ 

 餅 丸 東 

 

 

 

 ﾀｶ ﾉ  ｽ 

 鷹 ノ 巣 

ｲﾘｸﾞﾁ 

 たかノす入口 

 

 

     ｻﾞﾜ 

 い せ 沢 

 

 ふきわら 

 よっこにわ 

 

 ｶﾗ   ﾏﾂ 

 唐   松 

 

 

 

 

 

 細 久 保 

 

 

 

 

 

 

 ｶｸ   ﾏ 

 角   間 

 

 

 

 

 鷹 ノ 巣 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  あしくらと細久保の間にある山腹のくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、細久保・あしくら・中久保を併せ 

 て細久保とした区域。 

 

  かくはカク（囲）むの語幹。まは間のかな書きで所の意。 

 入口が狭くまわりを囲まれた形をした山腹のくぼ。 

 

  忍山川左岸に水汲場を作っている集落。 

 

  忍山川の東側に西側の餅丸と等位置にある鏡餅型の山腹の 

 くぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、かくま・川端・餅丸東を併せて角 

 間とした区域。 

 

  鷹ノ巣山の略。鷹が飛び立つ時の気流及びその他の条件を 

 そなえている為、巣を作っている尾根の延びている山。 

 

  たかノす山の入口の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、鷹ノ巣・たかノす入口を併せて鷹 

 ノ巣とした区域。 

 

  いせはイソ（磯）の転で石。 

 岩石の山腹が崩壊して石の多い急傾斜の沢。 

 

  吹き割れの転で南北に長い山腹が崩壊して急傾斜している区域。 

 

  よっこはヨコ（横）の転で東西の方向。 

 にわはニワ（激しい意）しの語幹。 

 東西に延びている山腹が崩壊して急傾斜している区域。 

 

  唐はカレ（枯）の転。松はマタ（又）の替字。 

 雨が降っても地中にしみ込む地質のため沢のない入口が狭く 

 奥が広がっている２０町歩程の耕地のあるくぼ。 

 湯旅の記では７戸の人家があった。 
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字  小  字 地 名 語 源 

 ｶﾗ ﾏﾂ ﾓﾄ 

 唐 松 本 

 

 

 

 

 ﾕ  ﾉ  ﾏｴ 

 湯 ノ 前 

 

 

 こだかい 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ｶﾗ   ﾏﾂ 

 唐   松 

 

 

 湯 ノ 前 

 

 

 

 

 ｺ  ﾀﾞ  ｶｲ 

 子 田 界 

 

 ｲﾜ   ｶﾌﾞ 

 岩   蕪 

 

 

 ﾃﾗ ﾉ  ｲﾘ 

 寺 ノ 入 

 

 ﾋ  ｳﾁ ｻﾞﾜ 

 火 打 沢 

 

 ｵｵ   ｸﾎﾞ 

 大   窪 

 ﾌｼﾞ   ｻﾜ 

 藤   沢 

 

 

  本はフモト（麓）の略。   

 唐松の入口にある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、唐松・唐松本を併せて唐松とした 

 区域。 

 

  湯本の東、忍山川左岸沿いの湯本の前にある耕地になってい

る傾斜地。  

 

  こだはコタ（巨田）の濁音で多い意。かいは峡で谷間。  

 山がいくつも続いている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、こだかいの一部を子田界と漢字に 

 した区域。 

 

  カブはカブラの意。こだかいの一部。 

 岩石で出来た尾根の先端が丸い型で忍山川左岸へ押し出てい 

 る区域。 

 

  こだかいの一部。寺は
ヨウリンシ゛

鷹林寺。  

 鷹林寺から奥へ入っている沢。 

 

  燧石の産出する沢。こだかいの一部。 

火打山(標高 431.2㍍)愛宕社 

 

  付近で一番大きい山腹のくぼのある区域。こだかいの一部。 

 

  こだかいの一部。ふじは淵の転で崖。急傾斜している沢。 
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    飛駒村入飛駒（ヒコマムライリヒコマ） 

（梅田町４丁目に合併） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文水帳不明で現在使われている
ア ザ

字のみ採用しました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱﾅｷﾞﾚﾋｶﾞｼｸﾞﾁ 

 穴切東口 

 

 

 ｱﾅｷﾞﾚｲﾀｶﾞ ｻﾜ 

 穴切板ヶ沢 

 ｱﾅｷﾞﾚｱｶｼﾌﾞ 

 穴切赤渋 

 

 ｱﾅｷﾞﾚｵｳﾍﾞﾗ 

 穴切扇箆 

 

 ｱﾅｷﾞﾚｻﾙﾌﾞﾁｲﾜ 

 穴切猿淵岩 

 ｱﾅｷﾞﾚﾆｶｲｸﾎﾞ 

 穴切二階窪 

 

 ｱﾅｷﾞﾚｲﾜｸﾎﾞ 

 穴切岩窪 

 ｱﾅｷﾞﾚｵｸｱﾄ 

 穴切屋後 

 ｱﾅｷﾞﾚｱｶｻｶ 

 穴切赤坂 

 

 ｱﾅｷﾞﾚﾖﾘｲｼ 

 穴切寄石 

 

 ｱﾅｷﾞﾚﾀｷﾉｸﾎﾞ 

 穴切滝窪 

 ｱﾅｷﾞﾚｻｸﾊﾀ 

 穴切坂畑 

 ｱﾅｷﾞﾚｶｸﾚ ｸﾎﾞ 

 穴切隠レ窪 

 

 

  穴切は東西に長い穴の様な沢であるが、沢奥である東側が口

のようにあいている沢。そこへ朝日沢山の水が入っている。 

※ 以下穴切の説明は省略する。穴切東口以下は全部穴切沢の 

中の一部である。 

 

  板は平地。沢の中間に小平地のある沢。 

 

  鉱泉の性質がアカ（垢）のように汚れたような、なめると 

 渋味のある水が湧出ている沢。 

 

  扇を広げた形をした緩やかな山腹。その結果焼畑に利用し 

 ている。 

 

  滝壺の上に猿でものぼれない垂直の岩壁のある沢。 

 

  緩やかなくぼの中程に１５㍍程の滝があり、そこを境に二 

 段になっているくぼ。 

 

  奥が岩壁で行き止まりになっているくぼ。 

 

  昔、集落のあったのがわかる家の基礎が残っている区域。 

 

  飛駒本村へ行く峠のある東口へ行く穴切沢に沿っている道が

赤土の山麓にかかる区域。 

 

  地元では、よけいしという。 

 桐生川沿いに川上に行く所に大岩があるので迂回して道を作っ

ている区域。 

 

  滝のある急傾斜のくぼ。 

 

  坂は作の転で幅の狭いくぼ。畑は焼畑の略。 

 日当たりの良い幅の狭いくぼにある焼畑。 

 

  入口が狭く且曲がっているので大きいくぼなのにそとから 

 見えぬくぼ。 

穴切峠を境に東側を皆沢穴切、西側を向
ムコウ

穴切という。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱﾅｷﾞﾚｲｼﾌﾞﾂ 

 穴切石仏 

 ｱﾅｷﾞﾚｸﾙﾐ ｸﾎﾞ 

 穴切胡桃窪 

 ｱﾅ ｷﾞﾚ ｸﾞﾁ 

 穴 切 口 

 ｼ ﾐｽﾞﾖｺﾐﾁ 

 清水横道 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 ｶﾏｶﾞﾐｹﾞｰﾄ 

 釜神谷戸 

 

 ｸﾗ    ｻﾜ 

 倉 ノ 沢 

 

 ﾀｶ ﾄﾞ  ｻﾜ 

 高 戸 沢 

 

 ﾆｼ ﾀｶ ﾄﾞ 
 西 高 戸 

 

 ｲﾀ   ｸﾗ 

 板   倉 

 ﾅﾘ ﾌﾞﾁ ｳｴ 

 鳴 淵 上 

 

 

 

 

 ｺ ﾌﾈｶﾞ ｻﾜ 

 小舟ヶ沢 

 ｵｵﾌﾈｶﾞ ｻﾜ 

 大舟ヶ沢 

 

 

 

  石仏が道端にある付近。 

 

  入口が狭くまわりを囲まれている山腹のくぼ。 

 

  穴切沢の表口である西側にある沢口区域。 

 ※ここで穴切沢は終わる。 

 

  穴切口から清水へ行く道が大岩を迂回している付近。 

 

  
ネモト

根本川左岸の岩壁の間から清水が流れ落ちている区域。 

 

  釜はえぐられたような形をしている淵。 

 根本川左岸の釜ヶ淵（現在は弁天淵と呼んでいる）の岩壁上 

 に弁財天の石祠を祀っている付近にある集落。 

 

  倉は岩壁。岩壁のある土砂崩れして急傾斜している高戸山 

西側の沢。  

 

  高戸山の西側を山頂迄続く一番大きい沢。 

 但し、小字では沢が根本川への合流口のみを言う。 

 

  地元では穴切高戸と呼んでいる。 

 高戸山は付近で一番高い山の意。山頂に山神社を祀っている。 

 高戸山の西側の山腹を言う。 

 

  板は平地。倉は岩壁。根本川左岸高戸山西麓岩壁上の広い傾

斜地。 

 

  鳴淵は鳴淵岩の略。 

  鳴淵岩は猿石社（二渡神社）の祭神猿田彦命のヨウゴイシ

（影向石）（假にこの世に姿を現した石）と言われた。 

 大水の時、大岩に当たってうずを巻いて音のする鳴淵岩左岸 

 崖上の傾斜地。 

 

  高戸山西側に舟底型の浅い沢が二つ並んでいる小さい沢。 

 

  高戸山の西側に舟底型の浅い沢が二つ並んでいる大きい沢。 

 地元では二つの沢を一緒に
フ ナ ガ サ ワ

舟ヶ沢と呼んでいる。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｳツ ﾉ  ﾃｴﾗ 

 打 ノ 平 

 

 ｴ  ﾄﾞ  ｻﾜ 

 井 戸 沢 

 ﾜﾗﾋﾞ  ﾃﾞｴﾗ 

 蕨   平 

 

 

 ｵﾁ ｱｲ ｸﾞﾁ 

 落 合 口 

 ﾀｶ ﾄﾞ  ｸﾞﾁ 

 高 戸 口 

 

 ﾋｶﾞｼ ﾀｶ ﾄﾞ 

 東 高 戸 

 

 ｻｻ   ﾍﾞﾗ 

 篠   箆 

 

 

 ﾋｶﾞｼﾀｶﾄﾞｸﾞﾁ 

 東高戸口 

 

 ｲ  ｾ  ｻﾞﾜ 

 伊 勢 沢 

 

 ﾐﾔ ﾉ  ﾑｶｲ 

 宮 ノ 向 

 ｶｲ ｻﾞﾜ ﾃﾞｴﾗ 

 皆 沢 平 

 

 ｸ ﾙ ﾐ  ｻﾞﾜ 

 胡 桃 沢 

 

 ﾎｿ   ｲﾘ 

 細   入 

 

  打は岩壁。山間地では傾斜地を平と言う。 

 高戸山麓根本川左岸岩壁上のゆるい傾斜地。 

 

  高戸山西側の沢。奥に泉のある沢。 

 

  ワラはワレ（割）の転で崩壊。ビは所を示す語。 

 高戸山の山腹が崩壊してゆるい傾斜地の出来た区域。  

 現在は梅田湖底。 

 

  皆沢川が根本川へ合流する左岸高戸山山腹の傾斜地。 

 

  地元では大州高戸と呼んでいる。 

 落合・大州付近の人々が利用する高戸山登山口のある区域。 

 

  高戸山（付近で一番高いのでついた山名）東側の山腹。戸は

場所。 

 

  ササ（篠）は細の換字で細かい土質の意。 

 ヘラ（箆）は平の替字で傾斜地。 

 土質の細かい高戸山山腹の傾斜地。 

 

  地元では皆沢高戸と呼んでいる。  

 高戸山の東側（皆沢側）登山口のある区域。 

 

  伊勢はイソ（磯）の転で崩壊地名。 

 岩壁のある山腹が崩壊して急傾斜している沢。 

 

  皆沢川をはさんで八幡宮の向かいにある山腹。 

 

  皆沢川左岸にある付近で一番大きい平地。 

 皆は会の換字で皆沢川・中川が合流しているのでついた地名。 

 

  皆沢平の
シモ

下から入る入口が狭くまわりを囲まれて且曲って 

 いる沢。 

 

  細長く曲がっている沢。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾏｴ ﾉ  ｻﾜ 

 前 ノ 沢 

 ﾉﾎﾞ ﾘ  ｻﾜ 

 登 リ 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾈｴ   ﾏﾂ 

 内   松 

 

 ｶｲｻﾞﾜﾈｴﾏﾂ 

 皆沢内松 

 ﾈｴ ﾏﾂ ｵｸ 

 内 松 奥 

 ｶｲｻﾞﾜｶﾞﾜﾆｼ 

 皆沢川西 

 ｺ  ﾔ  ﾂｸﾘ 

 小 屋 作 

 

 

 

 

 

 

 ｶｲｻﾞﾜｶﾞﾜﾋｶﾞｼ 

 皆沢川東 

 

 

 ｷ  ﾄﾞ  ﾊﾞ 

 木 戸 場 

 

 ﾂﾁ   ﾊｼ 

 土   橋 

 ﾁ  ｼﾝ タテ 

 地 新 立 

 ｶｲ   ｻﾞﾜ 

 皆   沢 

 ｼ   ﾄﾞ  ﾃﾞｴﾗ 

 志 度 平 

 

 ﾅｶｯ ｶﾜ ﾋｶﾞｼ 

 中 川 東 

 

 

  内側に皆沢内松を囲んでいる二俣になっている尾根。 

 松は俣の転。内松は内松山の略。 

 

  入口の広い内松の山麓に囲まれているくぼ。 

 

  二俣になっている内松山の奥に入り込んでいる沢の区域。 

 

  皆沢川西（左岸）皆沢平の
カミ

上隣りの平地。 

                

  小屋は
コエ

越の換字で峠道。ツクリはサクの読み替えで、畑の 

 さくを切るの意から浅いくぼ。飛駒本村へ行く峠道の付近に 

 ある浅いくぼ。 

 

  八幡宮の前にある沢。 

 

  前ノ沢の
カミ

上隣りにある奥が急傾斜（登り）している沢。  

 

  皆沢川右岸皆沢の
カミ

上隣りの区域。 

 明治９年地租改正の時、前ノ沢・登リ沢を皆沢川東に合併し 

 た区域。 

 

  飛駒本村へ行く峠道が皆沢川右岸崖上を通っているはたへ 

 木戸のように大岩がせり出ている区域。 

 

  皆沢川にかかっている上に土がのせてある橋のある区域。 

 

  山腹の傾斜地を開墾した区域。 

 

  会沢の意で皆沢と中川沢が交差している区域。皆沢川右岸。 

 

  志度はシト（湿）の替字で清水の湧いている湿地。 

 山際から清水の湧いているはたにある傾斜地。 

 

  中川は根本川と皆沢川の間を流れている川。 

 中川東側（左岸）川沿いの小傾斜地。対岸は中川西。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｹ ｲ ﾄﾞ ﾉ ｻ ﾜ 

 越 所 沢 

 

 ｺ  ﾑｷﾞ ｲﾘ 

 小 麦 入 

 

 

 ﾖﾈ   ﾓﾁ 

 米   餅 

 

 ｼﾞｬ  ﾄﾞｳﾚ 

 蛇   倒 

 

 

 ｲﾜ   ｸﾎﾞ 

 岩   窪 

 ｳﾏﾄﾒｶﾞﾜﾆｼ 

 馬留川西 

 

 ｶｹ ﾉ  ｳｴ 

 懸 ノ 上 

 

 ﾆ  ﾂｹ ﾊﾞ 

 荷 附 場 

 ｸﾜ   ﾊﾞﾗ 

 桑   原 

 

 

 ﾅｶｯｶﾜｻｸﾗｸﾎﾞ 

 中川桜窪 

 

 ｻｸﾗｸﾎﾞｸﾞﾁ 

 桜久保口 

 

  越所は山を越す所で峠を言う。 

 飛駒本村へ行く間道の峠のある沢。 

 

  小はコウ（高）の略。麦はムク（剥）の換字で崩壊。 

 山頂付近が崩壊して傾斜地の出来た、南を向いている大きなくぼ。 

 奥に立岩という岩壁があり、くぼ口には耕地の跡が残っている。 

 

  米は砂。餅は鏡餅の略。 

 入口の狭いまわりを鏡餅型に囲まれた砂地の山腹のくぼ。 

 

  蛇がつく地名の所は大蛇が山腹から出る時に、崩壊を起こ 

 すという伝承から大崩壊地に付いている。 

 大崩壊が起きている山腹。 

 

  入口が狭く且岩壁のある小さい山腹のくぼ。 

 

  懸ノ上の前の中川西岸（右岸）の小傾斜地。 

 懸ノ上に馬を入れることが出来ないために馬をつないで置く区域。 

 

  懸は欠の替字で崖。  

 くぼの入口に岩壁があり左右から人のみが入れる崖上のくぼ。 

 

  中川右岸の小傾斜地の道ばたにある、山の生産物の臨時の集荷場。 

 

  桑はクエ（崩）の転で崩壊。原はハリ（張）の転。  

 中川右岸（西岸）に山腹が崩壊して流出した土砂が半円状に 

 張り出している区域。 

 

  桜は
サ

狭・
クラ

倉の替字で狭はせまい、倉は岩壁。 

 中川右岸（西岸）の入口に岩壁のある狭い山腹のくぼ。 

 

  中川桜窪入口から中川右岸沿いにある傾斜地。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶｯｶﾜﾎｿｸﾎﾞ 

 中川細窪 

 ﾅｶｯ ｶﾜ ﾆｼ 

 中 川 西 

 

 ﾐｮｳ ｼﾞﾝ ｳﾗ 

 明 神 裏 

 

 

 ﾂﾂ ｼﾞ  ﾊﾅ 

 躑 躅 花 

 

 

 ﾀｶ ﾄﾞ  ﾑｶｲ 

 高 戸 向 

 ｻｻ ﾍﾞﾗ ﾑｶｲ 

 篠 平 向 

 ﾁｬﾇｷ  ｻﾞｸ  

 狸   鑿 

 

 

 ｵｵ ｺﾞ  ﾏﾂ 

 大 古 松 

 

 

 

 ｼﾞ  ｿﾞｳ ﾍﾗ 

 地 蔵 箆 

 

 

 

 

 

 

  中川右岸（西岸）の細く小さいくぼ。 

 

  中川右岸（西岸）沿いの小傾斜地。 

 中川東と向き合っている区域。中川沿いで一番大きい集落地。 

 

  地名の付いた頃は八幡宮が明神様と呼ばれていた。 

 八幡宮の後に当たる中川右岸（西岸）の雷電社を祀ってある 

 山腹。裏はウシロ（後）の意。 

 

  ツツジはツツ（包）むの転。花は鼻の換字。 

 尾根の鼻（先端）が皆沢集落を包みかくすように皆沢川右岸 

 迄突き出ている区域。 

 

  皆沢川をはさんで高戸山に向き合っている山腹。 

 

  皆沢川をはさんで篠平と向き合っている山腹。 

 

  狸が巣穴を作るようなやわらかな土質。 

 ザクは穴。 

 山腹の崩壊で急傾斜している土質のやわらかい山腹。 

 

  大は大きい。古はコウ（高）の転で山頂。 

 松はマタ（俣）の転でふたまた。 

 山腹の崩壊で急傾斜している山頂に近づくのにしたがって広く

なっている沢。 

 

  石の地蔵尊を祀ってあるゆるい傾斜の山腹。 

  篦
ヘラ

は平
ヒラ

の当字でゆるい傾斜の山腹をいう。 
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    飛駒村入飛駒（ヒコマムライリヒコマ） 

（梅田町５丁目に合併） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文水帳不明で現在使われている
ア ザ

字のみ採用しました） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｳﾏ   ｸﾗ 

 馬   倉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵﾁ   ｱｲ 

 落   合 

 

 ｵﾁｱｲｶﾝﾅﾐ 

 落合神並 

 

 

 

 

 

 

 ﾂﾎﾞ   ｼｮｳ 

 坪   正 

 

 

 ｾﾐ   ｸﾞﾁ 

 蝉   口 

 ｶｷﾉ ｹﾞｰﾄ 

 柿ノ谷戸 

 

 

 

 

 

 ｲﾏ   ｸﾗ 

 今   倉 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 ｲｼ ｸ  ﾎﾞ 

 石 久 保 

 

  皆沢川が根本川へ落合う右岸の根本川左岸沿いの傾斜地。 

 桐生川ダムで水没した。 

                    

  神木（カンナミ）で神木の意が神の
モ リ

杜の意に転化した。 

 読み方もカンナビに変わり漢字も以下の字が宛てられている。 

 神名備・神名樋・神南・神奈備・甘南備・神南備・神名火・ 

 神辺・神隠・神蛇・万葉集では可牟奈備。 

 出雲国・大和国に多い地名で大和国では出雲出身の神を祀っ 

 ている所に多い。ここから出雲の地名の伝播と思われる。 

 地元では神並久保と呼んでいる。落合の集落のうしろの山腹 

 の緩傾斜地で耕地に利用している（今は梅田湖底）。 

 今は神社のあったことすら伝わっていない。昔神社を祀ってい

たくぼ。桐生川ダムで水没した。 

 

  坪はツボムの語幹で狭くなっている所。 

 正は生の替字でふの意で場所を示す接尾語。 

 根本川左岸の山腹にある入口のせまいくぼ。桐生川ダムで水 

没した。 

 

  蝉はセ（狭）ミ（廻）の替字。 

 根本川左岸の山腹にある狭いくぼの入口付近の川沿いの傾斜地。 

 桐生川ダムで水没した。 

 

  柿はカケ（欠）の転で崖。谷戸は集落。 

 根本川左岸の崖上にある集落。桐生川ダムで水没した。 

 

  天正１８年（1590）の山田郡村々人別帳に馬倉が、ま 

 た元禄７年建立
ヘキウンシ゛

碧雲寺本堂棟札に馬倉村がある。 

 マ（馬）は直で垂直の意。倉は岩壁。 

 根本川の左岸の岩壁上の傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、
ウマクラ

馬倉を意味のない今倉に替えた地

名。大正院・碧雲寺があった。桐生川ダムで水没した。 

 

  今倉の東側にある緩傾斜地で、土質の良い耕地のある大きいくぼ。 

 

  石の多い山腹のくぼ。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾍｺﾞ   ｳﾘ 

 閉   入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄﾞ   ﾃﾞｴﾗ 

 堂   平 

 ﾖｺｯ   ﾊﾟﾀｹ 

 横   畑 

 

 ｺ    ｸﾞﾗ 

 小   倉 

 

 

 

 

 ﾄｽﾞ ﾛｳ ﾘ 

 閉 籠 里 

 

 ｽ    ﾓﾘ 

 須   森 

 ｺﾞ ｼｮ ﾃﾞｴﾗ 

 御 所 平 

ﾊﾗ 

原 

 ｳｼﾛｯ  ｸﾗ 

 後   倉 

 ｳｼﾛｻﾞﾜ  ﾀﾞｲ 

 後 沢 台 

 ｸ    ﾎﾞ 

 久   保 

 ｳｼﾛ   ｻﾞﾜ 

 後   沢 

 

 

  堂はトウ（頭）の転で山頂。 

 山頂の平らな区域。 

 

  今倉と石久保の間に東西に長く緩い傾斜をしている山腹に 

 ある焼畑。 

 

  小はコウ（川）の転。倉は岩壁。 

 根本川の左岸が岩壁になっている付近。 

 

  滝ノ沢の尾根が直接根本川へ落ち込んでいる為、止むを得 

 ず根本道が対岸へ迂回する為、付いた地名。 

 他の地区ではへずりと言う。 

 

  明治９年地租改正の時、閉入をヘゴウリ（閉籠里）に換え 

 た区域。後いつからか現在のとずろうりと言うようになった。 

 吉田姓のみ４軒の集落であった。 

 

  須は巣の替字で高い所。森は墓地。 

 岡の上に墓地のある区域。 

 

 御所は御社の転で熊野社（地元ではおくまん様という）。 

 熊野社を祀ってある傾斜地。 

 

  根本川左岸のもと川原だった区域。 

 

  後は後沢の略。 

 後沢川右岸が岩壁になっている付近。 

 

  後沢左岸沿いにある傾斜の緩やかな山腹。 

 その台地性を利用して桐生青少年野外活動センターが出来た。 

 

  後沢台東側の傾斜の緩い山腹のくぼ。 

 

  閉籠里の東側（田沼町）から後ろをまわって半円形に西側 

迄流れている沢。馬立簡易水道の水源地。小字は後沢川が南 

へ曲流している付近の両側のみをいう。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾋﾗ   ﾅﾒ 

 平   行 

 

 ｹ  ｱｲ ｻﾞｶ 

 毛 合 坂 

 

 ｶ    ﾌﾞﾚ 

 加   觸 

 

 ｳﾒﾉ ｷｼﾞｮｳﾘ 

 梅ノ木通 

 

    

 

 ﾅ  ｷﾞ  ｻﾞﾜ 

 奈 木 沢 

 

 ｳﾏ   ﾀﾃ 

 馬   立 

 

 ｳｴﾉ ｸ ﾎﾞ 

 上ノ久保 

 ﾔ    ｼｭｳ 

 野   州 

 

 ﾌﾁ ﾉ  ｳｴ 

 淵 ノ 上 

 

 

 ｼﾞｬ ﾙ  ﾌﾞﾁ 

 蛇 留 淵 

 

 ﾊﾀｹ 

畑 

 ﾆ  ﾎﾝ ｽｷﾞ 

 二 本 椙 

 

 

  平は傾斜地。ナメ（行）は滑の替字ですべる意。 

 北を向いているので冬は凍ってすべる傾斜の緩やかな山腹。 

 

  毛合は険(ケワ)しの転で急傾斜。 

 崩壊して急傾斜している山腹。 

 

  加は
カミ

上の略。觸は震の替字で崩壊。 

 山腹の上部が崩壊して埋まって出来た傾斜地。 

 

  梅は埋の替字。木は場所を示す地名用語。 

 トオリ（通）はタオリの転で峠道。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地のある尾根を野峰に行く峠

道が通っている区域。 

 

  奈木は薙の替字で崩壊地名。 

 山腹の土砂崩れで埋まって出来た緩い傾斜地のある小さい沢。 

 

  馬立はウメタテ（埋立）の替字。 

 山腹の土砂崩れで埋まって出来た傾斜地。 

 

  馬立の集落の上
ウエ

の山腹にあるくぼ。 

    

  ヤス（野州）が本来の読みで瘠せ地。 

 やせ地のため植林の出来ぬ雑木林の山腹。 

 

  淵は
チ ヨ カ ゛

千代ヶ淵の略（５㍍位の滝とその下に両岸の岩壁がせ 

 まり淵を作っていたが桐生川の流れを良くする為に、壊して 

 川幅を拡げた）千代ヶ淵の左岸の傾斜地。 

 

  いたずらをする大蛇がとじ込められた淵という、伝承より付いた地 

名で根本川が、奇岩・怪岩の間を流れている左岸の傾斜地。 

 

  山腹の上部にある焼畑。 

 

  二本杉沢の略。地元では二本の漆の大木がある沢という。 

 蛇留淵橋の
シ モ

下から入る大きな沢で北側の山腹には焼畑があっ 

 たという。 

99



字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 ﾀｶﾆ ﾀ ﾑｶｲ 

 高仁田向 

  

 

 

 ﾂｸ   ﾊﾞﾗ 

 築   原 

 

 

 

 ナンジキ 

 

 ｲ  ﾄﾞ  ｲﾘ 

 ゐ ど 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾏ  ｶﾞ  ｯ  ﾃ  

 曲   手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾂｸ ﾘ  ﾐﾁ 

 作 リ 道 

 

 

 

 

 ﾀｶﾆ ﾀ ﾃﾞｴﾗ 

 高仁田平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾂ  ｸ  ﾊﾞﾗ 

 津 久 原 

 

 

 

 

 東ノ
ヒガシノ

久保
ク ボ

 

 

 

 

 

 曲
マガッ

   手
テ

 

 

 

 

 

 

 

  ツク（作）りはサクの読み替えで畑のさくを切ることから 

 浅いくぼ。 

 根本道の東側の浅いくぼ（５畝程の耕地あり）。 

 

  高仁田の向いの根本川対岸にある傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、高仁田向を高仁田平にした付近。 

  高仁田でない所を高仁田にした不合理な地名のつけ方。 

 

  築は埋立地。（洪水の時砂を運んできて埋めた。） 

 原は川原の略。根本川が洪水の時などに土砂を運んで作った 

 川原。 

 

  ナンはミナミ（南）、ジキはジクの転で湿地。 

 ナンジキ沢の略。南に入っている奥に湧水のある湿地の沢。 

 

  ゐどは湧水。奥に湧水のある沢。 

 

  明治９年地租改正の時に、築
ツク

原
バラ

・ナンジキ・ゐど入を併せた

区域区域を対岸の旧山地村に同じ読みで、もとは筑原まねた津

久原があり、村が違っても同一地域の付き合いをしているので

今度は本家が分家のまねをした津久原にした所。 

 

  桐生川左岸から東側の山腹へ 1050 ㍍入っているくぼ。550

㍍の所から左へ分岐して 500 ㍍入っている松ノ木沢（松は真土

の替字でねばつちの地質）がある。 

 

 

  桐生川左岸から南側へ曲がりながら 1800㍍山腹へ入ってい

る沢。手は沢を示している。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 ｼ  ﾄﾞ  ﾑｶｲ 

 志 度 向 

  

 

 

 

ｶﾂ  ﾃﾞｴﾗ 

葛   平 

 

 ｺ  ｲﾀ ｻﾞﾜ 

 小 板 沢 

 ｼ  ﾐｽﾞ ﾑｶｲ 

 清 水 向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵﾆ   ﾌﾞﾁ 

 鬼   淵 

 

 

 

 

 

 

 志   度 

  

 

 葛
カツ

   平
デエラ

 

 

 

 

 

 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 

 

 

 

 ﾋ ｶﾞｼ ｯ ﾊﾟﾗ 

 東   原 

 ｺ    ｻﾞﾜ 

 小   沢 

 ﾄｵ   ｶﾞﾐ 

 遠   上 

 

 

 

 

 

 

  根本川両岸の奇岩・怪岩相迫りて峽流をなし５０㍍程の間 

 に、４段の激流をなし最下段に深淵をつくる。 

 鬼が住んでいるような不気味な淵という意の地名。 

 

  根本川の対岸（右岸）に志度があるので付いた地名。 

 志度はシト（湿）の替字で沢奥に湧水のある湿地の沢 

 

  明治９年地租改正の時、志度向を志度に替えた区域。 

 志度でない所を志度とした不合理な地名のつけ方。 

 

  葛は崩の替字で崩壊。山間での平は傾斜地。 

 山腹の土砂崩れで根本川の左岸に出来た傾斜地。 

 

  板は崖。小さい崖の続いている沢。 

 

  清水の対岸（左岸）にある為、付いた地名。 

 

  明治９年地租改正の時、小板沢・清水向を併せて清水とし 

 た区域。 

 もともと清水が出ないので対岸の清水から根本川の上を竹の樋

を通して、もらい水をしている所を清水とした不合理な地名の

つけ方。 

 

  原は開の替字で開墾地。石鴨の対岸東側にある開墾地。  

 

  小さい沢のある付近。 

 

  入飛駒の
カ ミ

上で村で一番遠い所にある集落。 
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    山   地   村       （ヤマチムラ） 

（梅田町５丁目の一部） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文６年（１６６６）の水帳の
ア ザ

字による）  

 ﾓﾛ   ｻﾜ 

 諸   沢 

 

 ｲ ﾄﾞ ﾉ ｼﾀ 

 井戸ノ下 

 ﾏ ﾏ ﾉ ｱｲﾀﾞ 

 間々ノ間 

 ﾎﾘ   ｿﾞｴ 

 堀   添 

 ﾄﾞｳ ﾒｸﾞ ﾘ 

 堂 巡 リ 

 

 

 ｳｴ ﾉ  ﾔﾏ 

 上 ノ 山 

 ｷﾀ   ﾊﾗ 

 北   原 

 

 

 

 ﾐﾁ ﾉ  ｱｲﾀﾞ 

 道 ノ 間 

 ﾐﾁ   ｼﾀ 

 道   下 

 

 

 

 

     ﾍﾟ 

 とうじっ平 

 

 ｳｴ ﾉ  ﾀﾞｲ 

 上 ノ 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 諸   沢 

 

 

 

 

ﾃﾞｴ 

台 

 

 

 

 

 ｻｶ ﾉ  ｼﾀ 

 坂 ノ 下 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄｳ ｼﾞｯ ﾍﾟ 

 当 実 平 

 

 

  諸沢川の左岸の区域（右岸は二渡村）。 

 もろ（諸）は脆の替字で崩壊。 

 土質の柔らかい土砂崩れをおこす沢。 

 

  清水の湧出している付近にある家。 

 

  崖と崖の間の小平地にある家。 

 

  諸沢川のはたにある家。 

 

  お堂のある小平地。 

 

  明治９年地租改正の時、諸沢・井戸ノ下・間々ノ間・堀添・  

 堂巡りを併せて諸沢とした区域。桐生川ダムで水没した。 

 

  北原の台地の上にある山腹。 

 

  北はケタ（桁）の転で台地。原は開の換字で開墾地。 

 上ノ山の崩壊で出来た台地を開墾した区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上ノ山・北原を併せて台とした区 

 域。台とは北原に比重をかけて改名した地名。桐生川ダムで 

 水没した。 

  今倉道と根本道にはさまれた区域。 

 

  今倉道と根本川の間の傾斜地。 

 

  当実平の台地崖下から桐生川迄の傾斜地。 

 明治９年地租改正の時、道ノ間・道下を併せて坂ノ下とした 

 区域。根本道が坂になっている所から桐生川迄の区域。桐生 

川ダムで水没した。 

 

  トミ（当実）はトビ（飛）の転で大崩壊。 

 山腹の大崩壊で出来た傾斜地。 

 もとは「トビデエラ」と呼んだ区域。 

 

  土砂崩れを起こして当実平を作った上の山腹。 

 

   明治９年地租改正の時、とうじっ平・上ノ台を併せて当実 

 平とした区域。桐生川ダムで水没した。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾊｼ   ﾊﾞ 

 橋   場 

 ﾄﾞｳ ﾒｸﾞ ﾘ 

 堂 巡 リ 

 

 

 

 

 

 ﾅ    ｺｰ 

 中   尾 

 

 よ っ ぴ 

 ﾋｶﾞｼﾉｸ ﾎﾞ 

 東ノ久保 

    ｷ ｻﾞﾜ 

 とちノ木沢 

 

 ﾄﾞｳ ノ ワ キ 

 堂ノわき 

ﾐﾈ 

峯 

 ﾄﾞｳ ﾉ  ｲﾘ 

 堂 ノ 入 

 ｶ ｹ ﾉ ｶﾞ ｻｸ 

 欠ケノケ作 

 

 ﾏﾂ   ﾊﾞ 

 松   場 

 

 

 コ    ﾔﾐ 

 木   闇 

 ｳﾘｭｳｶﾞ ｻｸ 

 瓜生ヶ作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 橋   場 

 

 

 中   尾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ネモト

根本川に橋を架けてある区域。 

 

  堂は薬師堂の略。寄日の入口にある薬師堂のある区域。 

 現在は薬師堂をこわし馬立集会所を建て、中に薬師如来を安 

 置している。 

 

  明治９年地租改正の時、橋場・堂巡りを併せて橋場とした 

 区域。 

 

  三つ並んでいる真中の尾根。 

 

  よっぴ（横樋）沢で西から東へ（横）に流れている沢。  

 

  集落の東側にあるくぼ。 

 

  入口が狭く閉じている形をしている沢。 

 とちはトズ（閉）の転。 

 

  地蔵堂の付近で集落のある区域。 

 

  集落の後（北）の頂の平らな山。 

 

  地蔵堂の前から入る小さなくぼ。 

 

  欠ケは崖の転。作はくぼ。山腹の崩壊で出来た傾斜地にある

耕地。入口の広い奥に崖のある小さいくぼ。 

 

  祀り場の転で神社を祀っている山腹。 

今は神社はなく、神社があったことすら忘れられている。 

山の入口なので山神社があったと思われる。 

 

  コヤミ（越辺）の換字で忍山へ行く峠道のある区域。 

 

  瓜生はウル（潤）うの替字で湿地。作は畑のさくを切る意 

 から浅いくぼ。 

 くぼ奥に寄日集落の水源になっている湧水のある浅いくぼにあ

る耕地。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾎﾘ   ﾑｶｲ 

 堀   向 

 

 

 

  

 

 ば   ば 

 

 

ﾃｴﾗ 

平 

 

 ﾏﾙ   ﾔﾏ 

 丸   山 

 

 

 ｶｼヤッ  ｸ  ﾎﾞ 

 柏 久 保 

 

 ｶﾐﾉ ｸ ﾎﾞ 

 上ノ久保 

 

 

 

 ﾀｷ ﾉ  ｻﾜ 

 滝 ノ 沢 

 ｶﾐ ｹﾞｰﾄ 

 上かいと 

    

 

 

 ｷ ﾀ ｻﾞ ﾜ 

 北 さ わ 

 

 ｶﾐﾉ ﾅｶﾃ 

 上の中て 

 

 

 

 ﾖｯ   ﾋﾟ 

 寄   日 

 

 

 

 

 ﾊﾞン  ﾊﾞ 

 番   場 

 

 

 

 

 

 

平  

 

 柏 久 保 

 

 

 

 ｶﾐｴ ﾉ ｸ ﾎﾞ 

 上ヱノ久保 

 

 

 滝 ノ 沢 

 

 

 ｶ ﾐ ｹﾞｰﾄ 

 上ミ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

  集落前の寄日川対岸（右岸）にある山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、よっぴ・東ノ久保・堂ノわき・堂 

 ノ入・木闇・松場・瓜生ヶ作・とちノ木沢・峯・欠ケノケ作 

 堀向を併せて寄日とした区域。 

 

  山腹が崩壊して麓迄急傾斜している区域。 

 

  明治９年地租改正の時、漢字に替えた区域。 

 

  根本川右岸と丸山との間の傾斜地。傾斜地は耕地になってい

る。 

 

  柏久保入口南側の尾根の先端が丸い独立峯に見える区域。 

 

  明治９年地租改正の時、平・丸山を併せて平とした区域。 

 

  柏はカタシイワ（堅岩）の転。 

 岩石で出来ているくぼ。 

 

  上は神の替字。神社（今は不明）を祀ってあるくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、
カミ

上に上ミノ久保が出来まぎらわし 

 くなった為、上ヱノ久保とした区域。 

 

  滝のある小さい沢。赤松の中央にある沢の部分のみの地名。 

 

  上ノ久保の入口に集落が出来上ノ久保から独立した区域。 

 

  明治９年地租改正の時、漢字にした区域。 

 
カミ

上に上谷戸があるので上ミ谷戸とした。 

 

  沢奥が三つに分かれている右側の北を向いている沢。 

 地元ではヨウ（陽）ノ久保（日当たりの良いくぼ）という。 

 

  沢奥が三つに分かれている中間にある沢。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾐﾅﾐ ｸ  ﾎﾞ 

 南 久 保 

 ｳﾘ   ﾃﾞｴﾗ 

 瓜   平 

 

 ﾓﾘ ﾉ  ﾜｷ 

 森 ノ 脇 

 ﾓﾘ ﾉ  ｳｴ 

 森 ノ 上 

 

 

 

 ﾏ  ﾀﾃ ﾊﾞ 

 馬 立 場 

 

 

 ｶﾜ 

 川 ば た 

    

 

 ｻｶﾞ 

 下   り 

 

 ｵｵ 

 大 ま ど 

 

 

 ｵｵ 

 大まどわき 

 ｻｶ   ﾑｶｲ 

 坂   向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｷﾀ   ｻﾞﾜ 

 北   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｳﾏ   ﾀﾃ 

 馬   立 

 

 

  沢奥が三つに分かれている左側（南側）のくぼ。 

 

  瓜はウル（潤）うの転で湿地。泉のある傾斜地。傾斜地は耕

地になっている。 

 

  八幡宮の森のある区域。 

 

  八幡宮より沢奥の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、北さわ・上の中て・南久保・瓜平 

 森ノ脇・森ノ上を併せて北沢とした区域。 

 

  マタテバ（真立場）の換字で垂直の岩壁。 

 向ふねの尾根の先端が
ネモト

根本川の右岸へ垂直の岩壁をなして迫 

 っている区域。 

 

  根本川の右岸で馬
ウマ

立
タテ

橋の下
シモ

にある集落の水場及び馬立場は 

 紙すきを生業としていた為、楮をさらしたり、洗ったりもし 

 ていた水場。 

 

  根本川が曲流している内側の低地。  

 台地の崖下にあるのでついた地名。 

 

  まどはセマト（狭戸）の略。大はアフ（仰）ぎの転で急傾 

 斜。 

 急傾斜しているドフヤ久保の入口前のせまい区域。 

 

  大まどの
カ ミ

上隣りの耕地。 

 

  集落をいう。坂はサカイ（境）の略で村境の根本川の下野 

 側馬立の住民が根本川をはさんで対岸にあるので境向と呼ん 

 でいたのが、後世境が坂に変化して坂向となった。 

 

  明治９年地租改正の時、馬立場・川ばた・下り・大まど・ 

 大まどわき・坂向を併せて馬立とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾊｷﾞ  ﾃﾞｴﾗ 

 萩   平 

 

 ｵｵ ｸﾜ ｷﾞ 

 大 桑 木 

 ﾅｶ ﾉ  ｻﾜ 

 中 ノ 沢 

 ｳｼﾛ   ｻﾞﾜ 

 後   沢 

    ｱ ｹﾞ 

 ぶち明ケ 

 

ﾐﾈ 

峰 

    ｸﾁ 

 ふくろ口 

 ﾀｹ ﾉ  ｼﾀ 

 竹 ノ 下 

   ﾉ ｷ ﾊﾀ 

 カヤノ木畑 

 ｶﾐ ﾉ  ﾔﾏ 

 上 ノ 山 

 

 

 

 ﾋ ﾗ ﾃﾞｴ ﾗ 

 平テエラ 

 

 ﾆｼ   ﾔﾏ 

 西   山 

 

 

 はまいば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 萩   平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  萩はハグ（剥）の転で崩壊。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地。 

                   アフ 

  桑はクエ（崩）の転。木は場所。大は仰きの転で急傾斜。 

 萩平沢右側の急傾斜している山腹。 

 

  萩平沢の奥が三つに分かれている中の沢。 

 

  萩平集落の後へ入っている沢。 

 

  ふちは蛇留淵の略。明ケはア（上）ゲの転で上。 

 蛇留淵右岸上の傾斜地。地元ではぶちあげと呼んでいる。 

  

  忍山と境を接する三境山が見える萩平集落西側の尾根。 

 

  入口が狭くまわりを囲まれている山腹のくぼ。 

 

  竹は崖の転。後沢右岸岩ノ入境の山腹崖下の傾斜地。  

 

  畑は端の換字。カヤの大木のある山腹の傾斜地。 

 

  神社を祀ってある山。上は神の替字。 

 

  明治９年地租改正の時、萩平・大桑木・中ノ沢・後沢・ぶ 

 ち明ケ・峰・ふくろ口・竹ノ下・カヤノ木畑・上ノ山を併せ 

 て萩平とした区域。 

 

  ヒラ（平）は開の替字で開墾。 

 尾根のタイラ（平）な部分を開墾した区域。 

 

  西はニジ（躙）るの語幹で崩壊。 

 
セイフウエン

清風園の対岸の急傾斜の山腹。 

 山腹の崩壊で急傾斜している山。 

 

  
ハ マ イ ハ ゛

破魔射場。村境（根本川）を間にしての競技で
ハ マ ワ

破魔輪（わ  

 らなわを巻いて作った破魔矢の的）を投げ合い深く隣村へ投 

 げ入れるのを勝とした。明治期人家２軒。 

 清風園の対岸根本川右岸の傾斜地。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｻﾜｸﾞﾁ 

 よの沢口 

     ﾑｶｲ 

 ゐ ど 向 

   

 こがいと 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ｻﾜ 

 よ の 沢 

 ｻﾜﾊﾀ 

 よの沢畑くぼ 

 ﾀｹ ﾉ  ﾃｴﾗ 

 竹 ノ 平 

 

 

 

 ｽｹ ｼﾁ ﾃﾞｴﾗ 

 助 七 平 

 

      ﾃﾞｴﾗ 

 ひ ら 平 

 ｼ    ﾄﾞ 

 志   度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾂ  ｸ  ﾊﾞﾗ 

 津 久 原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾖﾉ   ｻﾜ 

 米   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸ  ｽﾞ ﾃﾞｴﾗ 

 久 津 平 

 

 

 

  よのはヨネ（米）の転。 

 米沢川が根本川へ合流する区域に集落が出来てついた地名。 

 

  根本川をはさんで対岸(左岸)の、ゐど沢と向き合う位置に 

 ある川沿いの傾斜地。 

 

  こは子で付近の集落から分家した人々で作った集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。がいとは谷戸のかな書き。  

 

  明治９年地租改正の時、平テエラ・西山・はまいば・よの 

 沢口・ゐど向・こがいとを併せて、対岸入飛駒の津久原と同 

 じ地名にした区域。 

 村は違っていても同一集落のつきあいをしていたものと思わ 

 れる。語源には関係のない地名。 

 

  よのの本字よね（米）は小石。石灰岩地帯を流れている石 

 の多い沢。 

 

  よの沢の途中から最初に西へ入る焼畑のあるくぼ。 

 

  よの沢畑くぼの
カミ

上隣りのくぼ口が広く岩壁の多い小さいく 

 ぼ。竹は岩壁。 

 

  明治９年地租改正の時、よの沢・よの沢畑くぼ・竹ノ平を 

 併せて米沢とした区域。 

 

  助はスキ（剥）の転で崩壊。七をつけて人名化した。  

 山腹の崩壊で出来た小平地。現在の集落地。 

 

  ひら（開）は開墾。山頂の傾斜地を開墾し、三反程の耕 

 地を作った集落のうしろの山。 

 

  志度はシト（湿）の換字で、助七平のしもの住民の話では志

度堀という崖から清水が流れ落ちている小さいくぼ。 

 助七平の集落迄引いて利用している。 

 

  明治９年地租改正の時、助七平・ひら平・志度を併せて、対

岸の入飛駒葛平と同じ久津平とした区域。山腹の崩壊で出来た

小傾斜地。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾀｶ   ﾀﾞｹ 

 高   嶽 

 

 

 ｻｶ   ﾓﾄ 

 坂   本 

  

 

 ｳｼﾛ   ｻﾞﾜ 

 後   沢 

 

 ｳﾏ   ﾐﾁ 

 馬   道 

 

 ﾅｶ ﾝ  ｻｸ 

 中 ノ 作 

 

     ﾃﾞｴﾗ 

 ひ ら 平 

 

 

 

 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 ｼ  ﾐｽﾞ ﾊﾞﾔｼ 

 清 水 林 

 

 

 なきノひら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀｶ   ﾀﾞｹ 

 高   竹 

 

 

 後   沢 

 

 

 馬   道 

 

 

 

    

 

 

 

       

 中 ノ 作 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 清   水 

 

 

 

 

 

 

 

  
ネモト

根本川の右岸が高い岩壁(高嶽)で出来ていた為、六尺幅の旧

道はその上を通っていたが、今は岩壁を削り下に平らな広い道

にしている。 

 

  旧根本道が高嶽を登る登り口のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、高嶽・坂本を併せて高竹とした区 

 域。 

 

  高嶽集落のうしろ（北）から入っている沢。 

 現在の小字では一反程の耕地の小地区をいう。 

 

  旧道は
ウ エ

上の山腹を通っており、人しか通れなかったので下の

現在の所に馬も通れる道を作ったのでついた地名。 

 

  二つの尾根の間にはさまれた浅いくぼ。 

 サクは畑のさくを切ることから浅いくぼ。 

 

  中ノ作の隣りの平らな山頂を開墾した区域。 

 ひら（開）は開墾。 

 

  明治９年地租改正の時、中ノ作・ひら平を併せて中ノ作と 

 した区域。 

 

  根本川右岸崖の間から清水が湧出している区域。 

 

  林は逸（ハヤ）しの替字で、清水の集落西側の急傾斜の山 

 腹。 

 

  なきはナギ（薙）の清音で崩壊。ひらはたひら(平)の略。 

 小藤生入口左側尾根の先端の小平地を開墾した区域。 

 

  明治９年地租改正の時、清水・清水林・なきノひらを併せ 

 て清水とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 こふじう 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ｲｼ   ｶﾞﾓ 

 石   鴨 

 ｶ ﾉ ｴ  ﾂﾞｶ 

 かのへ塚 

     ｳｴ 

 きようノ上 

     ﾏｴ 

 きようノ前 

     ｳｴ 

 やしきノ上 

 ｲｴ ﾉ  ﾏｴ 

 家 ノ 前 

 

 

 

 

 ｷ ﾉ ﾈ ｻﾞｶ 

 木ノ根坂 

 

 

 ｶﾐ ｹﾞｰ ﾄ 

 上 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾆｼ ｸ  ﾎﾞ 

 西 久 保 

 

 ｺ  ﾌ  ｼﾞｭｳ 

 小 藤 生 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 石   鴨 

 

 

 木ノ根坂 

 

 

 

 上 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

  こは子の替字で分家した集落。 

 藤生（現在の藤生山口）の集落の分家が、移住して出来た 

 集落。 

 

  明治９年地租改正の時、こふじうの東側のくぼが独立した 

区域。西は躙
ニジル

の語幹で急傾斜のくぼの意。 

 

  明治９年地租改正の時、こふじうから独立した西久保を除い

た区域を漢字の小藤生とした区域。 

 

  
ネモト

根本川の中に鴨の形をした岩のある区域。 

 

  道ばたに土を盛った上に庚申塔を建てた区域。 

 

  石鴨峡の西側の山腹。 

 

  石鴨峡の右岸沿いの小平地。 

 

  石鴨集落のある区域。上は付近。 

     

  家は
イ

居
エ

江（川のはた）で清水境の根本道と根本川の間の狭 

 い区域。 

 

  明治９年地租改正の時、石鴨・かのへ塚・きようノ上・き 

 ようノ前・やしきノ上・家ノ前を併せて石鴨とした区域。 

 

  木は牙の替字で岩壁。根は尾根の略。 

 沢の両岸の岩壁が迫り５㍍程の滝になっているので、岩壁の 

 上の尾根を登って廻り道をする坂の区域。 

 

  石鴨の集落から上へ分家が移住して出来た集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ヶ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾀ ｶ ﾍﾞ ﾗ 

 高 へ ら 

 

 ﾔ  ｼｷ ﾔﾏ 

 屋 敷 山 

 ｵｵ   ﾊﾀ 

 大   畑 

 ｲﾜ 

 岩 だ れ 

 ﾄﾞ ｳ ﾒ ｷ   

 とうめき 

 

 

 

    ﾂﾞｸ 

 こうえん作リ 

 

 

 

 ﾃ 

 手なしごや 

 

 

 

 

 

 ｶﾐ ﾌｼﾞｭｳ 

 上 藤 生 

 

 ｳﾒﾉ ｷ ｸ ﾎﾞ 

 梅ノ木久保 

 

 

 

 くわばら 

 

 ﾀｶ   ﾋﾞﾗ 

 高   平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 屋 敷 山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｺｳ ｴﾝ ﾂﾞｸﾘ 

 高 円 作 

 

 上 藤 生 

 

 

 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 

 

 

 

 

  べらは平
ひら

(タヒラの略)の転。石鴨の北東にある山頂の平な

山。七畝程の耕地がある。 

 

  屋敷（石鴨の集落部分の旧字）の後から村境迄続く大きい 

 山。昔、石灰石を採掘したので人々の住んだ集落の跡がある。 

 

  山腹のゆるい傾斜地で広い焼畑の跡が残っている区域。  

 

  岩壁から滝の落ちている区域。 

 

  沢が岩石で埋まっており、水流も多いので水音をたてて流れている 

 沢。 

 

  明治９年地租改正の時、屋敷山・大畑・岩だれ・とうめき 

 を併せて屋敷山とした区域。 

 

  ツクリ（作）はサク（作）の読み替えで畑のさくを切るこ 

 とから浅いくぼ。 

 高園寺の山寺高禪寺があった高禪寺山と屋敷山の間の浅いく 

 ぼ。 

 高沢村高園寺所有の焼畑のある浅いくぼ。 

 

  手はタエ（絶）の転で崩壊。  

 なしはナラ（平）しの略で緩傾斜地。 

 こやはコエ（越）の転で峠道。高園作右側のくぼ。 

 山腹の崩壊で緩傾斜地になったくぼを通っている黒坂石（沢 

 入村）へ行く峠道の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、こうえん作リ・手なしごやを併せ 

 て高円作とした区域。円は園の間違い。 

 

  上藤生川川口付近の両側の山腹。 

 藤生（現藤生山口）から
カミ

上へ分家が移住して作った集落。 

 

  梅は埋の替字。山腹の崩壊で埋まって出来た大きい傾斜地。 

 

  山腹の大きい傾斜地。焼畑に利用した。 

 明治９年地租改正の時、梅ノ木久保を大久保に換えた区域。 

  

  くわはクエ（崩）はらはハリ（張）の転。 

 根本川右岸へ山腹が崩壊して半円状に張り出した区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

ﾂﾞｸﾘ 

 し し 作 

 

 

 

 

 

     ｻﾜ 

 か ら 沢 

 

 ｻﾜｸﾞﾁ 

 から沢口 

 

 

 

 ﾊｼ ﾉ  ｲﾘ 

 橋 ノ 入 

 ｿ   ｳ   ﾘ 

 沢   入 

 ﾀﾞｲ ｺ ﾛ ｼ 

 大根おろし 

 

 

 

 

 

 ﾍｺﾞ ｳﾘ ﾑｶｲ 

 閉 入 向 

 ﾑｶｲ ﾉ  ﾀﾞｲ 

 向 ノ 台 

 

 

 ﾑｷﾞ 

 麦 ク ボ 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸﾜ   ﾊﾞﾗ 

 桑   原 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾗ   ｻﾜ 

 唐   沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 橋 ノ 入 

 

 

 

 

 ｲﾃﾞ   ｻﾜ 

 出   沢 

 

 

 

 

 ﾑｷﾞ ｸ  ﾎﾞ 

 麦 久 保 

 

  ししはシジ（縮）くの語幹で小さい。 

 ツクリはサクの読み換えで畑のさくを切る意から浅いくぼ。 

 現行桑原内の西側の小さく浅いくぼで耕地にしている。 

 

  明治９年地租改正の時、くわばら・しし作を併せて桑原と 

 した区域。 

 

  からはカレ（枯）の転で雨が降っても地中へ浸透して普段 

 沢水が流れていない沢。 

 

  から沢の入口付近に集落が出来てついた地名。 

 

  明治９年地租改正の時、から沢・から沢口を併せて唐沢と 

 した区域。桐生川ダムで水没した。 

 

  橋は端の替字。
ネ モ ト

根本川の右岸端から奥へ入っている沢。 

 

  山腹の傾斜地にある焼畑。  

 

  根本川が５㍍程の滝になり、滝壺に落ちると生きて出られ 

 ない淵になっていた右岸区域。 

 大涌寺の住職が投身自殺したという伝承でついた滝名。 

 大（涌寺）の住職を殺した滝の意。 

 

  明治９年地租改正の時、橋ノ入・沢入・大根おろしを併せ 

 て橋ノ入とした区域。 

 

  閉入（閉籠里）の根本川の対岸（右岸）の傾斜地。 

 

  向は閉入向の略。閉入向の
ウエ

上の山腹。 

   出は
イ ズ ミ

出水の略で泉。泉のある沢。 

  明治９年地租改正の時、閉入向・向ノ台を併せて出沢とした区域。 

 

  麦はムキ（剥）の転で崩壊。 

 山腹の崩壊で出来た緩やかな傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、麦クボを麦久保に換えた区域。  
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｱｶ   ﾏﾂ 

 赤   松 

 

 

 ﾄﾞ ｳ ﾔ ｸ ﾎﾞ 

 ドフヤ久保 

 

 ｲﾜ ﾉ  ｲﾘ 

 岩 ノ 入 

 

 ｼﾓｵ ｸ ﾎﾞ 

 下小久保 

 ﾑｶｲ 

 向 ふ ね 

 

 ﾖｺ 

 横 を つ 

 

 

 

 

ﾊﾞﾀ 

 サガ畑ケ 

 

 

 たかにた 

 

 

 ﾋｺﾍﾞ ｴ ﾂﾞｸﾘ 

 彦兵衛作 

 

 

 

     ｻﾞﾜ 

 ゐ ど 沢 

     

 

 赤   松 

 

 

 ﾄﾞ ｳ ﾔ ｸ ﾎﾞ      

ドフヤ久保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 岩 ノ 入 

 

 

 サガ畑ケ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  赤松沢の略。赤はアカ（散）つの語幹で崩壊。 

 松は俣の転で二俣(フタマタ)。 

 山腹が崩壊していて奥が二俣に広がっているくぼ。 

 

  ドフヤはドヤ（崩）るの転。 

 山腹の崩壊で急傾斜しているくぼ。 

 

  入口に大岩壁があり狭くなっていて、人がやっと入れる曲 

 がっている沢。 

 

  向ふねの山腹にある小さいくぼ。 

 

横をつの向いの馬
マ

立場
タ テ バ

との間の山頂が平らで細長い（ふな型） 

 山腹。 

 

  萩平側の横（東西）に長い尾根から急傾斜（落つ）してい 

 る山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、岩ノ入・下小久保・向ふね・横を 

 つを併せて岩ノ入とした区域。 

 

  サガ（嶮）で崖。畑は端の替字で付近。 

 急傾斜している山腹。 

 

  高仁田山の略。  

 山の上部に猪などが体に泥を塗りつける湿地（
ニ タ ハ ゛

仁田場）のあ 

る山。 

 

  彦兵衛は低いことの人名化。  

 ツクリはサクの読み替えで畑のさくを切る意から傾斜地。 

 高仁田山の入口付近左側の一番低い山腹にある傾斜地。 

 傾斜地は耕地に利用している。 

 

  彦兵衛作の
カ ミ

上隣りにある大ゐど沢・小ゐど沢の二沢併せて 

 ゐど沢とした区域。 

 沢奥にある湧水のある沢。 
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 ｷﾘﾉ ｷ 

 桐ノ木クボ 

 

 

 ﾅｶ 

 中 く ぼ 

     ｲｼ 

 わ れ 石 

 

 ｶﾔ 

 萱 く ぼ 

 

 ﾖｺ   ｶﾞﾔ 

 横   萱 

 

 

 

 

 ｳﾒﾉ ｷ ﾃﾞｴﾗ 

 梅ノ木平 

 ﾀｹ 

 竹ノくぼ 

         ﾂﾞｸﾘ 

 せいせん作 

 

 

 

 すぎなくぼ 

 

 ﾆｭｳﾄﾞｳ 

 入道くぼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 ﾀｶ ﾆ  ﾀ 

 高 仁 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀｶ ﾀﾞｹ ﾔﾏ 

 高 竹 山 

 

 

 

  ゐど沢の
カ ミ

上隣りにあるくぼ。桐は切の替字。切は
キリカエハ゛タ

切替畑 の 

 略。木は場所。 

 焼畑のある傾斜の緩い大きいくぼ。 

 

  桐ノ木クボの
カ ミ

上隣り。左側の高仁田山の中央にあるくぼ。 

 

  われ石山の東側の山腹（西側は忍山のワレ石）。 

 われた岩石で山腹が埋まっている山。 

 

  右側最初の急傾斜のくぼで、集落の屋根をふくための萱場 

 (共有地)のある区域。 

 

  右側奥の山腹が横（東西）にかやり（曲がる意）ながら延
ノ

 

 びている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、たかにた・彦兵衛作・ゐど沢・桐ノ木くぼ・ 

 中くぼ・われ石・萱くぼ・横萱を併せて高仁田とした区域。 

 

  梅は埋の替字。右側山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地。 

 

  右側山腹に岩壁のあるくぼ。 

 

  せいせんは清泉で清水の湧いているくぼ。 

 ツクリはサクの読み替えで畑のさくを切る意から耕地になって

いる浅いくぼ。左側山腹の奥に湧水のあるくぼ。 

 

  すぎはスキ（剥）の転で崩壊。 

 左側山腹の崩壊で急傾斜しているくぼ。 

 

  入道は妖怪。 

 緩い傾斜の大きいくぼで中に三つの小さいくぼがあり、どこ 

 から見ても全部を見ることができないのでばけものの意から 

 入道くぼとつけられた。 

 

  高竹の後
ウシロ

から村境迄続く大きい山。 

 明治９年地租改正の時、梅ノ木平・竹ノくぼ・せいせん作・ 

 すぎなくぼ・入道くぼを併せて高竹山とした区域。 
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    ｳｴ 

 たきノ上 

  ｼﾀ 

 たきノ下 

  

 ほうたくぼ 

 

 

 ｵｵﾀｹﾔ ｼｷ 

 大竹屋敷 

 ｺ 

 小たきひら 

 ﾌｼﾞｭｳｷｭｳﾄﾞ 

 藤生休ド 

 

 

 

 

 

 ﾌ  ｼﾞ ｭ  ｳ 

 藤   生 

 

 

 

 

 

 ろくろくぼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾌ ｼﾞ ｭ ｳ ﾔ ﾏ 

 藤 生 山 

 

 

 

 

 

 

 ﾌｼﾞｭｳﾔﾏｸﾞﾁ 

 藤生山口 

 

 

 

 

 ｶﾐﾉ ｸ ﾎﾞ 

 上ノ久保 

 

 

 ｷﾘ ﾄﾞｳ 

 切 通 シ 

 

 

 

 １０㍍程の大滝の上から西へ入っているくぼ。上のくぼ。 

 

 １０㍍程の大滝の下から西へ入っているくぼ。下のくぼ。 

 

  ほうた（方田）で正方形。 

 上ノ久保の西隣りの山腹にある正方形の形をしたくぼ。 

 びわくぼともいう。 

 

  大滝の落ちている大岩壁の下にある集落。竹は滝の替字。 

 

  大滝の上にある小滝の付近にある焼畑を作っている傾斜地。 

 

  藤生山急処の替字。藤生山の急傾斜の山腹。 

 

  藤生（現藤生山口）の後ろから村境迄続いている大きい山。 

 明治９年地租改正の時、たきノ上・たきノ下・ほうたくぼ  

 （ビワクボ）・大竹屋敷・小たきひら・藤生休ドを併せて藤 

 生山とした区域。 

 

  屋敷（現在の石鴨）に集落を構えた藤生氏の分家が最初に 

 集落を作った区域。 

 

  明治９年地租改正の時、藤生山の
シンアサ゛

新字 を作ったので、その 

 入口に当たることから改名した区域。 

 

  ろくろは回転することから曲がる意。 

 細長い曲がっているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、ろくろくぼを上
カミ

・下
シモ

二つに分けた 

 上の区域に琴平社を祀ってあるので神ノ久保と書いたのが、 

 いつしか上ノ久保となった区域。 

 

  明治９年地租改正の時、ろくろくぼの下の部分の尾根を切 

 り崩して根本道の新道を作ったのでわかりやすい「切通シ」を

地名とした区域。 
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 ｶﾐﾅｶﾝ ｻｸ 

 上中ノ作 

 

 ｵｵ 

 大 だ き 

 

    ｸ ﾎﾞ 

 むじな久保 

 

     ｻﾞﾜ 

 い せ 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｺｳ ｾﾞﾝ ｼﾞ 

 高 禅 寺 

 

 

 とちくぼ 

 

 ｺ 

 小とちくぼ 

 

 

 

 ﾐｮｳ ｶﾞ  ｻｸ 

 めうがさく 

 

 

 

 

 

 

 

 上中ノ作 

 

 ｵｵ   ﾀﾞｷ 

 大   瀧 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾁｭｳｼﾞｮｯ ﾊﾟﾀ 

 中 上 畑 

 

 

 

 

 

 

 高 禅 寺 

 

 

 

 

 

 

 ﾄﾁ ｸ  ﾎﾞ 

 栃 久 保 

 

 

 

 

 ﾈ  ﾓﾄ ｻﾞﾜ 

 根 本 沢 

 

 ﾐｮｳ ｶﾞ  ｻｸ 

 明 ヶ 作 

 

  中ノ作の
ウ エ

上にも二つの尾根に挟まれた、同じ形をした浅い 

 くぼがあるので付けた地名。 

 

  
ヌノヒ゛キ

布引 ノ瀧とも言う８㍍程の落差の滝のある付近。 

 付近に庚申塔が沢山あるので昔集落のあった区域。 

 

  むじなはムシ（毟）るの転で崩壊。 

 山腹の崩壊で出来た急傾斜のくぼ。 

 

  いせはイソ（磯）の転で石。 

 山腹の崩壊で出来た石の多い急傾斜の沢で、むじな久保の
ウ エ

上の沢。 

 

  チュウはツブ→チブ（潰）の転で崩壊。 

 ジョウ（上）は生の転で……になった所。 

 ハタ（畑）は端の換字。 

 高禅寺山の崩壊で出来た急傾斜のくぼ。 

 明治９年地租改正の時、むじな久保・いせ沢を併せて中上畑 

 とした区域。高禅寺山東側の山腹。 

 

  
コウエンシ゛゜

高園寺 の子院（山寺）高禅寺が山麓にあるので付いた 

 山名。高禅寺山の区域。 

 

  とちはトジ（閉）の転。 

 入口が狭くまわりを囲まれている山腹のくぼ。 

 

  とちくぼの隣りで同じ形をしている小さいくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、とちくぼ・小とちくぼを併せて栃 

 久保とした区域。 

 

  めうはミオ（濡）の転。サク（作）は畑のさくを切る意から

浅いくぼ。 

 根本沢が流れている右岸にある山腹の浅いくぼ。  

 

  めうがさくの
カ ミ

上の部分が独立した区域。 

 根本山の山腹を流れている根本沢の右岸にある山腹の浅いく

ぼ。 

  明治９年地租改正の時、根本沢・明ヶ作の二つに分割した区域。 
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東  小  倉  村      （ヒガシオグラムラ） 

（川内町１丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文９年（１６６９）の水帳の
アザ

字による） 
 ﾄｳｹﾞ   ｼﾀ 

 峠   下 

 

 ﾛｯ ｶｸ ﾄﾞｳ 

 六 角 堂 

  

 

 ﾀｶ ﾉ  ｽ 

 鷹 ノ 巣 

 

 

 ｿﾞｳ ｶﾞ ﾊﾅ 

 象 ヶ 鼻 

 

 

 

 ﾏﾙ   ﾔﾏ 

 丸   山 

 

 

 

 ﾏﾙ ﾔﾏ ﾏｴ 

 丸 山 前 

 

 ｶﾐ ﾉ  ﾔﾏ 

 上 ノ 山 

 

 

 ｼ  ｼ  ﾀﾞ 

 獅 子 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 峠   下 

 

 

 丸   山 

 

 

 

 

 丸 山 前 

 

 

 上 ノ 山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  六角堂はたの峠道入口から
オク゛ラサンシンショウシ゛

小倉山新勝寺道との追分迄の区 

 域。小倉峠道の下半分の区域。 

 

  六角塔（六角型をした石塔）の転。 

 峠道入口の反対側小倉川はたに六角塔が建てられている付近。 

 現在は峠道入口に移転している。 

 

  鷹は高の替字。巣は州の替字で砂州。 

 渡良瀬川左岸に洪水の
タ ビ

度に運んで来た砂が堤のように長く積 

 もっている付近。 

 

  象は沢の転。鼻は端の転。小倉川左岸沿いの区域。 

 

  明治９年地租改正の時、峠下・六角堂・鷹ノ巣・象ヶ鼻を 

 併せて峠下とした区域。 

 

  出丸山の略で小倉道と仁田山道の追分小倉川左岸の小丘に 

 園田氏の出丸があった付近。出丸山の略。 

 現在は平地にされ団地になっている。 

 出丸は３４番地にあった。 

 

  丸山の仁田山道を挟んで東側堤村境いの尾根迄の区域。 

  なぜ丸山前としたか理由が不明。 

 

獅子田台（山根）にあった赤城神社を現在地（５５２番地） 

 に、寛延年中遷座して神ノ山と呼んだが後世上ノ山と替字さ 

 れた区域。 

 

  シシはシタタ（滴）りの略で湿地。田は場所を示す語。  

 湿地の沢。沢奥の湧水地が池になっていて石祠がある。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾔﾏ   ﾈ 

 山   根 

 

 

 

 

 ﾀ    ﾅｶ 

 田   中 

 ｶﾈｳﾁｶﾞｲﾄ 

 鐘打谷戸 

 ｼﾏ   ｻﾞｷ 

 島   崎 

 ﾊｺｼﾞﾏｶﾞｲﾄ 

 箱島谷戸 

 

 

 

 

 

 

 ﾂｸﾀﾞ 

佃 

 ﾊﾁ ｶﾞ  ｻﾜ 

 初 鹿 澤 

 ﾑｶ ﾔ  ｼｷ 

 向 屋 敷 

 

 

 

 ﾀﾒ   ｳｴ 

 溜   上 

 ｲｹ   ｳｴ 

 池   上 

 ｲｹ   ｼﾀ 

 池   下 

 

 

 

 

 

 

 

 ｼ  ｼ  ﾀﾞ 

 師 々 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶﾉ ｶﾞｲﾄ 

 中之谷戸 

 

 

 

 

佃 

 

 

 

 

 

 ﾊﾁ ｶﾞ  ｻﾜ 

 蜂 ヶ 沢 

 

 

 

 

 

 ﾖ ｲﾁｶﾞｲﾄ 

 與市谷戸 

 

  獅子田台に赤城神社を祀ったのでついた地名。 

 古くは獅子田台（獅子田台にある低い尾根の付近）。 

 山麓でかつ神社を祀ってある区域を言う地名用語。 

 最初に赤城神社を祀った区域。 

 

  明治９年地租改正の時、獅子田・山根を併せて師々田とした区域。 

 

  田に囲まれた家のある区域。 

 

  鐘は矩
カネ

の替字で直角。打はフチ（縁）の転。 

 小倉川左岸の崖はたにある集落。 

 

  小倉川と与一沢川の合流点にある二川に挟まれた狭い区域。 

 

  ハコはハケの転で崖。佃の東側崖上の台地。 

 一段高く島のように見える所にある集落。 

 

  東小倉村の中心にある集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所なので、最 

 初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に拡大して平地の集 

 落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトがガイトに変化した。 

 明治９年地租改正の時、田中・鐘打谷戸・島崎・箱島谷戸を併せて中 

 之谷戸とした区域。 

 

  領主園田氏直営の水田のある付近。 

 

  初はハツ（削）るの替字で崩壊。山腹の崩壊で緩い傾斜地

(耕地)の出来た沢。沢奥に湧水がある。 

 

  初鹿沢を挟んで対岸にある初鹿澤から分家した人々が作った集落。 

 屋敷は集落名。 

 

  明治９年地租改正の時、初鹿澤・向屋敷を併せて蜂ヶ沢とした区域。 

  初を蜂に替えただけの地名。 

 

  沢奥の湧水のある溜池から上の区域。 

 

 用水池として作った大池（乙６３５番地）から上の区域。 

 

  大池から下の区域。 

 

  與は湯の転で泉。市は一の転で一番。 

 小倉村で一番大量の水の湧く泉のある集落。 

 明治 9年地租改正の時、溜上・池上・池下を併せて與市谷戸 

 とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾎﾘ ﾉ  ｳﾁ 

 堀 ノ 内 

 

 

 

 ﾅｶﾞ   ﾐﾈ 

 長   峰 

 ｲ  ｾﾉ ﾓﾘ 

 伊 勢 森 

 

 

 

 

 ﾊﾀ ｹ  ﾅｶ 

 畑 ヶ 中 

 ｱ ﾐ ﾀﾞﾄﾞｳ 

 阿弥陀堂 

       

 

 

 

 

 

 

 

 ﾋﾞｼｬﾓﾝﾄﾞｳ 

 毘沙門堂 

 

 

 

 

 

 ｾﾝ ｼﾞｭ ｼﾞ 

 心 正 寺 

 

 

 

 

 堀 ノ 内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 長   峰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 畑 ヶ 中 

 

 

 心 正 寺 

 

 

 

 

  
ソノタ゛ヤカタシ

園田館趾。幕末迄堀・土手を囲繞した遺構を残していた。 

 中世関東武士の
タテ

館地名。 

 小倉川左岸に館を構え、東側は畑ヶ中３２４番地より小倉川 

 の水を入れ堀をめぐらしていた。 

 

  東・西小倉村の境になっている長い尾根の先端東側の山腹。 

 

  長峰の尾根にある神明宮（明治３０年廃社）の境内（２９ 

 １番地）。 

 

  明治９年地租改正の時、長峰・伊勢森を併せて長峰とした 

 区域。 

 

  畑に囲まれた集落のある区域。 

 

  ３２４番地（３２４甲３８１坪・３２４乙３９坪）にあっ 

 た。 

 小字阿弥陀堂は３２４～３２９番地で、
センシ゛ュシ゛

千手寺 の所有地（明 

 治初年迄）。
オク゛ラ

小倉川左岸改修工事の時、沢山の仏教石造物が出

土した（千手寺談）。 

 元久２年（１２０５）法然上人より阿弥陀像を本尊として拝 

 領して帰国し、一間四方の阿弥陀堂を建立して安置した。  

 堂は元禄６年（１６９３）迄現存したが、その後西小倉村崇 

 禅寺の本尊となった。 

 

  ３０６甲番地にあった。本尊は新田義貞奉納の伝承があり  

 現在は東禅寺に安置されている。 

 毘沙門田は３０６乙番地にあり水田二畝。 

 

  明治９年地租改正の時、畑ヶ中・阿弥陀堂・毘沙門堂を併 

 せて畑ヶ中とした区域。 

 

  もとはシンショウジ（心正寺）という寺名だったので小字 

 名となった区域。 

 後、本尊名（千手観音）に寺名を換えた為、センジュジ（千 

 手寺）と読み換えた寺のある区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｵｰ   ｷ 

 青   木 

 ｱ  ｽﾞ ﾏ ｻﾞﾜ 

 吾 妻 沢 

 

 ｱﾗ   ｲ 

 新   井 

 

 

 ﾊﾘﾏ ｶﾞｲﾄ 

 幡摩谷戸 

 ｿﾞｳ ｽﾞ ｻﾝ 

 象 頭 山 

  ｸ  ﾎﾞ  ﾀ 

 久 保 田 

  

 

 ｼｬ ｶﾝ ﾄﾞ 

 釈 迦 堂 

 ﾏｶﾞｯ   ﾃ 

 曲   手 

 ｼﾞｬ ｯ ｶ ｻ ﾜ 

 蛇   沢 

 

 ﾖ ｼ  ﾉ  ｻ ﾜ 

 葭   沢 

 

 

 ｺ  ﾔ  ﾊﾞ 

 小 屋 場 

 

ﾄｳｹﾞ 

峠 

 

 

 

 青   木 

 

 吾 妻 沢 

 

 

 新   井 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾊﾘﾏ ｶﾞｲﾄ 

 播磨谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 釈 迦 堂 

 

 小 屋 場 

 

 

 

 

 

 

  アフ（仰）きの転で崩壊地名。 

 山腹の崩壊で緩い傾斜地の出来た区域。 

 

  
アス゛マ

吾妻山の山頂迄続いている大きい沢で、中腹に吾妻神社の 

 里宮があったが、明治４１年１１月９日赤城神社に合祀した 

 頂上への登山道も通っている。 

 

  付近で最後に出来た集落。 

 この沢は大量の清水が湧出していたが、安政の大地震の影響 

 で激減した。その代わりに吾妻山の東腹村松村へ湧出するよ 

 うになった。 

 

  ハリマ（墾間）の替字で開墾地。 

 開墾地に集落の出来た区域。 

 

  象頭山琴平宮が祀ってあるのでついた地名。 

 明治１０年９月吾妻沢
アス゛マ

吾妻神社境内へ遷座。 

 

  東小倉川右岸の低地にある水田。 

 

  明治９年地租改正の時、幡摩谷戸・象頭山・久保田を併せ 

 て播磨谷戸とした区域。 

 

  ４８２番地にあり、３００年間今泉家で護持して来たが、 

 現在は本尊釈迦如来像は東禅寺に安置されている。 

 

  長峰と野山の間にある曲がっている沢。 

 

  麦久保の
カミ

上隣りの沢。 

 蛇が付く地名は大崩壊のおこった山腹。 

 山腹に大崩壊の起きた沢。 

 

  野山の東側へ入っている葦の生えている湿地の沢。 

 

  明治９年地租改正の時、釈迦堂・曲手・蛇沢・葭沢を併せ 

 て釈迦堂とした区域。 

 

  コエバ（越場）の転で峠道。 

 
ヤ ノ

萱野峠を経て上久方村へ行く峠道の通っている付近。 

 峠の手前で名久木村からの道と合流する。 

 

  峠道と新勝寺道との追分から、上
ウエ

の峠道区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 ｶﾝ ﾉﾝ ｻﾞﾜ 

 観 音 澤 

 

 ﾗｲ ﾃﾞﾝ ﾔﾏ 

 雷 電 山 

 

 

 ｱﾗ ｲ  ﾔﾏ 

 新 井 山 

 ﾋ  ﾉ  ｻﾜ 

 稗 ノ 澤 

 

 ﾑｷﾞ ｸ  ﾎﾞ 

 麦 久 保 

 ﾋｶﾞｼｼｬｶﾝﾄﾞ 

 東釈迦堂 

 ｼﾞｮ ﾛ  ﾑｶｲ 
 女 郎 向 

 まんどころ 

 ｻｶﾞﾘ   ﾌｼﾞ 

 下   藤 

 

 

 ｲﾘｼｬｶﾝﾄﾞ 

 入釈迦堂 

 

 ﾆｼｼｬｶﾝﾄﾞ 

 西釈迦堂 

 ﾀｶ ﾉ  ｽ 

 鷹 ノ 巣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄｳｹﾞ 

峠 

 

 新 井 山 

 稗 ノ 澤 

 

 麦 久 保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東釈迦堂 

 

 入釈迦堂 

 

 

 西釈迦堂 

  

 鷹 ノ 巣 

 

 

 

 

  新勝寺南側の大きい山腹のくぼ。 

 

  峠道の追分から観音院新勝寺(現在の観音堂)迄参道の通って

いる沢。 

 

  峠道入口左上の山。 

 山腹（５６９番地）に雷電社があるのでついた山名。 

 

  明治９年地租改正の時、峠・大久保・観音沢・雷電山を併 

 せて峠とした区域。 

 

  新井の集落の上にある吾妻山の支脈の一山。 

 

  稗はヒエ（冷）の換字。かれたことのない冷たい湧水のあ 

 る沢。 

 

  麦はムキ（剥）の転で崩壊。 

 山腹の崩壊で出来た傾斜地のあるくぼ。 

 

  釈迦堂の東側吾妻山の山頂迄の山腹。 

 

  吾妻山から村松峠の間の女吾妻山から、西側へ延びている尾根。 

 

  セマドコロ（狭間処）の転で、尾根が鞍部になっている村 

 松峠の付近。 

 

  「下藤（サガリフジ）」は「藤下（トウゲ）」の上下入れ替

え語で、村松峠道の東小倉村側の山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、東釈迦堂・女郎向・まんどころ・ 

 下藤を併せて東釈迦堂とした区域。 

 

  東釈迦堂の奥の萱野峠道が通っている萱野山のくぼ。 

 東釈迦堂区域内の峠道の通っている部分だけの小区域で、本来

東釈迦堂とすべき区域。 

 

  釈迦堂から西奥長峰沢の両側の山腹。 

 

  
オク゛ラ

小倉川の川口は現在より南へ２５０㍍先にあった。 

 明治の洪水から流路が北に変わり、鷹ノ巣は川になってしま 

 った。たかは高の替字。すは州の替字。 

 渡良瀬川の左岸に洪水の度に砂が運ばれて自然堤のように高く

なっている区域。西小倉村の鷹ノ巣の延長の区域。 
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西  小  倉  村      （ニシオグラムラ） 

（川内町２丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文９年（１６６９）の水帳の
アザ

字による）  

 ﾀｶ ﾉ  ｽ 

 鷹 ノ 巣 

 

 

 

 

  

 

 ﾖｼ ﾉ  ﾒ 

 葭 ノ 目 

 

 

 

ｵｷ 

沖 

 

 

 

 

 ｻｶ ﾉ  ｼﾀ 

 坂 ノ 下 

 

 ﾎﾝ   ｼﾞｬ 

 本   社 

 

 

 

 ﾔｸﾞﾗ   ｼﾀ 

 櫓   下 

 

 ﾋｶﾞｼﾄﾞｼﾞｯﾊﾟﾗ 

 東童子原 

 

 

 

 

 鷹 ノ 巣 

 

 

 

 

 

 

 

 葭 ノ 目 

 

 

 

 

沖 

 

 

 

 

 

 坂 ノ 下 

 

 

 本   社 

 

 

 

 

 櫓   下 

 

 

 東童子原 

 

 

 

 

  高ノ州の替字。 

 
ワ タ ラ セ

渡良瀬川左岸の小倉川と山田川（明治初年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）の間 

 に洪水の
タ ビ

度に、砂を運び堤のように高くなっている区域。 

 東小倉村の鷹ノ巣と一体をなして長く続いている区域。 

 戦後、葭ノ目（３筆）・沖（２１筆）・坂ノ下（１２筆）と 

 鷹ノ巣の一部を加えた区域に団地を作り鷹ノ巣とした為、語 

 源と一致しない鷹ノ巣が出来てしまった。 

 

  葦は悪しに通ずるので葭の字を用いた。 

 目は狭い場所。 

 隣りの沖の湧水の川下なので、葦の生えている湿地の狭い区 

 域。 

 

  現在は全部鷹ノ巣に改名している。 

 沖はウキ（浮）の転で泥深い所。 

 大池（集会所の付近で９０番地）・１～３番池(８４・８５・ 

 ８７番地ノ１）の各々泉と池を持っている湿地で休耕すると、 

 すぐ葦の生える区域。 

 

  櫓下の崖はたを登り坂になっている道下の付近。 

 現在は９８～１０９番地が鷹ノ巣に改名した。 

 

  モトヤシロの読み替えで宮原の赤城神社が最初に祀られた 

 区域で、当時は須永村・西小倉村共同の鎮守であった。 

後に赤城神社は西小倉村の宮原に遷座し、西小倉村のみの鎮守

になった。須永村は三島神社を鎮守とした。 

 

  坂ノ下と小倉川の間の崖下の区域。 

  もと、渡良瀬川が流れていた崖下の区域。 

 

  童子原が後世東西に分割した東の区域。 

 童子はタフ（倒）しの転で崩壊。原は開の替字で開墾地。童

子原（開墾地）の東側（小倉川）・南側（渡良瀬川）が崖にな

っている区域の東側。 

121



字  小   字 地 名 語 源  

 ﾆｼﾄﾞ ｼﾞｯﾊﾟﾗ 

 西童子原 

 

 ｻｶ ﾉ  ｳｴ 

 坂 ノ 上 

 ﾐﾔ   ﾊﾞﾗ 

 宮   原 

 

 ﾔﾅｷﾞ ｶﾞｲ ﾄ 

 柳 谷 戸 

 

 

 

 

 ｸ ﾎﾞ ｶﾞｲﾄ 

 久保谷戸 

 ｲ ﾄﾞ ｶﾞｲﾄ 

 井戸谷戸 

 

 

 ﾊﾅ   ｶﾞﾗ 

 花   柄 

 ﾅｶﾉ ｸ ﾎﾞ 

 中ノ久保 

 ｵｵ   ﾋﾞﾗ 

 大   平 

 ﾔﾏ   ﾀﾞ 

 山   田 

 

 

 ﾃﾗ   ﾏｴ 

 寺   前 

 ﾅｶﾞ ﾐﾈ ﾔﾏ 

 長 峰 山 

 

 西童子原 

 

 

 坂 ノ 上 

 

 宮   原 

 

 

 柳 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 久保谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｺ    ｲﾘ 

 小   入 

 

 

 

 

 

       

 寺   前 

 

  童子原の東側（小倉川）・南側（昔渡良瀬川が崖下を流れて

いた）が崖になっている区域の西側。 

 

  本社と西童子原の間の崖を上って行く坂道上の台地。 

 

  宮は鎮守の
アカキ゛

赤城神社。原は鎮守の森。 

 村の鎮守赤城神社の森のある区域。 

 

  
ヤ ナ   ギ

簗・木（場所）の替字で山腹が半円形に簗の形をしている麓

にある集落。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  小倉川右岸の低地にある集落。 

 

  小入の入口付近に井戸（清水の湧出口）のある集落。  

 

  明治９年地租改正の時、久保谷戸・井戸谷戸を併せて久保 

 谷戸とした区域。 

  花柄山の南側の山腹。中仁田山村花柄へ行く峠道がある。 

 

  まわりを山に囲まれた小入の中央にある耕地。 

 

  扇平の替字で経塚山東腹の扇を広げた形をした緩い傾斜地。 

 

  中ノ久保の奥の山腹に挟まれている階段状の水田地帯。  

 

  入口の狭くなっている山に囲まれたくぼ。 

 明治９年地租改正の時、花柄・中ノ久保・大平・山田を併せ 

 て小入とした区域。 

  崇禅寺のある山腹から長峰山迄の区域。 

 

  東西小倉村を分けている細長い長峰山の先端西側の山腹。東

側は東小倉村長峰。 

  明治９年地租改正の時、寺前・長峰山を併せて寺前とした 

 区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｶﾐﾉ ｽ ﾜ ｼｬ 

 上ノ諏訪社 

 

 

 

 ｼﾓﾉ ｽ ﾜ ｼｬ 

 下ノ諏訪社 

 

 

 

 

 

 ｵｵ   ｼﾊﾞ 

 大   芝 

 

 ｺ    ｼﾊﾞ 

 小   芝 

 ﾅｶ   ｼﾊﾞ 

 中   芝 

 ﾅｶ   ﾔﾏ 

 中   山 

 

 

 

 ﾊｼ ﾏｴ ﾊﾞ 

 橋 前 場 

 ﾊﾁ ｵｳ ｼﾞ 

 八 王 子 

 ｷﾘﾉ ｷ ｸ ﾎﾞ 

 桐ノ木久保 

 ﾔﾏ   ｷﾞﾜ 

 山   際 

 

 

 ﾆｼ ﾉ  ｲﾘ 

 西 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾆｼ   ﾔﾏ 

 西   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｼﾊﾞ 

芝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 橋 前 場 

 

 

 

  上諏訪神社(境内社稲荷社・八幡宮)を祀っている付近。現在

は下諏訪神社がなくなったので諏訪神社に社名変更している。 

 明治４４年５月３１日
アカキ゛

赤城神社へ合祀しているが現在も神社は

ある。 

 

  下諏訪神社を祀っている付近（現在境内地不明）。 

 明治４４年５月３１日赤城神社へ合祀。 

 

  長峰山を東山とした時、その西に当たる所にあるのでつけた地名。 

  明治９年地租改正の時、上ノ諏訪社・下ノ諏訪社を併せて西山とした 

  区域。 

 

  芝はシバ（打つ）くの語幹で崩壊。 

 向って北側の大きい沢が山腹の崩壊で、埋まって出来たくぼ。 

 

 向って南側の小さい沢が山腹の崩壊で、埋まって出来たくぼ。 

 

  大芝・小芝の入口（中央）にある沢が埋まって出来たくぼ。 

 

  大芝と桐ノ木くぼの間の小尾根で、三つの尾根の中間にあ 

 るのでついた地名。 

  明治９年地租改正の時、大芝・小芝・中芝・中山を併せて 

 芝とした区域。 

 

  西小倉川の右岸で橋の架かっている区域。 

 

  八王子山の略。八王子神社を祀っている山。 

 

  桐は切の替字で切替畑で焼畑の意。 

 焼畑のある傾斜の緩い久保。 

  桐ノ木久保の一部で山際に墓地のある区域が独立した。 

 

  明治９年地租改正の時、橋前場・八王子・桐ノ木久保・山 

 際を併せて橋前場とした区域。 

  長峰の西側に入っている曲がっている沢。 

入は水のない沢をいう。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｱﾌﾞﾗ 

 油シボリ 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼ  ﾉ ｲﾘ 

 東   入 

 ﾋｶﾞｼ ｷﾞｮｳ ﾊﾞ 

 東 行 場 

 

 

 ﾆｼ ｷﾞｮｳ ﾊﾞ 

 西 行 場 

 

 

 

 ｳﾊﾞ ｶﾞ ｲﾘ 

 姥 ヶ 入 

 

 

 ｺ  ｹﾞｰ ﾄ 

 小 谷 戸 

 

 ｼｼ   ﾀﾞ 

 鹿   田 

 

 

 

 ｶﾐﾉ ｹﾞｰﾄ 

 上ノ谷戸 

 ﾀ  ﾈ  ｲ  ﾘ 

 田 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 西 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 姥 ヶ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 上ノ谷戸 

 

 

 

 

  東入の入口付近から東南へ入る緩い傾斜のくぼ。 

 油シボリを職業とする家があったのでついた地名。 

 天明５年（１７８５）油絞り家業が御免になっているのでその

後の地名。 

 

  
シ シ ダ

鹿田の
カミ

上隣りで東へ入っている耕地のあるくぼ。 

 

  行場は橋前場境にある西小倉川の滝付近で、智明上人が修 

 行したと言う伝承のある区域。 

 行場の西小倉川東側の区域。 

 

  行場の西小倉川西側の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、西ノ入・油シボリ・東入・東行場・ 

 西行場を併せて西ノ入とした区域。 

 

  姥はウバ（奪）うの語幹で崩壊。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地のあるくぼ。 

 200㍍流れて西小倉川に合流する。 

 

  小は子の換字。姥ヶ入と鹿田の間の山沿いに親の集落から 

 分家した人々で作った子集落。 

 

   鹿はシト（湿）の転で湿地。奥に湧水のある湿地の沢。 

 

  明治９年地租改正の時、姥ヶ入・小谷戸・鹿田を併せて姥 

 ヶ入とした区域。山腹の崩壊により出来た傾斜地。 

 

  
シ モ

下の親集落から
カ ミ

上へ分家した人々で作った子集落。 

 

  田は棚の転。姥ヶ入の隣りのくぼ。階段状の水田のある傾斜

地。沢奥に涌水がある。 

 

  明治９年地租改正の時、上ノ谷戸・田ノ入を併せて上ノ谷 

 戸とした区域。 
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須   永   村      （スナガムラ） 

（川内町３丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年（１６６８）の水帳の
アザ

字による） 

 ﾅｶﾞｾ ﾌﾅﾊﾞ 

 長瀬舟場 

 

 ﾄﾞｳ ｶﾞｲ ﾄ 

 堂 谷 戸 

 

 

 

 ｼﾞｭ ｳ  ﾄﾞﾉ 

 寿 宇 殿 

 

 

 

 

 ﾆｼﾉ ｶﾞｲﾄ 

 西ノ谷戸 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 

 中   島 

 
 ﾖｳ ﾒｲ ｼﾀ 

 永 明 下 

 ﾔﾅｷﾞ   ｼﾀ 

 柳   下 

 

 

 ｱﾗﾔ ｼｷﾏｴ 

 新屋敷前 

 ｵﾁ   ｱｲ 
 落   合 

 
 ﾁ ｱﾐｶﾞｲﾄﾐﾁｼﾀ 

 千網谷戸道下 

 ﾁ ｱﾐｶﾞｲﾄ 

 千網谷戸 

 ｱﾗﾔ ｼｷｳﾗ 

 新屋敷裏 

 

 長瀬舟場 

 

 

 堂 谷 戸 

 

 

 

 

 寿 宇 殿 

 

  

 

 

 

 西ノ谷戸 

 

 中   島 

 

 

 

 

 

 永 明 下 

 

 新屋敷前 

 

 落   合 

 

 

 千網谷戸道下 

 

 千網谷戸 

 

 

 

  舟場へは４番地より道があった。 

 長く浅瀬の続く所に長瀬ノ渡があった。江戸末期には橋が架 

 かっていた。 

 

  谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所 

 なので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更 

 に拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤト 

 がガイトに変化した。 

 仏堂がある集落。現在仏堂は不明。 

 

  寿宇はシユウズ（清水）の語幹。 

 殿は棚の転で河岸段丘。 

 清水が湧き出ている渡良瀬川左岸沿いの段丘。 

 渡良瀬川が北に流路を変えた為、川の中と対岸天王宿村すう 

 どのとなっている。 

 殿がつく地名は川沿いの段丘や堤の付近にある。 

 

  須永村の一番西にある集落。 

 

  渡良瀬川が洪水のたびに土砂を運んで川の中央に島を作り、

そこへ付近の住民が耕地を作ったのでついた地名。 

 

  永明山南側崖下の区域。 

 

  星直家の屋敷にめぐらしている用水の南側土手下の小区域。 

 ヤナは土手。ギ（木）は場所。 

 

  明治９年地租改正の時、永明下・柳下を併せて永明下とした区域。 

 

  新屋敷の南側（前）の区域。 

 

  山田川（明治 9年迄は
ニ タ ヤ マ

仁田山川）が渡良瀬川に合流してい 

 る右岸区域。4村が合併して山田村ができたので村名で呼ぶよ

うになった 

 

  千網谷戸の南側を通っている道から一段下の区域。 

 

  千は地の換字。網はアビの転で崩壊。 

 河岸段丘のはたが崖になっている付近にある集落。 

 

  新屋敷の裏（北側）の区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾀ    ｼﾞｷ 

 田   敷 

 

 

 

 ｱﾗ ﾔ  ｼｷ 

 新 屋 敷 

 ｻｶ ﾉ  ｼﾀ 

 坂 ノ 下 

 

 

 ｻｶﾉ ｼﾀﾐﾁﾋｶﾞｼ 

 坂ノ下道東 

 

 ﾈ    ｷﾞｼ 

 根   岸 

 

 

 ﾃﾝ ｼﾞﾝ ﾏｴ 

 天 神 前 

 

 

 

 ｺﾞ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 五 反 田 

 

 

 

 ｻｶﾉ ｼﾀﾎﾘｳｴ 

 坂ノ下堀上 

 

 

 ｺｼ   ﾏｷ 

 腰   巻 

 

 ｾｷ   ﾎﾞﾘ 

 関   堀 

 

 

 

 新屋敷裏 

 

 

 新 屋 敷 

 

 坂 ノ 下 

 

 

 

 坂ノ下道東 

 

 

 根   岸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天 神 前 

 

 

 坂ノ下堀上 

 

 

 

 腰   巻 

 

 

 関   堀 

 

  水田のある台地。 

 

  明治９年地租改正の時、新屋敷裏・田敷を併せて新屋敷裏 

 とした区域。 

 

  屋敷は集落の江戸期前の呼称。新しい集落の出来た区域。 

 

  正しくは坂ノ下道西とすべき区域で、新屋敷から坂ノ上へ 

 行く道の西側の区域。 

 もとは坂ノ下道東を含めて坂ノ下だった。 

 

  もとは坂ノ下の区域であった道東が独立して新地名を名乗 

 った区域。 

 

  根は堤根の略で堤防。岸は堤の外側。 

 山田川（明治 9 年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）が二か所左へ直角に曲流して 

 いる所なので、唯一堤を作ってある区域。 

 

  牛谷戸の牛乗り天神を祀ってある天神山の崖下山田川右岸 

 の低地。天神社は（境内４３坪）４６６番地にあったが三島 

 神社東隣地に遷座した。最近まで石祠が残っていたが現在は住

宅が建っている。 

 

  牛谷戸用水沿いの五反程の水田のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、天神前・五反田を併せて天神前と 

 した区域。 

 

  地番２６４～２６８の区域で、現在は天神前の一部となっ 

 ている。 

 段丘崖下から近くを牛谷戸用水が通っているはた迄の区域。 

 

  牛谷戸用水が段丘が突出している部分を巻くように曲流し 

 ている区域。 

 

  牛谷戸用水から分水する為の関が作ってある区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾖｳ ﾒｲ ﾔﾏ 

 永 明 山 

 

 

 ﾅｶ   ｻﾞﾄ 

 中   里 

 ﾔｸ ｼ  ﾏｴ 

 薬 師 前 

 

 

 

 ｲ  ﾉ  ｳｴ 

 井 ノ 上 

 

 

 ｶﾝ ﾉﾝ ﾄﾞｳ 

 観 音 堂 

 

 

 ｺｼﾏｷﾉ ｳｴ 

 腰巻ノ上 

 ﾌﾀ ﾂ  ﾄﾞｳ 

 二 ツ 堂 

 ｻｶﾉ ｳｴﾐﾁｼﾀ 

 坂ノ上道下 

 

 

 ｻｶ ﾉ  ｳｴ 

 坂 ノ 上 

 

 ｶﾏ ｶﾞｲ ﾄ 

 釜 谷 戸 

 

 ｳｼ ｶﾞｲ ﾄ 

 牛 谷 戸 

 

 永 明 山 

 

 

 

 

 

 

 

 中   里 

 

 

 井 ノ 上 

 

 

 

 観 音 堂 

 

 

 

 腰巻ノ上 

 

 二 ツ 堂 

 

 坂ノ上道下 

 

 

 

 坂 ノ 上 

 

 

 釜 谷 戸 

 

 

 牛 谷 戸 

 

  養命の替字で養命砦山の略。永明山は支那から来ている。 

 命を護ってくれる砦のある山の意。 

 君子知ﾚ 性当ﾚ 養ﾚ 命。故神農曰く上薬養ﾚ 命。 

 

  付近で一番大きい集落。 

 

  島谷戸薬師堂と大間々道を挟んで反対側の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、中里・薬師前を併せて中里とした 

 区域。 

 

  井は井戸の略。 

 弘法大師御手洗の三井戸（上・中・下）の伝承の下の井戸の 

 ある区域。因みに上ノ井は雲祥寺の井戸である。 

 

  観音堂（今は取り払い川内町３丁目集会所を作った）のあ 

 る区域。  

 井ノ上に観音堂が出来その付近が小字観音堂として独立した。 

 

  腰巻の隣りの僅かに高い台地。 

 

  僅か三筆の狭い所にお堂が二つあった区域。 

 

  段丘上の大間々道から崖はた迄の区域。 

 旧道は崖下を通っていたが、新道が崖上に出来て坂ノ上を分 

 断したので出来た新字名。 

 

  もとは崖上全体を言ったが、大間々新道が崖上に出来坂ノ 

 上が分断された為、大間々道以北のみを言うようになった。 

 

  山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）に段丘が半円形にえぐられ 

 て出来た崖下にある集落。 

 

  天神山に牛乗り天神を祀ってある付近に出来た集落。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾜ    ﾀﾞ 

 和   田 

 

 

 

 ﾜ ﾀﾞ ﾐﾁｼﾀ 

 和田道下 

 ﾜ ﾀﾞ ﾐﾁｳｴ 

 和田道上 

 ｻｲ   ｶﾞﾐ 

 塞   神 

 

 ﾆｲ ﾎﾞﾘ ｼﾀ 

 新 堀 下 

ｼﾏ 

島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾐﾉ ｶﾞｲﾄ ｻﾞﾜ 

 上ノ谷戸沢 

 ｼﾏ   ﾊﾀ 

 島   畑 

 

 

 

 

 

 

 和   田 

 

 

 

 

 和田道下 

 

 和田道上 

 

 塞   神 

 

 

 

 

 

 ﾆｲ   ﾎﾞﾘ 

 新   堀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾐﾉ ｶﾞｲﾄ ﾏｴ 

 上ノ谷戸前 

 

 

 

  ワ（曲）タ（処）の替字で山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川） 

 が半円状に曲がっている内側の区域。 

 後世語源が忘れられ、川の内側は和田道上・下になり仁田山 

 道東側の経塚山西腹のみが、和田となり語源に関係のない和 

 田となった。 

 

  和田の一部であった、山田川（明治 9年迄仁田山川）に囲 

 まれた内側を中央の道で分けた
シ タ

下の区域。 

 

  和田の一部であった、山田川（明治 9年迄仁田山川）に囲 

 まれた内側を中央の道で分けた
ウ エ

上の区域。 

 

  下仁田山村との境の道ばたに疫病・悪霊が入るのを防ぐた 

 めに塞神を祀ってある区域。 

 

  下仁田山村新堀の
シ タ

下隣りの区域。 

 

  新堀下の崖上にある伊賀屋敷（５４５番地）が東西１００ 

 ㍍・南北１３５㍍にわたって土塁をめぐらしていたので、海 

 に浮かんだ島のように見えたのでついた地名。 

 

  明治９年地租改正の時、新堀下と島を併せて新堀とした区 

 域。地名のついた頃は新堀下であったが、隣村の新堀用水の 

 余水を村境の岩久保川に捨てているのに目を付け、岩久保川 

 を崖下沿いに迂回させ新堀下の
シ モ

下で山田川（明治 9年迄仁田 

 山川）へ流し、岩久保川の旧川床を埋めて隣村の新堀用水を 

 新堀下迄延長して水田を作った為、新堀下でなく新堀になっ 

 たので正しく新堀とした区域。 

 

  岩久保から流れてくる上ノ谷戸沢の東側のうち上ノ谷戸と 

 接する区域。 

 

  畑は端の換字で島と上ノ谷戸沢の間の区域。 

 島（伊賀屋敷）の端の意。 

 

  上ノ谷戸の東側の区域。 

 明治９年地租改正の時、上ノ谷戸沢・島畑を併せて上ノ谷戸 

 前とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

ﾂｼﾞ 

辻 

 

 

 

 

  

 ﾋｶﾞｼ  ｼﾞｭｸ 

 東   宿 

 

 

 ﾆｼ   ｼﾞｭｸ 

 西   宿 

 

ﾆｼｼﾞｭｸｼﾞｿﾞｳﾄﾞｳ 

 西宿地蔵堂 

 ｳﾁ   ﾃﾞ 

 打   手 

 

 ｶﾐﾉ ｶﾞｲﾄ 

 上ノ谷戸 

 

 ｳﾝｼｮｳｼﾞﾏｴ 

 雲祥寺前 

 ｵｵ ｶﾜ ｻｷ 

 大 川 先 

 

 

 

 

 ﾐﾔ   ﾏｴ 

 宮   前 

 ｶ    ﾉ 

 狩   野 

 ﾊﾞ    ﾊﾞ 

 馬   場 

 ﾜｷｱｲ ﾉ ﾀ 

 脇合ノ田 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼ   ﾂｼﾞ 

 東   辻 

 ﾆｼ   ﾂｼﾞ 

 西   辻 

 

 東   宿 

  

 

 

 西   宿 

 

 

 西宿地蔵堂 

 

 打   手 

 

 

 上ノ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 雲祥寺前 

 

 

 宮   前 

 

 狩   野 

 

 馬   場 

 

 脇合ノ田 

 

  仁田山道と和田道の交差点が本来の辻であるが、この辻は 

 和田道北側、仁田山道東・西の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、辻の東側を東辻とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、辻の西側を西辻とした区域。 

 

  東辻の南側を言う。 

 宿とは昔、砦であった打手の隣りに発達した集落を言い、東・ 

 西宿、西宿地蔵堂、東・西辻を併せた区域。 

 

  西辻の南側を言ったが、水帳の頃は北側が西宿地蔵堂とし 

 て独立した為、南側の地区のみになった。 

 

  西宿北側の須永の地蔵堂がある区域。 

 

  打出の替字で仁田山城の出城が、丸山にあった時の麓の本
モト

 

 屋敷のあった区域。 

 

  
シ モ

下の親集落から分家した人々が
カ ミ

上に作った子集落。親集落が

どこかは不明。 

 

  雲祥寺の前の区域。 

 

  湧出量が多くて井戸替が出来ない弘法大師御手洗いの三井 

 戸、
カ ミ

上・
ナ カ

中・
シ モ

下井の内の中井のある区域。先は付近。 

 

  明治９年地租改正の時、雲祥寺前・大川先を併せて雲祥寺 

 前とした区域。 

 

  淡島神社の前の区域。 

 

  刈野の替字で焼畑のある区域。 

 

  狩野の崖下の区域。馬場は崩壊地名で崖をいう。 

 

  いくつもの湧水のある水田がある区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾆｼ ﾉ  ﾈ 

 西 ノ 根 

 

  ﾐ        ｼﾏ 

 三   島  

 

 ｳｴ ﾉ  ﾀﾞｲ 

 上 ノ 台 

 ｲﾜ ｸ  ﾎﾞ 

 岩 久 保 

 ﾃﾗ   ﾜｷ 

 寺   脇 

 

 

 

 ﾆｼﾉ ｲﾘﾋ ﾅﾀ 

 西ノ入日向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西 ノ 根 

 

 

 三   島 

 

 

 上 ノ 台 

 

 

 

 

 

 岩 久 保 

 

 

 

 

 ｲﾜｸ ﾎﾞ ﾆｼﾉｲﾘ 

 岩久保西ノ入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  西はニジ（躙）るの換字で崩壊。 

 三島の台地が崩壊して緩い傾斜をしている区域。 

 

  三島神社を祀ってあるのでついた地名。三島神社は大正２年

上ノ台に遷座した。 

 

  琴平山山麓の傾斜地。雲祥寺・三島神社がある。 

 

  沢の部分以外の山腹が岩石で出来ているくぼ。 

 

  岩久保の入口雲祥寺北隣りと岩久保川間の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、岩久保・寺脇を併せて岩久保とし 

 た区域。 

 

  西はニジ（滲）むの換字で湿地。 

 大量の湧水の出る湿地の沢だが、日当たりの良い区域。     

     

  岩久保の山腹のうち大量の水が湧き出す湿地の沢の区域。 

 明治９年地租改正の時、岩久保西ノ入とした区域。 
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高津戸村（タカツドムラ）の内桐生市分 

（川内町４丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年（１６６８）の水帳の
アザ

字による）  

 ｶﾁ   ﾔﾏ 

 勝   山 

 

 

 ｼﾏ ｶﾞｲ ﾄ 

 島 谷 戸 

 

 

 ﾏｴ   ｻｶ 

 前   坂 

 

 

 

 

 

 

 ﾆｼ ｸ  ﾎﾞ 

 西 久 保 

 

 

 

 

 

 ｾﾞﾝ   ﾀﾞﾅ 

 膳   棚 

 

 ｲｯ ﾁｮｳ ﾀﾞ 

 一 丁 田 

 ｼﾓ ｸ  ﾎﾞ 

 下 久 保 
      ﾄ 

 えびすがい戸 

 

 

 

 

 

 

 勝   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 島 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 西 久 保 

 ﾆｼｸ ﾎﾞｻﾞﾜ 

 西久保沢 

 

 膳   棚 

 

 

 一 丁 田 

 

 下 久 保 

 ｴ ﾋﾞ ｽ ｶﾞｲﾄ 

 恵比寿谷戸 

 

 

 

 

 

 

  梶山とも書く。砦山につける地名（戦勝にかける）。 

 山の一方が急傾斜（崖）で一方がなだらかな山。 

 攻め口が一つだけの地形の所に砦を作った。 

 

  もとは須永村でなにかの理由で高津戸村になった区域。  

 尾根が半島状に突き出ているので島とした。 

 島のような地形に集落の出来た区域。 

 

  石尊宮の前の須永村～大間々町線が坂になっている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、島谷戸と前坂の半分を併せて島谷 

 戸とした区域。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

  高津戸村の東側にある久保。 

 西はニジ（滲）むの換字で湧水のある湿地の沢で、現在も溜池がある。 

 

明治９年地租改正の時、西久保の山麓にある溜池の付近を西久保とし

た。 

 

  明治９年地租改正の時、西久保の山腹を西久保沢とした。  

   

  お膳をしまっておく、棚がいくつもついている箱のことか 

 ら山麓が階段状になっている区域。 

 

  地名のつく頃一丁程の水田のあった区域。 

 

  渡良瀬川沿いの村で一番下にある低地。 

 

  恵比は海老の替字で階段状の地形。 

 寿は州の替字で場所。谷戸は集落地名。 

 渡良瀬川のはたが階段状になっている付近にある集落。 

 明治９年地租改正の時、漢字に替えた地名。 

 現在は川内町４丁目と大間々町大字高津戸に分割されている。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｵﾁ   ｵﾁ 

 落   々 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀｶ ｶﾞｲ ﾄ 

 高 谷 戸 

 

 ｲ  ﾉ  ﾏｴ 

 亥 ノ 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱｶ ｷﾞ  ﾏｴ 

 赤 城 前 

 

 

 ﾎﾘｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 堀ヶ久保  

 

 ｶｼﾞ ﾔﾏ ﾏｴ 

 勝 山 前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 落   々 

 

 ｵﾁｵﾁｸ ﾎﾞ 

 落々久保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高 谷 戸 

 

 

 ﾀｶｶﾞｲﾄﾉｲﾘ 

 高谷戸入 

 

 

 赤 城 前 

 

 

 

 堀ヶ久保 

 

 

 勝 山 前 

 

 

 

 

 

 

  落内。落打と書く所もある。崩壊地名。山麓が崩壊している

区域。 

 

  明治９年地租改正の時、山麓（地名用語にあてはまる地形） 

 のみを落々とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、落々の一部である岩久保山のくぼを 

 落々久保として独立させた区域。 

 

  山麓（高い所）にある集落。  

 当時は後ろの高谷戸山迄含まれていた。 

 

  亥は井の替字で水汲場。前は付近。 

 高谷戸川に設けた集落の
ミス゛クミハ゛

水汲場のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、地名用語にあてはまる集落付近の 

 高谷戸（山の部分は高谷戸入として独立した）と亥ノ前を併 

 せて高谷戸とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、高谷戸のうち高谷戸山の区域が高  

 谷戸の奥の意の高谷戸入として独立した区域。 

 

  鎮守
アカキ゛

赤城神社の区域。明治４０年１０月９日琴平宮に合祀 

 して今はない。 

 現在は川内町４丁目と大間々町大字高津戸に分割されている。 

 

  堀はハリ（墾）の転で開墾。 

 開墾地になっている山腹の傾斜地。 

 

  勝山の前（南側）渡良瀬川との間の小傾斜地。 

 僅か三筆の区域。 
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         高津戸村（タカツドムラ）の内
オ オ マ マ

大間々町分 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年（１６６８）の水帳の
アザ

字による） 

      ﾄ 

 えびすがい戸 

 

 

 

 

 ｱｶ ｷﾞ  ﾏｴ 

 赤 城 前 

 

 ｻﾜ   ﾀﾞ 

 沢   田 

 

 

 ﾔﾏ ﾉ  ｶﾐ 

 山 ノ 神 

 

 ﾖ  ﾏ  ﾄﾞ 

 四 間 戸 

 

 ﾀﾝ   ﾀﾞ 

 反   田 

 ﾆ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 二 反 田 

 ﾊﾞ    ﾊﾞ 

 馬   場 

 

 

 

 

 ｶｷﾉ ｹﾞｰﾄ 

 柿ノ谷戸 

 ｶﾐ ｸ  ﾎﾞ 

 上 久 保 

 ｴ ﾋﾞ ｽ ｶﾞｲﾄ 

 恵比寿谷戸 

 

 

 

 

 

 赤 城 前 

 

  

 沢   田 

 

 

 

 山 ノ 神 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾔﾏﾉ ｶﾐﾏｴ 

 山ノ神前 

 

 

 柿ノ谷戸 

 

 

 

 

  恵比は海老の換字で階段状の地形。 

 寿は州の換字で場所。谷戸は集落地名。 

 渡良瀬川のはたが階段状になっている付近にある集落。 

 明治９年地租改正の時、漢字に換えた区域。 

 現在は川内町４丁目と大間々町大字高津戸に分割されている。 

 

  鎮守
アカキ゛

赤城神社の区域。 

 現在は川内町４丁目と大間々町大字高津戸に分割されている。 

 

  沢はサワ（多）の換字。 

 渡良瀬川はたの傾斜地を利用して赤城沢の沢水で小さい水田を

階段状に作っている区域。 

 

  祭りの間だけ権現山の
ア フ ゛ リ

阿夫利神社から祭神大山祇命をお迎 

 えし、御祭りを盛大にする神域（橋場）のある区域。 

 

  ヨマド（四間堂）で二間四方の草庵で自音寺の前身の、最 

 初のお堂のあった区域。 

 

  反は段の換字で階段状の水田のある区域。 

 

  二反程の水田があった区域。 

 

  崩壊地名。青木前境の２㍍程の崖上の区域。 

 小字境を金屑沢川が流れ、はたに弁天田がある。 

 

  明治９年地租改正の時、四間戸・反田・二反田・馬場を併 

 せて山ノ神前とした区域。 

 

  上と下が崖になっている所に集落のある区域。柿は欠の転。 

 

  渡良瀬川沿いの低地で、
シ モ

下に下久保がある。 

 同じ形態のくぼなので、
カ ミ

上・
シ モ

下をつけたと思われる。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｱｻﾊﾞﾗｶﾞｲﾄ 

 浅原谷戸 

 

 

 

 ｶﾜ ｸ  ﾎﾞ 

 川 久 保 

 

 ｵ - ｷ  ﾏｴ 

 青 木 前 

 ﾏﾁ   ﾔ 

 町   屋 

 

 

 

 ｵ -  ｷ 

 青   木 

 

 ﾂｳ   ﾄﾞ 

 通   度 

 

 

 ﾏﾏ   ｼﾀ 

 儘   下 

 

 

 

 ｲﾜ   ｻﾞｷ 

 岩   崎 

 ﾔﾏ   ｷﾞﾜ 

 山   際 

 ﾔﾝ   ﾊﾞﾀｹ 

 山   畑 

 ﾔﾏ   ﾀﾞ 

 山   田 

 

 

 

 

 上 久 保 

 

 

 川 久 保 

 

 

 

 

 

 

 青 木 前 

 

 

 青   木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通   度 

 

 岩   崎 

 

 山   際 

 

 

 

 

 

 山   畑 

 

  渡良瀬川沿いのゆるい傾斜地に集落の出来た区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上久保・浅原谷戸を併せて上久保 

 とした区域。 

 

  もと渡良瀬川の川床だったので、川なりの細長いくぼのあ 

 る区域。 

 

  青木の前（南）に接する区域。 

 

  舟場道のはたの村で一番大きい集落。 

 

  明治９年地租改正の時、青木前・町屋を併せて青木前とし 

 た区域。 

 

  アフ（仰）きの転で崩壊地名。 

 要害山の山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地。 

 

  津渡の替字で渡場地名。大間々村との間を舟渡しする付近。 

 後世通度の意味がわからなくなり、舟付場のみを舟場(９０７ 

 番地)と言うようになった。 

 

  ママシタ（間々下）とも書き崖下の意。 

 集落のある台地崖下の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、通度・儘下を併せて通度とした区 

 域。 

  要害山の岩の尾根の先端下の区域。 

 

  権現山の山麓に墓地のある区域。 

 

  権現山と要害山に挟まれた傾斜地に焼畑のある区域。 

 

  金屑沢沿いに階段状に沢水を利用した僅かの水田のある区

域。 

  明治９年地租改正の時、山畑・山田を併せて山畑とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾄﾉ   ｲﾘ 

 殿   入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄﾉ ｲﾘ ﾐﾈ 

 殿 入 峯 

 

 

 

 

 ｶﾅ   ｸｽﾞ 

 金   屑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エントウヒラ 

 

 

 

 ﾖｳ   ｶﾞｲ 

 要   害 

 

 ｶﾜ   ﾓ 

 川   面 

 

 

 

 

 ｺﾞﾝ ｹﾞﾝ ﾔﾏ 

 権 現 山 

 

 

 

 殿   入 

 

 

 

 

 ﾄﾉ ｲﾘ ﾆｼ 

 殿 入 西 

 

 

 

 

 

 

 ｲﾜ ﾉ  ｼﾀ 

 岩 ノ 下 

 

 

 金   屑 

 

 

 ﾌｸﾛ ｸ  ﾎﾞ 

 袋 久 保 

 

 

 要   害 

 

 

 川   面 

 

 

  殿入山と高谷戸山の間にある棚状の（階段状）傾斜地。  

 殿は棚の転。当時は権現山も含まれていた。 

 

  明治９年地租改正の時、殿入の一部であった殿入山の先端 

 が権現山として独立した区域。 

 山の神
セキソン

石尊権現（阿夫利社）を東腹に祀ってある山。 

 

  明治９年地租改正の時、山の部分が権現山として独立し、 

 地名用語通りのくぼの部分を殿入とした区域。 

 

  殿入山の先端を除いた東側の山腹。 

 殿入峯と全体をさしているが実際は一部である。 

 

  殿入の久保の部分から見て西側の山腹という意である。  

 明治９年地租改正の時、殿入峯を殿入西とした区域。 

 

  現金屑と岩ノ下を併せた区域。 

 金屑沢川の両岸を含む区域。 

 製鉄の時、金屑と呼ばれるくずが出るが、それが今でも見つ 

 かる区域。 

 

  もと金屑の一部で山頂付近に大岩壁のある所が、明治９年 

 地租改正の時、岩ノ下として独立した区域。 

 

  明治９年地租改正の時、岩ノ下を除いた区域を金屑とした。 

 

  円処平で丸く囲まれている傾斜のゆるい山腹のくぼ。 

 

  入口が狭く囲まれている山腹のくぼ。 

 明治９年地租改正の時、エントウヒラを袋久保とした区域。 

 

  要害山の略。寛治２年（１０８８）山田氏が砦を築いて後 

 呼ばれた。後世琴平社を祀ってから琴平山とも呼ばれた。 

 

  要害山北西の緩い傾斜の山腹が渡良瀬川に面している区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾄｳ   ｻﾞｲ 

 東   西 

 ｶﾐ ｶﾜ ﾓ 

 上 川 面 

 

 

 

 

 

 

 ｳﾘ ｸ  ﾎﾞ 

 瓜 久 保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東   西 

 

 

 

 ﾅｼﾉ ｷ ｲﾘ 

 梨ノ木入 

 

 

 

 

 瓜 久 保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  尾根が東西に延びている山。 

 

  川面の
カ ミ

上隣りに同じ形の山腹があり且つ渡良瀬川に面して 

 いるのでついた地名。 

 

  梨はナラ（平）しの略で傾斜地。 

 緩い傾斜の山腹が続いている区域。 

 明治９年地租改正の時、上川面を梨ノ木入に変えた区域。 

地形を考えた正しい改名。 

 

  瓜はウル（潤）うの転で湿地。 

 奥に湧水池のある湿地のくぼ。 

 日陰のくぼなので明治期で人家はなくなった。 
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下 仁 田 山 村（シモニタヤマムラ） 

（川内町５丁目第１町会） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年（１６６８）の水帳の
アザ

字による） 

 ﾆｲ   ﾎﾞﾘ 

 新   堀 

 ﾄﾝ ﾉ  ﾐ 

 鳥 ノ 海 

 

 ﾄｳ ｺｳ ｼﾞ 

 東 光 寺 

 

 

 

 

 

 ｸ    ﾎﾞ 

 久   保 

 ﾂｶ   ｺﾞｼ 

 塚   越 

ﾐﾅﾐ 

南 

 

 ｲﾜ ｸ  ﾎﾞ 

 岩 久 保 

 ｸﾜ ｴ  ｻﾞﾜ 

 鍬 柄 沢 

 

 

 ﾏﾙ   ﾔﾏ 

 丸   山 

 

 ｽ ﾜ ﾉ ｲﾘ 

 諏訪ノ入  

 

 新   堀 

 

 

 

 

 

 

  

 

 鳥 ノ 海 

 

 

 久   保 

 

 

 

 

 塚   越 

 

 

 

 

 

 岩 久 保 

 

 丸   山 

 

 

 

  新堀区域に水田を作るため山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川） 

 より新しく用水をひいた区域。 

  取ノ廻の替字。取は切り取られたような地形。廻は場所。 

  山腹が崩壊してゆるく広い傾斜地が出来た所。現行鳥ノ海内

の南の区域 

  東光寺のある付近。東光寺は江戸期に廃寺となり代わりに 

 薬師堂が戦後迄あったが、現在は観音寺に移転している。 

 現行鳥ノ海内の北の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、鳥ノ海・東光寺を併せて鳥ノ海と 

 した区域。 

 

  山田川（明治 9年迄仁田山川）右岸川沿いの低地。 

 

  表面に４・５寸の石を並べてある葺石古墳のある区域。  

 

  葺石古墳の南側の区域。 

  明治９年地租改正の時、塚越・南を併せて塚越とした区域。 

 

  須永村岩久保の北側のくぼ。岩で出来ている山腹のくぼ。 

 

  鍬はクエ（崩）の転で崩壊。エは
ウ エ

上の略。 

 丸山側の沢で山腹の上部が崩壊して急傾斜している沢。 

  明治９年地租改正の時、岩久保・鍬柄沢を併せて岩久保と 

 した区域。 

  出丸山の略で砦のあった山。標高 269㍍。山頂に須永村と高

津戸村の石尊社が祀ってある。 

 

  諏訪神社を祀ってある所から奥へ入っている水のない沢。 

 神社は明治４０年１１月４日八幡宮へ合祀した。祭り場は須永

村は小字関堀灯籠ノ根、高津戸村は小字島谷戸で祭りの時は山

頂に迎えに来る。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｶﾐ ﾉ  ﾔﾏ 

 上 ノ 山 

 

 

 ﾀｶ   ﾊﾀ 

 高   畑 

 ﾅｶ   ﾐﾁ 

 中   道 

 

 

 

 

 ｻﾞﾙ ｶﾞｲ ﾄ 

 笊 谷 戸 

  

 

 

 ｵｵ ｶﾞｲ ﾄ 

 大 谷 戸 

 ﾏ ﾏ ｸ ﾎﾞ 

 間々久保 

 ﾏｶﾞﾘ ﾏ ﾏ 
 曲り間々 

 ﾃﾝｼﾞﾝｵ ﾈ 

 天神尾根 

 

 

 

 ﾄﾞｳｲﾝｶﾞｲﾄ 

 堂院谷戸 

 ﾄ  ﾉ  ｲﾘ 

 頓 ノ 入 

 ｸﾏ ﾉ  ｻﾜ 

 熊 ノ 沢 

 

 

 

 

 諏訪ノ入 

 

 高   畑 

 

 

 

 

 ﾅｶ ﾐﾁ ﾋｶﾞｼ 

 中 道 東 

 

 笊 谷 戸 

 

 

 

 

 大 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 

 間々久保 

 

 堂院谷戸 

 

 

 

 

 

 頓 ノ 入 

  上は神の換字で、天神山の続きの山で神明宮を祀っている 

 山。神明宮は明治４０年１１月４日八幡宮へ合祀した。 

 社殿は高津戸村鎮守要害神社の社殿に利用した。 

 

  明治９年地租改正の時、諏訪ノ入・上ノ山を併せて諏訪ノ 

 入とした区域。 

 

  丸山東南山麓の緩い傾斜地にある耕地。 

 

  承応年間石原氏が諏訪ノ入南側の山麓に氏寺
ショウコクサン

松石山 安養院 

 
シ゛ョウセ゛ンジ

常泉寺 を建立した参道区域。山側・
ニ タ ヤ マ

仁田山川沿いの道の間 

 に参道を作ったのが中道といわれた。 

 

  常泉寺の参道の東側の区域。 

 明治９年地租改正の時、中道を正しい中道東に替えた地名。 

 

  礫砂であるため、笊のように水が滲透する区域にある集落。 

 土を入れ替えなければ水田が出来ない区域。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  大はアフ（仰）ぐの語幹で崩壊地名。諏訪ノ入の後ろの山 

 腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地に、出来た集落。 

  

  山腹の崩壊で埋まって出来た久保。間々は崩壊地名。 

 

  山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）に削られて川になり曲がっ 

 ている崖。 

 

  山頂に天満宮が祀ってある尾根。 

 

  明治９年地租改正の時、間々久保・曲り間々・天神尾根を 

 併せて間々久保とした区域。 

 

  観音寺前身のお堂の付近にある集落。 

 

  
ト ン

頓はトビ（飛）の転で崩壊地名。 

 山腹の崩壊で広い傾斜地の出来ているくぼ。 

 

  くぼ口から南へ入る熊野社を祀ってある沢。 

 

  明治９年地租改正の時、頓ノ入・熊ノ沢を併せて頓ノ入と 

 した区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｲｯ ﾁｮｳ ﾀﾞ 

 一 丁 田 

 ﾐﾔ ｶﾞｲ ﾄ 

 宮 谷 戸 

 

 ｳｴﾉ ｸ ﾎﾞ 

 上ノ久保 

 

 

 

 

ﾊﾗ 

原 

 

 ｳｼｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 牛ヶ久保 

 

 

 ｱﾗ   ｲ 

 新   井 

 ﾑｷﾞｮｳｺｳｼﾞ 

 麦生小路 

 

 

 

 ｻｸﾗ   ﾄｳｹﾞ 

 桜   峠 

 

 ｲｼ 

 石 ザ ク 

 

 ｼﾞｬ   ｱﾅ 

 蛇   穴 

 

 

 ﾅｶ ｵ  ﾈ 

 中 尾 根 

 

 一 丁 田 

 

 

 

 

 

 

 

 宮 谷 戸 

 

 

原 

 

 

 牛ヶ久保 

 

 

 

 新   井 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地名のつく頃、一丁程の水田のあった区域。 

 

  
アカキ゛

赤城神社を祀ってある付近にある集落。 

 神社は明治４０年１２月２１日
シラタキ

白滝神社に合祀した。 

 

  宮谷戸の上で間々久保側の山腹の久保。 

 廃寺
キ゛ョクソ゛ウ

玉蔵 院・村の火葬場があった。 

 

  明治９年地租改正の時、宮谷戸・上ノ久保を併せて宮谷戸 

 とした区域。 

 

  原はハラ（開）の替字で開墾地。 

 山腹の崩壊で出来た傾斜地を開墾した区域。 

 

  牛は縁（フチ）の転。 

 山腹の崩壊で出来た傾斜の緩いくぼが金屑川の縁まで続いてい

るのでついた地名。 

 

  地名のついた頃は付近で新しく出来た集落。 

 

  麦はムキ（剥）の換字で崩壊地名。生は…の所の地名用語。 

 小路はコウジ（越路）の替字で峠道。 

 土砂崩れの起こる山腹の下を、桜峠へ行く峠道の通っている 

 付近。 

 

  桜はサ（狭）クラ（鞍）の替字で鞍部。 

 狭い鞍部（尾根のくぼんでいる所）を小平村谷田へ通ずる峠 

 道が通っている付近。 

  琴平山の西側赤柴山脈の岩石まじりの山腹が、度々土砂崩 

 れを起こす付近。地元ではザレ山(土砂崩れを度々おこす山)と

いう。ザクは崩壊地名。 

  蛇の付く地名は大蛇が山腹から、はい出る時に大崩壊を起 

 こすという伝承からついた。大蛇が山腹に大崩壊を起こしたと

いう伝承のある付近。 

 

  麦生小路と岩ノ下の尾根の間にある尾根。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｲﾜ ﾉ  ｼﾀ 

 岩 ノ 下 

 ﾀｹ ﾉ  ｼﾀ 

 竹 ノ 下 

 ﾏﾂ   ﾃﾞ 

 松   出 

 

 ﾖｼ ﾉ  ｲﾘ 

 吉 ノ 入 

 

 ﾐﾅﾐ ｶﾞ  ﾏﾀ 

 南 ヶ 又 

 

 

 ﾖｺ   ﾐﾁ 

 横   道 

 ｻﾗ ｸ  ﾎﾞ 

 皿 久 保 

 ｽﾃ ﾊﾞ  ｻﾞﾜ 

 捨 場 沢 

 

 ﾔﾏ ｸ  ﾎﾞ 

 山 久 保 

 

 ﾊﾁ ﾏﾝ ﾀﾞｲﾗ 

 八 幡 平 

 ﾏ  ﾏ  ﾈ 

 間 々 根 

 ｻｶﾞ 

 下   り 

 

 ｸ ﾈﾝｶﾞｲﾄ 

 九年谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 麦生小路 

 

 

 横   道 

 

 

 

 

 皿 久 保 

 

 山 久 保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 八 幡 平 

 

 

  昔、石灰岩を採掘した岩山の下の付近。 

 

  中尾根の前へ突出している尾根の北側崖下の付近。 

 

  
マ ツ リダ

祭田の転で琴平山付近にある琴平社のお祭りの費用に当て 

 る為、氏子が交替で耕す水田のある付近。 

 

  葦は悪しに通ずるので吉の字を用いた。 

 西側最初の葦の生えている湿地の沢。 

 

  西側二つ目の奥が二又に別れている南へ入っているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、麦生小路・桜峠・石ザク・蛇穴・ 

 中尾根・岩ノ下・竹ノ下・南ヶ又・松出・吉ノ入を併せて麦 

 生小路とした区域。 

  

  横は東西。横山の山麓に沿って東西に通っている道の付近。  

  

  皿の形をした緩い傾斜の久保。 

 

  皿久保の奥から右へはいる死馬を捨てる沢。 

 

  明治９年地租改正の時、皿久保・捨場沢を併せて皿久保とした区域。 

 

  山は寺（
ル リ コ ウ シ ゛

瑠璃光寺）。雷電山の南腹に瑠璃光寺のあるくぼ。

今寺はないが地蔵堂がある。管理は観音寺がしている。 

 

  八幡宮を祀ってある傾斜地。 

 

  山久保の崖下の傾斜地。 

 

  八幡平の崖下で山田川(明治９年迄は仁田山川)迄続いている

傾斜地。 

 

  
カナクス゛

金屑沢川が曲流している左岸にある集落。  

 九年はくねりの転。 

 

  明治９年地租改正の時、八幡平・間々根・下リ・九年谷戸 

 を併せて八幡平とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾐ    ﾔﾏ 

 深   山 

ﾑｶｲ 

向 

 

 

  

 

 

 ｼﾀ ﾋ  ﾅﾀ 

 下 日 向 

 

 ｳｴ ﾋ  ﾅﾀ 

 上 日 向 

 ﾓﾘ   ﾜｷ 

 森   脇 

 

 

 

ﾔﾂ 

谷 

 ｻｶｲ   ｶﾞﾐ 

 境   上 

 

 

 ｼﾂ ｼﾝ ｼﾞ 

 室 新 寺 

 

 

 

 ﾊﾅ   ｶﾞﾗ 

 花   柄 

 ｼﾓ ｶﾞ  ﾗ 

 下 河 原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 深   山 

  

 下 日 向 

 

 

 

 

 

 

 上 日 向 

 

 

谷 

 

 

 

 

 

 

 

 境   上 

 

 

 

 

 

 

 

 花   柄 

 

  北を向いて日の当たらない急傾斜の山腹。 

 

  深山の下、山田川左岸の小平地。 

 下日向の山田川（明治初年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）対岸にあり、下日向地

区の分家が川向こうに出たので向と称した。 

 今は山田川を北に移したので下日向と地続きになった。 

 

  明治９年地租改正の時、深山・向を併せて深山とした区域。 

 

  日向の旧道を境に
ウ エ

上・
シ タ

下にわけた下の区域。旧道下の日当た

りの良い区域。日向の旧道を境に上・下に分けた上の区域 

 

  旧道上の日当たりの良い区域。 

 

  森は八幡宮の森。八幡宮の北隣りの区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上日向・森脇を併せて上日向とし 

 た区域。 

 

  雷電山（谷山）東腹にあるくぼ。 

 

  上は神の替字。境は村境の意。 

 下・中仁田山村境にサエ（塞）の神を祀り、他村より邪霊・ 

 悪病の侵入を防いだ区域。 

 

  どこにあったか、どうよむかも不明の寺。 

 

  明治９年地租改正の時、境上・室新寺を併せて境上とした 

 区域。 

 

  花は鼻の替字。ガラはガレの転。花柄山の略。 

 尾根の先端が崩壊して岩石がごろごろしている区域。 

  花柄山の崖下の河原。今は山田川（明治 9年迄仁田山川）の 

 流路が左に変わったので右岸に少し残っている。 

 

  明治９年地租改正の時、花柄・下河原を併せて花柄とした区域。 
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 中 仁 田 山 村（ナカニタヤマムラ） 

（川内町５丁目第２町会） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年（１６６８）の水帳の
アザ

字による） 

 ﾑﾛ ﾝ  ﾃ 

 室 ノ 手 

 ﾑｶｲ   ﾀﾞ 

 向   田 

 ｹﾞﾝ ｺｳ ｱﾝ 

 玄 光 庵 

 

 

 

 ｺｼ   ﾏｷ 

 腰   巻 

 

 

 ｶｼﾜ    ｸﾞﾗ 

 柏   倉 

 

 ｻｶ ﾉ  ｼﾀ 

 坂 ノ 下 

 ｱｲ ﾉ  ﾀ 

 間 ノ 田 

 

 

 ﾆｼ ﾉ  ｲﾘ 

 西 ノ 入 

 ﾊﾞﾝ   ﾊﾞ 

 番   場 

ｼｭｸ 

宿 

 ｵｵ   ｼﾓ 

 大   下 

 

 

 

 

 

 室 ノ 手 

 

 

 

 

 

 

 向   田 

 

 腰   巻 

 

 

 

 柏   倉 

 

 

 坂 ノ 下 

 

 ｵｵ ﾐﾁ ﾋｶﾞｼ 

 大 道 東 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵｵ ﾐﾁ ﾆｼ 

 大 道 西 

 

  手は絶（タエ）の転で崩壊地名。まわりを囲まれている形を

した山腹のくぼの崩壊で傾斜地となり耕地にしている所 

  坂ノ下の山田川（明治 9 年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）対岸にある水田。 

 名久木村川向より名久木川の水を取水して開田した区域。 

 

  向田の後の玄光庵のあるくぼ。 

 玄光庵は衆妙山玄光寺と言い、天保時代に焼け再建出来なか 

 った。廃寺になってから玄光庵と言われた。 

 

  明治９年地租改正の時、向田・玄光庵を併せて向田とした区域。 

 

  もとは名久木川が、数１０㍍上（戦後河川改修で現在地 

 に変えた）で山田川（明治 9 年迄仁田山川）へ合流していた 

 ので山田川と名久木川とで尾根の先端を巻いた形（腰巻形） 

 を形成していたのでついた地名。 

 

  宮城村の柏倉神社を鎮守として勧請してついた地名。 

 神社は明治４０年１２月２１日白滝神社へ合祀。   

 現在は宝徳寺境内に遷座してある。 

  名久木道が下り坂になっている
シタ

下山田川迄の傾斜地。 

 

  山田川が流路を変えたので旧川床を水田にした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上・中・下仁田山村・名久木村が 

 合併し、上仁田山村に相ノ田があるので間ノ田を仁田山道の 

 東側と言う意の大道東に換えた区域。 

 

  雷電山(谷山)の山腹へ西へ向かって入っているくぼ。 

 

  西ノ入の入口南側の急傾斜の山腹。 

 

  打出（中世の砦地名）の隣りに出来た集落につける地名。 

 

  オクマンシタ（御熊下）の略。 

 中仁田山村境の山麓に熊野社が祀ってある村境の平地。 

 

  明治９年地租改正の時、西ノ入・番場・宿・大下を併せて 

 大道西（仁田山道の西側）とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｳﾁ   ﾃﾞ 

 打   出 

 

 

 

 

 ｸ  ﾎﾞ  ﾀ 

 久 保 田 

 ﾅｼﾉ ｷ ｲﾘ 

 梨ノ木入 

 ｲﾁ ﾉ  ｻﾜ 

 一 ノ 沢 

 

 

 

 ｳﾒﾉ ｷ ｸ ﾎﾞ 

 梅ノ木久保 

 

 ｷﾀ ﾉ  ｲﾘ 

 北 ノ 入 

 ﾐﾔ   ﾊﾗ 

 宮   原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ   ﾐﾁ 

 中   通 

 

 

 久 保 田 

 

 

 

 

 

 一 ノ 沢 

 

 

 梅ノ木久保 

 

 

 北 ノ 入 

 

 

 

 ﾐﾔ ﾉ  ﾊﾗ 

 宮 ノ 原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本城のまわりに築いたデジロ（出城）を言う中世の砦地名。 

 砦のあった区域。 

 

  宝徳寺の参道付近。参道付近に集落が出来るとつく地名。 

 明治９年地租改正の時、打出を中道に換えた区域。 

 

  宮ノ沢川の右岸が低地になっている付近。 

 

  梨はナラ（平）しの略で緩い傾斜地。緩い傾斜のくぼ。 

 

  宮ノ沢に入って左側で最初の沢。 

 

  明治９年地租改正の時、梨ノ木・一ノ沢を併せて一ノ沢と 

 した区域。 

 

  梅は埋の替字。木は場所。 

 山腹の土砂崩れで埋まって出来た傾斜地をいう。 

 

  宮ノ沢の奥から北に入っているくぼ。 

 

  原は開の替字で開墾地。宮は宮ノ沢の略。  

 宮ノ沢の入口北側の山腹にある開墾地。 

 

  明治９年地租改正の時、宮原を宮ノ原に換えた区域。 
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上 仁 田 山 村（カミニタヤマムラ） 

（川内町５丁目第３町会） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年（１６６８）の水帳の
アザ

字による） 

 ｱﾗ   ｲ 

 新   井 

 ｻﾜ   ｲﾘ 

 沢   入 

 

 ｺﾞ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 五 反 田 

     ｷﾀ 

 ゆ の 北 

 

 ﾊﾞ ｾ ｶﾞ ｲ ﾄ 

 馬瀬ヶ谷戸 

 

 

 ｱｲ ﾉ  ﾀ 

 相 ノ 田 

 

 

    

   ｶｲ ﾄ 

 ゴ 貝 戸 

 

 ｻﾝ ﾎﾟｳ ｷﾞ 

 三 本 木 

    ﾊﾀ 

 オフキ畑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新   井 

 

 

 

 

 五 反 田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 馬瀬ヶ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄﾁ ｸ  ﾎﾞ 

 栃 久 保 

 

 

 

  地名のついた時は付近で新しく出来た集落。 

 水のない所なので隣の沢入の沢水を利用している。 

 

  傾斜が緩やかで焼畑のあるくぼ。住居址あり。 

 ソウリと言い焼畑用語。本来の読みの意味が不明となりサワ 

 イリと言うようになった。 

  明治９年地租改正の時、新井・沢入を併せて新井とした区域。 

 地名のついた頃は、五反程の水田のあった区域。 

 

  ゆは山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）から相ノ田で取水して 

 いる用水。相ノ田用水の北側の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、五反田・ゆの北を併せて五反田とした区域。 

 

  馬瀬は間狭の替字。谷戸は集落地名。二つの尾根に挟まれた

狭いくぼに出来た集落。谷戸は谷口をいう地名であったが、地

形上人が住み良い所なので、最初に集落が出来た為集落名に変

化した。後世は更に拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸

が本字。ガヤトがガイトに変化した。(馬瀬)間狭は狭間の反対

語。 

  山田川（明治 9年迄仁田山川）の流路が変わったので、旧 

 川床を水田にした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、馬瀬ヶ谷戸・相ノ田を併せて馬瀬 

 ヶ谷戸とした区域。 

 

  ゴはウシロ（後）で仁田山城の麓屋敷の後（北隣り）に出来た集落。 

 貝戸は谷戸の替字で集落地名。近くに小ケ谷戸があるので字 

 を替えた。 

 

  三本木山の略。山頂が三つの方向に分かれている山。 

 

  オフキはアフ（仰）ぎの転で崩壊地名。 

 畑は端の替字で付近。石尊山の山腹が崩壊している区域。 

 

  栃はトジ（閉）の転。入口が狭くなっていて入口からは見え

ない位置にある大きいくぼ。明治９年地租改正の時、ご貝戸・

三本木・おふき畑を併せて栃久保とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾆ  ﾀﾝ ﾀﾞ 

 弐 反 田 

 

 ﾐｮｳｼﾞﾝ  ﾏｴ 

 明 神 前 

 

 

 ｺ ｶﾞ ｲ ﾄ 

 小ヶ谷戸 

 

 ｼﾞｬ   ｱﾅ 

 蛇   穴 

 

 

 

 

 ﾎﾞｳｶﾞ ｲ ﾄ 

 坊ヶ谷戸 

 

 ﾐﾔ   ﾏｴ 

 宮   前 

     ﾊﾞ 

 む し 場 

 

 

 

 

 ｺ  ﾏ  ﾐ 

 小 満 見 

 

 

 

 かのくぼ 

 

ﾊﾗ 

原 

 

 

 

 

 

 

 弐 反 田 

 

 

 

  

 

 

 

 

 小ヶ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾎﾞｳｶﾞ ｲ ﾄ 

 棒ヶ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地名の付く頃は二反程の水田しかなかった区域。 

 後世、用水ができ、水田がふえている。 

 

  鎮守
アカキ゛

赤城神社の前の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、弐反田・明神前を併せて弐反田と 

 した区域。 

 

  小は子の替字。付近の親集落から分家した人々が作った子集

落。親集落は不明。 

 

  蛇が付く地名は大きな崩壊を起こした山腹。 

 小ヶ谷戸のうしろの大きな崩壊を起こした山腹。 

 蛇穴の崩壊で小ヶ谷戸の傾斜地が出来た。 

 

  明治９年地租改正の時、小ヶ谷戸・蛇穴を併せて小ヶ谷戸 

 とした区域。 

 

 
コリンサンチョウトクシ゛

古林山長徳寺の付近。谷戸は集落地名。坊は寺院をいう。 

 長徳寺の付近に出来た集落。長徳寺は赤城神社の
カ ミ

上隣りにあ 

 った。 

 

  鎮守赤城神社のある区域。 

 

  むしはムシ（毟）るの語幹で崩壊。 

 現在は誤伝して橋場という。 

 駒見沢よりの山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、坊ヶ谷戸・宮前・むし場を併せて 

 坊を棒に換えただけの棒ヶ谷戸とした区域。 

 

  小はコウ（高）の略。 

 マミはママ（間々）と同じで崩壊。小満見山の略。 

 山の上部が土砂崩れしている山。 

 

  かのは焼畑地名。焼畑のある山腹のくぼ。 

 山ノ神向の
ウ エ

上のくぼ。 

 

  原はハラ（開）の換字で開墾地。 

 山田川（明治 9 年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）沿い迄続いている傾斜地を開墾

した区域。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾔﾏ ﾉ  ｶﾐ 

 山 ノ 神 

 ﾔﾏﾉ ｶﾐﾑｶｲ 

 山ノ神向 

 ﾀｶ   ﾊﾀ 

 高   畑 

 ｼﾝ   ﾊﾞﾔｼ 

 新   林 

 

 

 

     ﾔﾏ 

 な し 山 

    

 

 

 

 ﾄﾞｳ   ﾊﾞ 

 堂   場 

 ﾊｼ   ﾂﾞﾒ 

 橋   詰 

    ﾑｶｲ 

 かむし向 

 

 ｳﾏ 

 馬さくり 

 

 

 ｱｶ   ﾂﾁ 

 赤   地 

 

 

 ｼﾓ   ｸ ﾎﾞ 

 下くるみ久保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｺﾏ   ﾐ 

 駒   見 

 

 

 

 ｶﾏｽ ｶﾞｲﾄ 

 釜須ケ谷戸 

 

 

 堂   場 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀｷ ﾉ  ｲﾘ 

 滝 ノ 入 

 

 

 赤   地 

 

 

 

 

 

 

  駒見川の左岸に山ノ神を祀ってある付近。 

 

  山ノ神の川向から入っている駒見川右岸で最初のくぼ。  

 

  駒見山七合目付近にある焼畑。 

 

  山ノ神の北側山腹を焼いて植林した付近。 

 

  明治９年地租改正の時、小満見・かのくぼ・原・山ノ神・ 

 山ノ神向・高畑・新林を併せて駒見とした区域。 

 

  なしはナシ（擦）るの語幹で崩壊。 

 山腹の崩壊している山。 

 

  釜はカム（傾）くの転で急傾斜。ス（須）はス（州）の替 

 字で場所。急傾斜している山腹の下にある集落。 

 明治９年地租改正の時、なし山を釜須ケ谷戸にした区域。 

 

  阿弥陀堂のある区域。現在は堂のあったことすら知られて 

 いない。堂は阿弥陀堂の略。 

  

  山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）右岸が崖で行き止まりにな 

 っている区域。橋は端の換字。 

 

  
カ ム シ

鴨押の山田川（明治 9年迄仁田山川）を挟んで向き合う位 

 置にある山腹のくぼ。  

 

  馬を運搬用に使うため山道がひづめに削られて溝のように 

 なっている区域。 

 

  滝のある所から入っているくぼ。昔は集落があった。 

 明治９年地租改正の時、橋詰・かむし向・馬さくりを併せて 

 滝ノ入とした区域。 

 

  アカ（散）つの替字で崩壊。赤地山の略。  

 山腹が土砂崩れしている山。その結果傾斜地が出来、集落も 

 出来るようになった。 

 

  
カ ミ

上にくるみ久保がある為に
シ モ

下をつけた。 

 入口から曲がっていて外から見えない、まわりを囲まれた形を

している山腹のくぼ。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｶｷﾉ ｷ ｲﾘ 

 柿ノ木入 

 ﾌｷ   ｱｹﾞ 

 吹   上 

 

 

 

    ｸ ﾎﾞ 

 うつら久保 

 

 ｳﾒｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 梅ヶ久保 

 

 ｵｵ   ﾑｶｲ 

 大ならぎ向 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾋﾗ ｸ  ﾎﾞ 

 平 久 保 

   ｲｼﾂﾞｸﾘ 

 から石作 

 

 

 

 

 ｺﾏ   ｶﾞﾀ 

 駒   方 

 

 

 

 

 

 

 吹   上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾐ  ﾂ  ﾌﾞﾁ 

 三 ツ 淵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平 久 保 

 

 

 

 

  柿はカケ（欠）の転で崩壊。 

 南側の斜面が土砂崩れで急傾斜しているくぼ。 

 

  風が東側（山田川左岸、明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）の山腹に当 

 たり返し風が吹上げる区域。 

 

  明治９年地租改正の時、下くるみ久保・柿ノ木入・吹上を 

 併せて吹上とした区域。 

 

  うつらはウツロの転で細長い入口が狭く囲まれている形の 

 山腹のくぼ。２６９９～２７２６番地。  

 

  平久保入口にあり、うつら久保に含まれているくぼ。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地のあるくぼ。 

 梅は埋の替字。 

 

  大奈良木の集落の対岸（山田川右岸、明治 9年迄仁田山川） 

 の山腹。２６９９～２７１２番地。 

 

  山田川（明治 9年迄仁田山川）が三つ続いて淵を作ってい 

 る区域。 

 淵には弁天宮・鷲の宮が祀ってある。三つの淵とも現在は埋 

 まってない。 

 明治９年地租改正の時、うつら久保・梅ヶ久保・大ならぎ向  

 を併せて三ツ淵とした区域。 

 

  緩い傾斜地のあるくぼ。その結果江戸期に４軒、今も３軒 

 の人家がある。 

 

  からはかれ(枯)の転で水の流れていないこと。 

 ツクリはサクが正しい読みで畑のさくを切る意から浅いくぼ。 

 岩石で埋まっていて普段水の流れていない浅いくぼ。 

 渋柿のような鉱泉が湧出し、昔は湯小屋があった。 

 

  明治９年地租改正の時、平久保・から石作を併せて平久保 

 とした区域。 

 

  馬頭観音を祀ってある山頂に大岩のいくつもある駒方山区

域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｼﾀ   ｲﾜ 

 下   岩 

 ﾔﾏ ﾉ  ｶﾐ 

 山 ノ 神 

 

 

 

 ｺ 

 小くなぎ 

 

 ｻﾙ   ｲﾜ 

 猿   岩 

 ﾋﾛ   ﾄﾞ 

 広   土 

 

 ﾎｿ ｸ  ﾎﾞ 

 細 久 保 

 ｿﾘ ﾃ  ｻﾞﾜ 

 反 手 沢 

 

 ｼﾛﾀｹ 

 白竹くぼ 

 ｵｷﾞﾉ ｸ ﾎﾞ 

 荻ノ久保 

 

 ｼﾛ ﾜﾗﾋﾞ ｻﾞﾜ 

 白 蕨 沢 

 

 ﾕ  ｺﾞ  ﾔ 

 湯 小 屋 

 ﾀﾙ ｶﾞ  ｻﾜ 

 樽 ヶ 沢 

 

 

 

 

 

 ｺﾏ   ｶﾞﾀ 

 駒   形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  奥宮の大岩のある駒方山の山麓にある集落。 

 

  平久保の入口に十二山ノ神の里宮を祀ってある付近。 

 

  明治９年地租改正の時、駒方・下岩・山ノ神を併せて駒形 

 とした区域。 

 

  山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）と広土川に挟まれた尾根の 

 東側の曲がっている山腹。 

 くなはくねるの転で曲がる意。ぎは場所を示す接尾語。 

 

  小くなぎの対岸、広土川左岸の猿でも登れないと言われる 

 垂直の岩壁。 

 

  広土川左岸の赤柴で一番広い（３０町歩程）傾斜地で耕地 

 になっている区域。 

 

  山田川（明治 9年迄仁田山川）右岸から入って直角に右へ 

 曲がっている細長いくぼ。 

 

  反は曲がる意。手は場所。 

 細久保の
カ ミ

上隣り、入ってすぐ左へ曲がっている沢。 

 

  反手沢の
カ ミ

上隣り。白はシロムの語幹で狭い意。  

 竹は崖の意。入口から狭く崖のある急傾斜しているくぼ。 

 

  白竹くぼの
カ ミ

上隣り。ハギ（萩）の替字でハグ（剥）の転で 

 崩壊。山腹の崩壊により急傾斜しているくぼ。 

 奥は広くなり、白竹くぼへ行く七曲リの峠道がある。 

 

  荻ノ久保の
カ ミ

上隣り。白はシオの転でしぼむ意。  

 蕨はワレ（割）の転で崩壊。ビは所を示す語。 

 狭くて小さい土砂崩れして傾斜地の出来ている沢。 

 

  白蕨沢の対岸の沢。  

 渋柿のような鉱泉が湧出し湯小屋（赤柴鉱泉宿）のあった沢。 

 

  白蕨沢の
カ ミ

上隣りで７町歩程の広さ。 

 樽はタル（垂）の替字で滝。沢奥の岩の上から滝が落ちている

急傾斜の沢。 

148



字  小   字 地 名 語 源 

 ｲ  ﾜ  ﾝ  ﾃﾞ 

 岩   出 

 

 ｸﾇｷﾞ   ｻﾜ 

 椚   沢 

 

   ｼﾞ 

 いも地かま 

 

    ｸ ﾎﾞ 

 くるみ久保 

 

 ﾎｿ   ｶﾞﾔ 

 細   萱 

 

 

    ﾊﾞ 

 あかし葉 

 

 

 

 せいだし 

 

 ﾔ  ｼｷ ﾑｶｲ 

 屋 敷 向 

 

 

 

 

 

 

 ｶｻ   ｻﾞﾜ 

 傘ノせと沢 

 

 ﾋ  ｸﾞﾗ ｻﾞﾜ 

 日 暗 沢 

 

 ﾕ    ﾌﾞﾈ 

 湯   船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱｶ   ｼﾊﾞ 

 赤   柴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  樽ヶ沢の
カ ミ

上隣り。小さいくぼ。 

 くぼの正面に山腹から突出している大岩のあるくぼ。 

 

  クヌはクネ（曲）の転。ギは場所。  

 岩出の
カ ミ

上隣り。曲がっている沢。 

 

  椚沢の
カ ミ

上隣りのくぼ。 

 鋳物師が竈を据えつけた仕事場のあるくぼ。 

 

  いも地かまの
カ ミ

上隣り。 

 入口が狭くて行き止まりの囲まれた形をした山腹のくぼ。 

 

  くるみ久保の
カ ミ

上隣り。赤柴で一番奥の久保。 

 地元では萱場と言い、集落の屋根の葺き換えに用いる萱をつ 

 くっている共有地。 

 

  あかしはアカ（散）つの転で崩壊。葉は場の替字。あかし葉

山の略。山腹が崩壊している山。標高 720㍍の山と山田郡誌が

書いているが特定できない。 

 

  
セ イ

背（後）出しで、名主の屋敷の後ろの山腹が崩壊して土砂 

 が押し出て傾斜地になった区域。 

 

  名主の屋敷（せいだし）の対岸長久保山の山麓、山田川 

 （明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）沿いの小平地。 

 

  明治９年地租改正の時、小くなぎ・猿岩・広土・細久保・ 

 反手沢・白竹くぼ・荻ノ久保・白蕨沢・湯小屋・樽ヶ沢・岩 

 出・椚沢・いも地かま・くるみ久保・細萱・あかし葉・せい 

 だし・屋敷向を併せて赤柴とした区域。 

 

  傘は
カ ミ

上の意。せとは瀬戸で狭い谷。 

 奥が狭くなっている沢。 

 

  山田川（明治 9年迄仁田山川）と広土川の合流口から東へ 

 はいり、北を向いている日のあたらない山腹。 

 

  駒形の集落前から入る山田川(明治 9年迄は仁田山川)左岸の

入口が狭く両側がせまって風呂の形をしている沢。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ｼﾓ ﾕ  ﾌﾞﾈ 

 下 湯 船 

 

 

 

 ｵｵﾅ ﾗ ｷﾞ 

 大奈良木 

 

 ﾀｷ ﾉ  ｻﾜ 

 瀧 ノ 沢 

 ﾀﾞ ｲ ﾁ ﾉ ｸ ﾎﾞ 

 たひちノ久保 

 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 

 川   端 

 

 

 ｶﾑ   ｼ 

 鴨   押 

 

    ﾏｴ 

 あみだ前 

 ﾔﾏ   ﾈ 

 山   根 

 

 ﾀ    ﾊﾞﾀ 

 田   端 

 

 ｷﾀﾉ ｸ ﾎﾞ 

 北ノ久保 

 ｷﾀ ﾉ  ﾏｴ 

 北 ノ 前 

 

 

    ﾊﾀ 

 かむし畑 

 

 

 

 

 湯   船 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 瀧 ノ 沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鴨   押 

 

 

 

 

  湯船沢の入口、山田川（明治 9年迄
ニ タ ヤ マ

仁田山川）左岸の小傾 

 斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、傘ノせと沢・日暗沢・湯船・下湯 

 船を併せて湯船とした区域。 

 

  大はアフ（仰）ぐの転で崩壊。奈良はナラ（平）すの語幹 

 で埋まって出来た傾斜地。山田川（明治 9 年迄仁田山川）左 

 岸沿いにある山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地。 

 

  沢水が三ツ淵の上の岩壁から滝になって落ちている沢。  

 

  たひちは台地のかな書きで傾斜地。 

 山腹の崩壊で久保口に傾斜地の出来たくぼ。 

 

  山田川（明治初年迄仁田山川）左岸に集落の水場がある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、滝ノ沢・たひちノ久保・川端を併 

 せて滝ノ沢とした区域。 

 

  鴨はカム（傾）くの語幹。シは
シ タ

下の下略。 

 急傾斜している山腹の下の区域。 

 

  阿弥陀堂（堂場）の山田川（明治 9年迄仁田山川）対岸 

 （左岸）区域。 

 

  鴨押の山麓に神社が祀ってある区域。現在神社があったこ 

 とすら不明である。 

 

  田はタナ（棚）の略で山田川（明治 9年迄仁田山川）左岸 

 沿いの台地。 

 

  滝ノ沢境の北を向いている山腹のくぼ。 

 

  北ノ久保前の山田川（明治 9年迄仁田山川）左岸沿いの傾 

 斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、鴨押・あみだ前・山根・田端・北 

 ノ久保・北ノ前を併せて、鴨押とした区域。 

  かむしと田中に挟まれている山田川（明治 9年迄仁田山川）

左岸の小平地。畑は端の替字。 
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字  小   字 地 名 語 源  

 ﾐﾈ   ｲﾜ 

 峰   岩 

 ﾅｶﾞ   ﾐﾈ 
 長   峰 

 ｸﾛ ﾝ  ﾀ 
 黒 新 田 

 

 

 

 

 ｶﾐ ﾉ  ﾔﾏ 
 上 ノ 山 

 

 あさかの 

 

 

ｷ ｸ ﾎﾞ 
 なしノ木久保 

 

    ｻﾜ 
 よしノ沢 

 

  
    ｱﾅ 
 もりノ穴 

 
 ｸﾏﾉ ｸ ﾎﾞ 
 熊ノ久保 

 

 しりなし 

 

 ｲｼｱﾅﾉ ｸ ﾎﾞ 
 石穴ノ久保 

 

 さらくぼ 

    ｻﾞﾜ 
 くるみ沢 

 ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝﾑｶｲ 
 道六神向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾋﾗ   ｲｼ 
 平   石 

 

 

 

 

  山頂に大岩のある尾根。 

 

  尾根が長い山。 

 

  黒はクロ（畔）の替字で田と田の境に土を盛り上げた所か 

 ら尾根の意。ニタ（新田）はヌタ（沼処）の転で清水の湧い 

 ている湿地で猪・鹿などが体に泥を塗るために利用している 

仁田場の意。 

 山腹に猪・鹿などが虫よけに体に泥を塗るために利用してい 

る仁田場のある区域。 

  上は神の替字で、神社を祀ってある山。 

 

  あさは浅で緩い傾斜地。かのは刈野で焼畑。 

 山腹の緩い傾斜地にある焼畑。 

 あさかのは各地にある代表的焼畑地名である。 

 

  なしはナラ（平）しの転で緩い傾斜地。 

 緩い傾斜地のある山腹のくぼ。 

 

  葦は悪しに通ずるのでよしの字を用いた。 

 あしの生えている湿地の沢で、自然のわさびも生えており、 

 わさび田を作ったこともあった。 

 

  入口に山神社を祀ってある行き止まりの小さいくぼ。 

 森は神社。 

 

  熊野神社を祀ってあるくぼ。 

 

  入口の狭い行き止まりの山腹のくぼ。 

 捨場とも言い死馬の捨場のあったくぼ。 

 

  岩壁で入口の狭くなったまわりを囲まれている小さい山腹 

 のくぼ。 

 

  皿の形をした浅いくぼ。 

 

  入口が狭くまわりを囲まれた行き止まりの沢。 

 

  道陸神（道祖神）を祀ってある道六神坂から対岸へ入って 

 いるくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、かむし畑・峰岩・長峰・黒新田・ 

 上ノ山・あさかの・なしノ木久保・よしノ沢・もりノ穴・熊 

 ノ久保・しりなし・石穴ノ久保・さらくぼ・くるみ沢・道六 

 神向を併せて平石とした区域。平石は峰岩のこと。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｺｼ 

 越 ま き 

 

 ｵ    ﾀﾞｲﾗ 

 大   平 

 

 ｵ  ﾀﾞｲﾗ ﾏｴ 

 大 平 前 

 

 こ い じ 

 

 ﾓﾘ 

 森 わ き 

 

 ﾐﾁ   ｼﾀ 

 道   下 

    ｳｴ 

 せきノ上 

    ｼﾀ 

 せきノ下 

 ﾋ  ﾛ  ﾄﾞ 
 ひ ろ と 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 

 

 

 

 

 ｵﾁ   ｵﾁ 

 落   内 

 

 ﾂﾉ   ﾊﾀ 

 角   畑 

 

 ｻﾜ ﾉ  ｲﾘ 

 沢 ノ 入 

 ﾐﾁ 

 道 ば た 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀ    ﾅｶ 

 田   中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  こいじ（越路）の西側の山麓を沢水が半円状に流れている 

 付近。 

 

  
オ ー ビラ

扇平の替字で山腹が扇を広げた形で緩い傾斜をしている区 

 域。普通はオーヒラと読む地名用語。 

 

  大平神社のある区域。 

 

  こいじは越路と書き峠道。 

 名久木村大崩へ通ずる峠道の区域。 

 

  大平神社を祀ってある平石よりの区域。森は神社の森。 

 せきは田中へ引く用水の取水堰。 

 

  仁田山道の西側山田川迄の区域。 

 

  平石沢川のせき上の区域。せきは田中へ引く用水の取水堰。 

  

  平石沢川のせき下の区域。 

 

  現行田中の平地の広い区域。 

 

  大平の南側を東へ入っている大きいくぼ。 

 

  水田の中に家のある区域。家は桑原家。 

 明治９年地租改正の時、越まき・大平・大平前・こいじ・森 

 わき・道下・せきノ上・せきノ下・ひろと・大久保を併せて 

 田中とした区域。 

 

  仁田山道下の山田川左岸が崩壊している僅かな区域。 

 落々・落打とも書き崩壊地名。 

 

  角は直角の意。畑は端の替字。 

 急傾斜の山腹のふもとの区域。 

 

  入は奥の意。曲がっていて奥の見えない沢。 

 

  仁田山道の東側が同じ高さの区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾐﾁ   ｳｴ 

 道   上 

 

 

 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 ｾｷ   ﾈ 

 関   根 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 

 中   島 

 ｲﾜ   ﾓﾄ 

 岩   本 

 ｵﾘ   ﾓﾄ 

 折   本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｵﾁ   ｵﾁ 

 落   打 

 

 

 清   水 

 

 関   根 

  

 

 

 

 

 

 

 

 中   島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  仁田山道の東側が台地になっている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、落内・角畑・沢ノ入・道ばた・道 

 上を併せて落打とした区域。 

 

  かれたことのないと言う湧水のある山麓区域。 

 

  中島の水田へ水を引くために山田川に堰を作った区域。 

 

  山田川ともと山田川の川床との間の区域。 

 

  白滝神社境内に大岩のある付近。 

 

  降本の替字。名久木村中谷戸からくる、中山峠道の降り口 

 の付近。 

 

  明治９年地租改正の時、中島・岩本・折本を併せて中島と 

 した区域。 
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 名  久  木  村      （ナグキムラ） 

（川内町５丁目第４町会） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文８年の水帳の
アザ

字による） 
 ﾔﾏ   ｻﾞｷ 

 山   崎 

 ｼﾓ   ﾃﾞｴﾗ 

 下   平 

 ﾐﾔ   ﾊﾞﾗ 

 宮   原 

 ｹﾝ ｿ  ﾁ 

 嶮 岨 地 

 ﾔ  ｼｷ ｳｴ 
 屋 敷 上 
 ｶﾜ ｸ  ﾎﾞ 

 川 久 保 

 ｶﾜ   ﾑｶｲ 
 川   向 

 

    ﾃ 

 もろの手 

  ソﾞ ウ  カ  ノ 

 ぞふかの 

 ｻｻ ｸ  ﾎﾞ 

 笹 久 保 

 
 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 
 川   端 

 ﾐﾁ   ｼﾀ 
 道   下 

 

 ﾅｶﾞ  ﾊﾞﾀｹ 
 長   畑 

 ﾔ  ｼｷ ｿﾞｲ 
 屋 敷 添 

 

 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 ｸ ﾎﾞ ｶﾞｲﾄ 

 久保ヶ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山   崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 笹 久 保 

 

 

  愛宕山の東へ延びている尾根の先端区域。 

 

  愛宕山南山腹下の傾斜地（耕地）。 

 

  愛宕山の西南麓に熊野神社を祀ってある区域。 

 

  愛宕山の南側の急傾斜している山腹。 

 

  愛宕山の山麓の集落地。 

 

  名久木川が流れを変えた為、旧川床が川なりにくぼんでい 

 る区域。現在は棚田になっている。 

  愛宕山の名久木川をはさんで対岸(左岸)にある山。 

  明治９年地租改正の時、山崎・下平・宮原・嶮岨地・屋敷上 

 川久保・川向を併せて山崎とした区域。 

  まわりを囲まれている山腹のくぼ。手は場所、もろはムロ 

 （室）の転。左のくぼ。  

  ぞふは沢の転で湿地、かのは刈野の略で焼畑。中のくぼ。湿

地のくぼにある焼畑。 

  笹は細の替字で土質の細かいくぼ。右のくぼ。 

 

  沢のはたに集落の水汲場のある付近。 

 

  旧道は途中で東へ曲がらずに真直に通っていた。 

 旧道から西側沢迄の区域。 

 

  旧道の東側道添いの畑。 

 

  集落のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、もろの手・ぞふかの・笹久保・川 

 端・道下・長畑・屋敷添を併せて笹久保とした区域。 

 

  柳原沢川左岸の岩の間から、清水が湧出している区域。 

 

  名久木川へ柳原沢川が合流する右岸付近の低地にある集落。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾐﾔ ﾉ  ﾏｴ 

 宮 ノ 前 

 ﾀﾞｲ ﾆﾁ ﾄﾞｳ 

 大 日 堂 

 ﾂｶ   ｺﾞｼ 

 塚   越 

 ﾂｶ ﾉ  ﾜｷ 

 塚 ノ 脇 

 ｹﾝ ｿ  ﾁ 

 嶮 岨 地 

 

 

 ｺ ｶﾞ ｲ ﾄ 

 小ヶ谷戸 

 

 

 

 

  ｺ ｶﾞ ｲ ﾄ ｸﾞﾁ 

 小ヶ谷戸口 

 ｷｮｳ   ﾂﾞｶ 

 経   塚 

 ﾏｴ ﾉ  ｲﾘ 

 前 ノ 入 

 ｲﾜ   ｼﾀ 

 岩   下 

 

 

 ｱｶ   ﾊｷﾞ 

 赤   萩 

 

 

 
 ﾐﾔ   ﾊﾞﾔｼ 
 宮   林 

 ﾐﾔ   ﾜｷ 
 宮   脇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 清   水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小ヶ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤   萩 

 

  
アカキ゛

赤城神社がもとあった付近。 

 

  大日堂のあった付近。 

 

  古墳のあった付近。 

 現在耕地になっている柳原沢川左岸。  

 

  塚越の隣りの耕地。 

 

  塚ノ脇の東側の山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、清水・久保谷戸・宮ノ前・大日堂 

 塚越・塚ノ脇・嶮岨地を併せて清水とした区域。 

 

  付近の親集落から分家した人々が作った子集落。 

 もとの集落は山際にあった。小は子の転。 

 谷戸は谷口をいう地名であったが、地形上人が住み良い所な 

 ので、最初に集落が出来た為集落名に変化した。後世は更に 

 拡大して平地の集落名にもなった。ケ谷戸が本字。ガヤトが 

 ガイトに変化した。 

 

  もとの集落へ行く道が柳原道から別れる区域。集落が出来 

 て小ヶ谷戸から独立した区域。 

 

  経塚八幡宮を祀ってある赤萩境の区域。 

 

  
ヤマノカミシャ

山神社の前から入っているくぼ。 

 

  前ノ入の
カ ミ

上隣りにある岩壁のあるくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、小ヶ谷戸・小ヶ谷戸口・経塚・前 

 ノ入・岩下を併せて小ヶ谷戸とした区域。 

 

  アカはアカ（散）つの語幹。  

 ハギはハリ（墾）の転で開墾地。 

 赤城神社から柳原沢川迄の区域。 

 山腹の崩壊で出来た傾斜地を開墾した区域。 

 

  
アカキ゛

赤城神社の森のある付近。 

 

  宮林から経塚の間の付近。 

 

  明治９年地租改正の時、赤萩・宮林・宮脇を併せて赤萩とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾑｷﾞ ｸ  ﾎﾞ 

 麦 久 保 

 

 ｵｵ ｲｼ ﾃﾞｴﾗ 

 大 石 平 

 ﾏｴ ﾉ  ｻﾜ 

 前 ノ 沢 

 

 ｾﾞﾝ ﾉ  ｸﾎﾞ 

 膳 ノ 窪 

 

 

 ｷﾘ ｶﾞ  ｸﾎﾞ 

 桐 ヶ 窪 

 

 ﾅｶ    ｸﾎﾞ 

 中 ノ 窪 

 

 

 

 むじなくぼ 

 

 

 ﾋﾞｮｳ ﾌﾞ ｲ ﾜ 

 屏 風 岩 

 ｼﾊﾞ ｯﾃ ｻﾞﾜ 

 柴 手 沢 

 

 

 ｼｮｳ ｼﾞ ｲﾜ 

 障 子 岩 

 

 ｸ ﾛ ﾝ ﾀ ｸ ﾎﾞ 

 黒仁田久保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  麦はムキ（剥）の替字で崩壊地名。柳原で最初のくぼ。  

 山腹の崩壊で傾斜地の出来たくぼ。 

 

  麦久保の前に山田郡一と言われる大石のある傾斜地。 

 

  熊野社の前から入っている大きい沢。 

 萱野峠へ行く峠道がある。 

 

  膳は食器をのせる台で小さい物のたとえ。 

 ぜんのような小さい（三反程）山腹のくぼ。 

 麦久保の
カ ミ

上隣り。仙ノ窪（狭いくぼの意）とも言う。 

 

  桐は切の替字で切替畑の略で焼畑。 

 膳ノ窪の
カ ミ

上隣り。焼畑のあるくぼ。 

 

  上・中・下と一族が分かれて住んでいる中間の位置に住ん 

 でいる家のあるくぼ。  

 その家をなかんちと呼んでいる。桐ヶ窪の
カ ミ

上のくぼ。 

 

  むじなはムシ（毟）るの転で崩壊で急傾斜。 

 柳原沢川源流点、中尾根から左へ入る中尾根の山腹が急傾斜 

 しているはたにあるくぼ。 

 

  むじなくぼの奥にある幅３０㍍、高さ３０㍍程の岩壁のある区域。 

 

  柴はシバ（うつ・なぐる）くの語幹で崩壊。 

 中尾根を右へ入り次の中尾根を左へ入る土砂崩れしている沢。  

 手は場所。 

 

  柴手沢の奥の幅５㍍、高さ５㍍程の岩壁が二つの障子を並 

 べたように立っている区域。 

 

  柳原沢川源流点、中尾根を右へは入る大きいくぼ。 

 清水が湧いていて猪・鹿などが虫よけに体に泥を塗る、仁田場

のあるくぼ。黒仁田山の山腹で山の東側の山腹に上久方村の小

字黒仁田がある。黒は畔（田と田の境に土を盛り上げた所から

尾根の意）の替字。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 

 ためがい 

 ﾔﾅｷﾞ   ﾜﾗ 

 柳   原 

 

  

 ﾐﾁ   ｳｴ 

 道   上 

 

 ﾐﾁ   ｼﾀ 

 道   下 

 

 

 

 

 

    ﾃﾞｴﾗ 

 ひのき平 

 

    ｸ ﾎﾞ 

 とよノ久保 

 ﾋｶﾞｼ   ﾔ 

 東   谷 

 

 

 

 ｼｮｳ   ﾌﾞ 

 菖   蒲 

 

 ｲﾘ   ｸﾞﾁ 

 入   口 

 

    ｻﾞﾜ 

 うしろ沢 

 

 ﾄﾁﾉ ｷ ｻﾞﾜ 

 栃ノ木沢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 柳   原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東   谷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  黒仁田山の八合目付近から右へ入る奥に湧水池のある沢。 

 

  柳は簗（魚をとる）木（場所）の替字。 

 原はハラ（開）の換字で開墾地。 

 むじなくぼの奥にある簗の形をした山腹を開墾した区域。 

 

  大石平から旧道は柳原沢川右岸の山よりを通っているので 

 北側の山腹。  

 

  大石平から旧道は柳原沢川右岸の山よりを通っているので 

 南側柳原沢川迄の柳原で唯一の平地を言う。 

 

  明治９年地租改正の時、麦久保・大石平・前ノ沢・膳ノ窪・桐ヶ窪・  

 中ノ窪・むじなくぼ・屏風岩・柴手沢・障子岩・黒仁田久保・ためが 

 い・柳原・道上・道下を併せて柳原とした区域。 

 

  ひは樋で用水。きは場所。 

 柳原沢川右岸から用水を引いて水田を耕している区域。 

 

  とよはトイ（樋）の音変化。といのように細い山腹のくぼ。 

 

  東の方向に入っている山腹のくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、ひのき平・とよノ久保・東谷を併 

 せて東谷とした区域。 

 

  ショウズ（清水）の転で清水の湧いている所にある集落を 

 言う。 

  

  菖蒲の入口の略で東西の尾根が迫って狭くなっている区域。 

 入口にも棚田がある。 

 

  庚申坂下の庚申堂の後ろから東へ入っている清水の湧いている沢。 

 東谷の集落は現在でもここから飲料水を引いている。 

 

  トチはトズ（閉）の転。木は場所。うしろ沢の
カ ミ

上隣り。入口

が狭くまわりを囲まれて行き止まりの沢。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾍﾞｯﾄｳｸ ﾎﾞ 

 別当久保 

 

 

 

 ﾀﾙｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 樽ヶ久保 

    ｼﾀ 

 どよノ下 

 

 ｶﾐ ﾉ  ｸﾎﾞ 

 上 ノ 窪 

 ｼﾓ ﾉ  ｸﾎﾞ 

 下 ノ 窪 

 ｻｶ ﾉ  ｼﾀ 

 坂 ノ 下 

 ｻｶ ﾉ  ｳｴ 

 坂 ノ 上 

 

 

 

 ﾐﾈﾉ ｸ ﾎﾞ 

 峯ノ久保 

     ﾔﾏ 

 ま る 山 

 

 

 

 

 ﾐﾔ ｶﾞｲﾄ 

 宮ケ谷戸 

 ｼﾞﾛｳｻﾞｴ ﾓﾝﾊﾞｼ 

 次郎左衛門橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 菖   蒲 

 

 

 

 

 

 

 

 ま る 山 

 

 

 

 

 

 

 宮ケ谷戸 

 

 

  別はヘツ（剥）の転で崩壊。  

 当はタフ（倒）すの語幹で傾斜地。  

 菖蒲から右へ入るくぼ。 

 山腹の崩壊で傾斜地の出来たくぼ。 

 

  菖蒲から左へ入る１０㍍程の滝が岩壁から落ちているくぼ。 

 

  どよは急流。樽ケ久保から流れてくる沢水が急流になってい

る付近。 

 

  滝から上へ入るくぼで、北樽（滝から北へ入るくぼ）とも言う。 

 

  滝から下へ入るくぼで、南樽（滝から南へ入るくぼ）とも言う。 

 

  庚申坂ノ下、道東の棚田区域。 

 

  庚申坂ノ上、道西の水田区域。 

 

  明治９年地租改正の時、菖蒲・入口・うしろ沢・栃ノ木沢・ 

 別当久保・樽ヶ久保・どよノ下・上ノ窪・下ノ窪・坂ノ下・ 

 坂ノ上を併せて菖蒲とした区域。 

 

  丸山の山頂から南へ山麓迄続いている急傾斜のくぼ。 

 

  出丸山の略で
ヒシャクヤマ

柄杓山城の出城、赤萩城があったと言われる山。 

 西南側一段低い尾根は山頂に琴平社を祀ってあるので琴平山と言う。 

 

  明治９年地租改正の時、峯ノ久保・まる山を併せて、まる 

 山とした区域。 

 

  もと
アカキ゛

赤城神社のあった当時付近にできた集落。 

 

  旧道の名久木川に架かっていた橋の付近。 

 現在の橋の川上にあった。私財で架けた人の名を付けた橋。 

 

  明治９年地租改正の時、宮ケ谷戸・次郎左衛門橋を併せて 

 宮谷戸とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾀｶ ｶﾞｲ ﾄ 

 高ケ谷戸 

 ﾛｸ ｼﾞ  ｿﾞｳ 

 六 地 蔵 

    ｲﾜ 

 うぼみ岩 

 ﾅｶ   ﾔﾏ 

 中   山 

 

 

 

 

 

 

  ﾅｶ  ｶﾞｲ  ﾄ 

 中ケ谷戸 

 ﾅｶ ﾉ  ｾｷ 
 中 ノ 関 

 ﾅｶ ｶﾞ  ﾜﾗ 
 中 川 原 

 ｼﾞ ｿﾞｳ ﾄﾞｳ 
 地 蔵 堂 

 

 

 
 ｼﾞｭｳ   ﾆ 
 拾   弐 

 ﾔﾏﾉ ｶﾐﾏｴ 
 山ノ神前 

 ﾐﾔ ｸ  ﾎﾞ 
 宮 久 保 

 ｽ ﾜ ﾉ ﾏｴ 
 諏訪ノ前 

 ｶﾜ   ﾑｶｲ 
 川   向 

 

 

 

 ｳﾙｼ   ﾊﾞﾗ 
 漆   原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高ケ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ ｶﾞｲ ﾄ 

 中ケ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 拾   弐 

 

 

 

 

  中山の山麓の高い所にある集落。 

 

  
コウケ゛ンシ゛

高源寺の北側の墓地に石の六地蔵のある付近。 

 

  
アタコ゛ヤマ

愛宕山の東腹にある大岩。ウブスナ（産土）神の宿る岩。 

 

  愛宕山と山神山の間にある山。標高 302 ㍍。 

 山頂に雷電社を祀ってあることから雷電山とも言う。  

 かみの鞍部を通る道は上仁田山村折本へ行く峠道でこいじ 

 （越路）という。 

 

  明治９年地租改正の時、高ケ谷戸・六地蔵・うぼみ岩・中 

 山を併せて高ケ谷戸とした区域。 

 

    名久木村の中心にある集落。 

 

  中ケ谷戸用水から分水する為に、堰を設けてある付近。 

 

  中ケ谷戸と名久木川との間の川原。 

 

  地蔵堂のある付近。 

 

  明治９年地租改正の時、中ケ谷戸・中ノ関・中川原・地蔵 

 堂を併せて中ケ谷戸とした区域。 

 

  三峰道のはたに拾弐山ノ神を祀ってある付近。 

 

  山ノ神を祀ってある山神山下の付近。 

 

  諏訪神社を祀ってあるくぼ。 

 

  諏訪神社を祀ってある宮久保の前、名久木川右岸水田の付近。 

 

  拾弐山ノ神社の対岸名久木川左岸にある３９９１番地１筆 

 の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、拾弐・山ノ神前・宮久保・諏訪ノ 

 前・川向を併せて拾弐とした区域。 

 

  漆はウル（潤）し（接尾語）の替字。原は開墾地。 

 ほりノ上用水が山麓を通っているので、水がしみ出て湿地に 

 なっている開墾地。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｺ    ｲﾘ 

 小   入 

    ｳｴ 

 ほりノ上 

 

 

 

 ﾊｼﾞ   ｶﾐ 

 橋   上 

 

 ｺ    ｻﾞﾜ 

 小   沢 

 ｺ ﾜｻﾞﾐﾅﾐﾉｲﾘ 

 小沢南ノ入 

 ｺ ｻﾞﾜﾐﾅﾐﾉｲﾘｵｸ 

 小沢南ノ入奥 

 ﾔ  ｼｷ ｳﾗ 

 屋 敷 浦 

 ｼﾓ ﾉ  ﾃｴﾗ 

 下 ノ 平 

 ﾔ  ｼｷ ﾏｴ 

 屋 敷 前 

 

 

 

 ｲﾘ   ｳﾁ 

 入   打 

 

    ﾄﾞｳ 

 あみだ堂 

 

 ﾐ    ﾔﾏ 

 深   山 

 

 

 

 ｵｵｲｼｶﾞｲﾄ 

 大石ケ谷戸 

 

 

 

 

 

 漆   原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 橋   上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入   打 

 

 

 

 

  漆原の上の小さい沢。 

 

  漆原の水田のために引いたほりノ上用水の通っている付近。 

 

  明治９年地租改正の時、漆原・小入・ほりノ上を併せて漆 

 原とした区域。 

 

  橋は端の替字。上は噛の替字で崩壊。 

 この付近は川が急流になっているので、大雨のときなど両岸 

 が崩される区域。 

 

  小さい沢。 

 

  小沢に入ってから奥へ入っている沢。 

 

  小沢南ノ入の
カ ミ

上隣りの南へ入っている沢。          

 

  名久木村で一番大きい集落のある付近。浦は所。 

 

  屋敷の
シモ

下の名久木川右岸に水田のある平地。 

 

  屋敷の名久木川対岸４０７１～４１２２番地の区域。  

 

  明治９年地租改正の時、橋上・小沢・小沢南ノ入・小沢南 

 ノ入奥・屋敷浦・下ノ平・屋敷前を併せて橋上とした区域。 

 

  沢の両側が急傾斜していて曲がりながら奥へ入っている沢。 

 打は崖などの急傾斜の地形。 

 

  入打の南側尾根の先端（墓地の上の小平地）にあみだ堂の 

 ある区域。(現在はない。) 

 

  入打に入ってすぐ南へ入っている北を向いている日の当たら

ない山腹。 

 

 明治９年地租改正の時、入打・あみだ堂・深山を併せて入  

 打とした区域。 

 

大石がごろごろしている名久木川右岸（川のなかまである） 

 の傾斜地にある集落。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｶﾚｷ ｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 枯木ヶ久保 

 

 ｳﾒｶﾞ ｸ ﾎﾞ 

 梅ヶ久保 

  

 ﾈ ﾚ ﾉ ｷ ｻﾞﾜ 

 根連ノ木沢 

 

 

 

 

 ﾊﾗﾉ ｲﾚｸﾁ 

 原ノ入口 

 

 

 

 ﾊﾗ ﾉ  ｲﾚ 

 原 ノ 入 

 

 ﾊﾗﾉ ｲﾚｵｸ 

 原ノ入奥 

 

 

 

 ｵｵ   ｸｽﾞﾚ 

 大   崩 

 ｵｵ ｸｽﾞﾚ ｲﾘ 

 大 崩 入 

 ｷﾂﾈ   ﾃﾞｴﾗ 

 狐   平 

 

 ﾛｸﾛ ｲｼｻﾞﾜ 

 六郎石沢 

 

 ﾔﾏﾉ ｶﾐﾏｴ 

 山ノ神前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 大石ケ谷戸 

 

 

 

 

 

 

 

 原 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  枯は涸の替字。木は場所。石の多い雨が降っても、地中に 

 しみ込み沢水が流れていないくぼ。 

 

  梅は埋の替字で山腹の崩壊で埋まって傾斜地の出来たくぼ。 

 梅ノ木窪とも言う。 

 

  根蓮はヌレ（濡）の転で湿地。木は場所。 

 名久木川左岸で大量の清水が池の底から湧出している池のあ 

 る沢。 

 隣りの表石が石の多い山腹で水を吸い込み、この水が根連ノ 

 木沢へ地中を流れて来ていると言う。 

 

  原ノ入の入口の名久木川左岸の傾斜地。 

 

  明治９年地租改正の時、大石ケ谷戸・枯木ヶ久保・梅ヶ久 

 保・根連ノ木沢・原ノ入口を併せて大石ケ谷戸とした区域。 

 

  山の間に沢の代わりに幅のある傾斜地（原）の入っている 

 特殊な区域。 

 

  原ノ入の奥が普通の沢になった区域。 

 

 明治９年地租改正の時、原ノ入・原ノ入奥を併せて原ノ入  

 とした区域。 

 

  名久木川左岸の大崩壊のあった山腹。 

 

  大崩の大崩壊の山腹の奥の普通の山の区域。入は奥。 

 

  狐はクズ（崩）れの転。 

 大崩の山腹の崩壊した土砂が作った名久木川左岸の傾斜地。 

 

  名久木川の終点から左へ入る沢で洪水の時に、大石がまわ 

 りながら流れる沢。六郎は
ロ ク ロ

轆轤の換字で回転。 

 

  
ヤマノカミシャ

山神社の前から入っているくぼ。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾊﾅﾉ ｷ ｻﾞﾜ 

 花ノ木沢 

 

 

 

 

 

 ｵﾓﾃ   ｲｼ 

 表   石 

 

 

 ﾑｷﾞ   ｸﾎﾞ 

 麦   窪 

 

 

 

 

 ｺｰ   ｼﾞ 

 越   地 

 

 ｶﾈ ｺｰ ｼﾞ 

 金 越 地 

 

 

 ﾐﾅﾐ ﾉ  ｲﾘ 

 南 ノ 入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大   崩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表   石 

 

 

 越   地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 金 越 地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  花は鼻の替字で尾根の先端。ノ木は抜の転で崩壊。 

 金沢峠へ入る沢で入口左側の尾根の先端が土砂崩れしている  

 沢。 

 

  明治９年地租改正の時、大崩・大崩入・狐平・六郎石沢・ 

 山ノ神前・花ノ木沢を併せて大崩とした区域。 

 

  山腹が石でおわれている山腹で降った雨が地中にしみ込ん 

 でしまう区域。しみ込んだ雨水は隣りの根蓮ノ木沢で湧出し 

 ている。 

 

  麦はムキ（剥）の替字で崩壊。 

 山腹が崩壊して傾斜地の出来ているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、表石・麦窪を併せて表石とした区 

 域。 

 

  越路の替字で峠道。 

 金越地区域の中で峠道のみを言う。 

 

  越地は越路の替字で峠道。 

 上久方村金沢へ越える峠道の通っている区域なのでついた地 

 名。 

 

  峠道の途中から南へ入っているくぼ。 

 

  明治９年地租改正の時、金越地・南ノ入を併せて金越地と 

 した区域。 
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如  来  堂  村      （ニョライドウムラ） 

（相生町１丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文９年の水帳の
アザ

字による） 
 ﾘｭｳ   ﾀﾞｲ 

 竜   台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｶﾜ   ﾗ 

 川   原 

 ﾖｳｽｲﾎﾘﾊﾀ 

 用水堀端 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｽｷﾞ ﾉ  ｼﾀ 

 杉 ノ 下 

 

 ﾊ  ﾁ ﾎﾞｳ 

 八 鎮 房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 竜   台 

 ﾋｶﾞｼ ｶﾞﾜ ｼﾓ 

 東 側 下 

 

 ﾋｶﾞｼｶﾞﾜｼﾓｳﾗ 

 東側下浦 

 

 

 川   原 

 

 

 

 

 用水堀端 

 
 ｶ ﾓ ﾉ ｼﾀ 
 加茂ノ下 

 ｶ ﾓ ﾉ ｳﾗ 

 加茂ノ浦 

 

 杉 ノ 下 

 

 

 八 鎮 房 

 

 

 

  天正年間（１５７３～１５９０年）以前は一本木村・如来 

 堂村を含む区域が広沢村であった。後に如来堂村が成立した 

 時、竜台の西半分が村域となった。 

 竜は流の替字で流失の意。台は台地の意。  

 地名のついた頃は竜台の崖下を渡良瀬川が流れており、洪水 

 の時に台地の崖端が削られて流される意。 

 

  明治９年地租改正の時、西半分が東側下・東側下浦になっ 

 た区域。２４筆が１４筆に減った区域。 

 

  如来堂村の大間々道の両側に発達した中心集落を道を境に 

 東・西に分け、更に下新田村側から上・中・下に区分けした。 

 明治９年地租改正の時、竜台の一部を東側下とした区域。 

 

  浦は後ろの意で用いた。 

 明治９年地租改正の時、東側下の後ろの竜台の一部を東側下 

 浦とした区域。 

 

  
ワ タ ラ セ

渡良瀬川右岸の川原。 

 

  広沢用水左岸に沿った細長い低地。明治９年地租改正の時、 

 用水堀端・加茂ノ下・加茂ノ浦に分割された区域。 

 

  字の用水堀端から加茂ノ下（３４番地）・加茂ノ浦（３６ 

 ・３８番地）を引いた区域。 

 

  賀茂神社の
シ タ

下隣りが（３４番地）用水堀端より独立した区 

 域。地租改正以後独立。 

 

  賀茂神社の後ろ（３６・３８番地）が用水堀端より独立し 

 た区域。地租改正以後独立。 

 

  杉はスカ（州処）の転で砂の積もった所。 

 渡良瀬川の右岸に洪水の運んで来た砂が、堤のように長く積 

 もった区域。 

 

  八は端(ハシ)の転ではた。房はバエの転で崖。渡良瀬川の河

岸段丘のはたが崖になっている所。元亀年間(1570～1573)由良

氏と桐生氏で水争いをした当時の広沢用水取水口のあった所。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｶﾜ ｸ  ﾎﾞ 

 川 久 保 

 ﾀﾞｻﾞｴ ﾓﾝｼ ﾐｽﾞ 

 太左衛門清水 

 

 

 

 

 

 ﾓﾄｼﾞｭｸｸﾎﾞ 

 本宿久保 

 

 

 

 ﾖｺ   ﾏﾁ 

 横   町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｱｲ ﾉ  ﾊﾗ 

 間 ノ 原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 川 久 保 

 

 

 

 ｵｵ ﾐﾁ ﾋｶﾞｼ 

 大 道 東 

 

 

 

 

 

 横   町 

 ﾋｶﾞｼｼﾐｽﾞﾏﾏ ｳｴ 

 東清水間々上 

 

 ﾋｶﾞｼ ｶﾞﾜ ｶﾐ 

 東 側 上 

 ﾋｶﾞｼｶﾞﾜｶﾐｳﾗ 

 東側上浦 

 

 ﾋｶﾞｼ ｶﾞﾜ ﾅｶ 

 東 側 中 

 ﾋｶﾞｼｶﾞﾜﾅｶｳﾗ 

 東側中浦 

 

 

 

 

 

 

  もと渡良瀬川の川床だったので川なりにくぼんでいる付近。 

 

  茶臼山砦の番頭で、天文２２年（１５５３）上杉謙信と戦 

 って死んだ金井太左衛門が発見したと言う伝承のある泉（１ 

 ０２番地）のある段丘崖下付近。泉は地租改正以後、東清水 

 と呼ばれた。 

 

  明治９年地租改正の時、川久保・太左衛門清水を併せて川 

 久保とした区域。 

 

  大間々道両側に最初に出来た村一番の集落。 

 くぼとあるが地形図を見てもまわりより低くない区域。 

  
アカイシワタシハ゛

赤岩渡場へ行く道の東側という意。明治９年地租改正の

時、くぼではないので本宿久保を大道東に改名した区域。 

 

  本宿の東隣りの横道に沿って出来た大きい集落。 

 明治９年地租改正の時、東清水間々上・横町・東側上・東側 

 上浦・東側中・東側中浦に分割された区域。 

 

  もとは７２筆が、１１筆に減った区域。 

 

  村の西側にも清水の湧水地があるので、この機会に両者を 

 対比した地名を付けた区域。 

 

  明治９年地租改正の時、横町の一部を東側上とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、横町の一部を東側上浦とした区域。 

 浦は後ろの意。浦は裏の替字。 

 

  明治９年地租改正の時、横町の一部を東側中とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、横町の一部を東側中浦とした区域。 

 浦は裏の替字。 

 

  下新田村との境にある原野で且両村を結ぶ道の通っている 

区域。１１９番地から１２６番地迄の区域。 

 明治９年地租改正の時、伊勢崎道上・伊勢崎道下の一部に分 

 割された区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｻｸﾗ   ﾂﾞｶ 

 桜   塚 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｼ    ﾐｽﾞ 

 清   水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀ    ﾊﾞﾀ 

 田   端 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 桜   塚 

 

  

 ｲ ｾ ｻｷﾐﾁｳｴ 

 伊勢崎道上 

 

 ｲ ｾ ｻｷﾐﾁｼﾀ 

 伊勢崎道下 

 

 

 

 

 

 

 ﾆｼ ｼ  ﾐｽﾞ 

 西 清 水 

 

 

 ﾆｼ ｶﾞﾜ ｶﾐ 

 西 側 上 

 

 ﾆｼｶﾞﾜｶﾐｳﾗ 

 西側上浦 

 

 ﾆｼ ｶﾞﾜ ﾅｶ 

 西 側 中 

 

 

 

 

 

 

  ３０６番地にある大円墳のはたに丈余の枝垂桜があること 

 でついた地名。塚は発掘し平地になっている。 

 現地にあった石塔類は３０１番地に移転した。この塚の隣り 

 に智明上人が草庵を建て、阿弥陀如来像を安置したという伝 

 承のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、桜塚・伊勢崎道上・伊勢崎道下に 

 分割した区域。その結果、２９９～３２９番地迄３０筆の区 

 域が１６筆に減った区域。 

 

  明治９年地租改正の時、間ノ原・桜塚の一部を伊勢崎道上 

 （下新田村側）とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、間ノ原・桜塚の一部を伊勢崎道下 

 とした区域。 

 

  段丘下に大清水と呼ばれる湧水のある付近。 

 明治９年地租改正の時、西清水・西側上・西側上浦・西側中に分割さ 

 れた区域。湧水点は３３１番地にある。 

 区域は２５９～２９８・３３０～３６８・３７２～３７６番地。 

 

  村の中央台地の東西に対称的に二つの湧水があるので、西 

 清水とした区域。地元では大清水ともいう。 

 明治９年地租改正の時、清水の一部を西清水とした区域。 

 

  
オ オ マ マ

大間々道を挟んで東側上と向き合っている区域。 

 明治９年地租改正の時、清水の一部を西側上とした区域。 

 

  西側上の後ろの区域。 

 明治９年地租改正の時、清水の一部を西側上浦とした区域。 

 

  西側上の
シ モ

下隣りで、明治９年地租改正の時、清水の一部を 

 西側中とした区域。 

 

  田は棚の転で台地。上広沢村谷津の台地下の耕地。 

 明治９年地租改正の時、西側中浦・西側下・西側下浦・西浦田

端に分割された区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀｷ   ﾔﾏ 

 瀧   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ねばとり 

 

 

 ﾔﾏ ﾉ  ｺｼ 

 山 ノ 越 

 ﾆｼｶﾞﾜﾅｶｳﾗ 

 西側中浦 

 

 ﾆｼ ｶﾞﾜ ｼﾓ 

 西 側 下 

 

 ﾆｼｶﾞﾜｼﾓｳﾗ 

 西側下浦 

 

 ﾆｼｳﾗﾀ ﾊﾞﾀ 

 西浦田端 

 

  

 

 

 

 

 

 瀧   山 

 

 ﾀｷﾐﾔﾒｸﾞ 

 瀧宮巡り 

      

 

 ﾀｷ ﾐﾔ ﾏｴ 

 瀧 宮 前 

 

 

 ﾀｷﾐﾔﾏ ﾏ ｳｴ 

 瀧宮間々上 

 

 

 ねばとり 

 

 

 

 山 ノ 越 

 

  西側中の後ろで滝宮前迄の区域。 

 明治９年地租改正の時、田端の一部を西側中浦とした区域。 

 

  西側中の
シ モ

下で、明治９年地租改正の時、田端の一部を西側 

 下とした区域。 

 

  西側下の後ろで、西浦田端迄の区域。 

 明治９年地租改正の時、田端の一部を西側下浦とした区域。 

 

  西側中浦・西側下浦の後ろで、山ノ越・滝宮前迄の区域で 

 明治９年地租改正の時、田端の一部を西浦田端とした。 

 

  滝は白滝神社の略。山は森。白滝神社の森のある区域。  

 ３６９～３７１・４３２～４５６番地の２８筆の区域。 

 明治９年地租改正の時、滝山・滝宮巡り・滝山前・滝宮間々 

 上に分割された区域。 

 

  もとは、２８筆の広さがあったが、明治９年地租改正の時 

 神社境内地４４２番地の１筆のみになった区域。 

 

  地名は神社のまわり全体の地の意であるが、神社の境内 

 （４４２番地）の
カ ミ

上隣りだけ（４４３番地）の区域。 

 明治９年地租改正の時、滝山の１筆を滝宮巡りとした区域。 

 

  
シラタキ

白滝神社の前だけでなくまわりを囲んでいる区域を明治 

 ９年地租改正の時、滝宮前とした。  

 旧滝山２８筆のうち２１筆をしめている。 

 

  白滝神社の後ろの崖上が小高くなっている区域。 

 琴平神社が祀ってあるので琴平山ともいう。 

 

  壁土（カベツチ）になる白い良質の粘土のある区域（現在 

 は掘りつくした）。山ノ越の中で４２６番地の所だけにあっ 

 た。 

 

  崖を登って上広沢村谷津へ行く峠道の区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｲ  ｾ  ﾊﾗ 

 伊 勢 原 

 

 

 

 

 

 

 ｱｼ   ﾅｶ 

 足   中 

 ﾄｳ ｶ  ﾅ 

 稲 荷 穴 

 

 

 ﾃﾞｯ  ﾊﾟﾔｼ 

 出   林 

 ｱｼ   ｼﾓ 

 足   下 

 

 

 

 ﾄﾋﾞ   ﾁ 

 飛   地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊 勢 原 

 

 ﾆｼｼ ﾐｽﾞﾏ ﾏ ｳｴ 

 西清水間々上 

 

 足   中 

 

 稲 荷 穴 

 

 

 

 出   林 

 

 足   下 

 

 

 

 

 飛   地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  伊勢の皇太神宮を勧請した神明宮（５５１番地）を祀って 

 ある耕地。 

 

  明治９年地租改正の時、伊勢原から西清水間々上を、独立 

 させた残りの区域。 

 

  西清水の湧水点崖上付近を伊勢原から独立させた区域。  

 

  足は悪しの転。中は所を言う語。土質の悪い区域。 

 

  稲はタウ（倒）すの語幹で崩壊。  

 カナはカネ（矩）の転で直角。 

 「相生下」境が垂直の崖になっている区域。 

 

  下新田村台ノ南へ突出している雑木林。 

 

  下新田村台ノ南は如来堂村であったが下新田村成立の時、 

 分割された区域。その時、６３０番地には神明宮があったの 

 で、足中のはたにある区域の意味の足下をつけて村内に残し 

 た区域。下新田村域へ突出した形になっている。 

 

  台ノ南を下新田村へ分割した時、飛地５、１５９坪は当村 

 住民が耕作していたので飛地として残した区域。 

 明治初年日本中に飛地が沢山あるので、統治上不便なので解消

せしめた為、桐生市内の飛地は上菱村小松の一部の 2か所であ

る。 
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下  新  田  村      （シモシンデンムラ） 

（相生町２丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文９年（１６６９）の水帳の
アザ

字による） 
 ﾔ ｼｷﾄﾞｵﾘ 

 屋敷通リ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾔﾏ ﾉ  ｶﾐ 

 山 ノ 神 

 

 

 ｼﾓﾊﾞﾔｼﾒｸﾞﾘ 

 下林廻リ 

 

 ﾅｴﾏ ｼﾛﾄﾞｵﾘ 

 苗間代通リ 

 

 

 

 

 

 

 ﾋｶ゙ ｼｼﾓｼ゙ ｭｸﾄ゙ ｵﾘ 

 東下宿通リ 

 

 

 ﾆｼｼﾓｼﾞｭｸﾄﾞｵﾘ 

 西下宿通リ 

 

 

 

 ｺｳ ｼﾝ ﾂﾞｶ 

 庚 申 塚 

 

 ｱｲ ｵｲ ｼﾀ 

 相 生 下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  村の
オ オ マ マ

大間々道両側に発達した屋敷の
シ モ

下で如来堂村境迄の区 

 域で、明治９年地租改正の時に東・西下宿通り、庚申塚、相 

 生下に分割された。当時は屋敷が下迄のびず、屋敷通りは両 

 側が道に面している所のみであった。ほぼ１～９５番地の区 

 域である。 

 

  大間々道に面している宿の東裏の区域で、４筆だけしか通 

 り（大間々道）に面していない区域。 

 明治９年地租改正の時、屋敷通りの一部を東下宿通りとした 

 区域。 

 

  宿の
シ モ

下で通り（大間々道）の西側の区域。 

 １５～１８番地は宿の後ろで通りに面していないが他は面し 

 ているので、地名の通りの区域である。 

 明治９年地租改正の時、屋敷通リの一部を西下宿通リとした  

 区域。 

 

  東下宿通りから如来堂村迄の区域で、盛り土の上に庚申塔 

 が建っている区域。 

 明治９年地租改正の時、屋敷通リの一部を庚申塚とした区域。 

 

  西下宿通リの下から如来堂村迄の間で、南は相生ノ松崖下 

 迄の区域。地名は相生ノ松の崖下の区域と言う意味でつけた。 

 明治９年地租改正の時、山ノ神（相生ノ松の崖下に山ノ神が 

 祀ってある）と屋敷通リの一部を併せて相生下とした区域。 

 

  台ノ南の崖端相生ノ松の下（４９番地）に山神社が祀って 

 あるのでついた地名。 

 明治９年地租改正の時、山ノ神に屋敷通リの一部を併せて、 

 相生下とした区域。１４筆。 

 

  村の中央台地東側崖下で、雑木林になっている区域。 

 明治９年地租改正の時、中林内の如来堂村寄りの区域になっ 

 ている。 

 

  舟場から苗間代（清水下）へ行く通りの如来堂寄りの区域 

 で舟場通リと中林の一部に分割されている。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ﾌ ｼﾞ ﾔﾏﾏｴ 

 富士山前 

 

 

 

 

 

 ﾅｴ ﾏ  ｼﾛ 

 苗 間 代 

 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼﾏﾏ ｼﾀ 

 東間々下 

 

 

 

 

 ﾔﾏ ﾒｸﾞ ﾘ 

 山 廻 リ 

 

 ﾄ ｲ ﾉ ｼﾀ 

 とひの下 

 ﾄ ｲ ﾉ ｼﾀ ｽ ｴ 

 とひの下すへ 

 ﾃﾝﾉｳｼﾞｭｸｻｶｲ 

 天王宿境 

 

 

 ﾅｶ   ﾊﾞﾔｼ 

 中   林 

 

 

 ﾌﾅﾊﾞ ﾄﾞｵﾘ 

 舟場通リ 

 

 

 

  

 

 

 

 ﾌ ｼﾞ ﾔﾏﾏｴ 

 不二山前 

 

 

 

 

 ｼ  ﾐｽﾞ ｼﾀ 

 清 水 下 

 

 

 

 ｼ ﾐｽﾞﾄﾞｵﾘ 

 清水通リ 

 

 

 

 山 廻 リ 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾄ ｲ ﾉ ｼﾀ 

 戸樋ノ下 

 

  下林廻りと苗間代通リの一部（清水下側）を併せて、明治 

 ９年地租改正の時、まわりを耕地に囲まれている雑木林の意 

 味の中林とした区域。 

 

  苗間代通リから中林へ分割した区域を引いた残りの区域を、村の中心

地の宿から赤岩ノ渡へ行く通りの意で、明治９年地租改正の時、舟場通

りとした区域。その時、富士山前の一部（現舟場通り道と、現不二山前

間の三角形の区域）を舟場通りとした。 

  

  現行不二山前に舟場通りのうち舟場通り道と不二山前間の三角の区 

 域を加えた区域。 

 富士山に祀ってある浅間神社が、東を向いているのでついた地名。 

 

  明治９年地租改正の時、富士山前のうち舟場通り道から不二 

 山間の三角区域を舟場通りに分割した残りの区域。 

 

  下新田村は川の無い所で清水下だけが、湧水で水田が作れ 

 る所なので、苗代を作っている所としてそれを表している。 

 

  中央台地東側の崖から清水が落ちている下の区域。 

 明治９年地租改正の時、苗間代を清水下と替えた区域。 

 

  中央台地の東西に同じ形をした崖下があるのでついた地名。 

 

  清水が流れ出ている崖端を通っている道の区域。 

 明治９年地租改正の時、東間々下を清水通りに換えた区域。 

 大間々道から清水へ行く道の意。 

 

  地名からは富士山のまわりを囲んでいるはずだが、西麓だ 

 けで足尾道迄の区域。 

 

  岡登用水天王宿分水の流れている区域。 

 

  とひの下の
シ モ

下清水通りはたの区域。１１筆。 

 

  天王宿村境で旧足尾道北側の区域。２筆。 

 

  明治９年地租改正の時、とひの下・とひの下すへ・天王宿 

 境を戸樋ノ下とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾋｶﾞｼﾔｼｷｳﾗ 

 東屋敷裏 

 

 

 

 

 ｱﾀ ｺﾞ  ﾏｴ 

 愛 宕 前 

 

 

 

 

 

 ｱﾀｺﾞ ﾄﾞｵﾘ 

 愛宕通リ 

 

 

 

 

 

 

 

    ﾔﾏ 

 あたご山 

 

 

 

 ｵ  ﾎﾘ ｳｴ 

 御 堀 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ ﾋｶﾞｼ ｳﾗ 

 中 東 裏 

 ｼﾓ ﾋｶﾞｼ ｳﾗ 

 下 東 裏 

 

 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼｱﾀｺﾞﾏｴ 

 東愛宕前 

 

 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼ ﾎﾘ ｼﾀ 

 東 堀 下 

 

 

 

 

 ｱﾀｺﾞ ﾒｸﾞﾘ 

 愛宕廻リ 

 

 

 

 

 

 ﾋｶﾞｼ ﾎﾘ ｳｴ 

 東 堀 上  

ﾆｼ ﾎﾘ ｳｴ 

 西 堀 上 

 

 

  屋敷の東側を三分割した中・下の後ろに当たる区域をいう。 

 

  明治９年地租改正の時、東屋敷裏の
カ ミ

上半分を中東裏とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、東屋敷裏の
シ モ

下半分を下東裏とした区域。 

 

  屋敷の東側を三分割した上に当たる区域の後ろで東屋敷裏 

 でもよかったが、大間々道は愛宕神社が終点で右へ曲がり、 

 天王宿で足尾道へ合流していたが愛宕神社境内を二つに分け 

 る新大間々道が出来、境内から分割された区域を愛宕通りと 

 命名した。愛宕通り前に当たるので愛宕前とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、愛宕前を東愛宕前とした区域。  

 屋敷の東側で愛宕神社の前の区域。 

 

  新大間々道で境内を分割された東側を、もと愛宕神社の境 

 内で今は大間々道のはたの区域の意から愛宕通りとした区域。 

 １９筆の区域を明治９年地租改正の時、東堀下に１３筆、愛 

 宕廻りの一部に６筆分割された区域。 

 

  明治９年地租改正の時、１９筆のうち１３筆を岡登用水の 

 下の区域の意の東堀下とした区域。 

 残りの６筆は愛宕神社が持っていたので、境内の地名愛宕廻 

 りに合併された。 

 

  山は神社の森。愛宕神社の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、あたご山と愛宕通りで神社の所有 

 地６筆を併せた区域を愛宕神社の付近と言う意の愛宕廻りと 

 した区域。 

 

  幕府の代官
オカノホ゛リカケ゛ヨシ

岡 登 景 能 が作った御用水の上の区域。 

 明治９年地租改正の時、東堀上と西堀上に分割した区域。 

 岡登用水を含んでいる。 

 

御堀上を大間々道で分けた東側を、明治９年地租改正の時、 

 東堀上とした区域。 

 

御堀上を大間々道で分けた西側を、明治９年地租改正の時、 

 西堀上とした区域。この時、御林敷下 10筆が合併した。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾐ ﾊﾞﾔｼ ｼﾀ 

 御林敷下 

 

 ｸ ﾎﾞ 

 にら久保 

 

 

 

 

 

    ﾔﾏﾏｴ 

 あたご山前 

 

 

 

 

 

 ﾆｼﾔ ｼｷｳﾗ 

 西屋敷浦 

 

 

 ﾆｼﾏ ﾏ ｼﾀ 

 西間々下 

 ﾐﾅﾐﾔｼｷｳﾗ  

 南屋敷浦 

 ﾆｼｸ ﾎﾞ ﾌﾞﾝ 

 西久保分 

 

 

 

 ﾔ    ｼｷ 

 屋   敷 

 

 

 

 ｶﾐ ｶﾞﾜ ﾗ 

 上 川 原 

 

下
シモ

 川
ガワ

 原
ラ

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾆｼ ﾎﾘ ｼﾀ 

 西 堀 下 

 

 

 

 ﾆｼｱﾀｺﾞ ﾏｴ 

 西愛宕前 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ ﾆｼ ｳﾗ 

 中 西 裏 

 

 西間々下 

 

 

 

 

 

 ｼﾓ ﾆｼ ｳﾗ 

 下 西 裏 

 

 

 

ｼｭｸ 

宿 

 

 

 

 

  上新田村御林敷（ミバヤシ）の
シ タ

下の区域で１０筆。 

 明治９年地租改正の時、西堀上に合併した。 

 

  にらはノラの転で緩傾斜地。 

 久保は天沼新田の間々の崖下なのでくぼと称した。 

 
オカノホ゛リ

岡 登 用水から大間々道迄ゆるい傾斜をしている区域。 

 

  明治９年地租改正の時、にら久保を岡登用水の下で大間々 

 道西側の区域の意で西堀下とした。 

 

  愛宕神社の前の区域。 

 

  愛宕神社の前で屋敷の西側の区域。 

 明治９年地租改正の時、あたご山前を西愛宕前に換えた区域。 

 屋敷を三分割した上に当たる区域の西側で、上西裏とすべき 

 区域である。 

 

  屋敷を三分割した中に当たる区域の西側で、西間々下迄の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、西屋敷浦を中西裏とした区域。    

   

  中西裏と天沼新田の間々通崖下間の細長い区域。 

 

  屋敷を三分割した下に当たる区域の西側で、西久保分迄の区域。 

 

  南屋敷浦と台ノ上の崖下間の区域で、久保はニラ久保の久 

 保と同じで崖下の意である。 

 

  明治９年地租改正の時、南屋敷浦・西久保分を下西裏とした区域。 

 

 江戸初期村内の一番大きい集落の呼称で、愛宕神社の参道  

 両側に発達した集落で両毛線近く迄の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、屋敷を宿とした区域。 

 

 当時の渡良瀬川は南北に分流していたので中州を言う。 

 

 
アカイワノワタシ

赤岩ノ渡から川上の区域。９７６～９９１番地。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｷﾘｭｳﾐﾁｶﾀﾀﾞｶ 

 桐生道方高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾀﾞｲ ﾉ  ｳｴ 

 代 ノ 上 

 

 

 

 

 ﾀﾞｲ ﾉ  ﾆｼ 

 台 ノ 西 

 

 ｼﾝ ﾃﾞﾝ ﾐﾁ 

 新 田 道 

 

 ｱﾏ   ﾇﾏ 

 雨   沼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾅｶ ｶﾞﾜ ﾗ 

 中 河 原 

 

 

 

 

 

 

 ﾀﾞｲ ﾉ  ﾐﾅﾐ 

 台 ノ 南 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  伊勢崎道の突き当たりが赤岩ノ渡し以前の放光ノ渡場だっ 

 たのが川の流れが変わって川上の現在地（両毛線鉄橋付近） 

 に変わった為、その間の川原に赤岩の渡迄行く 200㍍程の桐生

道を作った区域。道は石を積んで堤のように高くしたのでつい

た地名。９６６～９７５番地。 

 

  明治９年地租改正の時、上川原・下川原・桐生道方高を併せ

て中河原とした区域。９７６～９９１番地。 

 中河原を上河原９８４～９９1番地・下河原を９７６～９８３ 

 番地と分けていた。 

 

 代は台の替字で河岸段丘のこと。村の中央台地の崖上で如来堂

村境の区域。 

 

明治９年地租改正の時、代ノ上を台ノ南に換えた区域。  

 村の中央台地の崖上で南に当たるのでついた地名。 

 

  西間々下崖上の台地を明治９年地租改正の時、天沼新田の  

 間々通に合併した。１８筆。 

 

  諸町より下新田へ来る道端で３筆の区域を明治９年地租改 

 正の時、天沼新田の多賀廻に合併した。 

 

  天沼新田多賀廻内にある３６筆の区域。 

 地名は
カミシンテ゛ン

上新田村（大間々町）雨沼の一部が下新田村内の飛地 

 として残っていたが後に下新田村に合併した区域。 

 明治９年地租改正の時、天沼新田の多賀廻に合併した。 
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 天  王  宿  村      （テンノウジュクムラ） 

（相生町３丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文９年（１６６９）の水帳の
アザ

字による） 
    ｼｭｸ 

宿 

 ｵ ｲ ｾ ﾊﾗ 

 御伊勢原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｳﾜｯ   ﾊﾟﾗ 

 上   原 

 ｵｵ   ﾊﾗ 

 大   原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾆ  ﾎﾝ ﾏﾂ 

 二 本 松 

  ｼﾞｭｳ ﾆ ﾃﾞｴﾗ 

 十 二 平 

 

 

 ｺｼﾞｭｳﾆﾃﾞｴﾗ 

 小十二平 

 

 

 

宿 

 

 

 

 ｲｼ   ﾂﾞｶ 

 石   塚 

 

 

 

 ｲ  ｾ  ﾊﾗ 

 伊 勢 原 

 

 

 

 

 

 大   原 

 

 ｾﾝ ﾀﾞﾝ ｷﾞ 

 栴 檀 木 

 

 

 ﾎﾘ   ｳｴ 

 堀   上 

 

 二 本 松 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
アシオミチ

足尾道の両側に出来た村一番の集落を宿とした区域。 

 

  御伊勢様（天照大神）を祀ってある開墾地。 

 天照大神なので御をつけて敬意を表している。 

 原は開の換字で開墾地。 

 

  石の多い所なので開墾の邪魔な石を捨てた結果、塚のよう 

 になっている所が各所にある区域。 

 明治９年地租改正の時、御伊勢原の
シ モ

下半分を石塚とした区域。 

 こえと道から下の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、神明宮のある
カ ミ

上半分を伊勢原とし 

 た区域。こえと道から
カ ミ

上の区域。 

 

  神明宮の
カ ミ

上に続く雑木林。 

 

  村の入会草刈雑木林。 

 

  明治９年地租改正の時、上原・大原（字の大原から栴檀木 

 二本松・堀上を除いた区域）を併せて大原とした区域。 

 

  栴檀はセンダ（千駄）の転で千匹の馬の背に乗せる草の 

 意で大量の意。木は場所。 

 大量の草が刈り取れる原野。  

 明治９年地租改正の時、大原の一部を栴檀木とした区域。 

 

  岡登用水の崖上の台地。 

 明治９年地租改正の時、大原の一部を堀上とした区域。 

 

  長瀬ノ渡へ行く道端に目標となる二本の松が生えていた区域。  

 天王宿が蕪町村の一部であった時、蕪町村二本松の一部であった区域。 

 

  陣平の一部。十二山ノ神社を祀ってある渡良瀬川右岸の河岸段丘。 

 蕪町村下ノ十二平の続きの区域。 

 天王宿村が蕪町村の一部であった時、下ノ十二平と呼ばれていた区域。 

 

  天王宿村が蕪町村の一部であった時、下ノ十二平と呼ばれ 

 た区域のうち特に十二山ノ神社の境内をいう。小はコウ（神） 

の転で神社。 
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字  小   字 地 名 語 源 
     ｼﾀ 

 せ き 下 

 

 とうかな 

 

 すうどの 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸﾏ ﾉ  ﾊﾞﾔｼ 

 熊 野 林 

 

 

 

 

 

 ﾎｿ   ﾀﾞ 

 細   田 

 

 

    ﾐﾁｼﾀ 

 こえと道下 

 

 

 ﾅｶ ｶﾜ ﾗ 

 中 河 原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｼﾞﾝ  ﾀﾞｲﾗ 

 陣   平 

 

 

 

 ｼ  ﾐｽﾞ ｼﾀ 

 清 水 下 

 

 熊 野 林 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾔ  ｻｶ ｼﾀ 

 八 坂 下 

 

 

 

  陣平の一部。岡登用水を天王宿村へ分流する為に、設けた 

 堰から下の区域。堰は５６４番地にある。 

 

  陣平の一部。漢字では稲荷
ト ウ カ

穴
ナ

。とうは倒で崖の意。 

 かなはカネ（矩）の転で直角。十二平の垂直の崖下の川原。 

 

  陣平の一部。すうはシユウズ（清水）の略。ドノ（殿）は 

 棚の転で河岸段丘。 

 渡良瀬川が北に流路を変え
スナカ゛

須永村
シ゛ョウト゛ノ

寿宇殿 を分断した為、清水 

 の湧き出している渡良瀬川沿いの一部が天王宿のすうどのと 

 なった区域。 

 

  明治９年地租改正の時、十二平・小十二平・せき下・とう 

 かな・すうどのを併せて陣平とした区域。 

 陣は神の換字で、十二山ノ神を祀った神社のある河岸段丘。 

 

  熊野神社を祀っている森のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、熊野林の南側宿の崖端から清水の 

 流れ落ちている付近を清水下とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、南側が清水下として独立し、残り 

 の北側の熊野神社の付近のみが熊野林となった。 

 

  細はやせ細るの意で浸食地名。 

 八坂下の東側の区域で渡良瀬川が洪水の時などに、流されて 

 しまう区域にある水田。 

 

  こえと（越渡）で隣村須永村とを渡船で継いでいる長瀬ノ 

 渡へ行く道の下の区域。八坂下の西側。江戸末期には橋が架 

 かった。 

 

  八坂下北側で渡良瀬川沿いの区域。 

 渡良瀬川が南北に分流していた時の中州で、後に北流のみが 

 川となった為、天王宿村の領域となった区域。 

 旧南流の川床に用水を通し天王宿境で水車を回し米をつくつ 

 き屋が数軒出来た。用水は山廻りで渡良瀬川へ落としていた。 

 

  明治９年地租改正の時、細田・こえと道下・中河原を併せ 

 て八坂下とした区域。 

 宿にある八坂神社崖下の区域の意。 
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蕪   町   村      （カブッチョムラ） 

（相生町４丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文３年（１６６３）加佛丁の水帳の
アザ

字による） 
 ﾆ  ﾎﾝ ﾏﾂ 

 二 本 松 

 

 ﾅｶ   ﾐﾁ 

 中   道 

 ｼﾝﾃﾞﾝｶｲﾄﾞｳ 

 新田開道 

 

 ｳｴ ﾉ  ﾊﾗ 

 上 ノ 原 

 

 ﾊﾁ ｹﾝ ﾔ 

 八 軒 屋 

 

 

 

 ﾔ    ｼｷ 

 屋   敷 

 ｼｭｸ   ｶﾞｼﾗ 

 宿   頭 

 

 

 

 

 ｳﾗ   ｼﾞ 

 裏   地 

 ｺ  ﾛ  ﾌﾞﾁ 

 甲 路 淵 

 

 

 

 ｵﾅ   ﾌﾞﾁ 

 女   淵 

 

 

 二 本 松 

 

 

 中   道 

 

 新田開道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 ノ 原 

 

 

 

 

 

 

    ｼｭｸ 

宿 

 

 

 

 

 

 

 裏   地 

 

 女   淵 

 

 

  新田開道（
カ ミ

上・
シ モ

下新田村を
ツ ナ

継ぐ道端にある集落）から長瀬 

 ノ渡へ行く道端に目標となる二本の松が生えている区域。 

 

  新田開道から裏地の他縁山自性寺へ行く参道の区域。 

 

  新田は新田道の略で
カ ミ

上・
シ モ

下新田村を結ぶ道。 

 開道は谷戸の転で集落。新田道の付近に出来た集落。 

 

  屋敷（村で一番大きい集落）の崖上にある開墾地。 

 現在の上ノ原の東半分の区域。原は開の替字で開墾地。 

 

  上ノ原の西半分の区域で八軒の集落のあった区域。 

 昭和２０年代には、いくつかの古井戸が残っていた。 

 

  明治９年地租改正の時、上ノ原・八軒屋を併せて上ノ原とした区域。 

 

  最初に出来た且つ一番大きい集落。後に宿と変えた区域。 

 

  屋敷の大間々側に集落が出来、
カ ミ

上に当たるためについた地 

 名。当時は屋敷を宿に換えていた為、宿頭（屋敷頭でなく） 

 となった。 

 

  明治９年地租改正の時、宿（屋敷）・宿頭を併せて宿とした区域。 

 

  裏は北を言う。宿の北側で渡良瀬川迄の区域。 

 

  甲路はコロ（転）の替字で曲がる意。淵は縁の転ではた。 

 宿の西側で渡良瀬川が大きく曲がっているはた迄の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、裏地・甲路淵を併せて裏地とした区域。 

 

  女はヨナ（米）の転で砂。淵は縁の替字。 

 渡良瀬川の右岸に洪水の度に運んできた砂が堤のようになっ 

 ている区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｲｹ   ｼﾞﾘ 

 池   尻 

 

 

 ｶﾐﾉ ｼﾞｭｳﾆﾃﾞｴﾗ 

 上ノ十二平 

 ｼﾓﾉ ｼﾞｭｳﾆﾃﾞｴﾗ 

 下ノ十二平 

 

 

 

 ﾖｺ   ﾔﾏ 

 横   山 

 

 ﾍﾞﾝ ﾃﾝ ﾔﾏ 

 辯 天 山 

 ﾄﾞ  ﾃ  ｼﾀ 

 土 手 下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 池   尻 

 

 

 

 

 

 

 ｼﾞｭｳ ﾆ ﾃﾞｴﾗ 

 十 二 平 

 

 

 横   山 

 

 

 

 

 

 ﾏｴ   ﾔﾏ 

 前   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  岡登用水の通っている崖下にかれたことのない湧水があり 

 その下が池になっていて排水路が、北東へ渡良瀬川迄続いて 

 いる区域（本来池尻は排水路のみをいう地名）。 

 

  十二山ノ神を祀っている所から上の区域。 

 

  十二山ノ神を祀っている所から下の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、上ノ十二平・下ノ十二平を併せて 

 十二平とした区域。 

 

  横は東西の方向を言う。 

 河岸段丘が東西に長く続いている区域。 

  

  辯財天を祀っている台地。宿の南側。前山の東側。 

 

  赤城神社を祀っている崖下（土手下）の区域。前山の西側。 

 

  宿の前（南側）にある段丘。 

 明治９年地租改正の時、辯天山・土手下を併せて前山とした 

 区域。赤城神社の前の意。 
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 天 沼 新 田      （アマヌマシンデン） 

（相生町５丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（延享２年（１７４３）の水帳の
アザ

字による） 
 ﾎﾘ   ｼﾀ 

 堀   下 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾎﾘ   ｳｴ 

 堀   上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ｸﾞﾝ  ｻﾞｶｲ 

 郡   境 

 

 ｻﾝ ｶｸ ﾊﾞﾗ 

 三 角 原 

 

 ﾏ  ﾏ  ﾄﾞｵﾘ 

 間 々 通 

 

 

 間   々 

 

 

 堀   下 

 ﾎﾘ ｯ ﾌﾟﾁ 

 堀   縁 

 

 

 

 

 ﾀ  ｶﾞ ﾒｸﾞﾘ 

 多 賀 廻 

 ｷﾀ   ﾐﾄﾞﾘ 

 北   緑 

 

 

 

 

 堀   上 

 

 

  岡登用水から
シ タ

下の区域で、明治９年地租改正の時、郡境・ 

 三角原・間々通・間々・堀下・堀縁に分割された区域。 

 

  
ニ ッ タ

新田郡境にあり、且つ
アカイワノワタシ

赤岩ノ渡より伊勢崎へ行く幹線道路 

 の通っている区域。 

 明治９年地租改正の時、堀下の一部を郡境とした区域。 

 

  小字の形が三角形をしている開墾地。 

 明治９年地租改正の時、堀下の一部を三角原とした区域。 

 原は開の替字で開墾地。 

 

  下新田村との境の崖端を削って道を作った区域。 

 明治９年地租改正の時、堀下の一部と下新田村台ノ西を併せ 

 て間々通とした区域。 

 

  下新田村西堀下崖上の台地。崖端の区域。 

 明治９年地租改正の時、堀下の一部崖端付近を間々とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、旧堀下を六分割し鹿村(笠懸町の一

部)寄りの一部のみになった堀下。 

 

  岡登用水の堀の
ウ エ

上・
シ タ

下共二間幅の区域で、どろあげ地と用 

 水を保護する為の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、多賀廻・北緑・堀上に分割された 

 区域。 

 延享２年天沼新田成立の時、岡登用水を境に上・下に分けた 

 堀上の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、堀上の一部で鎮守多賀神社の付近 

 と下新田村の飛地雨沼・新田道を併せて多賀廻とした区域。 

 

  緑は見取場
ミ ト リ バ

の略で江戸時代の耕地名の一種。開発直後や、 

 山間地にある地味の劣っている耕地で、反別だけを丈量して、 

 本高の中に入れず、およその見当で年貢を課した土地。 

 村の北端に位置し、５㍍程の台地で水位の低い不毛の土地を 

 開墾した区域。 

 明治９年地租改正の時、堀上の一部を北緑とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、堀上が三分割され鹿村沿いの一部 

 のみになってしまった堀上。 
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 米  沢  村      （ヨネザワムラ） 

（菱町１丁目の一部  * 町別小字表６参照） 

字  小   字 地 名 語 源（水帳不明で
アザ

字は採用できませんでした） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾎｿ   ﾀﾞ 

 細   田 

 ﾖﾈ   ｻﾞﾜ 

 米   沢 

 ﾋﾛ   ﾐ 

 広   見 

 ｶﾅ   ﾊﾞ 

 金   場 

 ｵｵ   ﾍﾞﾗ 

 扇   平 

 ｵﾅ   ｻﾞﾜ 

 女   沢 

 

 

 ﾀｶ   ｻﾞﾜ 

 高   沢 

 

 

 

 ｵｵ   ﾋﾗ 

 大   平 

 

 ﾔﾏ ｶﾞﾐ ｻﾞｶ 

 山 神 坂 

 ｶ    ﾉ 
 鹿   野 

 

 

 
 ｲﾘ ｺﾞ  ﾔ 
 入 小 屋 

 

 

 

 

  細は削られて細くなる意の浸食地名。 

 桐生川の端にある水田地帯なので洪水の時に浸食される区域。 

 

  村で一番大きい集落なので村名になっている。 

 よねは砂の意。砂地で出来ている沢。 

 

  広はヒラ（平）の転で緩傾斜地。見は所の意。 

 山腹がゆるい傾斜になっている区域。焼畑地名。 

 

  カリノ（刈野）→カノ（鹿野）→カナと転化した焼畑地名。 

 焼畑のある山腹。 

 

  山腹が扇を広げた形に広く緩い傾斜になっている区域。  

 焼畑地名。桂山の東南の山腹。 

 

  ヨネ（米）→ヨナ→オナと転化した地名。 

 すでに同じ地形名称米沢があるのでやむなく女沢とした区域。 

 砂地の沢で土砂が流れ易い所なので緩傾斜になっている山腹。

横山と広見山の間に細長く入っている沢。 

 

  コウ（神）→コウ（高）→タカ（高）と転化した地名。  

 山ノ神が祀ってあるので、かみ（神）沢と呼んでいたが、右 

 の転化でタカ（高）沢となった区域。米沢村で一番高い所まで

入っている沢。標高２２０㍍。 

 

  本来オオベラ（扇平）の山腹の形態をしているが、すでに 

 扇平があるので大平と書き、おおひらと別な読み方にした区 

 域。３３６.１㍍。姥穴山の南山腹。 

 

  上小友へ行く山道が急坂になった所の大岩の上に山ノ神が 

 祀ってある区域。 

 

  清水川から薬師堂迄の幅で米沢川から東側山腹迄の区域。 

 鹿野はカリノ（刈野）の略で、山腹を焼畑に利用している区 

 域。江戸期小俣村に合併した区域。 

 

  入は沢。小屋はコエ（越）の転で峠道。入小俣へ行く峠道の

通っている沢。江戸期小俣村へ合併した区域。一名黒暗（クラ

ヤミ）沢とも言い、暗道寺があった。米沢薬師は暗
アン

道寺
ド ウ ジ

の本尊

であった。 
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小  友  村      （オトモムラ） 

（菱町１～３丁目の一部  * 町別小字表６参照） 

字  小   字  地 名 語 源(水帳不明で現在使われている
アザ

字のみ採用しました) 
 ｼﾀ ｵ  ﾄﾓ 

 下 小 友 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾔﾏ ｶﾞﾐ ﾏｴ 

 山 神 前 

 

 ｶｻﾞ   ｱﾅ 

 風   穴 

 

 ﾅｶ ｵ  ﾄﾓ 

 中 小 友 

 ｶﾐ ｵ  ﾄﾓ 

 上 小 友 

 ｼｭｸ  ﾉ ｼﾏ 

 宿 ノ 島 

 

 ｶﾜ   ﾊﾞﾀ 

 川   端 

 

 ﾖﾘ   ﾔﾏ 

 寄   山 

 ﾔﾏ ﾉ  ｺｼ 

 山 ノ 越 

 

 ﾅｼﾉ ｷ ｻﾞｶ 

 梨ノ木坂 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾏｶﾞﾘ   ﾏﾂ 

 曲   松 

 

 

   

 山 神 前 

 

 

 風   穴 

 

 

 中 小 友 

 

 上 小 友 

 

 

 

 

 

 宿 ノ 島 

 寄   山 

 

 

 

 

 

 

 山 ノ 越 

 

  桐生川が明治５年洪水の時、北側に流れを変えた為、下小 

 友が分断され境野村側へも出来た為、混乱を避ける目的で曲 

 松に変えた区域。 

 小友川沿いの低地を上・中・下に分けた下の区域。 

 小友はオトモ（落面）で急傾斜地をいう語。 

 

  小友川が半円を描きながら曲流しているので、川に囲まれ 

 た耕地になる狭い土地がいくつもある区域。 

 明治９年地租改正の時、下小友を曲松に換えた区域。 

 松はマト（間処）の転で狭い所。 

 

  山ノ神を祀ってある山の前（南麓）桐生川左岸の平地。  

 明治５年桐生川が北へ流路を変えた為、川床になり僅かに南 

 端が境野村に合併している。 

 

  山腹に冷たい風が奥から吹いてくるような感じのする大穴 

 のある区域。 

 

  小友川沿いの傾斜地を上・中・下に分けた中の区域。 

 

  小友川沿いの傾斜地を上・中・下に分けた上の区域。 

 

  宿はスカ（砂処）の転。 

 桐生川の曲流部の内側に砂が積もって島になった区域。 

 後に島は左岸と一体になっている。 

  城ノ岡から流れてくる小川の端に、集落の水汲場のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、宿ノ島・川端を併せて宿ノ島とした区域。 

  寄居山の略で桐生氏の砦のあった山。浅間山・仙元山・富士

山とも言われている。 

  桐生氏の出丸寄居山の急傾斜のふもとに番士たちの集落のある区域。 

 越は腰の替字。 

 

  なしはナラ（平）しの転で緩傾斜地。木は場所。坂は峠道。 

 緩い傾斜の峠道のある区域。山ノ越と宿ノ島を結ぶ峠道。 

  明治９年地租改正の時、山ノ越・梨ノ木坂を併せて山ノ越 

 とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｺ    ﾔﾂ 

 小   谷 

 

 ﾋﾛ   ﾐ 

 広   見 

 ﾐﾔ   ﾂ 

 宮   谷 

 ｱｶ   ｻｶ 

 赤   坂 

 ﾊﾁｵｳｼﾞ ｻｶｼﾀ 

 八王子坂下 

 ｽﾐ   ﾖｼ 

 住   吉 

 ｲｼ ﾀﾞ  ﾏｴ 

 石 田 前 

 ｲｼ   ﾀﾞ 

 石   田 

 ﾐ    ﾔﾏ 

 深   山 

 ﾗｲ ﾃﾞﾝ ﾔﾏ 

 雷 電 山 

 ﾔﾅｷﾞ   ﾔﾂ 

 柳   谷 

 

 

 

 

 ﾊ  ﾊﾞ  ﾔﾏ 

 羽 場 山 

 ﾊﾁ ｵｳ ｼﾞ 

 八 王 子 

 ｳｼﾛｯ  ｸﾗ 

 後   倉 

 

十
ジッ

 貫
カン

 山
ヤマ

 

 

 小   谷 

 

 

 広   見 

 

 宮   谷 

 

 赤   坂 

 

 八王子坂下 

 

 住   吉 

 

 石 田 前 

 

 石   田 

 

 深   山 

 

 雷 電 山 

 

 柳   谷 

 

 

 

 

 

 羽 場 山 

 

 八 王 子 

 

 後   倉 

 

 十
ジッ

 貫
カン

 山
ヤマ

 

 

  小はコウ（神）の転で山神社の略。やつは谷津の換字で湿 

 地。山神社を祀ってある低湿地。（戦後まではすべて水田だ 

 った区域。） 

  広はヒラ（平）の転で緩傾斜地。見は所の意。 

 山腹が緩い傾斜になっている区域。焼畑地名。 

  宇都宮神社を祀ってある谷。 

 

  上小友へ通ずる赤坂峠道が、赤色のねばつちの山麓を通っ 

 ている区域。 

  八王子神社（細川十社の一）の参道が登り坂になっている 

 崖下の区域。 

  細川十社の一、住吉神社の区域。 

 細川氏滅亡後は周藤氏が氏神として祀っている。 

  石田の前黒川沿いの現在は一筆の区域。 

 

  黒川の左岸河岸段丘なので石の多い区域。 

 所々に耕地から出る石の捨場の石塚がある。 

  日の当たらない北を向いている山腹。 

 

  村で祀っている雷電神社が山頂にある山。２６８９番地。 

 

  ヤナ（土手の意）ギ（場所を示す接尾語）。 

 谷は山麓に囲まれている低地。  

 土手を築いて、水田用の大池・小池を作ってある山に囲まれ 

 た低地。現在は谷の区域（１４５９～１４８３・１６９９～ 

 １７０１番地）は山谷戸だがもとは柳谷。 

 

  住吉峠道沿いが崖になっている山。 

 

  細川十社の一、八王子神社が山頂に祀ってある山。 

 

駒転（コマコロバシ）峠道の後（北側）が崖になっている区

域。 

 

全山岩石を積み重ねたような山なので重岩
ジュウガン

山と呼んでいた

のが後世に語の意味がわからなくなって十貫山となった。 

 

180



字  小   字 地 名 語 源 
 ｼﾛ ﾉ  ｵｶ 

 城 ノ 岡 

 

 ﾖｼ ｶﾞ  ｲﾘ 

 芳 ヶ 入 

 

 

 ﾔﾏ   ｶﾞﾐ 

 山   神 

 ｺﾏ  ｺﾛﾊﾞｼ 

 駒   転 

 ｶﾅ   ﾊﾞ 

 金   場 

 ｷｼﾞ ﾉ  ｵ 

 雉 ノ 尾 

 

 ｸﾏ   ﾉ 
 熊   野 

 ｾｷ   ﾊﾞ 

 堰   場 

 ﾎｿ ｸ  ﾎﾞ 

 細 久 保 

 ｳﾒﾉ ｷ  ｸﾎﾞ 

 梅 木 窪 

 

 ｸﾜﾉ ｷ  ｸﾎﾞ 

 桑 木 窪 

 

 ﾋﾗ   ﾀﾞﾅ 
 平   棚 

 ｵ  ﾅｽ ｻﾞﾜ 

 尾 無 沢 

 

 ｵ ﾄﾓﾆｼﾉ ｲﾘ 

 小友西ノ入 

 

 ｵ ﾄﾓﾋｶﾞｼﾉｲﾘ 

 小友東ノ入 

 

 城 ノ 岡 

 

 

 芳 ヶ 入 

 

 

 山   神 

  

 駒   転 

 

 金   場 

 

 雉 ノ 尾 

 

 

 熊   野 

 

 堰   場 

 

 細 久 保 

 

 梅 木 窪 

 

 

 桑 木 窪 

 

 

 平   棚 

 

 尾 無 沢 

 

 

 小友西ノ入 

 

 

 小友東ノ入 

 

  城は代の替字で山上や山腹の平坦地。 

 山頂が平坦になっている岡。 

 

  葦は悪に通ずるので芳の字を用いた。 

 葦の生えていて曲がっている湿地の沢。 

 江戸期には棚田が作られている。現在は産廃の捨場になって 

 いる。 

 

  山上に山神社が祀ってある山。標高 178 ㍍ 

 

  風穴から十貫山・宮谷・小谷へ通ずる峠道。 

 道端が、馬が転ぶような崩れ易い付近を通っている区域。 

 

  カナはカノの転で焼畑。焼畑のある傾斜の緩い山腹。 

 

  雉は岸の替字でキリイシ（断石）の約で山腹が切立った岩 

 壁になっている区域。 

 雷電山の東腹が岩壁になっている区域。 

 

  細川十社の一、熊野社が山頂に祀ってある区域。 

 現在は東側山麓に遷座している。 

 

  小友川から分水する為に、堰を作ってある区域。 

 

  浅く小さい山腹のくぼ。 

 

  梅は埋の替字。木は場所。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た、傾斜地のあるくぼ。 

 

  桑はクエ（崩）の転で崩壊。木は場所。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た、傾斜地のあるくぼ。 

 

  山腹が階段状をしている区域。 

 

  尾は山すその末端。
ナ シ

無はナラ（平）しの転で緩傾斜地。  

 小友川の右岸平棚の山麓が平坦になっている区域。 

 

  小友川の源流尾無沢から、沢が東西に分かれている西側の区域。 

 小友川の本流。 

 

  小友川の源流尾無沢から、沢が東西に分かれている東側の区域。小友

川の支流。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ﾐｮｳ ｶﾞ  ｻﾜ 

 茗 荷 沢 

 

 ｵｵﾔ ｺﾞ ﾛｳ 

 大弥五郎 

 

 

 

 ｺ ﾔ ｺﾞ ﾛｳ 

 小弥五郎 

 

 

 

 ﾀｶ   ﾊｷﾞ 

 高   萩 

 

 ｶﾗｽｶﾞﾈ ﾄﾞ 

 烏ヶ寝戸 

 

 

 ﾎｿ ｶﾞ  ｲﾘ 

 細 ヶ 入 

 ｹﾞ  ｹﾞ  ｲﾘ 

 谷 ヶ 入 

 ｳﾏ ｲﾗ ｽﾞ 

 馬 不 入 

 ﾎｵ ｽﾞｷ ｻﾞﾜ 

 酸 漿 沢 

 

 ｱｲ ﾉ  ﾔﾏ 

 間 ノ 山 

 

 

 ﾀ  ﾉ  ｲﾘ 

 田 ノ 入 

 ｲ  ﾉ  ｲﾘ 

 猪 ノ 入 

 ｵｵ   ﾍﾞﾗ 

 扇   平 

 

 茗 荷 沢 

 

 

 大弥五郎 

 

 

 

 

 小弥五郎 

 

 

 

 

 高   萩 

 

 

 烏ヶ寝戸 

 

 

 

 細 ヶ 入 

 

 谷 ヶ 入 

 

 馬 不 入 

 

 酸 漿 沢 

 

 

 間 ノ 山 

 

 

 

 田 ノ 入 

 

 猪 ノ 入 

 

 扇   平 

 

  ミオ（澪）ヶ沢の替字。澪は水流。 

 いつも水が流れている湿地の沢。 

 

  大弥は大谷の換字。五郎はごろの転で石がごろごろしてい 

 る所。 

 二つ同じ形をしている大きい谷（川上）の方で石がごろごろ  

 している区域。 

 

  小弥は小谷の替字。  

 五郎はごろの転で石がごろごろしている所。  

 二つ同じ形をしている小さい谷（川下）の方で石がごろごろ 

 している区域。 

 

  高萩山の略。高は山の上部。萩はハグ（剥）の転で崩壊。 

 山頂近くの山腹が崩壊して急傾斜している山。 

 

  烏はカレス（枯州）の転で石の多い地質で雨水を吸い込ん 

 で沢水の流れない扇平の山腹。寝戸は根戸で付近。 

 傾斜の緩い扇形をしている焼畑適地の山腹。 

 

  細長いくぼ。 

 

  馬不入の奥に谷がある区域。 

 

  馬をつれて山仕事に入れない程急傾斜している山腹。 

 

  酸漿の実が水分を含んでいることから、清水が湧いている 

 湿地の沢。 

 

  
アイ

間は二村の村境を両村を結ぶ道が通っている付近を言う地名

用語。姥穴山の北腹を小友村と米沢村を結ぶ峠道の通っている

付近。 

 

  田は棚の転で階段状に水田がある山腹のくぼ。 

 

  猪は井の替字で清水の湧いている山腹のくぼ。 

 

  姥穴山の山腹が扇を広げた形をしている区域。 

 その結果焼畑に利用されている。 
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字  小   字 地 名 語 源 
 ｻﾂ ｷ  ｻﾞﾜ 

 殺 木 沢 

 

 

 

 ｳﾒ ﾉ  ｷ 

 梅 ノ 木 

 

 ｳﾊﾞ    ﾅ 

 姥   穴 

 

 

 

 

 

 ｱｲ ﾉ  ﾊﾗ 

 間 ノ 原 

 

 

 ｶﾂﾗ   ﾔﾏ 

 桂   山 

 ｾﾞﾝ   ﾀﾞﾅ 

 膳   棚 

 ﾄﾞ ｳ ﾉ ｲﾘ 

 とうノ入 

 ﾖｺ   ﾔﾏ 

 横   山 

 

 

 鳶
トビ

   山
ヤマ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 殺 木 沢 

 

 

 

 

 梅 ノ 木 

 

 

 姥   穴 

 

 

 

 

 

 

 間 ノ 原 

 

 

 

 桂   山 

 

 膳   棚 

 ﾄﾞｳ ﾉ  ｲﾘ 

 堂 ノ 入 

 

 横   山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  殺はサス（射）の転で真直。姥穴山の山腹にある急傾斜の 

 沢の区域。 

※ 殺木沢の殺には木篇がつくのが正字だが活字が無いので殺 

を当て字として用いた。 

 

  梅は埋の替字。木は場所。 

 姥穴山の山腹が崩壊して山麓に埋まって出来た傾斜地。 

 

  姥穴山の略。全国各地にある姥懐（ウバガフトコロ）の伝承

のある山。没落した武士の若殿を育てるために乳母（姥の転）

と若殿が隠れ住んだという岩穴が山頂にある山。障子山・桐生

富士ともいわれている。 

 障子山：近くで見ると障子を立てたように急傾斜している山。 

 桐生富士：遠く桐生から見ると富士山のように見える山。 

 

  
ア イ

間は村境を両村を結ぶ道が通っている区域。 

 下菱村へ行く峠道の通っている開墾地。 

 

  下山氏が
トウセンシ゛

東泉寺を建立し、山号を
カツラサン

桂山としたことから
ウシロ

後の  

 山の地名となった区域。279㍍。 

 

  膳棚は膳をのせる食器棚。山腹が階段状をしている区域。 

 

  堂（和光院）のあるくぼ。 

 

  横は東西の方向を言う。尾根が東西にのびている山。標高

209.7㍍。 

 

横山の西側（小友道側）の山腹が急傾斜している所を鳶山と

呼んでいる。山が崩壊することを飛ぶということから鳶(トビ) 

の字を当てた所。標高 171.1 ㍍。小字曲
マガリ

松
マツ

2966～2970番地。 
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 小 友 村 一 色（オトモムライシキ） 

（菱町２丁目の一部  * 町別小字表６参照） 

字  小   字 地 名 語 源（水帳不明で
アザ

字は採用できませんでした） 
  ﾔﾏ ｶﾞｲ ﾄ 

 山 谷 戸 

 ｷﾀ   ﾊﾗ 

 北   原 

 ｸﾏ ﾉ  ｻﾜ 

 熊 野 沢 

 ｼﾀ   ﾃﾞ 

 下   出 

 ﾅｶ ｶﾞｲ ﾄ 

 中 谷 戸 

 ｺｳ ｼﾝ ﾂﾞｶ 

 庚 申 塚 

 ﾊｼ   ﾂﾞﾒ 

 橋   詰 

 ﾓﾘ   ﾔﾏ 

 森   山 

 

 ｺｼ   ﾏｷ 

 腰   巻 

 ｺ    ｻﾞﾜ 

 小   沢 

 ﾗｲ ﾃﾞﾝ ﾔﾏ 

 雷 電 山 

 ｷ  ｵﾄ  

 木 落 シ 

 ﾄﾍﾞ ﾉ  ｻﾜ 

 鳶 ノ 沢 

 ｲ ｾ ﾉ ﾏｴ 

 伊勢ノ前 

 ﾀｹ ﾉ  ｼﾀ 

 竹 ノ 下 

 ﾅｶ ﾔ  ｼｷ 

 中 屋 敷 

 

  山麓に集落のある区域。 

 

  北はキダ（段）の転で段丘。黒川左岸段丘上の開墾地。  

 

  沢口に熊野社を祀ってある大きい沢。 

  

  
カ ミ

上の親集落（不明）から
シ モ

下へ分家して出た子集落。 

 

  山（雷電山）と川（黒川）とに囲まれた小平地にある集落。 

 

  道ばたに小高く土を盛って築いた上に、庚申塔が立っている区域。 

 

  黒川のはたが崖になっていて行き止まりの区域。 

 橋は端の換字。 

 

  一色の開拓者と言われる和田氏の墓地（
リュウタ゛イシ゛

竜太寺 別院不動

院２６３０番地）のある区域。この場合森は墓地をいう。不動

院は今はない。 

 

  黒川が尾根の先端沿いに、半円状に曲流している区域。 

 

  小さい沢の区域。 

 

  山上に一色村の雷電社を祀ってある山。２６３７番地。  

 

  木を切り倒すと麓迄落ちて行くような急傾斜の山腹。 

 

  鳶は飛の替字で大崩壊（山が飛んだという）。 

 山腹が崩壊して埋まって出来た傾斜地のある沢。 

 

  伊勢は伊勢沢の略（
ウ エ

上の鳶ノ沢をもとは伊勢沢と言った）。 

 伊勢沢の入口付近の傾斜地。 

 

  伊勢ノ前の尾根の先端が崖になっている下の僅な小平地。 

 竹は嶽の替字で崖。 

 

  屋敷は中世の集落名。 

 山と西ノ入川に囲まれた小平地にある集落。 
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字  小   字 地 名 語 源 
  ﾏｶﾞｯ   ｻｶ 

 曲   坂 

 

 ﾀｹ   ﾔﾏ 

 竹   山 

 ﾆｼ ﾉ  ｲﾘ 

 西 ノ 入 

 

 ﾓﾄ ﾔ  ｼｷ 

 元 屋 敷 

 ｶﾆ ﾔｷ ｻﾞﾜ 

 蟹 焼 沢 

 

 ﾀｶ ﾊﾞﾀ ｹ 

 高 畑 ヶ 

 ｺ  ﾊﾞﾀ ｹ 

 小 畑 ヶ 

 ﾋｶﾞｼ ﾉ  ｲﾘ 

 東 ノ 入 

 

  

 ﾖ ｼﾞｴ ﾓ ﾝ ｸﾎﾞ 

 与治右衛門窪 

 

 ﾀ ﾛｳｻﾞｴ ﾓﾝｸﾎﾞ 

 太郎左衛門窪 

 

 ｵ ﾄ ﾄ ﾁ 

 烏兎土地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  峠道の古語。中里村（下菱村の一部）金葛へ行く峠道の通 

 っている山腹。 

 

  竹は嶽の替字で急傾斜。山腹が急傾斜している山。 

 

  黒川が橋詰で東西に分かれた西側奥の区域。黒川の支流。 

 現在は中尾根から西ノ入川迄の間の僅かの区域。 

 

  一色村で最初に出来た集落。 

 

  カニはカノの転で刈野焼
カ ノ ヤ キ

で原野を切り焼いて、作る焼畑の 

 こと。焼畑のある山腹。 

 

  山腹の上部にある焼畑。 

 

  小はコウ（川）の転で黒川右岸沿いにある焼畑。 

 

  黒川が橋詰で東西に分かれた東側の区域。 

 もとは全体の称であったが、黒川右岸２６１２番地一筆の小 

 区域になっている。黒川の本流。 

 

  与治はヨジ（捩）るの転。右衛門は右の人名化。 

 曲がっている右側のくぼ。 

 

  太郎はタ（垂）るの転で急傾斜。左衛門は左の人名化。 

 急傾斜の左側のくぼ。 

 

  烏兎はオト（落）すの転で崩壊。 

 山腹の崩壊で山麓に緩傾斜地の出来た区域。 
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 下  菱  村（      シモビシムラ） 

（菱町２～３丁目の一部  * 町別小字表６参照） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文１３年（１６７２）の水帳の
アザ

字による） 

 ﾀｶ   ﾀﾞ 

 高   田 

     ｸﾁ 

 と い 口 

 

     ﾀ 

 と い 田 

 

 

 ｶﾐ   ﾔ 

 神   屋 

 ｶﾐ ﾔ  ﾏｴ 

 神 屋 前 

 

 ﾄｳｼ ﾛｳｶﾞ ｲﾘ 

 藤四郎ヶ入 

 ﾅｶﾞｵ ﾈ ﾔﾏ 

 長尾根山 

 

 

 

 

 

 

ﾔﾂ 

谷 

 
 ﾔﾂ ﾉ  ﾏｴ 
 谷 ノ 前 

 ﾜｶ   ﾐﾔ 
 若   宮 

 

 

 

 

 高   田 

 

 

 

 

 

 田   中 

 

 

 

 

 ｶﾐ   ﾔ 

 神   谷 

 

 藤四郎ヶ入 

 

 

 

 ﾃﾗ   ﾔﾂ 

 寺   谷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷 

 

  用水から最初に水を引く高い位置にある水田の付近。 

 

  黒川からの用水の取水口のある付近。 

 といは樋で用水を言う。 

 

  その用水を利用している水田の付近。 

 

  水田に囲まれた家の区域。 

 明治９年地租改正の時、とい口・とい田を併せて田中とした区域。 

 

  神屋は神社。若宮八幡宮のある付近。 

 

  若宮八幡宮の参道の区域。 

 

  明治９年地租改正の時、神屋・神屋前を併せて神谷とした区域。 

 

  藤四はタウ（倒）しの転で崩壊地形の擬人化。 

 山腹の崩壊で埋まって出来た傾斜地になっているくぼ。 

  

  観音山の頂上から南へ長く延びている尾根。 

 泉竜院の墓地になっている。 

 

  明治９年地租改正の時、尾根の方を字名としていた区域を 

 谷の方の字名に換えた区域。 

 寺は
センリュウイン

泉竜院。タニ（谷）は棚の転で階段状の地形。 

 泉竜院が建っている階段状に傾斜している沢で棚田に利用し 

 た。 

 

  タニ（谷）は棚の転で階段状の傾斜地。 

 谷山の崩壊により埋まって出来た階段状の傾斜地。 

 

  ヤツ（谷）の入口付近の平地。 

 

  若宮八幡宮の境内。 

 １７８３番地、２３８坪の狭い区域。 

 

  明治９年地租改正の時、谷・谷ノ前・若宮を併せて谷とし 

 た区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾀ  ﾌｸ ｱﾝ 

 田 福 庵 

 ﾀ ﾌｸｱﾝﾉ ｳｴ 

 田福庵ノ上 

 

 

 ﾅｲｾﾞﾝﾔ ｼｷ 

 内膳屋舖 

 

 

 

 

 ｽｽﾞﾒ ｶﾞｲ ﾄ 

 雀 谷 戸 
  

 

 

 

 

 ﾏ  ﾏ  ｼﾀ 

 間 々 下 

 ｳﾜ   ﾃﾞｴﾗ 

 上   平 

 ﾛｯ   ｸ 

 六   句 

 
 ﾛ ｯ ｸ ﾏ ｴ 
 六 句 前 

 ﾀｲ ｼ  ﾄﾞｳ 

 太 子 堂 

 

 

 ｼﾞｮｳﾍｲ  ｼﾞ 

 城 平 寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 田 福 庵 

 

 

 

 

 

 ﾅｲｾﾞﾝﾔ ｼｷ 

 内膳屋敷 

 雀 谷 戸 

 

 

 

 

 

 

 間 々 下 

 

 上   平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 六   句 

 

 

  田福庵のある付近。 

 

  田福庵の上の八幡山東側の山腹。 

 

  明治９年地租改正の時、田福庵・田福庵ノ上を併せて、田 

 福庵とした区域。 

 

  細川内膳の屋舖（東西２丁・南北１丁）のあった区域。  

 応永１９年（１４１２）細川丹後来菱後すぐに屋舖を築いた 

 と言われ五代内膳が桐生助綱(祐綱とも)に滅される迄、１３３

年間菱村の領主として住んでいた屋舖。 

 

  明治９年地租改正の時、内膳屋舖を内膳屋敷に換えた区域。 

 

  菱村領主細川内膳に小雀という愛馬がいた。主人筋に当た 

 る桐生助綱(祐綱とも)が譲ってほしいと懇望したが、内膳が拒

否した為天文１３年（１５４４）３月３日助綱が急襲し、内膳

は敗れ自殺し、小雀を戦利品として連れ去ろうとしたところ、

突然舌を噛み切って殉死した。地元民はその死を憐れみ、そこ

に葬り観世音を安置し、小雀観世音と呼んだ。その後付近に集 

落が出来たのを雀谷戸と命名した。 

 

  間々は崖。上張の崖下で黒川との間の狭く細長い低地。 

 

  岡の上が平になっている区域。 

 

  ロック（陸）の替字で山麓が崩壊して緩い傾斜になっている区域。 

 

  六句のふもとで平地になっている区域。 

 

  八幡山の西麓に聖徳太子を祀ってある太子堂（現在は
タクハタ

栲機 

 
ヒメ

姫神社）のある区域。 

 
サ ラ

盤ヶ岡と呼ばれ、２１５１番地にある。 

 

  文昌寺の墓地の上に細川氏の氏寺、高尾山細川院城平寺が 

 あったのでついた地名。 

 細川氏滅亡後、細川院を西善院と改名し明治４年廃寺。 

 

  明治９年地租改正の時、六句・六句前・太子堂・城平寺を 

 併せて六句とした区域。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾀﾞｲ   ﾓﾝ 

 大   門 

 

 

 ｻｶ ﾉ  ｳｴ 

 坂 ノ 上 

 

 

 

 ｼﾞｭｳ ｵｳ ﾄﾞｳ 

 十 王 堂 

 

 

 

 

 

 

 ﾄﾞｳ   ﾏｴ 

 堂   前 

 ｵｶ ﾉ  ﾀﾞｲ 

 岡 ノ 台 

 ｵｶ ﾉ  ﾏｴ 

 岡 ノ 前 

 

 

 

 ﾂﾙ   ﾏｷ 

 蔓   巻 

 ﾋﾛ   ﾐ 

 広   見 

 

 

 

 

 

 ｸ    ﾎﾞ 

 久   保 

 

 

 大   門 

 

 

 

 坂 ノ 上 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾊ    ﾊﾞ 

 羽   場 

 

 

 

 堂   前 

 

 

 

 

 

 岡 ノ 台 

 

 

 

 

 

 

 ﾂﾙ ﾏｷ ﾀﾞ 

 蔓 巻 田 

 

 

 

 久   保 

 

 

  大門とは寺の正門のことであるが、参道に集落が出来ると 

 つく地名。 

 城平寺の参道の区域。 

 

  坂は三年坂（転ぶと三年の内に死ぬという俗伝のある坂で、 

 江戸の芝高輪や京都の清水寺など全国各地にある）の略で、 

 坂を上がった所（台地）に
アラスキアン

荒蒔庵や細川内膳の家臣森下左衛 

 門の屋敷があった。坂の上に台地のある区域。 

 

  十王堂（十王経に説く、冥府で死者を裁くいう十人の王を 

 祀っている堂）のある区域。堂は天光院の
マ ツ

末の荒蒔庵の
マ ツ

末で、 

 ２０１７番地にある（荒蒔庵は荒牧氏の氏寺）。 

 

  台地の端が桐生川に削られて崖になっている区域。 

 羽場は間々と同じで崖の意。 

 明治９年地租改正の時、十王堂を羽場とした区域。       

 

  地蔵堂のある区域（現在は邪魔にされ、上張に移転した）。 

 

  岡の上が平になっている区域。 

 

  岡ノ台の東側崖下の黒川右岸迄の低地。 

 

  明治９年地租改正の時、岡ノ上・岡ノ前を併せて岡ノ台と 

 した区域。 

 

  黒川の曲流部の内側に沿って作られた耕地。         

                 

  黒川が洪水の時、流れを換え、左岸の広見の一部が右岸に 

 分割された区域。 

 

  黒川の曲流部の内側にそって作られた水田。         

 明治９年地租改正の時、蔓巻・広見を併せて蔓巻田とした区 

 域。 

 

  桐生川左岸のもと河原だった低地。 

 用水を引いて水田になっている。 

 昔は幸橋はなくて久保から対岸今泉村へ橋が架かっていた。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾀｶ ｵ  ｻﾝ 

 高 尾 山 

 

 ﾊﾁ ﾏﾝ ﾔﾏ 

 八 幡 山 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 ﾔﾂ   ﾔﾏ 

 谷   山 

 ﾅｶ ｵ  ﾈ 

 中 尾 根 

 ﾊｼ   ﾂﾞﾒ 

 橋   爪 

 

 

 

 

 ﾄ  ｻｷ ｳﾗ 

 戸 崎 裏 

 

 

 

 ｼﾞｮｳ   ﾊﾞﾘ 

 上   張 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾗｲ ﾃﾞﾝ ﾔﾏ 

 雷 電 山 

 

 ﾄﾉ   ﾔﾏ 

 殿   山 

  

       

 八 幡 山 

 

 

 谷   山 

 

 中 尾 根 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上   張 

 

 

 

 

 

  高尾山細川
サイゼン

院城平
ジョウヘイ

寺の山号で後の名。西善院のあった山

腹。 

 

  八幡宮を祀ってある山。 

 

  雷電神社を祀ってある尾根（２５４１番地）を、明治９年 

 地租改正の時、八幡山より分離した区域。 

 

  山頂の平らな山。殿は棚の転で平らの意。 

 明治９年地租改正の時、八幡山の一部を殿山とした区域。 

 

  明治９年地租改正の時、高尾山・八幡山を併せ、雷電山・ 

 殿山を分割した残りを八幡山とした区域。 

 

  
ヤ ツ

谷の後ろにある山。 

 

  木落シ尾根と長尾根山の間にある細長い尾根。 

 

  橋詰の替字で川岸が崖になっていて行き止まりの地形を 

 言う。 

 黒川右岸の
カ ミ

上は間々下、
シ モ

下は堂前の間の川沿いの狭い地区。 

 黒川の右岸が崖になって行き止まりの地区。 

 明治９年地租改正の時、上張に合併した。 

 

  戸は利の替字でとがっている意。 

 崎は突出した意。裏は内側の意。 

 田福庵堀が黒川に合流している、二川に挟まれた内側先端の区

域。明治９年地租改正の時、上張に合併した。 

 

  上は崖上の意。張は墾の替字で開墾地。 

 黒川右岸間々下・橋爪崖上の開墾地。 

 

  明治９年地租改正の時、橋爪・戸崎裏・上張を併せて上張 

 とした区域。 
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 下 菱 村 中 里（シモビシムラナカザト） 

（菱町４丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文１３年（１６７３）の水帳の
アザ

字による） 

 ﾊﾁ ﾏﾝ ｼﾀ 

 八 幡 下 

 

 

 

 ﾌ  ﾓﾝ ｼﾞ 

 普 門 寺 

 

 

 ﾎﾘ   ｿﾞｴ 

 堀   添 

 ﾅｶ   ﾐﾁ 

 中   道 

 

 

 

 

 ﾅｶ   ﾄﾞｵﾘ 

 中   通 

 ｲﾜ   ｼﾀ 

 岩   下 

 ﾔ  ｼｷ ｳﾗ 
 屋 敷 裏 

 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 

 中   島 

 ﾅｶ   ｻﾞﾄ 

 中   里 

 

 ﾔﾏ   ｷﾞﾜ 

 山   際 

 ﾄﾞｳ   ﾏｴ 

 堂   前 

 ｻﾜ   ｲﾘ 
 沢   入 

 

 

 

 ﾊﾁﾏﾝﾔﾏｼﾀ 

 八幡山下 

 

 

 普 門 寺 

 

 

 

 堀   添 

 

 

 

原 

 

 

 

 中   通 

 

 岩   下 

 

 屋 敷 裏 

 

 

 中   島 

 

 中   里 

 

 

 山   際 

 

 堂   前 

 

 

 

 

  八幡宮を祀ってある山下の５筆の小地区。 

 

  明治９年地租改正の時、八幡下を八幡山下に換えた小地区。 

 明治９年地租改正の時、上の山腹を殿山に換えた為、正しく 

 は殿山下にすべき区域。 

 

  現在寺のある観音山の区域。 

 最初に寺のあった所と推定される桐生川沿いの区域の２か所 

 に番地が別れてある。 

 

  桐生川の金葛堰口から金葛堀に添った細長い区域。 

 

  桐生川沿いに普門寺があった時に、参道が通っていた区域。 

 

  原は開の替字で開墾地。 

 明治９年地租改正の時、中道を原に替えた区域。中道の意味が

わからなくなって替えた。 

 

  山側・桐生川沿いの２道の中間の道が通っている区域。 

  

  観音山の崖下の区域の意であるが、岩壁上の山腹も含んでいる。                          

 

  集落のある区域。 

 屋敷は江戸初期の集落名。 

 

  昔桐生川が観音山沿い（東側）を流れていた時、川の中州 

 （中島）であった時の地名が今に残っている区域。 

 

  村の中心になっている大きい集落。 

 村名や山名（観音山の旧称中里山）にも使われている。 

 

  山麓に墓地のある区域。宝福寺があった。 

 （墓穴を掘る場所を決めることを「山ぎわめ」と言う） 

 

  御堂のある区域。（現在はどこにあったかも不明） 

 

  ソウリと言い焼畑用語。本来の読みの意味が不明となりサ 

 ワイリと言うようになった。 

 焼畑のある傾斜のゆるやかな山腹。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 

 

 

 

 

 ﾃﾝ   ｽﾞｲ 

 天   水 

 ｲ  ｽﾞ  ﾀ 

 イ ツ 田 

 

 

 ｶﾅ ｸ  ｽﾞ 

 金 ク ツ 

 ｶﾅｸ ｽﾞ ｻﾞﾜ 

 金クツ沢 

 

 

 ﾀｶ   ﾔﾏ 

 高   山 

 

 

 ﾀﾃ   ｲﾜ 

 立   岩 

 ﾏﾙ   ﾔﾏ 

 丸   山 

 

 

 ｺ  ｸ  ﾎﾞ 

 小 久 保 

 

 

 

 

 

 ﾀｲ ｼ  ﾏｴ 

 太 子 前 

 

 ｻﾜ ｲﾘ ｸﾞﾁ 

 沢 入 口 

       

 沢   入 

 

 

 天   水 

 

 

 ｲ  ｽﾞ  ﾀ 

 伊 豆 田 

 

 

 

 

 

 ｶﾅ   ｸｽﾞ 

 金   葛 

 

 ﾀｷ ﾉ  ｻﾜ 

 瀧 ノ 沢 

 

 立   岩 

 

 ｱﾀ ｺﾞ  ﾔﾏ 

 愛 宕 山 

 

 

 

 小 久 保 

 ｵｵ ｸ  ﾎﾞ 

 大 久 保 

 

 

 

 

  

  沢入のうち平地の部分が、明治９年地租改正の時、独立し 

 た区域。普通の田・畑のある区域。 

 

  沢入のうち山腹の区域が、明治９年地租改正の時、独立し

た。沢入の呼称に適した区域となった。 

 

  徳川幕府の法令用語。桐生川が洪水の時、流路となる川沿 

 いの低地で地租の安い堤外区域。（堤外は川原） 

 

  イツはイズミ（泉）の略で湧水を利用している水田のある区域。 

 

  明治９年地租改正の時、イツ田を伊豆田に換えた区域。  

 

  江戸後期では金久津とも書いている。現在の金葛の平地の 

 部分を言った。 

 

  現在の金葛の山腹を言った。葛は屑の替字。 

 製鉄の行われた所なので地中から鉄滓の出てくる沢。 

 

  明治９年地租改正の時、金クツ・金クツ沢を併せて金葛とした区域。 

 

  高はタケ（嶽）山の換字で御嶽神社を祀ってある山。 

 

  瀧のある沢の区域。明治９年地租改正の時、沢が瀧になっ 

 ている所があるので高山を瀧ノ沢に換えた区域。 

 

  切り立った大岩のある山。 

 

  観音山の北尾根の先端が丸山のように見える区域。 

 

  愛宕神社を祀ってある観音山の北端の区域。 

 明治９年地租改正の時、丸山を愛宕山に換えた区域。 

 

  普門寺の北側山腹にくぼのある区域。 

 

  旧小久保に二つくぼが並んでいる北側の小さいくぼの区域 

 のみを、明治９年地租改正の時、小久保とした区域。 

 

  旧小久保に二つくぼが並んでいる南側の大きいくぼの区域 

 が、明治９年地租改正の時、大久保として独立した区域。 

 

  太子堂（現在の
タクハタヒメ

栲機姫神社）の前で現在は桐生川の一部に 

 なっている区域。もとは水田だった区域。 
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 上  菱  村（      カンビシムラ） 

（菱町５丁目） 

字  小   字 地 名 語 源（寛文６年（１６６６）水帳の字（アザ）による） 

 ｳﾂ   ﾉ 

 打   野 

 ﾄｳ   ｷﾀ 

 東   北 

 ｼｵ ﾉ  ｾ 

 塩 ノ 瀬 

 

 ｺ  ｻﾞﾜ ｸﾞﾁ 

 小 沢 口 

 ｵｵ ｻﾜ ｸﾞﾁ 

 大 沢 口 

ﾅｶ 

中 

 
 ﾅｶ ﾉ  ｳｴ 
 中 ノ 上 
 ﾅｶﾉ ｶﾜﾊﾞﾀ 
 中ノ川端 

 

 
 ﾀ  ﾉ  ｼﾀ 
 田 ノ 下 

 ｼﾓ ﾉ  ﾀ 
 下 ノ 田 
 ﾀ  ﾉ  ｱｲﾀﾞ 
 田 ノ 間 

 ｶﾐ ﾉ  ﾀ 
 上 ノ 田 

 ﾀ  ﾉ  ｳｴ 
 田 ノ 上 

 ｾ    ﾊﾞ 
 瀬   場 

 

 ｱｻ ﾋ  ｻﾞﾜ 
 朝 日 沢 

 

 ﾐﾔ ﾉ  ﾏｴ 
 宮 ノ 前 

 

 打   野 

 

 

 東   北 

 

 

 塩 ノ 瀬 

 

 

 小 沢 口 

 

 大 沢 口 

 

中 

 

 中 ノ 上 

 

 中ノ川端 

 

 

 田 ノ 下 

 

 下 ノ 田 

 

 田 ノ 間 

 

 上 ノ 田 

 

 田 ノ 上 

 

 瀬   場 

 

 

 朝 日 沢 

 

 

 宮 ノ 前 

  打は崖。
ウ ツ ノ

宇津野とも書く。 

 西側（根本川左岸）が崖になっている野原。 

 

  東はタウ（倒）すの語幹で崖。北はケタ（桁）の転で台地。 

 根本川左岸崖上の台地。 

 

  塩は塩宮神社の略。瀬は背の替字で後。 

 塩宮神社の後の山々。 

 

  二つ並んでいる小さい沢の入口の区域。 

 

  二つ並んでいる大きい沢の入口の区域。 

 

  台地の中央にある集落の区域。 

 

  中の東側で山麓までの区域。 

 

  中の西側で根本川左岸までの区域。 

 左岸に中の集落の水汲場があるのでついた地名。 

 

  下ノ田の西側根本川左岸までの区域。 

 

  田ノ間と田ノ下との間の水田の区域。 

 

  上ノ田と下ノ田との間の水田の区域。 

 

  田ノ間と田ノ上との間の水田の区域。 

 

  上ノ田の東側で山麓までの区域。 

 

  瀬場はセマ（狭）の転で朝日沢の入口が、両側の尾根に挟ま 

 れて狭くなっていることからついた区域。 

 

  塩ノ瀬のうち朝日沢川の両岸即ち、朝日の当たる区域が独 

 立した区域。 

 

  
シオノミヤ

塩宮神社の前の参道の付近。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ﾄｲ   ｸﾁ 

 樋   口 

 

 ﾅｶ   ｼﾞﾏ 

 中   島 

 ﾀﾞｲ ﾆﾁ ﾏｴ 

 大 日 前 

 ｵｵ   ｼﾓ 

 大   下 

 

 ﾓ    ｸﾞﾗ 

 茂   倉 

 

 ｺ    ﾊﾞﾀｹ 

 小   畑 

 

 ｺ    ｻﾞﾜ 

 小   沢 

 

 

 ﾓﾐ   ﾔ 

 籾   谷 

 

 ﾏﾂ ﾉ  ﾎﾞｳ 

 松 ノ 棒 

 

 

 

 カラマキ 

 

 ﾋｷ   ﾀ 

 引   田 

 

 ﾀ  ﾉ  ｲﾘ 

 田 ノ 入 

 

 樋   口 

 

 

 中   島 

 

 大 日 前 

 

 大   下 

  

 

 茂   倉 

 

 

 小   畑 

 

 

 小   沢 

 

 

 

 籾   谷 

 

 

 松 ノ 棒 

 

 

 

 カラマキ 

 

 

 引   田 

 

 

 田 ノ 入 

 

  山麓の湧水池から下の集落が、樋で生活用水を引いている 

 取水口の区域。  

 

  もと根本川の中州であった区域。 

 

  大日堂の区域。（現在はどこにあったのかも不明） 

 

  大はアフ（仰）ぎの転で急傾斜。 

 急傾斜している山腹の下の傾斜地。 

 

  茂倉は真倉の転で垂直な岩壁をいう。 

 桐生川の端に垂直の岩壁が続いている区域。 

 

  小はコウ（川）の転。畑は端の換字。 

 桐生川の端の僅か一筆（２８４番地）の区域。 

 

  小はコウ（川）の転。沢はサワ（騒）の転で水音。 

 根本川の跳滝と呼ばれている、階段状の滝がある付近なので 

 水音の騒（サワ）がしい区域。 

 

  籾は揉の替字で崩壊。 

 土砂崩れで急傾斜している沢のある区域。 

 

  松は俣の転。棒はハエ（蝕）の転で崩壊。 

 沢口が一つで二俣に分かれている土砂崩れで沢口が埋まって 

 いる区域。 

 

  ガラメキの転。岩石ががらがら音をたてて落ちてくる急傾 

 斜の沢。唐巻ともかく。 

 

  引は低の替字。疋田とも書く。田は接尾語で場所を示す語。 

 桐生川左岸の氾濫原だった低地。 

 

  田は棚の転。階段状に傾斜しているくぼ。 
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字  小   字 地 名 語 源 

 ｺ    ﾏﾂ 

 小   松 

 ｼﾞ ｶﾞ ｲﾘ 

 祖父ヶ入 

 

 ｺ  ﾏﾙ ﾔﾏ 

 小 丸 山 

 

 

 ﾓ  ｸﾞﾗ ｻﾞﾜ 

 茂 倉 沢 

 ｱﾅ   ｷﾞﾚ 

 穴   切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小   松 

 

 祖父ヶ入 

 

 

 小 丸 山 

 

 

 

 茂 倉 沢 

 

 穴   切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小松山の略。全山松におおわれている小さい山のある区域。 

 

  ジはヒジ（肱）の略。 

 ひじのように沢口付近から曲がって入っている沢。 

 

  桐生氏の柄杓山城の出城（特に物見山砦と本城が直接見え 

 ないので小丸山が中継の役目をしていた）出丸山がいつしか 

 丸山といわれ小さい山なので小丸山となった。 

 

  茂倉のうち大きな沢の付近が独立した区域。 

 

  西から東へ入っている細長い沢で行き止まりにならないで 

 東からも入れるのでついた地名。 

 ここの穴切は穴切山の略で朝日沢の中の山名。 

 穴切山の北側の山腹が穴切沢の急傾斜の南腹になっている。 
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  ア ザ 

  
字  さ  く 

   

 字  名       ページ 

    ア  

間 ノ 田 (ｱｲﾉﾀ)   一本木村…  54 

間 ノ 田 (ｱｲﾉﾀ)  中仁田山村  142 

相 ノ 田 (ｱｲﾉﾀ)  上仁田山村  144 

間 ノ 原 (ｱｲﾉﾊﾗ)  如来堂村…  164 

間 ノ 原 (ｱｲﾉﾊﾗ)  小友村……  183 

間 ノ 山 (ｱｲﾉﾔﾏ)  小友村……  182 

赤   石 (ｱｶｲｼ)  上広沢村…  33  

赤 城 下 (ｱｶｷﾞｼﾀ) 下久方村…  56 

赤 城 林  (ｱｶｷﾞﾊﾞﾔｼ) 上広沢村…  37 

赤 城 前 (ｱｶｷﾞﾏｴ) 上広沢村…  37 

赤 城 前 (ｱｶｷﾞﾏｴ) 高津戸村 

（桐生市分） 132 

赤 城 前 (ｱｶｷﾞﾏｴ)   高津戸村 

 (大間々町分)133 

赤   粉 (ｱｶｺﾅ)  二渡村忍山  87 

赤   坂 (ｱｶｻｶ) 下広沢村…  53 

赤   坂 (ｱｶｻｶ) 上久方村…  60 

赤   坂 (ｱｶｻｶ) 小友村……  180 

赤 坂 谷 戸 (ｱｶｻｶｶﾞｲﾄ) 堤村………  23 

あ か し 葉 (ｱｶｼﾊﾞ) 上仁田山村  149 

赤   地 (ｱｶﾂﾁ) 上仁田山村  146 

赤   萩 (ｱｶﾊｷﾞ) 名久木村…  155 

赤   松 (ｱｶﾏﾂ) 山地村……  112 

あ く と (ｱｸﾄ) 下広沢村…  48 

あ さ か の (ｱｻｶﾉ) 上仁田山村  151  

浅 原 谷 戸 (ｱｻﾊﾞﾗ 

  ｶﾞｲﾄ) 

高津戸村 

 (大間々町分)134 

朝 日 沢 (ｱｻﾋｻﾞﾜ) 上菱村……  192 

浅   部 (ｱｻﾍﾞ) 浅部村……  68 

あ し く ら (ｱｼｸﾗ) 二渡村忍山  88 

あ し 沢 (ｱｼｻﾞﾜ) 二渡村……  79 

足   下 (ｱｼｼﾓ) 如来堂村…  167 

足 ダ 木 (ｱｼﾀﾞｷﾞ) 高沢村……  72 

足   垂 (ｱｼﾀﾞﾚ) 上広沢村…  39 

足 垂 ノ 入 (ｱｼﾀﾞﾚﾉｲﾘ) 上広沢村…  39 

足   中 (ｱｼﾅｶ) 如来堂村…  167 

あじろ谷戸 (ｱｼﾞﾛｶﾞｲﾄ) 高沢村……  72 

小 豆 田 (ｱｽﾞｷﾀﾞ) 中広沢村…  41  

吾 妻 沢 (ｱｽﾞﾏｻﾞﾜ） 東小倉村…  119 

東   屋 (ｱｽﾞﾏﾔ） 下広沢村…  44 

阿 陀 窪 (ｱﾀﾞｸﾎﾞ) 上久方村…  67 

愛 宕 通 リ (ｱﾀｺﾞﾄﾞｵﾘ) 下新田村…  170 

愛 宕 前 (ｱﾀｺﾞﾏｴ) 下新田村…  170 

あ た ご 山 (ｱﾀｺﾞﾔﾏ) 下新田村…  170 

   

い  ん  
 

   

 字  名       ページ 

あたご山前 (ｱﾀｺﾞﾔﾏﾏｴ) 下新田村…  171 

熱   田 (ｱﾂﾀ) 下広沢村…  45 

穴   切 (ｱﾅｷﾞﾚ) 上菱村……  194 

あ ぶ く 田 (ｱﾌﾞｸﾀﾞ)  今泉村……  19 

あぶらかの (ｱﾌﾞﾗｶﾉ) 高沢村……  73 

油 鹿 野 (ｱﾌﾞﾗｶﾉ) 上久方村…  67 

油 シ ボ リ (ｱﾌﾞﾗｼﾎﾞﾘ) 西小倉村…  124 

天   竹 (ｱﾏﾀﾞｹ) 二渡村忍山  84 

天 津 沢 (ｱﾏﾂｻﾞﾜ） 堤村………  25  

雨   沼 (ｱﾏﾇﾏ) 下新田村…  172 

阿 弥 陀 堂 (ｱﾐﾀﾞﾄﾞｳ) 東小倉村…  118 

あ み だ 堂 (ｱﾐﾀﾞﾄﾞｳ) 名久木村…  160 

あ み だ 前 (ｱﾐﾀﾞﾏｴ) 上仁田山村  150 

新   井 (ｱﾗｲ) 浅部村……  68 

新   井 (ｱﾗｲ) 東小倉村…  119 

新   井 (ｱﾗｲ) 下仁田山村  139 

新   井 (ｱﾗｲ) 上仁田山村  144 

新 井 山 (ｱﾗｲﾔﾏ) 東小倉村…  120 

新 屋 敷 (ｱﾗﾔｼｷ) 須永村……  126 

新 屋 敷 裏 (ｱﾗﾔｼｷｳﾗ) 須永村……  125 

新 屋 敷 前 (ｱﾗﾔｼｷﾏｴ) 須永村……  125 

    イ 

家 ノ 前 (ｲｴﾉﾏｴ) 山地村……  109 

家 ノ 向 (ｲｴﾉﾑｶｲ) 二渡村忍山  83 

軍   場 (ｲｸｻﾊﾞ) 二渡村……  80 

池   上 (ｲｹｳｴ) 東小倉村…  117 

池   下 (ｲｹｼﾀ) 東小倉村…  117 

池   尻 (ｲｹｼﾞﾘ) 蕪町村……  176 

池   田 (ｲｹﾀﾞ) 下広沢村…  46 

石穴ノ久保 (ｲｼｱﾅﾉｸﾎﾞ) 上仁田山村  151 

石   鴨 (ｲｼｶﾞﾓ) 山地村……  109 

石 ザ ク (ｲｼｻﾞｸ) 下仁田山村  139 

石   泉 (ｲｼｽﾞﾐ) 上久方村…  61 

石 ゾ リ (ｲｼｿﾞﾘ) 浅部村……  68 

石   田 (ｲｼﾀﾞ) 今泉村……  19  

石   田 (ｲｼﾀﾞ) 中広沢村…  40  

石   田 (ｲｼﾀﾞ) 下広沢村…  44 

石   田 (ｲｼﾀﾞ) 小友村……  180 

石 田 前 (ｲｼﾀﾞﾏｴ) 小友村……  180 

石   塚 (ｲｼﾂﾞｶ) 今泉村……  18 

石   原 (ｲｼﾊﾗ) 下広沢村…  43 

イ ツ 田 (ｲｽﾞﾀ) 下菱村中里  191 

伊 勢 窪 (ｲｾｸﾎﾞ) 上久方村…  64 

伊 勢 沢 (ｲｾｻﾞﾜ) 上久方村…  64 

伊 勢 沢 (ｲｾｻﾞﾜ) 高沢村……  75  
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 字  名       ページ 

い せ 沢 (ｲｾｻﾞﾜ) 二渡村忍山  89 

い せ 沢 (ｲｾｻﾞﾜ) 山地村……  115 

伊 勢 森 (ｲｾﾉﾓﾘ) 東小倉村…  118 

伊 勢 原 (ｲｾﾊﾗ) 如来堂村…  167 

磯 ノ 入 (ｲｿﾉｲﾘ) 下広沢村…  43  

居   館 (ｲﾀﾞﾃ) 上久方村…  59  

一   木 (ｲﾁｷﾞ) 上広沢村…  37 

一 ノ 沢 (ｲﾁﾉｻﾜ) 中仁田山村  143 

市   畑 (ｲﾁﾊﾀ) 高沢村……  71  

一   夜 (ｲﾁﾔ) 二渡村忍山  82  

一 夜 山 口 (ｲﾁﾔﾔﾏｸﾞﾁ) 二渡村忍山  82 

一 丁 田 (ｲｯﾁｮｳﾀﾞ) 本宿村……  21 

一 丁 田 (ｲｯﾁｮｳﾀﾞ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

一 丁 田 (ｲｯﾁｮｳﾀﾞ) 下仁田山村  139 

一 本 木 (ｲｯﾎﾟｳｷﾞ) 上広沢村…  33  

ゐ ど 入 (ｲﾄﾞｲﾘ) 飛駒村入飛駒 100 

ゐどがいと (ｲﾄﾞｶﾞｲﾄ) 二渡村……  78  

井 戸 谷 戸 (ｲﾄﾞｶﾞｲﾄ) 西小倉村…  122 

ゐ ど 沢 (ｲﾄﾞｻﾞﾜ) 山地村……  112 

井 戸 ノ 下 (ｲﾄﾞﾉｼﾀ) 山地村……  102 

イ ド 向 (ｲﾄﾞﾑｶｲ) 山地村……  107 

居 鳥 屋 (ｲﾄﾘﾔ)  二渡村忍山  86 

稲 荷 台 (ｲﾅﾘﾀﾞｲ) 上久方村…  67 

稲 荷 塚 (ｲﾅﾘﾂﾞｶ) 上久方村…  65 

猪 ノ 入 (ｲﾉｲﾘ) 小友村……  182 

井 ノ 上 (ｲﾉｳｴ) 須永村……  127 

亥 ノ 前 (ｲﾉﾏｴ) 高津戸村 

（桐生市分）  32  

今 井 宿 (ｲﾏｲｼﾞｭｸ) 本宿村……  21 

いも地かま (ｲﾓｼﾞｶﾏ) 上仁田山村  149 

入   打 (ｲﾘｳﾁ) 名久木村…  160 

入   口 (ｲﾘｸﾞﾁ) 名久木村…  157 

入 釈 迦 堂 (ｲﾘｼｬｶﾝﾄﾞ) 東小倉村…  120 

入   山 (ｲﾘﾔﾏ) 高沢村……  75 

岩 木 戸 (ｲﾜｷﾄﾞ) 高沢村……  77   

岩 久 保 (ｲﾜｸﾎﾞ) 須永村……  130 

岩 久 保 (ｲﾜｸﾎﾞ) 下仁田山村  137 

岩   崎 (ｲﾜｻﾞｷ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

岩   下 (ｲﾜｼﾀ) 名久木村…  155 

岩   下 (ｲﾜｼﾀ) 下菱村中里  190 

岩 だ れ (ｲﾜﾀﾞﾚ） 山地村……  110 

岩 ノ 入 (ｲﾜﾉｲﾘ） 堤村………  25  

岩 ノ 入 (ｲﾜﾉｲﾘ） 山地村……  112 

岩 ノ 下 (ｲﾜﾉｼﾀ) 高沢村……  71 

岩 ノ 下 (ｲﾜﾉｼﾀ) 下仁田山村  140 

岩   目 (ｲﾜﾒ) 上久方村…  58  

 字  名       ページ 

岩   本 (ｲﾜﾓﾄ) 上仁田山村  153 

岩   出 (ｲﾜﾝﾃﾞ) 上仁田山村  149 

    ウ 

上 ノ 久 保 (ｳｴﾉｸﾎﾞ) 下仁田山村  139 

上 ノ 台 (ｳｴﾉﾀﾞｲ) 上久方村…  60 

上 ノ 台 (ｳｴﾉﾀﾞｲ) 山地村……  102 

上 ノ 台 (ｳｴﾉﾀﾞｲ) 須永村……  130 

上 ノ 原 (ｳｴﾉﾊﾗ) 蕪町村……  175 

上 ノ 山 (ｳｴﾉﾔﾏ) 山地村……  102 

上 日 向 (ｳｴﾋﾅﾀ) 下仁田山村  141 

請   場 (ｳｹﾊﾞ) 中広沢村…  41 

兎   臼 (ｳｻｷﾞｳｽ) 高沢村……  75 

牛 谷 戸 (ｳｼｶﾞｲﾄ) 須永村……  127 

牛 ヶ 久 保 (ｳｼｶﾞｸﾎﾞ) 下仁田山村  139 

牛   窪 (ｳｼｸﾎﾞ) 上久方村…  62 

後   沢 (ｳｼﾛｻﾞﾜ） 山地村……  106 

後   沢 (ｳｼﾛｻﾞﾜ) 山地村……  108 

う し ろ 沢 (ｳｼﾛｻﾞﾜ) 名久木村…  157 

後   田 (ｳｼﾛﾀﾞ) 上久方村…  58 

後   倉 (ｳｼﾛｯｸﾗ) 小友村……  180 

後   谷 (ｳｼﾛﾔ) 上広沢村…  32 

鶯 鳥 屋 (ｳｿﾄﾔ) 上久方村…  67  

内   田 (ｳﾁﾀﾞ) 下広沢村…  45 

打   手 (ｳﾁﾃﾞ) 須永村……  129 

打   出 (ｳﾁﾃﾞ) 中仁田山村  143 

内   山 (ｳﾁﾔﾏ) 上久方村…  64 

打   野 (ｳﾂﾉ) 上菱村……  192  

うつら久保 (ｳﾂﾗｸﾎﾞ) 上仁田山村  147 

舟   木 (ｳﾅｷﾞ) 上久方村…  63 

姥 ヶ 入 (ｳﾊﾞｶﾞｲﾘ) 西小倉村…  124 

う ば 沢 (ｳﾊﾞｻﾞﾜ) 中広沢村…  41   

姥   沢 (ｳﾊﾞｻﾞﾜ) 上久方村…  63 

姥   穴 (ｳﾊﾞﾅ) 小友村……  183 

鎮 守 原 (ｳﾌﾞｽﾅﾊﾗ) 一本木村…  55  

う ぼ み 岩 (ｳﾎﾞﾐｲﾜ) 名久木村…  159 

馬 不 入 (ｳﾏｲﾗｽﾞ) 中広沢村…  40   

馬 入 ず (ｳﾏｲﾗｽﾞ) 高沢村……  76 

馬 不 入 (ｳﾏｲﾗｽﾞ) 小友村……  182 

馬 返 シ (ｳﾏｶﾞｴｼ) 下広沢村…  53 

馬   倉 (ｳﾏｸﾗ) 飛駒村入飛駒  97 

馬 さ く り (ｳﾏｻｸﾘ) 上仁田山村  146 

馬 と め (ｳﾏﾄﾒ) 二渡村忍山  83  

馬 な が れ (ｳﾏﾅｶﾞﾚ） 二渡村忍山   83 

馬   道 (ｳﾏﾐﾁ) 山地村……  108 

梅 ヶ 久 保 (ｳﾒｶﾞｸﾎﾞ) 上仁田山村  147 

梅 ヶ 久 保 (ｳﾒｶﾞｸﾎﾞ) 名久木村…  161 

梅 ノ 木 (ｳﾒﾉｷ) 小友村……  183 

梅ノ木久保 (ｳﾒﾉｷｸﾎﾞ) 山地村……  110   
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 字  名       ページ 

梅ノ木久保 (ｳﾒﾉｷｸﾎﾞ) 中仁田山村  143 

梅 木 窪 (ｳﾒﾉｷｸﾎﾞ) 小友村……  181 

梅 ノ 木 平 (ｳﾒﾉｷﾃﾞｴﾗ) 山地村……  113 

梅   原 (ｳﾒﾊﾞﾗ) 上久方村…  58 

裏   地 (ｳﾗﾁ) 蕪町村……  175 

浦   通 (ｳﾗﾄﾞｵﾘ) 一本木村…  55 

瓜 久 保 (ｳﾘｸﾎﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)136 

瓜   平 (ｳﾘﾃﾞｴﾗ) 高沢村……  70 

瓜   平 (ｳﾘﾃﾞｴﾗ) 山地村……  105 

瓜 生 ヶ 作 (ｳﾘｭｳｶﾞｻｸ) 山地村……  103 

漆 ヶ 沢 (ｳﾙｼｶﾞｻﾜ) 高沢村……  75 

漆   原 (ｳﾙｼﾊﾞﾗ) 名久木村…  159 

上   原 (ｳﾜｯﾊﾟﾗ) 天王宿村…  173 

う わ で (ｳﾜﾃﾞ) 二渡村忍山  84 

上   平 (ｳﾜﾃﾞｴﾗ) 中広沢村…  42  

上   平 (ｳﾜﾃﾞｴﾗ) 二渡村……  81  

上   平 (ｳﾜﾃﾞｴﾗ) 下菱村……  187 

上 野 原 (ｳﾜﾉﾊﾗ) 新宿村……  29 

雲 祥 寺 前 (ｳﾝｼｮｳｼﾞ 

    ﾏｴ) 

 

須永村……   129 

    エ 

越 後 城 (ｴﾁｺﾞｼﾞｮｳ) 上久方村…  65 

海 老 尾 根 (ｴﾋﾞｵﾈ) 上久方村…  66 

え びすが い

戸 

(ｴﾋﾞｽｶﾞｲﾄ) 高津戸村     

（桐生市分） 131 

え びすが い

戸 

(ｴﾋﾞｽｶﾞｲﾄ) 高津戸村    

 (大間々町分)133  

エ ントウ ヒ

ラ 

(ｴﾝﾄｳﾋﾗ) 高津戸村 

 (大間々町分)135  

    オ 

おいせはら (ｵｲｾﾊﾗ) 下広沢村…  43  

御伊勢原 (ｵｲｾﾊﾗ) 天王宿村…  173 

をいのガ沢 (ｵｲﾉｶﾞｻﾜ) 高沢村……  76 

奥   州 (ｵｳｼｭｳ) 二渡村……  81 

奥   州 (ｵｳｼｭｳ) 二渡村……  81 

奥   州 (ｵｳｼｭｳ) 二渡村……  81 

奥   州 (ｵｳｼｭｳ) 二渡村……  81 

奥 州 沢 (ｵｳｼｭｳｻﾞﾜ) 二渡村……  81 

大石ヶ谷戸 (ｵｵｲｼｶﾞｲﾄ) 名久木村…  160 

大 石 窪 (ｵｵｲｼｸﾎﾞ) 二渡村……  78 

大 石 平 (ｵｵｲｼﾃﾞｴﾗ) 名久木村…  156 

大 石 畑 (ｵｵｲｼﾊﾀ) 高沢村……  70 

大 谷 戸 (ｵｵｶﾞｲﾄ) 下広沢村…  48 

大 谷 戸 (ｵｵｶﾞｲﾄ) 下仁田山村  138 

大   形 (ｵｵｶﾞﾀ) 上久方村…  64 

大 川 先 (ｵｵｶﾜｻｷ) 須永村……  129 

青   木 (ｵｰｷ) 東小倉村…  119 

 字  名       ページ 

青   木 (ｵｰｷ)     高津戸村 

 (大間々町分)134 

扇 片 下 (ｵｵｷﾞｼﾀ) 上久方村…  65 

青 木 前 (ｵｰｷﾏｴ)  高津戸村 

 (大間々町分)134  

大   崩 (ｵｵｸｽﾞﾚ) 名久木村…  161 

大 崩 入 (ｵｵｸｽﾞﾚｲﾘ) 名久木村…  161 

大 久 保 (ｵｵｸﾎﾞ) 上広沢村…  38 

大 久 保 (ｵｵｸﾎﾞ) 下広沢村…  52 

大 久 保 (ｵｵｸﾎﾞ) 一本木村…  55  

大 久 保 (ｵｵｸﾎﾞ) 上久方村…  67 

大 久 保 (ｵｵｸﾎﾞ) 東小倉村…  120 

大 久 保 (ｵｵｸﾎﾞ) 上仁田山村  152 

大 桑 木 (ｵｵｸﾜｷﾞ) 山地村……  106 

大 小 倉 (ｵｵｺｸﾞﾗ) 高沢村……  77 

大   沢 (ｵｵｻﾜ) 上久方村…  61 

大 沢 口 (ｵｵｻﾜｸﾞﾁ) 上菱村……  192 

大   芝 (ｵｵｼﾊﾞ) 西小倉村…  123 

大   下 (ｵｵｼﾓ) 中仁田山村  142 

大   下 (ｵｵｼﾓ) 上菱村……  193 

大   関 (ｵｵｾﾞｷ) 上久方村…  58 

大 だ き (ｵｵﾀﾞｷ) 山地村……  115 

大 竹 屋 敷 (ｵｵﾀｹﾔｼｷ) 山地村……  114 

大 奈 良 木 (ｵｵﾅﾗｷﾞ) 上仁田山村  150 

大ならぎ向 (ｵｵﾅﾗｷﾞ 

    ﾑｶｲ) 

 

上仁田山村  147  

大   畑 (ｵｵﾊﾀ) 山地村……  110   

大   浜 (ｵｵﾊﾏ) 上久方村…  58 

大   原 (ｵｵﾊﾗ) 天王宿村…  173 

大 樋 合 (ｵｵﾋｴ) 上久方村…  66 

大   平 (ｵｵﾋﾞﾗ) 西小倉村…  122  

扇   平 (ｵｵﾍﾞﾗ) 小友村……  182 

大 ま ど (ｵｵﾏﾄﾞ) 山地村……  105 

大まどわき (ｵｵﾏﾄﾞﾜｷ) 山地村……  105 

大 深 山 (ｵｵﾐﾔﾏ) 上久方村…  66 

大   室 (ｵｵﾑﾛ) 高沢村……  74 

大 持 丸 (ｵｵﾓﾂﾏﾙ) 高沢村……  73 

大 弥 五 郎 (ｵｵﾔｺﾞﾛｳ) 小友村……  182 

大 谷 沢 (ｵｵﾔｻﾞﾜ) 高沢村……  77 

岡   城 (ｵｶｼﾞｮｳ) 下久方村…  56 

岡   平 (ｵｶﾀﾞｲﾗ) 上久方村…  59 

岡 ノ 上 (ｵｶﾉｳｴ) 上広沢村…  37 

岡 ノ 上 前 (ｵｶﾉｳｴﾏｴ) 上広沢村…  37 

岡 ノ 下 (ｵｶﾉｼﾀ) 上久方村…  59 

岡 ノ 台 (ｵｶﾉﾀﾞｲ) 下菱村……  188 

岡 ノ 前 (ｵｶﾉﾏｴ) 下菱村……  188 

大 川 端 (ｵｶﾝﾊﾞﾀ) 下広沢村…  47  

   沖  (ｵｷ)  西小倉村…  121 
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荻 ノ 久 保 (ｵｷﾞﾉｸﾎﾞ) 下広沢村…  52 

荻 ノ 久 保 (ｵｷﾞﾉｸﾎﾞ) 上仁田山村  148  

小 久 保 (ｵｸﾎﾞ) 上久方村…  65 

筬   沢 (ｵｻｻﾞﾜ) 上久方村…  67 

筬 沢 口 (ｵｻｻﾞﾜｸﾞﾁ) 上久方村…   67 

筬 沢 前 (ｵｻｻﾞﾜﾏｴ) 上久方村…  67 

押 切 田 (ｵｼｷﾘﾀﾞ) 下広沢村…  45 

大   平 (ｵﾀﾞｲﾗ) 上仁田山村  152 

大 平 前 (ｵﾀﾞｲﾗﾏｴ) 上仁田山村  152 

落   合 (ｵﾁｱｲ) 須永村……  125 

落   々 (ｵﾁｵﾁ) 高津戸村 

（桐生市分） 132  

落   内 (ｵﾁｵﾁ) 上仁田山村  152 

小友西ノ入 (ｵﾄﾓﾆｼﾉｲﾘ) 小友村……  181 

小友東ノ入 (ｵﾄﾓﾋｶﾞｼﾉｲﾘ) 小友村……  181 

尾 無 沢 (ｵﾅｽｻﾞﾜ) 小友村……  181 

女   淵 (ｵﾅﾌﾞﾁ) 蕪町村……  175 

鬼   窪 (ｵﾆｸﾎﾞ) 上久方村…  61 

鬼 ノ 木 戸 (ｵﾆﾉｷﾄﾞ) 中広沢村…  40 

オ フ キ 畑 (ｵﾌｷﾊﾀ) 上仁田山村  144  

御 堀 上 (ｵﾎﾘｳｴ) 下新田村…  170 

表   石 (ｵﾓﾃｲｼ) 名久木村…  162 

御 屋 敷 (ｵﾔｼｷ) 上久方村…  60 

おやまふし (ｵﾔﾏﾌｼ) 下広沢村…  49  

大 谷 屋 敷 (ｵﾔﾔｼｷ) 下久方村…  56 

折   本 (ｵﾘﾓﾄ) 上仁田山村  153 

押   出 (ｵﾝﾀﾞｼ) 下久方村…  57 

    カ 

鏡   石 (ｶｶﾞﾐｲｼ) 上久方村…  66 

柿 ノ 木 入 (ｶｷﾉｷｲﾘ) 上仁田山村  147 

柿 木 谷 戸 (ｶｷﾉｷｶﾞｲﾄ) 堤村………  23 

柿 ノ 谷 戸 (ｶｷﾉｹﾞｰﾄ) 高津戸村 

 (大間々町分)133 

か く ま (ｶｸﾏ) 二渡村忍山  89 

嶽   入 (ｶｹｲﾘ) 高沢村……  74 

欠   下 (ｶﾞｹｼﾀ) 今泉村……  18 

欠ケノヶ作 (ｶｹﾉｶﾞｻｸ) 山地村……  103   

風   穴 (ｶｻﾞｱﾅ) 小友村……  179 

傘ノせと沢 (ｶｻﾉｾﾄｻﾞﾜ) 上仁田山村  149 

鍛 冶 谷 戸 (ｶｼﾞｶﾞｲﾄ) 中広沢村…  42 

か ぢ 谷 戸 (ｶｼﾞｶﾞｲﾄ) 高沢村……  69 

かちがいと (ｶｼﾞｶﾞｲﾄ) 二渡村……  79  

か ち の 入 (ｶｼﾞﾉｲﾘ) 下広沢村…  51 

鍛冶屋谷戸 (ｶｼﾞﾔｶﾞｲﾄ) 上広沢村…  36 

柏 久 保 (ｶｼﾔｯｸﾎﾞ) 山地村……  104 

勝   山 (ｶｼﾞﾔﾏ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

勝 山 前 (ｶｼﾞﾔﾏﾏｴ) 高津戸村 

（桐生市分） 132 

柏   倉 (ｶｼﾜｸﾞﾗ） 中仁田山村  142 

葛   平 (ｶﾂﾃﾞｴﾗ) 飛駒村入飛駒 101 

 字  名      ページ 

桂   山 (ｶﾂﾗﾔﾏ) 小友村……  183 

花   台 (ｶﾃﾞｲ) 高沢村……  71 

金 井 神 (ｶﾅｲｶﾞﾐ) 上広沢村…  34 

金   屑 (ｶﾅｸｽﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)135  

金 ク ツ (ｶﾅｸｽﾞ) 下菱村中里  191 

金 ク ツ 沢 (ｶﾅｸｽﾞｻﾞﾜ) 下菱村中里  191 

か な じ (ｶﾅｼﾞ) 二渡村忍山  85 

金   場 (ｶﾅﾊﾞ) 小友村……  181 

金   畑 (ｶﾅﾊﾞﾀｹ) 中広沢村…  40 

鐘 打 谷 戸 (ｶﾈｳﾁｶﾞｲﾄ) 東小倉村…  117 

金 越 地 (ｶﾈｺｰｼﾞ) 名久木村…  162 

金   沢 (ｶﾈｻﾞﾜ) 上久方村…  61 

かねほり窪 (ｶﾈﾎﾘｸﾎﾞ) 二渡村忍山  88 

狩   野 (ｶﾉ) 須永村……  129 

庚   塚 (ｶﾉｴﾂﾞｶ) 下広沢村…  47 

か の へ 塚 (ｶﾉｴﾂﾞｶ) 山地村……  109  

か の く ぼ (ｶﾉｸﾎﾞ) 上仁田山村  145 

鹿 ノ 前 (ｶﾉﾏｴ) 今泉村……  20 

蕪   町 (ｶﾌﾞｯﾁｮ) 二渡村忍山  84 

釜 谷 戸 (ｶﾏｶﾞｲﾄ) 須永村……  127 

上 小 友 (ｶﾐｵﾄﾓ) 小友村……  179 

上 川 面 (ｶﾐｶﾜﾓ) 高津戸村 

 (大間々町分)136 

上 久 保 (ｶﾐｸﾎﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)133 

上 か い と (ｶﾐｹﾞｰﾄ) 山地村……  104 

上 谷 戸 (ｶﾐｹﾞｰﾄ) 山地村……  109 

上   原 (ｶﾐｯﾊﾟﾗ) 一本木村…  54  

上 中 ノ 作 (ｶﾐﾅｶﾝｻｸ) 山地村……  115 

上 ノ 谷 戸 (ｶﾐﾉｶﾞｲﾄ) 須永村……  129 

上ノ谷戸沢 (ｶﾐﾉｶﾞｲﾄｻﾞﾜ) 須永村……  128 

上 ノ 久 保 (ｶﾐﾉｸﾎﾞ)  山地村……  104 

上 ノ 窪 (ｶﾐﾉｸﾎﾞ) 名久木村…  158 

上 ノ 谷 戸 (ｶﾐﾉｹﾞｰﾄ) 西小倉村…  124 

上ノ十二平 (ｶﾐﾉｼﾞｭｳﾆ 

   ﾃﾞｴﾗ) 

 

蕪町村……  176 

上ノ諏訪社 (ｶﾐﾉｽﾜｼｬ)   西小倉村…  123 

上 ノ 田 (ｶﾐﾉﾀ) 上菱村……  192 

上 の 中 て (ｶﾐﾉﾅｶﾃ) 山地村……  104 

上 ノ 原 (ｶﾐﾉﾊﾗ) 二渡村……  78 

上 ノ 谷 (ｶﾐﾉﾔﾂ) 下久方村…  57 

上 ノ 山 (ｶﾐﾉﾔﾏ) 下広沢村…  50 

上 ノ 山 (ｶﾐﾉﾔﾏ) 山地村……  106 

上 ノ 山 (ｶﾐﾉﾔﾏ) 東小倉村…  116 

上 ノ 山 (ｶﾐﾉﾔﾏ) 下仁田山村  138 

上 ノ 山 (ｶﾐﾉﾔﾏ) 上仁田山村  151 

上 藤 生 (ｶﾐﾌｼﾞｭｳ) 山地村……  110 

上 餅 丸 (ｶﾐﾓﾁﾏﾙ) 二渡村忍山  86 

神   屋 (ｶﾐﾔ) 下菱村……  186 

神 屋 前 (ｶﾐﾔﾏｴ) 下菱村……  186 
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 字  名       ページ 

上 湯 沢 (ｶﾐﾕｻﾞﾜ) 上久方村…  61 

鴨   押 (ｶﾑｼ) 上仁田山村  150 

か む し 畑 (ｶﾑｼﾊﾀ) 上仁田山村  150 

か む し 向 (ｶﾑｼﾑｶｲ) 上仁田山村  146 

賀 茂 沢 (ｶﾓｻﾞﾜ) 下広沢村…  48 

加 茂 ノ 台 (ｶﾓﾉﾀﾞｲ) 上広沢村…  32 

萱   窪 (ｶﾔｸﾎﾞ) 上久方村…  64 

萱 く ぼ (ｶﾔｸﾎﾞ) 山地村……  113 

カヤノ木畑 (ｶﾔﾉｷﾊﾀ) 山地村……  106 

か ら 石 作 (ｶﾗｲｼﾂﾞｸﾘ) 上仁田山村  147 

唐   沢 (ｶﾗｻﾜ) 一本木村…  55 

か ら 沢 (ｶﾗｻﾜ) 山地村……  111 

か ら 沢 口 (ｶﾗｻﾜｸﾞﾁ) 山地村……  111 

烏 ヶ 寝 戸 (ｶﾗｽｶﾞﾈﾄﾞ) 小友村……  182 

カ ラ マ キ (ｶﾗﾏｷ) 上菱村……  193 

唐   松 (ｶﾗﾏﾂ) 二渡村忍山  89 

唐 松 本 (ｶﾗﾏﾂﾓﾄ) 二渡村忍山  90 

枯木ヶ久保 (ｶﾚｷｶﾞｸﾎﾞ)  名久木村…  161 

か ろ う (ｶﾛｳ) 高沢村……  72 

川 久 保 (ｶﾜｸﾎﾞ) 上広沢村…  32 

川   窪 (ｶﾜｸﾎﾞ) 下広沢村…  47  

か は く ぼ (ｶﾜｸﾎﾞ) 高沢村……  69 

川 久 保 (ｶﾜｸﾎﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

川 久 保 (ｶﾜｸﾎﾞ) 名久木村…  154 

川 久 保 (ｶﾜｸﾎﾞ) 如来堂村…  164 

かわご石くぼ (ｶﾜｺﾞｲｼｸﾎﾞ) 下広沢村…  53 

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 上広沢村…  32  

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 一本木村…  54 

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 上久方村…  59 

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 二渡村忍山  89 

川 ば た (ｶﾜﾊﾞﾀ) 山地村……  105 

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 上仁田山村  150 

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 名久木村…  154 

川   端 (ｶﾜﾊﾞﾀ) 小友村……  179 

川   向 (ｶﾜﾑｶｲ) 名久木村…  154  

川   向 (ｶﾜﾑｶｲ) 名久木村…  159  

川   面 (ｶﾜﾓ) 高津戸村 

 (大間々町分)135 

川 除 下 (ｶﾜﾖｹｼﾀ) 新宿村……  29 

川   原 (ｶﾜﾗ) 今泉村……  20 

川   原 (ｶﾜﾗ) 如来堂村…  163 

観 音 沢 (ｶﾝﾉﾝｻﾞﾜ) 二渡村忍山  84 

観 音 澤 (ｶﾝﾉﾝｻﾞﾜ) 東小倉村…  120 

観 音 堂 (ｶﾝﾉﾝﾄﾞｳ) 須永村……  127 

    キ  

木   品 (ｷｼﾞﾅ) 高沢村……  73 

き し の 尾 (ｷｼﾞﾉｵ) 今泉村……  20 

雉 ノ 尾 (ｷｼﾞﾉｵ) 小友村……  181 

北   裏 (ｷﾀｳﾗ) 新宿村……  29  

北 さ わ (ｷﾀｻﾞﾜ) 山地村……  104 

 字  名       ページ 

北   田 (ｷﾀﾀﾞ) 下広沢村…  44  

北 ノ 入 (ｷﾀﾉｲﾘ) 中仁田山村  143 

北 ノ 久 保 (ｷﾀﾉｸﾎﾞ) 上仁田山村  150 

北 ノ 前 (ｷﾀﾉﾏｴ) 上仁田山村  150 

北   原 (ｷﾀﾊﾗ) 山地村……  102 

狐   平 (ｷﾂﾈﾃﾞｴﾗ) 名久木村…  161  

木 ノ 根 坂 (ｷﾉﾈｻﾞｶ) 山地村……  109 

経   塚 (ｷｮｳﾂﾞｶ) 名久木村…  155 

きようノ上 (ｷﾖｳﾉｳｴ) 山地村……  109 

きようノ前 (ｷﾖｳﾉﾏｴ)   山地村……  109 

きりヶ久保 (ｷﾘｶﾞｸﾎﾞ) 上久方村…  63 

桐 ヶ 窪 (ｷﾘｶﾞｸﾎﾞ) 名久木村…  156 

切 久 保 (ｷﾘｸﾎﾞ) 下広沢村…  46 

桐ノ木クボ (ｷﾘﾉｷｸﾎﾞ) 山地村……  113 

桐ノ木久保 (ｷﾘﾉｷｸﾎﾞ) 西小倉村…  123 

き り ば み (ｷﾘﾊﾞﾐ) 二渡村忍山  85  

桐生道方高 (ｷﾘｭｳﾐﾁ 

   ｶﾀﾀﾞｶ) 

 

下新田村…  172 

木 和 田 (ｷﾜﾀﾞ) 高沢村……  76 

金 竜 台 (ｷﾝﾘｭｳﾀﾞｲ) 上久方村…  62 

    ク  

久 久 沢 (ｸｸﾞﾂｻﾜ) 中広沢村…  41 

椚   沢 (ｸﾇｷﾞｻﾜ) 上仁田山村  149 

九 年 谷 戸 (ｸﾈﾝｶﾞｲﾄ) 下仁田山村  140 

久   保 (ｸﾎﾞ) 下仁田山村  137 

久   保 (ｸﾎﾞ) 下菱村……  188 

久 保 谷 戸 (ｸﾎﾞｶﾞｲﾄ) 上広沢村…  36 

久 保 谷 戸 (ｸﾎﾞｶﾞｲﾄ) 西小倉村…  122  

久保ヶ谷戸 (ｸﾎﾞｶﾞｲﾄ) 名久木村…  154 

久 保 田 (ｸﾎﾞﾀ) 下広沢村…  43 

久 保 田 (ｸﾎﾞﾀ) 東小倉村…  119 

久 保 田 (ｸﾎﾞﾀ)  中仁田山村  143 

熊   野 (ｸﾏﾉ) 小友村……  181 

熊 ノ 久 保 (ｸﾏﾉｸﾎﾞ) 上仁田山村  151 

熊 ノ 沢 (ｸﾏﾉｻﾜ) 下仁田山村  138 

熊 野 林 (ｸﾏﾉﾊﾞﾔｼ) 天王宿村…  174 

蔵 ノ 内 (ｸﾗﾉｳﾁ) 高沢村……  75 

蔵 ノ 沢 (ｸﾗﾉｻﾜ) 高沢村……  71 

闇   見 (ｸﾗﾐ) 上久方村…  65 

栗 ノ 入 (ｸﾘﾉｲﾘ) 上久方村…  67 

栗ノ木くぼ (ｸﾘﾉｷｸﾎﾞ) 高沢村……  77 

栗   生 (ｸﾘｭｳ) 浅部村……  68 

栗 生 田 (ｸﾘｭｳﾀﾞ) 高沢村……  69 

くるみ久保 (ｸﾙﾐｸﾎﾞ) 上仁田山村  149 

く る み 沢 (ｸﾙﾐｻﾞﾜ) 上仁田山村  151 

くるみぞうり (ｸﾙﾐｿﾞｳﾘ) 二渡村忍山  85 

黒 新 田 (ｸﾛﾝﾀ) 上仁田山村  151 

黒仁田久保 (ｸﾛﾝﾀｸﾎﾞ) 名久木村…  156 

鍬 柄 沢 (ｸﾜｴｻﾞﾜ) 下仁田山村  137 

桑 木 窪 (ｸﾜﾉｷｸﾎﾞ) 小友村……  181 

く わ ば ら (ｸﾜﾊﾞﾗ) 山地村……  110 
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 字  名       ページ 

    ケ  

谷 ヶ 入 (ｹﾞｹﾞｲﾘ) 小友村……  182 

げすこえ作 (ｹﾞｽｺｴﾂﾞｸﾘ) 二渡村忍山  87 

げすこえ山 (ｹﾞｽｺｴﾔﾏ) 二渡村忍山  87 

玄 光 庵 (ｹﾞﾝｺｳｱﾝ) 中仁田山村  142 

源 次 ヶ 入 (ｹﾞﾝｼﾞｶﾞｲﾘ) 下広沢村…  53 

嶮 岨 地 (ｹﾝｿﾁ) 名久木村…  154  

嶮 岨 地 (ｹﾝｿﾁ) 名久木村…  155 

    コ  

こ い じ (ｺｲｼﾞ) 上仁田山村  152 

小 板 沢  (ｺｲﾀｻﾞﾜ) 飛駒村入飛駒 101 

小   入 (ｺｲﾘ) 名久木村…  160 

こうえん作リ (ｺｳｴﾝﾂﾞｸﾘ) 山地村……  110 

高 か せ (ｺｳｶｾ) 下広沢村…  44 

高 禅 寺 (ｺｳｾﾞﾝｼﾞ) 山地村……  115 

こえと道下 (ｺｴﾄﾐﾁｼﾀ) 天王宿村…  174 

越   地 (ｺｰｼﾞ) 名久木村…  162 

古 谷 戸 (ｺｶﾞｲﾄ) 上久方村…  60 

こ が い と (ｺｶﾞｲﾄ) 山地村……  107 

小 ヶ 谷 戸 (ｺｶﾞｲﾄ) 上仁田山村  145 

小 ヶ 谷 戸 (ｺｶﾞｲﾄ) 名久木村…  155 

ゴ 貝 戸  (ｺﾞｶｲﾄ) 上仁田山村  144 

小ヶ谷戸口 (ｺｶﾞｲﾄｸﾞﾁ) 名久木村…  155 

小 く な ぎ (ｺｸﾅｷﾞ) 上仁田山村  148  

小 久 保   (ｺｸﾎﾞ) 下菱村中里  191 

小 谷 戸 (ｺｹﾞｰﾄ) 西小倉村…  124 

小   沢 (ｺｻﾞﾜ) 名久木村…  160 

小   沢 (ｺｻﾞﾜ) 小友村一色  184 

小   沢 (ｺｻﾞﾜ) 上菱村……  193 

小 沢 口 (ｺｻﾞﾜｸﾞﾁ) 上菱村……  192 

小沢南ノ入 (ｺｻﾞﾜﾐﾅﾐﾉｲﾘ) 名久木村…  160 

小沢南ノ入奥 (ｺｻﾞﾜ 

  ﾐﾅﾐﾉｲﾘｵｸ) 

 

名久木村…  160 

小   芝 (ｺｼﾊﾞ) 西小倉村…  123  

こ し ぼ ち (ｺｼﾎﾞﾁ) 高沢村……  77 

腰   巻  (ｺｼﾏｷ) 一本木村…  54  

腰   巻 (ｺｼﾏｷ) 須永村……  126 

腰   巻 (ｺｼﾏｷ) 中仁田山村  142 

越 ま き (ｺｼﾏｷ) 上仁田山村  152 

腰 巻 ノ 上 (ｺｼﾏｷﾉｳｴ) 須永村……  127 

小 十 二 平 (ｺｼﾞｭｳﾆﾃﾞｴﾗ) 天王宿村…  173 

小 曽 根 (ｺｿﾈ) 村松村……  27 

小 曽 根 窪 (ｺｿﾈｸﾎﾞ) 高沢村……  72 

こ だ か い (ｺﾀﾞｶｲ) 二渡村忍山  90 

小   滝 (ｺﾀﾞｷ) 高沢村……  76 

小たきひら (ｺﾀｷﾋﾗ) 山地村……  114 

五 反 田 (ｺﾞﾀﾝﾀﾞ) 下広沢村…  44 

五 反 田 (ｺﾞﾀﾝﾀﾞ) 須永村……  126 

五 反 田 (ｺﾞﾀﾝﾀﾞ) 上仁田山村  144 

子 つ な ぎ (ｺﾂﾅｷﾞ) 高沢村……  73 

古 庭 ノ 入 (ｺﾃｲﾉｲﾘ) 上広沢村…  39 

 字  名       ページ 

子とちくぼ (ｺﾄﾁｸﾎﾞ) 山地村……  115 

小 鳥 窪 (ｺﾄﾘｸﾎﾞ) 上久方村…  65 

小   畑 (ｺﾊﾞﾀｹ) 上菱村……  193 

ごはノ小路 (ｺﾊﾞﾉｺｳｼﾞ) 二渡村忍山  82 

小 樋 合 (ｺﾋｴ) 上久方村…  66 

かぶかうち (ｺﾌﾞｺｳｼﾞ) 下久方村…  57 

こ ふ じ う (ｺﾌｼﾞｳ) 山地村……  109 

こ ぶ た 原 (ｺﾌﾞﾀﾊﾗ) 下広沢村…  50 

五 本 木 (ｺﾞﾎﾞｳｷﾞ) 堤村………  24 

駒 谷 戸 (ｺﾏｶﾞｲﾄ) 今泉村……  20 

駒   方 (ｺﾏｶﾞﾀ) 上仁田山村  147 

駒   転 (ｺﾏｺﾛﾊﾞｼ) 小友村……  181 

小   松 (ｺﾏﾂ) 下久方村…  57 

小   松 (ｺﾏﾂ) 上菱村……  194 

胡 麻 小 路 (ｺﾞﾏﾉｺｳｼﾞ) 高沢村……  74 

小 満 見 (ｺﾏﾐ) 上仁田山村  145 

小 丸 山 (ｺﾏﾙﾔﾏ) 上菱村……  194 

子 持 丸 (ｺﾓﾂﾏﾙ) 高沢村……  73 

小 弥 五 郎 (ｺﾔｺﾞﾛｳ) 小友村……  182 

小 谷 沢 (ｺﾔｻﾞﾜ) 高沢村……  77 

小   谷 (ｺﾔﾂ) 小友村……  180 

小 谷 入 (ｺﾔﾉｲﾘ) 上久方村…  59 

小 屋 場 (ｺﾔﾊﾞ) 東小倉村…  119  

こ や は ら (ｺﾔﾊﾗ) 今泉村……  18 

後   原 (ｺﾔﾊﾗ) 新宿村……  29 

木   闇 (ｺﾔﾐ) 山地村……  103 

甲 路 淵 (ｺﾛﾌﾞﾁ) 蕪町村……  175 

権 現 山 (ｺﾞﾝｹﾞﾝﾔﾏ) 上久方村…  66 

    サ  

塞   神 (ｻｲｶﾞﾐ) 須永村……  128 

才 ノ 神 (ｻｲﾉｶﾐ) 中広沢村…  42  

境   上 (ｻｶｲｶﾞﾐ) 下仁田山村  141 

坂 ノ 上 (ｻｶﾉｳｴ) 西小倉村…  122 

坂 ノ 上 (ｻｶﾉｳｴ) 須永村……  127 

坂 ノ 上 (ｻｶﾉｳｴ) 名久木村…  158 

坂 ノ 上 (ｻｶﾉｳｴ)  下菱村……  188 

坂ノ上道下 (ｻｶﾉｳｴ 

   ﾐﾁｼﾀ) 

 

須永村……  127 

坂 ノ 下 (ｻｶﾉｼﾀ) 上久方村…  59 

坂 ノ 下 (ｻｶﾉｼﾀ) 西小倉村…  121 

坂 ノ 下 (ｻｶﾉｼﾀ) 須永村……  126 

坂 ノ 下 (ｻｶﾉｼﾀ) 中仁田山村  142 

坂 ノ 下 (ｻｶﾉｼﾀ) 名久木村…  158 

坂ノ下堀上 (ｻｶﾉｼﾀ 

   ﾎﾘｳｴ) 

 

須永村……  126 

坂ノ下道東 (ｻｶﾉｼﾀ 

  ﾐﾁﾋｶﾞｼ) 

 

須永村……  126 

サ ガ 畑 ケ (ｻｶﾞﾊﾞﾀｹ) 山地村……  112 

作   網 (ｻｶﾐ) 二渡村……  81 

坂   向 (ｻｶﾑｶｲ) 山地村……  105 

坂   本 (ｻｶﾓﾄ) 上広沢村…  36 
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 字  名       ページ 

坂   本 (ｻｶﾓﾄ) 山地村……  108 

下   り (ｻｶﾞﾘ) 下仁田山村  140 

下   り (ｻｶﾞﾘ) 山地村……  105 

下   藤 (ｻｶﾞﾘﾌｼﾞ) 東小倉村…  120 

作 な し (ｻｸﾅｼ) 上広沢村…  34 

桜   塚 (ｻｸﾗﾂﾞｶ) 如来堂村…  165 

桜   峠 (ｻｸﾗﾄｳｹﾞ) 下仁田山村  139 

さ ぐ り (ｻｸﾞﾘ) 下広沢村…  47 

笹 久 保 (ｻｻｸﾎﾞ) 名久木村…  154 

殺 木 沢 (ｻﾂｷｻﾞﾜ) 小友村……  183 

皿 久 保 (ｻﾗｸﾎﾞ) 村松村……  26 

皿 久 保 (ｻﾗｸﾎﾞ) 下仁田山村  140 

さ ら く ぼ (ｻﾗｸﾎﾞ) 上仁田山村  151 

猿   岩 (ｻﾙｲﾜ) 上仁田山村  148 

笊 谷 戸 (ｻﾞﾙｶﾞｲﾄ) 下仁田山村  138 

沢   入 (ｻﾜｲﾘ) 上仁田山村  144 

沢   入 (ｻﾜｲﾘ) 下菱村中里  190  

沢   田 (ｻﾜﾀﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)133  

沢 ノ 入 (ｻﾜﾉｲﾘ) 上仁田山村  152 

三 丁 免 (ｻﾝﾁｮｳﾒﾝ) 中広沢村…  42 

山 王 台 (ｻﾝﾉｳﾀﾞｲ) 上久方村…  60 

三 本 木 (ｻﾝﾎﾟｳｷﾞ) 上仁田山村  144 

    シ  

塩 ノ 瀬  (ｼｵﾉｾ) 上菱村……  192 

祖 父 ヶ 入 (ｼﾞｶﾞｲﾘ) 上菱村……  194 

獅 子 田 (ｼｼﾀﾞ) 東小倉村…  116  

鹿   田 (ｼｼﾀﾞ) 西小倉村…  124 

し し 作  (ｼｼﾂﾞｸﾘ) 山地村……  111 

地 蔵 堂 (ｼﾞｿﾞｳﾄﾞｳ) 名久木村…  159 

下   岩 (ｼﾀｲﾜ) 上仁田山村  148 

下 小 友 (ｼﾀｵﾄﾓ) 小友村……  179 

下てかいと (ｼﾀﾃﾞｶﾞｲﾄ） 二渡村忍山   82  

下 日 向 (ｼﾀﾋﾅﾀ) 下仁田山村  141 

四 反 田 (ｼﾀﾝﾀﾞ) 上広沢村…  35 

四 反 田 (ｼﾀﾝﾀﾞ) 中広沢村…  41  

四 反 田 (ｼﾀﾝﾀﾞ) 下広沢村…  45 

四 反 田 道 (ｼﾀﾝﾀﾞﾐﾁ) 中広沢村…  41 

室 新 寺 (ｼﾂｼﾝｼﾞ) 下仁田山村  141 

志   度 (ｼﾄﾞ) 山地村……  107 

志 度 向 (ｼﾄﾞﾑｶｲ) 飛駒村入飛駒 101 

芝 手 沢 (ｼﾊﾞｯﾃｻﾞﾜ) 名久木村…  156 

芝   原 (ｼﾊﾞﾊﾗ) 高沢村……  71 

  島   (ｼﾏ) 須永村……  128 

島 谷 戸 (ｼﾏｶﾞｲﾄ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

島   崎 (ｼﾏｻﾞｷ) 東小倉村…  117 

島   畑 (ｼﾏﾊﾀ) 須永村……  128 

清   水  (ｼﾐｽﾞ) 今泉村……  19 

清   水 (ｼﾐｽﾞ) 上広沢村…  38 

清   水 (ｼﾐｽﾞ) 山地村……  108 

 字  名       ページ 

清   水 (ｼﾐｽﾞ) 上仁田山村  153 

清   水 (ｼﾐｽﾞ) 名久木村…  154 

清   水 (ｼﾐｽﾞ) 如来堂村…  165 

清 水 谷 戸 (ｼﾐｽﾞｶﾞｲﾄ) 堤村………  23 

清 水 畑 (ｼﾐｽﾞﾊﾀ) 村松村……  27 

清 水 林 (ｼﾐｽﾞﾊﾞﾔｼ) 山地村……  108 

清 水 向 (ｼﾐｽﾞﾑｶｲ) 飛駒村入飛駒 101 

メ 太 原  (ｼﾒﾀｶﾞﾊﾗ) 上広沢村…  34 

しめつくし (ｼﾒﾂｸｼ) 下広沢村…  50 

下 小 久 保 (ｼﾓｵｸﾎﾞ) 山地村……  112 

下 河 原 (ｼﾓｶﾞﾗ) 下仁田山村  141 

下   窪 (ｼﾓｸﾎﾞ) 上久方村…  64 

下 久 保 (ｼﾓｸﾎﾞ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

下くるみ久保 (ｼﾓｸﾙﾐｸﾎﾞ) 上仁田山村  146 

下   田 (ｼﾓﾀﾞ) 下広沢村…  48 

下 高 芝 入 (ｼﾓﾀｶ 

  ｼﾊﾞｲﾘ) 

 

二渡村忍山  85 

下   平 (ｼﾓﾃﾞｴﾗ) 名久木村…  154 

下 ノ 窪 (ｼﾓﾉｸﾎﾞ) 名久木村…  158 

下ノ十二平 (ｼﾓﾉｼﾞｭｳﾆ 

   ﾃﾞｴﾗ) 

 

蕪町村……  176  

下ノ諏訪社 (ｼﾓﾉｽﾜｼｬ) 西小倉村…  123 

下 ノ 田 (ｼﾓﾉﾀ) 上菱村……  192  

下 ノ 平 (ｼﾓﾉﾃｴﾗ) 名久木村…  160 

下 ノ 原 (ｼﾓﾉﾊﾗ) 二渡村……  78 

下 林 廻 リ (ｼﾓﾊﾞﾔｼ 

     ﾒｸﾞﾘ) 

 

下新田村…  168 

下   原 (ｼﾓﾊﾗ) 新宿村……  28 

下 湯 沢 (ｼﾓﾕｻﾞﾜ） 上久方村…  61 

下 湯 船 (ｼﾓﾕﾌﾞﾈ) 上仁田山村  150 

蛇   穴 (ｼﾞｬｰﾅ) 下広沢村…  43 

蛇   穴 (ｼﾞｬｱﾅ) 下仁田山村  139 

蛇   穴 (ｼﾞｬｱﾅ) 上仁田山村  145 

釈 迦 堂 (ｼｬｶﾝﾄﾞ) 東小倉村…  119 

蛇   崩 (ｼﾞｬｸｽﾞﾚ) 下広沢村…  43 

蛇   窪 (ｼﾞｬｸﾎﾞ) 高沢村……  73 

じゃけん上 (ｼﾞｬｹﾝ 

   ｼﾞｮｳ) 

 

二渡村忍山  82 

蛇   沢 (ｼﾞｬｯｶｻﾜ) 東小倉村…  119 

十 王 堂 (ｼﾞｭｳｵｳ 

   ﾄﾞｳ) 

 

下菱村……  188 

十次ヶ久保 (ｼﾞｭｳｼﾞｶﾞ 

   ｸﾎﾞ) 

 

高沢村……  75 

寿 宇 殿 (ｼﾞｭｳﾄﾞﾉ) 須永村……  125 

拾   弐 (ｼﾞｭｳﾆ) 名久木村…  159 

十 二 平 (ｼﾞｭｳﾆ 

   ﾃﾞｴﾗ) 

 

天王宿村…  173 

十 八 曲 り (ｼﾞｭｳﾊﾁ 

  ﾏｶﾞﾘ) 

 

下広沢村…   53 
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 字  名       ページ 

十 八 曲 (ｼﾞｭｳﾊﾁ 

  ﾏｶﾞﾘ) 

 

上久方村…  66 

  宿   (ｼｭｸ) 上広沢村…  34  

  宿   (ｼｭｸ) 中仁田山村  142 

  宿   (ｼｭｸ) 天王宿村…  173 

宿   頭 (ｼｭｸｶﾞｼﾗ) 蕪町村……  175 

宿 ノ 島 (ｼｭｸﾉｼﾏ) 小友村……  179 

宿   巡 (ｼｭｸﾒｸﾞﾘ) 高沢村……  70 

十 本 原 (ｼﾞｭｯﾎﾟﾝ 

   ﾊﾞﾗ) 

 

今泉村……  20 

障 子 岩 (ｼｮｳｼﾞｲﾜ) 名久木村…  156 

上 人 後 (ｼｮｳﾆﾝｳｼﾛ) 上広沢村…  32 

上   張 (ｼﾞｮｳﾊﾞﾘ) 下菱村……  189 

菖   蒲 (ｼｮｳﾌﾞ) 名久木村…  157 

城 平 寺 (ｼﾞｮｳﾍｲｼﾞ) 下菱村……  187 

初 ノ 沢 (ｼｮﾉｻﾜ) 二渡村忍山  86   

初ノ沢入口 (ｼｮﾉｻﾜ 

  ｲﾘｸﾞﾁ) 

 

二渡村忍山  86 

女 郎 向 (ｼﾞｮﾛﾑｶｲ) 東小倉村…  120 

し り な し (ｼﾘﾅｼ) 上仁田山村  151 

次郎左衛門橋 (ｼﾞﾛｳｻﾞｴ 

    ﾓﾝﾊﾞｼ) 

 

名久木村…  158 

城 谷 戸 (ｼﾛｶﾞｲﾄ) 上久方村…  59 

白 竹 く ぼ (ｼﾛﾀｹｸﾎﾞ) 上仁田山村  148 

城 ノ 岡 (ｼﾛﾉｵｶ) 小友村……  181 

城 ノ 前 (ｼﾛﾉﾏｴ) 上久方村…  63 

白 蕨 沢 (ｼﾛﾜﾗﾋﾞ     

  ｻﾞﾜ) 

 

上仁田山村  148 

神   田 (ｼﾞﾝﾀﾞ) 上久方村…  58 

新 田 開 道 (ｼﾝﾃﾞﾝ 

  ｶｲﾄﾞｳ) 

 

蕪町村……  175 

新 田 道 (ｼﾝﾃﾞﾝﾐﾁ) 下新田村…  172 

新   林 (ｼﾝﾊﾞﾔｼ) 上仁田山村  146 

新   堀 (ｼﾝﾎﾞﾘ) 上久方村…  59 

神   明 (ｼﾝﾒｲ) 上広沢村…  38 

    ス  

す う ど の (ｽｳﾄﾞﾉ) 天王宿村…  174 

杉   沢 (ｽｷﾞｻﾜ) 上久方村…  60 

すぎなくぼ (ｽｷﾞﾅｸﾎﾞ) 山地村……  113 

杉 ノ 入 (ｽｷﾞﾉｲﾘ) 下広沢村…  46 

杉 ノ 下 (ｽｷﾞﾉｼﾀ) 下久方村…   56 

杉 ノ 下 (ｽｷﾞﾉｼﾀ) 如来堂村…  163  

ス ケ ガ タ (ｽｹｶﾞﾀ) 下広沢村…  53 

助 七 平 (ｽｹｼﾁﾃﾞｴﾗ) 山地村……  107 

雀 谷 戸 (ｽｽﾞﾒｶﾞｲﾄ) 下菱村……  187   

捨 場 沢 (ｽﾃﾊﾞｻﾞﾜ) 下仁田山村  140 

砂 田 谷 戸 (ｽﾅﾀﾞｶﾞｲﾄ) 本宿村……   21 

住   吉 (ｽﾐﾖｼ) 小友村……  180 

諏   訪 (ｽﾜ) 高沢村……  69 

諏 訪 後 (ｽﾜｳｼﾛ) 今泉村……  20 

諏 訪 ノ 入 (ｽﾜﾉｲﾘ) 下仁田山村  137 

 字  名       ページ 

諏 訪 ノ 前 (ｽﾜﾉﾏｴ) 名久木村…  159 

    セ  

せいせん作 (ｾｲｾﾝﾂﾞｸﾘ) 山地村……  113 

清   台 (ｾｲﾀﾞｲ) 下久方村…    56 

せ い だ し (ｾｲﾀﾞｼ) 上仁田山村  149 

関   下 (ｾｷｼﾀ) 新宿村……    29 

せ き 下 (ｾｷｼﾀ) 天王宿村…  174 

関   根 (ｾｷﾈ) 上仁田山村  153 

せ き ノ 上 (ｾｷﾉｳｴ) 上仁田山村  152 

せ き ノ 下 (ｾｷﾉｼﾀ) 上仁田山村  152 

堰   場 (ｾｷﾊﾞ) 小友村……  181 

関   堀 (ｾｷﾎﾞﾘ) 須永村……  126 

瀬   場 (ｾﾊﾞ) 上菱村……  192  

蝉 谷 戸 (ｾﾐｶﾞｲﾄ) 村松村……    26 

せ れ 石 (ｾﾚｼ) 二渡村……    80 

仙 ヶ 沢 (ｾﾝｶﾞｻﾜ) 上久方村…    64 

心 正 寺 (ｾﾝｼﾞｭｼﾞ) 東小倉村…  118 

ぜんだな (ｾﾞﾝﾀﾞﾅ) 堤村………    25  

膳   棚 (ｾﾞﾝﾀﾞﾅ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

膳   棚 (ｾﾞﾝﾀﾞﾅ) 小友村……  183 

膳 ノ 窪 (ｾﾞﾝﾉｸﾎﾞ) 名久木村…   156 

      ソ  

象 ヶ 久 保 (ｿﾞｳｶﾞｸﾎﾞ) 高沢村……  74 

ぞ ふ か の (ｿﾞｳｶﾉ) 名久木村…  154 

象 ヶ 鼻 (ｿﾞｳｶﾞﾊﾅ) 東小倉村…  116 

象 頭 山 (ｿﾞｳｽﾞｻﾝ) 東小倉村…  119  

ぞ う ど の (ｿﾞｳﾄﾞﾉ) 今泉村……  18 

沢   入 (ｿｳﾘ) 山地村……  111 

そ り 川 (ｿﾘｶﾜ) 下広沢村…  48 

反 手 沢 (ｿﾘﾃｻﾞﾜ) 上仁田山村  148 

反   町 (ｿﾘﾏﾁ) 上広沢村…  37 

反 町 東 (ｿﾘﾏﾁﾋｶﾞｼ) 上広沢村…  38 

ぞ ろ め き (ｿﾞﾛﾒｷ) 高沢村……  77 

ゾ ロ メ キ (ｿﾞﾛﾒｷ) 二渡村忍山  87  

    タ  

  台   (ﾀﾞｲ) 中広沢村…  40   

大 黒 尾 根 (ﾀﾞｲｺｸｵﾈ) 上久方村…  66 

大根おろし (ﾀﾞｲｺﾛｼ) 山地村…   111 

太 子 堂 (ﾀｲｼﾄﾞｳ) 下菱村…   187 

太 子 前 (ﾀｲｼﾏｴ) 下菱村中里  191 

たひちノ久保 (ﾀﾞｲﾁﾉｸﾎﾞ) 上仁田山村   150 

大 日 堂 (ﾀﾞｲﾆﾁﾄﾞｳ) 名久木村…  155 

大 日 前 (ﾀﾞｲﾆﾁﾏｴ) 上菱村……  193 

代 ノ 上 (ﾀﾞｲﾉｳｴ) 下新田村…  172 

台 ノ 西 (ﾀﾞｲﾉﾆｼ) 下新田村…  172 

台 待 窪 (ﾀﾞｲﾏﾁｸﾎﾞ) 下広沢村…  53 

大   門 (ﾀﾞｲﾓﾝ) 上久方村…  58 

大   茂 (ﾀﾞｲﾓﾝ) 二渡村忍山   84  

大   門 (ﾀﾞｲﾓﾝ) 下菱村……  188 

高 尾 山 (ﾀｶｵｻﾝ) 下菱村……  189 
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 字  名       ページ 

高 谷 戸 (ﾀｶｶﾞｲﾄ) 高津戸村 

（桐生市分） 132 

高ヶ谷戸 (ﾀｶｶﾞｲﾄ) 名久木村…  159 

高   芝 (ﾀｶｼﾊﾞ) 高沢村……  75 

高   芝 (ﾀｶｼﾊﾞ) 二渡村忍山  85 

高   田 (ﾀｶﾀﾞ) 今泉村……  18 

高   田 (ﾀｶﾀﾞ) 下広沢村…  44 

高   田 (ﾀｶﾀﾞ) 下菱村……  186 

高   嶽 (ﾀｶﾀﾞｹ) 山地村……  108 

た か に た (ﾀｶﾆﾀ) 山地村……  112 

高 仁 田 向 (ﾀｶﾆﾀﾑｶｲ) 飛駒村入飛駒 100 

鷹 ノ 巣 (ﾀｶﾉｽ) 下広沢村…    52 

鷹 ノ 巣 (ﾀｶﾉｽ) 高沢村……   76 

鷹 ノ 巣 (ﾀｶﾉｽ) 二渡村忍山  89 

鷹 ノ 巣 (ﾀｶﾉｽ) 東小倉村…  116 

鷹 ノ 巣 (ﾀｶﾉｽ) 東小倉村…  120 

鷹 ノ 巣 (ﾀｶﾉｽ) 西小倉村…  121 

たかノす入口   (ﾀｶﾉｽ 

  ｲﾘｸﾞﾁ) 

 

二渡村忍山  89 

高   萩 (ﾀｶﾊｷﾞ) 小友村……  182 

た か は た (ﾀｶﾊﾀ) 高沢村……   77 

高   畑 (ﾀｶﾊﾀ) 下仁田山村  138 

高   畑 (ﾀｶﾊﾀ) 上仁田山村  146 

高   鼻 (ﾀｶﾊﾅ) 上久方村…   60 

高   平 (ﾀｶﾋﾞﾗ) 二渡村忍山   87  

高 へ ら (ﾀｶﾍﾞﾗ) 山地村……  110 

高 松 沢 (ﾀｶﾏﾂｻﾞﾜ) 上久方村…   63 

高 松 平 (ﾀｶﾏﾂﾃﾞｴﾗ) 上久方村…   63 

高 間 々 (ﾀｶﾏﾏ) 上久方村…   60 

高   山 (ﾀｶﾔﾏ) 下菱村中里  191 

た き ノ 上 (ﾀｷﾉｳｴ) 高沢村……   72 

た き ノ 上 (ﾀｷﾉｳｴ) 山地村……  114 

たきノくぼ (ﾀｷﾉｸﾎﾞ) 高沢村……   72 

滝 ノ 沢 (ﾀｷﾉｻﾜ) 二渡村……   81 

滝 ノ 沢 (ﾀｷﾉｻﾜ) 山地村……  104 

滝 ノ 沢 (ﾀｷﾉｻﾜ) 上仁田山村  150 

た き ノ 下 (ﾀｷﾉｼﾀ) 山地村……  114 

滝   山 (ﾀｷﾔﾏ) 如来堂村…  166 

竹 ノ 入 (ﾀｹﾉｲﾘ) 二渡村忍山   82 

竹 ノ 中 (ﾀｹﾉｳﾁ) 下広沢村…   49 

竹 ノ 窪 (ﾀｹﾉｸﾎﾞ) 上久方村…   66 

竹 ノ く ぼ (ﾀｹﾉｸﾎﾞ) 山地村……  113 

竹 ノ 下 (ﾀｹﾉｼﾀ) 下広沢村…   51 

竹 ノ 下 (ﾀｹﾉｼﾀ) 山地村……  106 

竹 ノ 下 (ﾀｹﾉｼﾀ) 下仁田山村  140 

竹 ノ 平 (ﾀｹﾉﾃｴﾗ) 山地村……  107 

た こ ノ 平 (ﾀｺﾝﾃｴﾗ) 高沢村……   71 

太左衛門清水 (ﾀﾞｻﾞｴﾓﾝ 

  ｼﾐｽﾞ) 

 

如来堂村…  164 

田   敷 (ﾀｼﾞｷ) 須永村……  126 

立   岩 (ﾀﾂﾔ) 下広沢村…   53 

 字  名       ページ 

た つ や 沢 (ﾀﾂﾔｻﾜ) 下広沢村…   52 

立   岩 (ﾀﾃｲﾜ) 中広沢村…   40  

立   岩 (ﾀﾃｲﾜ) 下菱村中里  191 

田   中 (ﾀﾅｶ) 上広沢村…   32 

田   中 (ﾀﾅｶ) 下広沢村…   50 

田   中 (ﾀﾅｶ) 下久方村…   57 

田   中 (ﾀﾅｶ) 東小倉村…  117 

田 ノ 入 (ﾀﾈｲﾘ) 西小倉村…  124 

田 ノ 間 (ﾀﾉｱｲﾀﾞ) 上菱村……  192 

田 ノ 入 (ﾀﾉｲﾘ) 堤村………   25 

田 ノ 入 (ﾀﾉｲﾘ) 上久方村…   67 

田 ノ 入 (ﾀﾉｲﾘ) 小友村……  182 

田 ノ 入 (ﾀﾉｲﾘ) 上菱村……  193 

田 ノ 上 (ﾀﾉｳｴ) 上菱村……  192 

田 ノ 下 (ﾀﾉｼﾀ) 上菱村……  192 

田   端 (ﾀﾊﾞﾀ) 上仁田山村  150 

田   端 (ﾀﾊﾞﾀ) 如来堂村…  165 

田 福 庵 (ﾀﾌｸｱﾝ) 下菱村……  187 

田福庵ノ上 (ﾀﾌｸｱﾝﾉｳｴ） 下菱村……  187 

溜   上 (ﾀﾒｳｴ) 東小倉村…  117 

た め が い (ﾀﾒｶﾞｲ) 名久木村…  157 

樽 ヶ 久 保 (ﾀﾙｶﾞｸﾎﾞ) 名久木村…  158 

樽 ヶ 沢 (ﾀﾙｶﾞｻﾜ) 上仁田山村  148 

た る く ぼ (ﾀﾙｸﾎﾞ) 高沢村……  75 

反   田 (ﾀﾝﾀﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)133 

    チ  

千 網 谷 戸 (ﾁｱﾐｶﾞｲﾄ) 須永村……  125 

千網谷戸道下 (ﾁｱﾐｶﾞｲﾄ 

    ﾐﾁｼﾀ) 

 

須永村……  125 

治 部 ノ 下 (ﾁﾌﾞﾉｼﾀ) 上広沢村…  37 

長者かいと (ﾁｮｳｼﾞｬ 

   ｶﾞｲﾄ) 

 

下広沢村…  51 

長   塚 (ﾁｮｳﾉﾂｶ) 村松村……  26 

    ツ  

通   度 (ﾂｳﾄﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

塚   越 (ﾂｶｺﾞｼ） 中広沢村…  41 

塚   越 (ﾂｶｺﾞｼ) 下仁田山村  137 

塚   越 (ﾂｶｺﾞｼ) 名久木村…  155 

塚 ノ 脇 (ﾂｶﾉﾜｷ) 名久木村…  155 

  佃   (ﾂｸﾀﾞ) 東小倉村…  117 

築   原 (ﾂｸﾊﾞﾗ) 飛駒村入飛駒 100 

  辻   (ﾂｼﾞ) 須永村……  129 

辻   堂 (ﾂｼﾞﾄﾞｳ) 上広沢村…  36 

土 こ ぼ し (ﾂﾁｺﾎﾞｼ) 今泉村……  19 

土   坂 (ﾂﾂｻｶ) 二渡村忍山  86 

躑 躅 窪 (ﾂﾂｼﾞｸﾎﾞ) 上久方村…  61 

常 木 谷 戸 (ﾂﾈｷﾞｶﾞｲﾄ) 今泉村……  18 

角   畑 (ﾂﾉﾊﾀ) 上仁田山村  152 

蔓   巻 (ﾂﾙﾏｷ) 下菱村……  188 
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    テ  

  平   (ﾃｴﾗ) 山地村……  104 

出   林 (ﾃﾞｯﾊﾟﾔｼ) 如来堂村…  167 

手なしごや (ﾃﾅｼｺﾞﾔ) 山地村……  110 

寺   下 (ﾃﾗｼﾀ) 新宿村……  28 

寺 ノ 入 (ﾃﾗﾉｲﾘ) 上広沢村…  38 

寺   前 (ﾃﾗﾏｴ) 上広沢村…  36 

寺   前 (ﾃﾗﾏｴ) 高沢村……  69 

寺   前 (ﾃﾗﾏｴ) 西小倉村…  122 

寺   脇 (ﾃﾗﾜｷ) 須永村……  130 

天 神 尾 根 (ﾃﾝｼﾞﾝｵﾈ) 下仁田山村  138 

天 神 前 (ﾃﾝｼﾞﾝﾏｴ) 須永村……  126 

天 神 山 (ﾃﾝｼﾞﾝﾔﾏ) 上久方村…  62 

天   水 (ﾃﾝｽﾞｲ) 下久方村…  56 

天   水 (ﾃﾝｽﾞｲ) 下菱村中里  191 

天 王 宿 境 (ﾃﾝﾉｳｼﾞｭｸ 

   ｻｶｲ) 

 

下新田村…  169 

    ト  

と い 口 (ﾄｲｸﾁ) 下菱村……  186 

樋   口 (ﾄｲｸﾁ) 上菱村……  193 

土 井 下 (ﾄﾞｲｼﾀ) 村松村……  26 

と い 田 (ﾄｲﾀ) 下菱村……  186 

樋   田 (ﾄｲﾀﾞ) 村松村……  27 

と ひ の 下 (ﾄｲﾉｼﾀ） 下新田村…  169 

とひの下すへ (ﾄｲﾉｼﾀｽｴ) 下新田村…  169 

戸 井 ノ 元 (ﾄｲﾉﾓﾄ) 上広沢村…  35 

堂 院 谷 戸 (ﾄﾞｳｲﾝ 

    ｶﾞｲﾄ) 

 

下仁田山村  138 

堂 谷 戸 (ﾄﾞｳｶﾞｲﾄ) 須永村……  125 

た う か 塚 (ﾄｳｶﾂﾞｶ) 新宿村……  29 

稲 荷 穴 (ﾄｳｶﾅ) 如来堂村…  167 

と う か な (ﾄｳｶﾅ) 天王宿村…  174 

稲 荷 前 (ﾄｳｶﾏｴ) 新宿村……  29 

東   北 (ﾄｳｷﾀ) 上菱村……  192 

  峠   (ﾄｳｹﾞ) 堤村………  25 

  峠   (ﾄｳｹﾞ) 東小倉村…  119 

峠   下 (ﾄｳｹﾞｼﾀ) 東小倉村…  116 

東 光 寺 (ﾄｳｺｳｼﾞ) 下仁田山村  137 

東   西 (ﾄｳｻﾞｲ) 高津戸村 

 (大間々町分)136 

とうじっ平 (ﾄｳｼﾞｯﾍﾟ) 山地村……  102 

東 正 寺 (ﾄｳｼｮｳｼﾞ) 今泉村……  20 

藤四郎ヶ入 (ﾄｳｼﾛｳ 

   ｶﾞｲﾘ) 

 

下菱村……  186 

と う ノ 入 (ﾄﾞｳﾉｲﾘ) 村松村……  27 

堂 ノ 入 (ﾄﾞｳﾉｲﾘ) 山地村……  103 

と う ノ 入 (ﾄﾞｳﾉｲﾘ) 小友村……  183 

堂 の わ き (ﾄﾞｳﾉﾜｷ) 山地村……  103 

堂   場 (ﾄﾞｳﾊﾞ) 上仁田山村  146 

堂   前 (ﾄﾞｳﾏｴ) 下広沢村…  50 

堂   前 (ﾄﾞｳﾏｴ) 下菱村……  188 

 字  名       ページ 

堂   前 (ﾄﾞｳﾏｴ) 下菱村中里  190 

東 間 谷 戸 (ﾄｳﾏｶﾞｲﾄ) 二渡村……  79 

と う め き (ﾄﾞｳﾒｷ) 山地村……  110 

堂 巡 リ (ﾄﾞｳﾒｸﾞﾘ) 山地村……  102 

堂 巡 リ (ﾄﾞｳﾒｸﾞﾘ) 山地村……  103 

ドフヤ久保 (ﾄﾞｳﾔｸﾎﾞ) 山地村……  112 

道 陸 神 前 (ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝ 

    ﾏｴ) 

 

下久方村…  56 

道 六 神 向 (ﾄﾞｳﾛｸｼﾞﾝ 

   ﾑｶｲ) 

 

上仁田山村  151 

遠   堀 (ﾄｵﾎﾞﾘ) 上広沢村…  36 

所   場 (ﾄｺﾛﾊﾞ) 高沢村……  71 

と さ き (ﾄｻｷ) 二渡村……  79 

戸 崎 裏 (ﾄｻｷｳﾗ) 下菱村……  189 

と ち く ぼ (ﾄﾁｸﾎﾞ) 山地村……  115 

とちノ木沢 (ﾄﾁﾉｷｻﾞﾜ) 山地村……  103 

栃 ノ 木 沢 (ﾄﾁﾉｷｻﾞﾜ) 名久木村…  157 

とちノ木たい (ﾄﾁﾉｷﾀﾞｲ) 二渡村忍山  84 

と つ ら 沢 (ﾄﾂﾗｻﾜ) 下広沢村…  47 

堂   平 (ﾄﾞﾃﾞｴﾗ) 上久方村…  67 

土 手 下 (ﾄﾞﾃｼﾀ) 蕪町村……  176 

殿   入 (ﾄﾉｲﾘ) 高津戸村 

 (大間々町分)135 

頓 ノ 入 (ﾄﾉｲﾘ)  下仁田山村  138 

殿 入 峯 (ﾄﾉｲﾘﾐﾈ) 高津戸村 

 (大間々町分)135 

殿   山 (ﾄﾉﾔﾏ) 下広沢村…  52 

殿 山 沢 (ﾄﾉﾔﾏｻﾞﾜ) 下広沢村…  52 

飛   地 (ﾄﾋﾞﾁ) 如来堂村…  167 

と び の す (ﾄﾋﾞﾉｽ) 堤村………  24 

友 之 助 原 (ﾄﾓﾉｽｹﾊﾞﾗ) 下広沢村…  50 

とよノ久保 (ﾄﾖﾉｸﾎﾞ) 名久木村…  157 

ど よ ノ 下 (ﾄﾞﾖﾉｼﾀ) 名久木村…  158 

鳥 谷 戸 (ﾄﾘｶﾞｲﾄ) 二渡村……  80 

鳥 ノ 海 (ﾄﾝﾉﾐ) 下仁田山村  137 

    ナ 

内 膳 屋 舗 (ﾅｲｾﾞﾝﾔｼｷ) 下菱村……  187 

苗 間 代 (ﾅｴﾏｼﾛ) 下新田村…  169 

苗間代通リ (ﾅｴﾏｼﾛ 

  ﾄﾞｵﾘ) 

 

下新田村…  168 

  中   (ﾅｶ) 上菱村……  192 

中   居 (ﾅｶｲ) 上広沢村…  37 

中   井 (ﾅｶｲ) 二渡村……  79 

中 小 友 (ﾅｶｵﾄﾓ) 小友村……  179 

中 尾 根 (ﾅｶｵﾈ) 上久方村…  64 

中 尾 根 (ﾅｶｵﾈ) 上久方村…  66 

中 尾 根 (ﾅｶｵﾈ) 下仁田山村  139 

中 尾 根 (ﾅｶｵﾈ) 下菱村……  189 

長 尾 根 (ﾅｶﾞｵﾈ) 下広沢村…  53 

長 尾 根 山 (ﾅｶﾞｵﾈﾔﾏ) 下菱村……  186 
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中ヶ谷戸 (ﾅｶｶﾞｲﾄ) 名久木村…  159 

中 河 原 (ﾅｶｶﾜﾗ) 天王宿村…  174 

中 川 原 (ﾅｶｶﾞﾜﾗ) 名久木村…  159 

中 川 原 (ﾅｶｶﾞﾜﾗ) 下新田村…  171 

中 久 保 (ﾅｶｸﾎﾞ) 二渡村忍山  89 

中 く ぼ (ﾅｶｸﾎﾞ) 山地村……  113 

長   崎 (ﾅｶﾞｻｷ) 上広沢村…  35 

中   里 (ﾅｶｻﾞﾄ) 上広沢村…  35 

中   里 (ﾅｶｻﾞﾄ) 須永村……  127 

中   里 (ﾅｶｻﾞﾄ） 下菱村中里  190 

中 里 後 (ﾅｶｻﾞﾄｳｼﾛ) 上広沢村…  32 

中   芝 (ﾅｶｼﾊﾞ) 西小倉村…  123 

中   島 (ﾅｶｼﾞﾏ) 二渡村……  78 

中   島 (ﾅｶｼﾞﾏ) 須永村……  125 

中   島 (ﾅｶｼﾞﾏ) 上仁田山村  153 

中   島 (ﾅｶｼﾞﾏ) 下菱村中里  190 

中   島 (ﾅｶｼﾞﾏ) 上菱村……  193 

長 瀬 舟 場 (ﾅｶﾞｾﾌﾅﾊﾞ) 須永村……  125 

中   通 (ﾅｶﾄﾞｵﾘ) 下菱村中里  190 

中   野 (ﾅｶﾉ) 上久方村…  60 

中 ノ 上 (ﾅｶﾉｳｴ) 上菱村……  192 

中 ノ 川 端 (ﾅｶﾉｶﾜﾊﾞﾀ) 上菱村……  192 

中 ノ 久 保 (ﾅｶﾉｸﾎﾞ) 西小倉村…  122 

中 ノ 窪 (ﾅｶﾉｸﾎﾞ) 名久木村…  156 

中 ノ 沢 (ﾅｶﾉｻﾜ) 山地村……  106 

中 ノ 関  (ﾅｶﾉｾｷ) 名久木村…  159 

中 ノ 平 (ﾅｶﾉﾃｴﾗ) 高沢村……  72 

中 ノ 免 (ﾅｶﾉﾒﾝ) 中広沢村…  41 

長   畑 (ﾅｶﾞﾊﾞﾀｹ) 名久木村…  154 

中   原 (ﾅｶﾊﾗ) 下広沢村…  47 

中   道 (ﾅｶﾐﾁ) 上久方村…  59 

中   道 (ﾅｶﾐﾁ) 下仁田山村  138 

中   道 (ﾅｶﾐﾁ) 蕪町村……  175 

中   道 (ﾅｶﾐﾁ) 下菱村中里  190 

長   峰 (ﾅｶﾞﾐﾈ) 東小倉村…  118 

長   峰 (ﾅｶﾞﾐﾈ) 上仁田山村  151 

長 峰 山 (ﾅｶﾞﾐﾈﾔﾏ) 西小倉村…  122 

中   山 (ﾅｶﾔﾏ) 西小倉村…  123 

中   山 (ﾅｶﾔﾏ) 名久木村…  159 

中 ノ 作 (ﾅｶﾝｻｸ) 山地村……  108 

なきノひら (ﾅｷﾉﾋﾗ) 山地村……  108 

中   尾 (ﾅｺｰ) 山地村……  103 

梨 ノ 木 入 (ﾅｼﾉｷｲﾘ) 中仁田山村  143 

なしノ木久保 (ﾅｼﾉｷｸﾎﾞ) 上仁田山村  151 

梨 ノ 木 坂 (ﾅｼﾉｷｻﾞｶ) 小友村……  179 

な し 山 (ﾅｼﾔﾏ) 上仁田山村  146 

夏   保 (ﾅﾂﾎﾞ) 下広沢村…  45 

夏 保 前 (ﾅﾂﾎﾞﾏｴ） 下広沢村…  45 

 字  名       ページ 

鍋   足 (ﾅﾍﾞｱｼ) 高沢村……  74 

ナンジキ (ﾅﾝｼﾞｷ) 飛駒村入飛駒 100 

    ニ 

新   堀 (ﾆｲﾎﾞﾘ) 下仁田山村  137 

新 堀 下 (ﾆｲﾎﾞﾘｼﾀ) 須永村……  128 

  西   (ﾆｼ) 中広沢村…  41 

西 行 場 (ﾆｼｷﾞｮｳﾊﾞ) 西小倉村…  124 

西 久 保 (ﾆｼｸﾎﾞ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

西久保谷戸 (ﾆｼｸﾎﾞ 

  ｶﾞｲﾄ) 

 

堤村………  24 

西 久 保 分 (ﾆｼｸﾎﾞﾌﾞﾝ) 下新田村…  171 

西 釈 迦 堂 (ﾆｼｼｬｶﾝﾄﾞ) 東小倉村…  120 

西   宿 (ﾆｼｼﾞｭｸ) 須永村……  129 

西宿地蔵堂 (ﾆｼｼﾞｭｸ 

 ｼﾞｿﾞｳﾄﾞｳ) 

 

須永村……  129 

西 童 子 原 (ﾆｼ 

 ﾄﾞｼﾞｯﾊﾟﾗ) 

 

西小倉村…  122 

西 ノ 入 (ﾆｼﾉｲﾘ) 堤村………  24 

西 ノ 入 (ﾆｼﾉｲﾘ) 中広沢村…  42 

西 ノ 入 (ﾆｼﾉｲﾘ) 下広沢村…  43 

西 ノ 入 (ﾆｼﾉｲﾘ) 西小倉村…  123 

西 ノ 入 (ﾆｼﾉｲﾘ) 中仁田山村  142 

西ノ入日向 (ﾆｼﾉｲﾘﾋﾅﾀ) 須永村……  130 

西 海 道 (ﾆｼﾉｶｲﾄﾞ) 下広沢村…  45 

西 ノ 谷 戸 (ﾆｼﾉｶﾞｲﾄ) 須永村……  125 

西 ノ 根 (ﾆｼﾉﾈ) 須永村……  130 

西 ノ 前 (ﾆｼﾉﾏｴ) 上広沢村…  37 

西 間 々 下 (ﾆｼﾏﾏｼﾀ) 下新田村…  171 

西 屋 敷 浦 (ﾆｼﾔｼｷｳﾗ) 下新田村…  171 

西   山 (ﾆｼﾔﾏ) 堤村………  24 

西   山 (ﾆｼﾔﾏ) 高沢村……  70 

西   山 (ﾆｼﾔﾏ) 山地村……  106 

仁 田 所 (ﾆﾀﾄﾞｺﾛ) 本宿村……  21  

二 反 田 (ﾆﾀﾝﾀﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)133 

弐 反 田 (ﾆﾀﾝﾀﾞ) 上仁田山村  145 

二 丁 田 (ﾆﾁｮｳﾀﾞ) 下広沢村…  45 

二 本 松 (ﾆﾎﾝﾏﾂ) 天王宿村…  173 

二 本 松 (ﾆﾎﾝﾏﾂ) 蕪町村……  175 

入 道 く ぼ (ﾆｭｳﾄﾞｳ 

     ｸﾎﾞ) 

 

山地村……  113 

に ら 久 保 (ﾆﾗｸﾎﾞ) 下新田村…  171 

に れ 沢 (ﾆﾚｻﾜ) 二渡村忍山  85 

人   場 (ﾆﾝﾊﾞ) 二渡村忍山  83 

人 場 谷 戸 (ﾆﾝﾊﾞｶﾞｲﾄ) 二渡村忍山  83 

    ヌ  

沼   田 (ﾇﾏﾀ) 堤村………  23 
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 字  名       ページ 

    ネ  

根   岸 (ﾈｷﾞｼ) 須永村……  126 

ね ば と り (ﾈﾊﾞﾄﾘ) 如来堂村…  166 

根連ノ木沢 (ﾈﾚﾉｷｻﾞﾜ) 名久木村…  161 

    ノ 

野 毛 山 (ﾉｹﾞﾔﾏ) 下広沢村…  52 

 字  名       ページ 

野 中 沢 (ﾉﾅｶｻﾞﾜ) 二渡村……  78 

登 リ 沢 (ﾉﾎﾞﾘｻﾜ) 飛駒村入飛駒 94 

    ハ  

梅 林 谷 戸 (ﾊﾞｲﾘﾝ 

   ｶﾞｲﾄ) 

 

高沢村……  70 

萩   平 (ﾊｷﾞﾃﾞｴﾗ) 山地村……  106 

萩   原 (ﾊｷﾞﾜﾗ) 上広沢村…  38 

箱 島 谷 戸 (ﾊｺｼﾞﾏ     

   ｶﾞｲﾄ) 

 

東小倉村…  117 

橋   上 (ﾊｼﾞｶﾐ) 名久木村…  160 

橋   詰 (ﾊｼﾂﾞﾒ) 上仁田山村  146 

橋   爪 (ﾊｼﾂﾞﾒ) 下菱村……  189 

橋 詰 台 (ﾊｼﾂﾞﾒﾀﾞｲ) 二渡村……  78 

橋 ノ 入 (ﾊｼﾉｲﾘ) 山地村……  111 

橋   場 (ﾊｼﾊﾞ) 山地村……  103 

橋 前 場 (ﾊｼﾏｴﾊﾞ) 西小倉村…  123 

馬瀬ヶ谷戸 (ﾊﾞｾｶﾞｲﾄ) 上仁田山村  144 

畑 ヶ 中 (ﾊﾀｹﾅｶ) 東小倉村…  118 

八 王 子 (ﾊﾁｵｳｼﾞ) 上広沢村…  39 

八 王 子 (ﾊﾁｵｳｼﾞ) 西小倉村…  123 

八 王 子 (ﾊﾁｵｳｼﾞ) 小友村……  180 

八王子坂下 (ﾊﾁｵｳｼﾞ 

  ｻｶｼﾀ) 

 

小友村……  180 

初 鹿 澤 (ﾊﾁｶﾞｻﾜ) 東小倉村…  117 

八 軒 屋 (ﾊﾁｹﾝﾔ) 蕪町村……  175 

八 幡 下 (ﾊﾁﾏﾝｼﾀ) 下菱村中里  190 

八 幡 平 (ﾊﾁﾏﾝﾀﾞｲﾗ) 下仁田山村  140 

八 幡 畑 (ﾊﾁﾏﾝﾊﾞﾀ) 下広沢村…  48 

八 幡 山 (ﾊﾁﾏﾝﾔﾏ) 下菱村……  189 

八 反 田 (ﾊｯﾀﾝﾀﾞ) 中広沢村…  42 

八 鎮 房 (ﾊﾁﾎﾞｳ) 如来堂村…  163 

初 山 出 口 (ﾊﾂﾔﾏ 

  ﾃﾞｸﾞﾁ) 

 

高沢村……  77 

花   柄 (ﾊﾅｶﾞﾗ) 西小倉村…  122 

花   柄 (ﾊﾅｶﾞﾗ) 下仁田山村  141 

鼻   撮 (ﾊﾅﾂﾏﾐ) 高沢村……  71 

花 ノ 木 沢 (ﾊﾅﾉｷｻﾞﾜ) 名久木村…  162  

羽 ば み (ﾊﾈﾊﾞﾐ) 高沢村……  74 

ば   ば (ﾊﾞﾊﾞ) 山地村……  104 

馬   場 (ﾊﾞﾊﾞ) 須永村……  129 

   

 字  名       ページ 

馬   場 (ﾊﾞﾊﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)133 

馬 場 中 (ﾊﾞﾊﾞﾅｶ) 本宿村……  21 

羽 場 山 (ﾊﾊﾞﾔﾏ) 小友村……  180 

は ま い ば (ﾊﾏｲﾊﾞ) 山地村……  106 

浜 ノ 原 (ﾊﾏﾉﾊﾗ) 新宿村……  29 

  原   (ﾊﾗ) 浅部村……  68 

  原   (ﾊﾗ) 下仁田山村  139 

  原   (ﾊﾗ) 上仁田山村  145 

原 ノ 入 (ﾊﾗﾉｲﾚ) 名久木村…  161  

原 ノ 入 奥 (ﾊﾗﾉｲﾚｵｸ) 名久木村…  161  

原 ノ 入 口 (ﾊﾗﾉｲﾚｸﾁ) 名久木村…  161 

幡 摩 谷 戸 (ﾊﾘﾏｶﾞｲﾄ) 東小倉村…  119 

番   場 (ﾊﾞﾝﾊﾞ) 中仁田山村  142 

    ヒ  

ひ う ち 石 (ﾋｳﾁｲｼ) 高沢村……  75 

火 打 久 保 (ﾋｳﾁｸﾎﾞ) 中広沢村…  40 

樋   合 (ﾋｴ) 上久方村…  66 

ヒ オ ー (ﾋｵｰ) 飛駒村入飛駒 100 

東   裏 (ﾋｶﾞｼｳﾗ) 新宿村……  29 

東 谷 戸 (ﾋｶﾞｼｶﾞｲﾄ) 堤村………  24 

東 行 場 (ﾋｶﾞｼｷﾞｮｳﾊﾞ) 西小倉村…  124 

東 釈 迦 堂 (ﾋｶﾞｼｼｬｶﾝﾄﾞ) 東小倉村…  120 

東   宿 (ﾋｶﾞｼｼﾞｭｸ) 須永村……  129 

東 童 子 原 (ﾋｶﾞｼ 

  ﾄﾞｼﾞｯﾊﾟﾗ) 

 

西小倉村…  121 

東   入 (ﾋｶﾞｼﾉｲﾘ) 西小倉村…  124 

東 ノ 久 保 (ﾋｶﾞｼﾉｸﾎﾞ) 飛駒村入飛駒 100 

東 ノ 久 保 (ﾋｶﾞｼﾉｸﾎﾞ) 山地村……  103 

東 ノ 前 (ﾋｶﾞｼﾉﾏｴ) 中広沢村…  40 

東 間 々 下 (ﾋｶﾞｼﾏﾏｼﾀ) 下新田村…  169 

東   谷 (ﾋｶﾞｼﾔ) 名久木村…  157 

東 屋 敷 裏 (ﾋｶﾞｼﾔｼｷｳﾗ) 下新田村…  170 

引 入 沢 (ﾋｷｲﾚｻﾞﾜ) 上広沢村…  33 

引   田 (ﾋｷﾀ) 上菱村……  193 

日 暗 沢 (ﾋｸﾞﾗｻﾞﾜ) 上仁田山村  149 

彦 兵 衛 作 (ﾋｺﾍﾞｴﾂﾞｸﾘ) 山地村……  112 

菱 小 屋 (ﾋｼｺﾞﾔ) 上久方村…  63 

毘 沙 門 堂 (ﾋﾞｼｬﾓﾝﾄﾞｳ) 東小倉村…  118 

備 前 谷 戸 (ﾋﾞｾﾞﾝｶﾞｲﾄ) 高沢村……  69 

経 玉 木 (ﾋﾀﾏｷﾞ) 上久方村…  65 

樋   爪 (ﾋﾂﾞﾒ) 本宿村……  21 

ひ の き 平 (ﾋﾉｷﾃﾞｴﾗ) 名久木村…  157  

稗 ノ 澤 (ﾋﾉｻﾜ) 東小倉村…  120 

屏 風 岩 (ﾋﾞｮｳﾌﾞｲﾜ) 名久木村…  156 

平   井 (ﾋﾗｲ) 上久方村…  61 

平 井 入 口 (ﾋﾗｲｲﾘｸﾞﾁ) 上久方村…  61 

平 井 沢 (ﾋﾗｲｻﾜ) 上久方村…  62 
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 字  名       ページ 

平 ヶ 谷 (ﾋﾗｶﾞﾔ) 高沢村……  76 

平 久 保 (ﾋﾗｸﾎﾞ) 上仁田山村  147 

平   棚 (ﾋﾗﾀﾞﾅ) 小友村……  181 

比 良 平 (ﾋﾗﾃﾞｴﾗ) 上久方村…  67 

平 テ エ ラ (ﾋﾗﾃﾞｴﾗ) 山地村……  106 

ひ ら 平 (ﾋﾗﾃﾞｴﾗ) 山地村……  107 

ひ ら 平 (ﾋﾗﾃﾞｴﾗ) 山地村……  108 

比 良 ノ 峯 (ﾋﾗﾉﾐﾈ) 上久方村…  67 

平 仁 田 (ﾋﾗﾝﾀ) 上久方村…  65 

広   土 (ﾋﾛﾄﾞ) 上仁田山村  148 

ひ ろ と (ﾋﾛﾄﾞ) 上仁田山村  152 

広   見 (ﾋﾛﾐ) 小友村……  180 

広   見 (ﾋﾛﾐ) 下菱村……  188 

    フ  

深   町 (ﾌｶﾏﾁ) 堤村………  23 

深   町 (ﾌｶﾏﾁ) 中広沢村…  42 

吹   上 (ﾌｷｱｹﾞ) 上仁田山村  147 

吹 上 原 (ﾌｷｱｹﾞﾊﾗ) 新宿村……  29 

ふ き わ ら (ﾌｷﾜﾗ) 二渡村忍山  89 

福   島 (ﾌｸｼﾞﾏ) 中広沢村…  40 

福   島 (ﾌｸｼﾞﾏ) 下広沢村…  43 

福 島 久 保 (ﾌｸｼﾞﾏｸﾎﾞ) 下広沢村…  43 

福島下ノ原 (ﾌｸｼﾞﾏｼﾓﾉﾊﾗ) 下広沢村…  44 

福 島 代 (ﾌｸｼﾞﾏﾀﾞｲ) 中広沢村…  40 

ふ く ろ 口 (ﾌｸﾛｸﾁ) 山地村……  106 

藤 ノ 上 (ﾌｼﾞﾉｳｴ) 高沢村……  70 

藤 ノ 木 (ﾌｼﾞﾉｷ) 中広沢村…  41 

富 士 山 前 (ﾌｼﾞﾔﾏﾏｴ) 下新田村…  169 

藤   生 (ﾌｼﾞｭｳ) 上広沢村…  33 

藤   生 (ﾌｼﾞｭｳ) 山地村……  114 

藤 生 休 ド (ﾌｼﾞｭｳｷｭｳﾄﾞ) 山地村……  114 

二 ツ 堂 (ﾌﾀﾂﾄﾞｳ) 須永村……  127 

二   渡 (ﾌﾀﾜﾀﾘ) 浅部村……  68 

ぶ ち 明 ケ (ﾌﾞﾁｱｹﾞ) 山地村……  106 

淵 ノ 上 (ﾌﾁﾉｳｴ) 下広沢村…  44 

ぶ っ か け (ﾌﾞｯｶｹ) 高沢村……  74 

普 門 寺 (ﾌﾓﾝｼﾞ) 下菱村中里  190 

    ヘ  

閉   入 (ﾍｺﾞｳﾘ) 飛駒村入飛駒  98 

閉 入 向 (ﾍｺﾞｳﾘﾑｶｲ) 山地村……  111 

別 当 久 保 (ﾍﾞｯﾄｳｸﾎﾞ) 名久木村…  158 

辯 天 山 (ﾍﾞﾝﾃﾝﾔﾏ) 蕪町村……  176 

    ホ  

ぼ う 谷 戸 (ﾎﾞｳｶﾞｲﾄ) 堤村………  25 

坊 谷 戸 (ﾎﾞｳｶﾞｲﾄ) 下広沢村…  47 

坊 ヶ 谷 戸 (ﾎﾞｳｶﾞｲﾄ) 上仁田山村  145 

坊 ヶ 入 (ﾎﾞｳｶﾞｲﾘ) 一本木村…  55 

ほうたくぼ (ﾎｳﾀｸﾎﾞ) 山地村……  114 

 字  名       ページ 

ほうてくぼ (ﾎｳﾃｸﾎﾞ) 二渡村忍山  82 

はうノ 

  木まど 

 

(ﾎｳﾉｷﾏﾄﾞ) 

 

高沢村……  77 

酸 漿 沢 (ﾎｵｽﾞｷｻﾞﾜ) 小友村……  182 

細 谷 戸 (ﾎｿｶﾞｲﾄ) 二渡村……  79 

細 ヶ 入 (ﾎｿｶﾞｲﾘ) 小友村……  182 

細   萱 (ﾎｿｶﾞﾔ) 上仁田山村  149 

細   窪 (ﾎｿｸﾎﾞ) 上久方村…  64 

ほそくぼ (ﾎｿｸﾎﾞ) 高沢村……  77 

細 久 保 (ﾎｿｸﾎﾞ) 二渡村忍山  88 

細 久 保 (ﾎｿｸﾎﾞ) 上仁田山村  148 

細 久 保 (ﾎｿｸﾎﾞ) 小友村……  181 

細   田 (ﾎｿﾀﾞ) 村松村……  26 

細   田 (ﾎｿﾀﾞ) 天王宿村…  174 

細   根 (ﾎｿﾈ) 村松村……  27 

細 前 田 (ﾎｿﾏｴﾀﾞ) 下広沢村…  49 

洞 ヶ 入 (ﾎﾗｶﾞｲﾘ) 下広沢村…  52 

堀   上 (ﾎﾘｳｴ) 天沼新田…  177 

堀 ヶ 久 保 (ﾎﾘｶﾞｸﾎﾞ) 高津戸村 

（桐生市分） 132 

堀   下 (ﾎﾘｼﾀ) 天沼新田…  177 

堀   添 (ﾎﾘｿﾞｴ) 山地村……  102 

堀   添 (ﾎﾘｿﾞｴ) 下菱村中里  190 

ほ り ノ 上 (ﾎﾘﾉｳｴ） 名久木村…  160 

堀 ノ 内 (ﾎﾘﾉｳﾁ) 東小倉村…  118 

堀   向 (ﾎﾘﾑｶｲ) 山地村……  104 

本   社 (ﾎﾝｼﾞｬ) 西小倉村…  121 

坊   向 (ﾎﾞﾝﾑｶｲ) 下広沢村…  52 

    マ  

前   坂 (ﾏｴｻｶ) 高津戸村 

（桐生市分） 131 

前   沢 (ﾏｴｻﾞﾜ) 上久方村…  62 

前   田 (ﾏｴﾀﾞ) 中広沢村…  42 

前 ノ 入 (ﾏｴﾉｲﾘ) 名久木村…  155 

前 ノ 沢 (ﾏｴﾉｻﾜ) 飛駒村入飛駒  94 

前 ノ 沢 (ﾏｴﾉｻﾜ) 名久木村…  156 

前   畑 (ﾏｴﾊﾀ) 下広沢村…  48 

前   畑 (ﾏｴﾊﾀ) 一本木村…  54 

前   原 (ﾏｴﾊﾞﾗ) 下久方村…  56 

前   山 (ﾏｴﾔﾏ) 下広沢村…  51 

曲   手 (ﾏｶﾞｯﾃ) 飛駒村入飛駒 100 

曲   手 (ﾏｶﾞｯﾃ) 東小倉村…  119 

曲   田 (ﾏｶﾞﾘﾀ) 村松村……  26 

曲 り 間 々 (ﾏｶﾞﾘﾏﾏ) 下仁田山村  138 

馬 立 場 (ﾏﾀﾃﾊﾞ) 山地村……  105 

町   田 (ﾏﾁﾀﾞ) 上広沢村…  38 

町   田 (ﾏﾁﾀﾞ) 下広沢村…  44 

町   屋 (ﾏﾁﾔ) 下久方村…  57 
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 字  名       ページ 

町   屋 (ﾏﾁﾔ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

松   立 (ﾏﾂﾀﾃ) 村松村……  27 

松   出 (ﾏﾂﾃﾞ) 下仁田山村  140 

松 ノ 木 沢 (ﾏﾂﾉｷｻﾞﾜ) 飛駒村入飛駒 100 

松 ノ 棒 (ﾏﾂﾉﾎﾞｳ) 上菱村……  193 

ま つ ば (ﾏﾂﾊﾞ) 高沢村……  70 

松   場 (ﾏﾂﾊﾞ) 山地村……  103 

間 々 久 保 (ﾏﾏｸﾎﾞ) 下仁田山村  138 

儘   下 (ﾏﾏｼﾀ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

間 々 下 (ﾏﾏｼﾀ) 下菱村……  187 

間 々 根 (ﾏﾏﾈ) 下仁田山村  140 

間 々 ノ 間 (ﾏﾏﾉｱｲﾀﾞ) 山地村……  102 

マ ミ ヶ 入 (ﾏﾐｶﾞｲﾘ) 下広沢村…  53 

丸   山 (ﾏﾙﾔﾏ) 高沢村……  71 

丸   山 (ﾏﾙﾔﾏ) 下仁田山村  137 

丸   山 (ﾏﾙﾔﾏ) 下菱村中里  191 

丸   山 (ﾏﾙﾔﾏ) 山地村……  104  

丸   山 (ﾏﾙﾔﾏ) 東小倉村…  116 

ま る 山 (ﾏﾙﾔﾏ) 名久木村…  158   

丸 山 前 (ﾏﾙﾔﾏﾏｴ) 東小倉村…  116 

まんどころ (ﾏﾝﾄﾞｺﾛ) 東小倉村…  120 

    ミ  

三   島 

水   口 

(ﾐｼﾏ) 

(ﾐｽﾞｸﾞﾁ) 

須永村……  130 

上広沢村…  36 

道   上 (ﾐﾁｳｴ) 上仁田山村  153 

道   上 (ﾐﾁｳｴ) 名久木村…  157 

道   下 (ﾐﾁｼﾀ) 山地村……  102 

道   下 (ﾐﾁｼﾀ) 上仁田山村  152 

道   下 (ﾐﾁｼﾀ) 名久木村…  154 

道   下 (ﾐﾁｼﾀ) 名久木村…  157 

道 ノ 間 (ﾐﾁﾉｱｲﾀﾞ) 山地村……  102 

道 ば た (ﾐﾁﾊﾞﾀ) 上仁田山村  152 

三 ッ 塚 (ﾐﾂﾂﾞｶ) 新宿村……  29 

三ッ塚開戸 (ﾐﾂﾂﾞｶｶｲﾄ) 新宿村……  28 

三 ツ 又 (ﾐﾂﾏﾀ) 上久方村…  67 

御 堂 ノ 入 (ﾐﾄﾞｳﾉｲﾘ) 上広沢村…  39 

  南   (ﾐﾅﾐ) 上久方村…  59 

  南   (ﾐﾅﾐ) 下仁田山村  137 

南 ヶ 又 (ﾐﾅﾐｶﾞﾏﾀ) 下仁田山村  140 

南 久 保 (ﾐﾅﾐｸﾎﾞ) 山地村……  105 

南 谷 戸 (ﾐﾅﾐｹﾞｰﾄ) 二渡村……  81 

南 ノ 入 (ﾐﾅﾐﾉｲﾘ) 名久木村…  162 

南 堀 前 (ﾐﾅﾐﾎﾘﾏｴ) 新宿村……  28 

南 堀 向 (ﾐﾅﾐﾎﾘﾑｺｳ) 新宿村……  28 

南 屋 敷 浦 (ﾐﾅﾐﾔｼｷｳﾗ) 下新田村…  171 

  峯   (ﾐﾈ) 下久方村…  57 

 字  名       ページ 

  峯   (ﾐﾈ) 山地村……  103 

  峰   (ﾐﾈ) 山地村……  106 

峰   岩 (ﾐﾈｲﾜ) 上仁田山村  151 

峯 ノ 久 保 (ﾐﾈﾉｸﾎﾞ） 名久木村…  158 

御 林 敷 下 (ﾐﾊﾞﾔｼｼﾀ） 下新田村…  171 

蚓 久 保 (ﾐﾐｽﾞｸﾎﾞ) 高沢村……  73 

宮 谷 戸 (ﾐﾔｶﾞｲﾄ) 村松村……  26 

宮 谷 戸 (ﾐﾔｶﾞｲﾄ) 下仁田山村  139 

宮 谷 戸 (ﾐﾔｶﾞｲﾄ) 名久木村…  158 

宮   頭 (ﾐﾔｶﾞｼﾗ) 下久方村…  56 

宮 久 保 (ﾐﾔｸﾎﾞ) 名久木村…  159 

宮   沢 (ﾐﾔｻﾞﾜ) 上久方村…  61 

宮   下 (ﾐﾔｼﾀ) 本宿村……  22 

宮   田 (ﾐﾔﾀ) 村松村……  26 

宮   谷 (ﾐﾔﾂ) 小友村……  180 

宮   西 (ﾐﾔﾆｼ) 下久方村…  57 

宮 ノ 下 (ﾐﾔﾉｼﾀ) 下広沢村…  49 

宮 ノ 前 (ﾐﾔﾉﾏｴ) 上久方村…  61 

宮 ノ 前 (ﾐﾔﾉﾏｴ) 名久木村…  155 

宮 ノ 前 (ﾐﾔﾉﾏｴ) 上菱村……  192 

宮   林 (ﾐﾔﾊﾞﾔｼ) 名久木村…  155 

宮   原 (ﾐﾔﾊﾗ) 中仁田山村  143 

宮   原 (ﾐﾔﾊﾞﾗ) 下広沢村…  49 

宮   原 (ﾐﾔﾊﾞﾗ) 下久方村…  56 

宮   原 (ﾐﾔﾊﾞﾗ) 西小倉村…  122 

宮   原 (ﾐﾔﾊﾞﾗ) 名久木村…  154 

宮   東 (ﾐﾔﾋｶﾞｼ) 下久方村…  56 

み や ま (ﾐﾔﾏ) 二渡村忍山  84 

深   山 (ﾐﾔﾏ) 上久方村…  67 

深   山 (ﾐﾔﾏ) 下仁田山村  141 

深   山 (ﾐﾔﾏ) 小友村……  180 

深   山 (ﾐﾔﾏ) 名久木村…  160 

宮   前 (ﾐﾔﾏｴ) 上広沢村…  38 

宮   前 (ﾐﾔﾏｴ) 須永村……  129 

宮   前 (ﾐﾔﾏｴ) 上仁田山村  145 

みやまくぼ (ﾐﾔﾏｸﾎﾞ) 二渡村忍山  82 

宮   脇 (ﾐﾔﾜｷ) 上広沢村…  38 

宮   脇 (ﾐﾔﾜｷ) 名久木村…  155 

めうがさく (ﾐｮｳｶﾞｻｸ) 山地村……  115 

みやうヶ沢 (ﾐｮｳｶﾞｻﾜ) 上久方村…  62 

茗 荷 沢 (ﾐﾖｳｶﾞｻﾜ) 小友村……  182 

明 神 前 (ﾐｮｳｼﾞﾝﾏｴ) 上仁田山村  145 

三 夜 沢 (ﾐﾖｻﾞﾜ) 上広沢村…  34 

宮   内 (ﾐﾖﾁ) 下久方村…  56 

    ム  

  向   (ﾑｶｲ) 下仁田山村  141 

向 さ ぐ り (ﾑｶｲｻｸﾞﾘ） 一本木村…  54 

向   田 (ﾑｶｲﾀﾞ) 中広沢村…  42 
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 字  名       ページ 

向   田 (ﾑｶｲﾀﾞ) 中仁田山村  142 

向 鳥 居 (ﾑｶｲﾄﾘｲ) 上広沢村…  39 

向 ノ 台 (ﾑｶｲﾉﾀﾞｲ) 山地村……  111 

向 ふ ね (ﾑｶｲﾌﾈ) 山地村……  112 

向 屋 敷 (ﾑｶﾔｼｷ) 東小倉村…  117 

麦 ク ボ (ﾑｷﾞｸﾎﾞ) 山地村……  111 

麦 久 保 (ﾑｷﾞｸﾎﾞ) 東小倉村…  120 

麦 久 保 (ﾑｷﾞｸﾎﾞ) 名久木村…  156 

麦   窪 (ﾑｷﾞｸﾎﾞ) 名久木村…  162 

麦 生 小 路 (ﾑｷﾞｮｳｺｳｼﾞ) 下仁田山村  139 

無   作 (ﾑｻｸ) 上広沢村…  35 

ムジナ久保 (ﾑｼﾞﾅｸﾎﾞ) 高沢村……  75 

むじな久保 (ﾑｼﾞﾅｸﾎﾞ) 山地村……  115 

むじなくぼ (ﾑｼﾞﾅｸﾎﾞ) 名久木村…  156 

む し 場 (ﾑｼﾊﾞ) 上仁田山村  145 

村 松 沢 (ﾑﾗﾏﾂｻﾞﾜ) 村松村……  26 

室 ノ 手 (ﾑﾛﾝﾃ) 中仁田山村  142 

    モ  

茂   倉 (ﾓｸﾞﾗ) 上菱村……  193 

茂 倉 沢 (ﾓｸﾞﾗｻﾞﾜ) 上菱村……  194 

餅   丸 (ﾓﾁﾏﾙ) 二渡村忍山  86 

餅 丸 東 (ﾓﾁﾏﾙﾋｶﾞｼ) 二渡村忍山  89 

本 宿 久 保 (ﾓﾄｼﾞｭｸｸﾎﾞ) 如来堂村…  164 

原 屋 敷 (ﾓﾄﾔｼｷ) 本宿村……  22 

本 屋 敷 (ﾓﾄﾔｼｷ) 上広沢村…  34 

籾   谷 (ﾓﾐﾔ) 上菱村……  193 

籾   山 (ﾓﾐﾔﾏ) 中広沢村…  40 

籾   山 (ﾓﾐﾔﾏ) 下広沢村…  46 

森   沢 (ﾓﾘｻﾜ) 上久方村…  58 

森 沢 口 (ﾓﾘｻﾜｸﾞﾁ) 上久方村…  58 

も り ノ 穴 (ﾓﾘﾉｱﾅ) 上仁田山村  151 

森 ノ 上 (ﾓﾘﾉｳｴ) 山地村……  105 

森 ノ 脇 (ﾓﾘﾉﾜｷ) 山地村……  105 

森   脇 (ﾓﾘﾜｷ) 下仁田山村  141 

森 わ き (ﾓﾘﾜｷ) 上仁田山村  152 

諸   沢 (ﾓﾛｻﾜ) 山地村……  102 

も ろ の 手 (ﾓﾛﾉﾃ) 名久木村…  154 

門   口 (ﾓﾝｸﾁ) 新宿村……  28 

門   前 (ﾓﾝｾﾞﾝ) 高沢村……  69 

    ヤ  

屋 浦 前 (ﾔｳﾗﾏｴ) 中広沢村…  41 

薬 師 下 (ﾔｸｼｼﾀ) 浅部村……  68 

薬 師 堂 (ﾔｸｼﾄﾞｳ) 今泉村……  18 

薬 師 前 (ﾔｸｼﾏｴ) 須永村……  127 

櫓   下 (ﾔｸﾞﾗｼﾀ) 西小倉村…  121 

屋   敷 (ﾔｼｷ) 新宿村……  28 

屋   敷 (ﾔｼｷ) 下新田村…  171 

屋   敷 (ﾔｼｷ) 蕪町村……  175 

 字  名       ページ 

屋 敷 上 (ﾔｼｷｳｴ) 名久木村…  154 

屋 敷 裏 (ﾔｼｷｳﾗ) 一本木村…  54 

屋 敷 浦 (ﾔｼｷｳﾗ) 名久木村…  160 

屋 敷 裏 (ﾔｼｷｳﾗ) 下菱村中里  190 

屋 敷 添 (ﾔｼｷｿﾞｲ) 名久木村…  154 

屋 敷 通 リ (ﾔｼｷﾄﾞｵﾘ) 下新田村…  168 

やしきノ上 (ﾔｼｷﾉｳｴ) 山地村……  109 

屋 舗 ノ 上 (ﾔｼｷﾉｳｴ) 二渡村……  81 

屋 敷 原 (ﾔｼｷﾊﾗ) 一本木村…  55 

屋 敷 前 (ﾔｼｷﾏｴ) 下広沢村…  48 

屋 敷 前 (ﾔｼｷﾏｴ) 一本木村…  54 

屋 敷 前 (ﾔｼｷﾏｴ) 名久木村…  160 

屋 敷 向 (ﾔｼｷﾑｶｲ) 上仁田山村  149 

屋 敷 山 (ﾔｼｷﾔﾏ) 山地村……  110 

休 メ 石 (ﾔｽﾒｲｼ) 下広沢村…  52 

谷   津 (ﾔﾂ) 上広沢村…  34 

谷   (ﾔﾂ) 下久方村…  57 

谷   (ﾔﾂ) 下仁田山村  141 

谷 (ﾔﾂ) 下菱村……  186 

谷 ノ 前 (ﾔﾂﾉﾏｴ) 下久方村…  57 

谷 ノ 前 (ﾔﾂﾉﾏｴ) 下菱村……  186 

谷   山 (ﾔﾂﾔﾏ) 下菱村……  189 

宿 ノ 後 (ﾔﾄﾞﾉｱﾄ) 上広沢村…  36 

宿 ノ 前 (ﾔﾄﾞﾉﾏｴ) 上広沢村…  36 

柳 谷 戸 (ﾔﾅｷﾞｶﾞｲﾄ) 本宿村……  22 

柳 谷 戸 (ﾔﾅｷﾞｶﾞｲﾄ) 西小倉村…  122 

柳   沢 (ﾔﾅｷﾞｻﾜ) 高沢村……  74 

柳   下 (ﾔﾅｷﾞｼﾀ) 須永村……  125 

柳   原 (ﾔﾅｷﾞｯﾊﾟﾗ) 一本木村…  54 

柳   谷 (ﾔﾅｷﾞﾔﾂ) 小友村……  180 

柳   原 (ﾔﾅｷﾞﾜﾗ) 上久方村…  64 

柳   原 (ﾔﾅｷﾞﾜﾗ) 名久木村…  157 

や な 口 (ﾔﾅｸﾞﾁ) 二渡村忍山  86 

や な せ (ﾔﾅｾ) 今泉村……  19 

屋ノ目ヶ入 (ﾔﾉﾒｶﾞｲﾘ) 上広沢村…  39 

山   神 (ﾔﾏｶﾞﾐ) 小友村……  181 

山 神 前 (ﾔﾏｶﾞﾐﾏｴ） 小友村……  179 

山   際 (ﾔﾏｷﾞﾜ) 西小倉村…  123 

山   際 (ﾔﾏｷﾞﾜ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

山   際 (ﾔﾏｷﾞﾜ) 下菱村中里  190 

山 久 保 (ﾔﾏｸﾎﾞ) 下仁田山村  140 

山   崎 (ﾔﾏｻﾞｷ) 下広沢村…  45 

山   崎 (ﾔﾏｻﾞｷ) 高沢村……  69 

山   崎 (ﾔﾏｻﾞｷ) 名久木村…  154 

山   田 (ﾔﾏﾀﾞ) 下広沢村…  46 

山   田 (ﾔﾏﾀﾞ) 西小倉村…  122 
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山   田 (ﾔﾏﾀﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

山   根 (ﾔﾏﾈ) 下広沢村…  51 

山   根 (ﾔﾏﾈ) 上久方村…  60 

山   根 (ﾔﾏﾈ) 東小倉村…  117 

山   根 (ﾔﾏﾈ) 上仁田山村  150 

山 ノ 神 (ﾔﾏﾉｶﾐ） 高津戸村 

 (大間々町分)133 

山 ノ 神 (ﾔﾏﾉｶﾐ) 上仁田山村  146 

山 ノ 神 (ﾔﾏﾉｶﾐ) 上仁田山村  148 

山 ノ 神 (ﾔﾏﾉｶﾐ) 下新田村…  168 

山 ノ 神 上 (ﾔﾏﾉｶﾐｳｴ) 二渡村忍山  85 

山 ノ 神 前 (ﾔﾏﾉｶﾐﾏｴ) 名久木村…  159 

山 ノ 神 前 (ﾔﾏﾉｶﾐﾏｴ) 名久木村…  161 

山 ノ 神 向 (ﾔﾏﾉｶﾐﾑｶｲ) 上仁田山村  146 

山 ノ 越 (ﾔﾏﾉｺｼ) 如来堂村…  166 

山 ノ 越 (ﾔﾏﾉｺｼ) 小友村……  179 

山 ノ 根 (ﾔﾏﾉﾈ) 下広沢村…  47 

山 廻 リ (ﾔﾏﾒｸﾞﾘ) 下新田村…  169 

山   畑 (ﾔﾝﾊﾞﾀｹ) 高津戸村 

 (大間々町分)134 

    ユ  

湯 小 屋 (ﾕｺﾞﾔ) 上仁田山村  148 

湯 沢 峯 (ﾕｻﾞﾜﾐﾈ) 上久方村…  64 

湯 沢 峯 下 (ﾕｻﾞﾜﾐﾈｼﾀ) 上久方村…  64 

柚   木 (ﾕｽﾞｷ) 高沢村……  70 

柚 木 入 (ﾕｽﾞｷｲﾘ) 高沢村……  70 

湯木かいと (ﾕﾉｷｶｲﾄ) 二渡村……  79 

ゆ の 北 (ﾕﾉｷﾀ) 上仁田山村  144 

湯 ノ 平 (ﾕﾉﾀｲﾗ) 二渡村忍山  86 

湯 ノ 前 (ﾕﾉﾏｴ) 二渡村忍山  90 

湯   船 (ﾕﾌﾞﾈ) 上仁田山村  149 

湯   本 (ﾕﾓﾄ) 二渡村忍山  84 

ゆ   山 (ﾕﾔﾏ) 高沢村……  76 

    ヨ  

要   害 (ﾖｳｶﾞｲ） 高津戸村 

 (大間々町分)135 

用水堀端  (ﾖｳｽｲﾎﾘﾊﾀ) 如来堂村…  163 

永 明 下 (ﾖｳﾒｲｼﾀ） 須永村……  125 

永 明 山 (ﾖｳﾒｲﾔﾏ) 須永村……  127 

横 を つ (ﾖｺｵﾂ) 山地村……  112  

横   萱 (ﾖｺｶﾞﾔ) 二渡村忍山  87 

横   萱 (ﾖｺｶﾞﾔ) 山地村……  113 

横 萱 台 (ﾖｺｶﾞﾔﾀﾞｲ) 二渡村忍山  87 

横 萱 向 (ﾖｺｶﾞﾔﾑｶｲ) 二渡村忍山  88 

横   町 (ﾖｺﾏﾁ) 下仁田山村  140 

横   道 (ﾖｺﾐﾁ) 如来堂村…  164 

横   山 (ﾖｺﾔﾏ) 蕪町村……  176 

 字  名       ページ 

横   山 (ﾖｺﾔﾏ) 小友村……  183 

芳 ヶ 入 (ﾖｼｶﾞｲﾘ) 小友村……  181 

吉   田 (ﾖｼﾀﾞ) 下広沢村…  44 

吉   田 (ﾖｼﾀﾞ) 下久方村…  57 

吉 ノ 入 (ﾖｼﾉｲﾘ） 下仁田山村  140 

葭   沢 (ﾖｼﾉｻﾜ) 東小倉村…  119 

よしノ沢 (ﾖｼﾉｻﾜ) 上仁田山村  151 

よ し ノ 平 (ﾖｼﾉﾀｲﾗ) 二渡村忍山  88 

葭 ノ 目 (ﾖｼﾉﾒ) 西小倉村…  121 

よっこにわ (ﾖｯｺﾆﾜ) 二渡村忍山  89 

よ っ ぴ (ﾖｯﾋﾟ) 山地村……  103 

よ の 沢 (ﾖﾉｻﾜ) 山地村……  107 

よ の 沢 口 (ﾖﾉｻﾜｸﾞﾁ) 山地村……  107 

よの沢 

    畑くぼ 

 

(ﾖﾉｻﾜﾊﾀｸﾎﾞ) 

 

山地村……  107 

四 間 戸 (ﾖﾏﾄﾞ) 高津戸村 

 (大間々町分)133 

嫁 ヶ 久 保 (ﾖﾒｶﾞｸﾎﾞ) 高沢村……  76 

寄   居 (ﾖﾘｲ) 上広沢村…  36 

寄   山 (ﾖﾘﾔﾏ) 小友村……  179 

    ラ  

雷 電 山 (ﾗｲﾃﾞﾝﾔﾏ) 東小倉村…  120 

雷 電 山 (ﾗｲﾃﾞﾝﾔﾏ) 小友村……  180 

    リ  

里 う ど (ﾘｭｳﾄﾞ) 下広沢村…  47 

竜   台 (ﾘｭｳﾀﾞｲ) 上広沢村…  33 

竜   台 (ﾘｭｳﾀﾞｲ) 如来堂村…  163 

    ロ  

六 地 蔵 (ﾛｸｼﾞｿﾞｳ) 名久木村…  159 

六 反 谷 戸 (ﾛｸﾀﾝｶﾞｲﾄ) 下久方村…  57 

六 反 田 (ﾛｸﾀﾝﾀﾞ) 本宿村……  21 

六 郎 石 沢 (ﾛｸﾛｲｼｻﾞﾜ) 名久木村…  161 

ろくろくぼ (ﾛｸﾛｸﾎﾞ) 山地村……  114 

六 角 堂 (ﾛｯｶｸﾄﾞｳ) 東小倉村…  116 

六   句 (ﾛｯｸ) 下菱村……  187 

六 句 前 (ﾛｯｸﾏｴ) 下菱村……  187 

    ワ  

若   宮 (ﾜｶﾐﾔ) 下菱村……  186 

脇 合 ノ 田 (ﾜｷｱｲﾉﾀ) 須永村……  129 

わ き 沢 (ﾜｷｻﾞﾜ) 高沢村……  77 

和   田 (ﾜﾀﾞ) 下広沢村…  48 

和   田 (ﾜﾀﾞ) 須永村……  128 

和 田 道 上 (ﾜﾀﾞﾐﾁｳｴ) 須永村……  128 

和 田 道 下 (ﾜﾀﾞﾐﾁｼﾀ) 須永村……  128 

わ れ 石 (ﾜﾚｲｼ) 山地村……  113 
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ア 
相 生 下(ｱｲｵｲｼﾀ)    下新田村…… 168 
間ノ島上河原(ｱｲﾉｼﾏｶﾐｶﾞﾜﾗ)境野村………  31  
間ノ島下河原(ｱｲﾉｼﾏｼﾓｶﾞﾜﾗ)境野村………  31  
間 ノ 原(ｱｲﾉﾊﾗ)     小友村 …… 183  
間 ノ 山(ｱｲﾉﾔﾏ)     小友村 …… 182  
赤   石(ｱｶｲｼ)     上広沢村……  33 
赤 城 沢(ｱｶｷﾞｻﾜ)      上久方村……  61 
赤 城 下(ｱｶｷﾞｼﾀ)     下久方村……  56 
赤 城 林(ｱｶｷﾞﾊﾞﾔｼ)   上広沢村……  37 
赤 城 前(ｱｶｷﾞﾏｴ)     高津戸村…… 132 
                       （桐生市分）  
赤 城 前(ｱｶｷﾞﾏｴ)       高津戸村…… 133 
                       （大間々町分）  
赤   粉(ｱｶｺﾅ)      二渡村忍山…  87 
赤   坂(ｱｶｻｶ)     堤村…………  23  
赤   坂(ｱｶｻｶ)     上久方村……  60 
赤   坂(ｱｶｻｶ)      小友村……… 180 
赤   柴(ｱｶｼﾊﾞ)     上仁田山村… 149 
赤   地(ｱｶﾂﾁ)     上仁田山村… 146 
赤   萩(ｱｶﾊｷﾞ)        名久木村…… 155 
赤   松(ｱｶﾏﾂ)     山地村……… 112 
肥   土(ｱｸﾄ)      下広沢村……  48 
朝 日 沢(ｱｻﾋｻﾞﾜ)     上菱村……… 192 
浅   部(ｱｻﾍﾞ)      浅部村………  68 
阿治路谷戸(ｱｼﾞｼﾞｶﾞｲﾄ)    高沢村………  72 
足   下(ｱｼｼﾓ)     如来堂村…… 167 
足   垂(ｱｼﾀﾞﾚ)     上広沢村……  39 
足   中(ｱｼﾅｶ)     如来堂村…… 167 
吾   妻(ｱｽﾞﾏ)         村松村………  27 
吾 妻 沢(ｱｽﾞﾏｻﾞﾜ)    東小倉村…… 119 
阿 陀 窪(ｱﾀﾞｸﾎﾞ)    上久方村……  67 
愛宕廻リ (ｱﾀｺﾞﾒｸﾞﾘ)   下新田村…… 170 
愛 宕 山(ｱﾀｺﾞﾔﾏ)     上広沢村……  34 
愛 宕 山(ｱﾀｺﾞﾔﾏ)     下菱村中里… 191 
穴   切(ｱﾅｷﾞﾚ)     上菱村……… 194 
穴切赤坂 (ｱﾅｷﾞﾚｱｶｻｶ)   飛駒村入飛駒  91 
穴切赤渋 (ｱﾅｷﾞﾚｱｶｼﾌﾞ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切石仏  (ｱﾅｷﾞﾚｲｼﾌﾞﾂ)   飛駒村入飛駒  92 
穴切板ヶ沢(ｱﾅｷﾞﾚｲﾀｶﾞｻﾜ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切岩窪 (ｱﾅｷﾞﾚｲﾜｸﾎﾞ)   飛駒村入飛駒  91 
穴切扇箆 (ｱﾅｷﾞﾚｵｳﾍﾞﾗ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切屋後 (ｱﾅｷﾞﾚｵｸｱﾄ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切隠レ窪(ｱﾅｷﾞﾚｶｸﾚｸﾎﾞ)  飛駒村入飛駒  91 
穴 切 口(ｱﾅｷﾞﾚｸﾞﾁ)   飛駒村入飛駒  92 
穴切胡桃窪(ｱﾅｷﾞﾚｸﾙﾐｸﾎﾞ)  飛駒村入飛駒  92 
穴切坂畑 (ｱﾅｷﾞﾚｻｸﾊﾀ)   飛駒村入飛駒  91 
 

  小 字 名            ページ 
穴切猿淵岩(ｱﾅｷﾞﾚｻﾙﾌﾞﾁｲﾜ) 飛駒村入飛駒  91 
穴切滝窪 (ｱﾅｷﾞﾚﾀｷﾉｸﾎﾞ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切二階窪(ｱﾅｷﾞﾚﾆｶｲｸﾎﾞ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切東口 (ｱﾅｷﾞﾚﾋｶﾞｼｸﾞﾁ)  飛駒村入飛駒  91 
穴切寄石 (ｱﾅｷﾞﾚﾖﾘｲｼ)   飛駒村入飛駒  91 
阿武久田 (ｱﾌﾞｸﾀﾞ)    今泉村………  19 
油 鹿 野(ｱﾌﾞﾗｶﾉ)     上久方村……  67 
天   竹(ｱﾏﾀﾞｹ)     二渡村忍山…  84 
天 津 沢(ｱﾏﾂｻﾞﾜ)     堤村…………  25  
新   井(ｱﾗｲ)       浅部村………  68 
新   井(ｱﾗｲ)       東小倉村…… 119 
新   井(ｱﾗｲ)       下仁田山村… 139 
新   井(ｱﾗｲ)       上仁田山村… 144 
新 井 山(ｱﾗｲﾔﾏ)      東小倉村…… 120 
新 屋 敷(ｱﾗﾔｼｷ)      須永村……… 126 
新屋敷裏 (ｱﾗﾔｼｷｳﾗ)     須永村……… 126 
新屋敷前 (ｱﾗﾔｼｷﾏｴ)     須永村……… 125 
     イ 
軍   場(ｲｸｻﾊﾞ)     二渡村………  80 
池   尻(ｲｹｼﾞﾘ)     蕪町村……… 176 
石   鴨(ｲｼｶﾞﾓ)     山地村……… 109 
石 久 保(ｲｼｸﾎﾞ)     飛駒村入飛駒  97 
石 座 久(ｲｼｻﾞｸ)     上久方村……  62 
石   泉(ｲｼｽﾞﾐ)     上久方村……  61 
石 ゾ リ(ｲｼｿﾞﾘ)     浅部村………  68 
石   田(ｲｼﾀﾞ)      今泉村………  19 
石   田(ｲｼﾀﾞ)      小友村……… 180 
石 田 前(ｲｼﾀﾞﾏｴ)     小友村……… 180 
石   塚(ｲｼﾂﾞｶ)     今泉村………  18 
石   塚(ｲｼﾂﾞｶ)     天王宿村…… 173 
伊 豆 田(ｲｽﾞﾀ)      下菱村中里… 191 
伊 勢 窪(ｲｾｸﾎﾞ)     上久方村……  64 
伊 勢 沢(ｲｾｻﾞﾜ)     上久方村……  64 
伊 勢 沢(ｲｾｻﾞﾜ)     高沢村………  75 
伊 勢 沢(ｲｾｻﾞﾜ)     飛駒村入飛駒  93 
伊勢崎道上(ｲｾｻｷﾐﾁｳｴ)    如来堂村…… 165 
伊勢崎道下(ｲｾｻｷﾐﾁｼﾀ)    如来堂村…… 165 
伊勢ノ前 (ｲｾﾉﾏｴ)      小友村一色… 184 
伊 勢 原(ｲｾﾊﾗ)      如来堂村…… 167 
伊 勢 原(ｲｾﾊﾗ)      天王宿村…… 173 
板   倉(ｲﾀｸﾗ)      飛駒村入飛駒  92 
居   館(ｲﾀﾞﾃ)      上久方村……  59 
一   木(ｲﾁｷﾞ)      上広沢村……  37 
一 ノ 沢(ｲﾁﾉｻﾜ)         中仁田山村… 143 
市   畑(ｲﾁﾊﾀ)      高沢村………  71 
一   夜(ｲﾁﾔ)       二渡村忍山…  82    
一 丁 田(ｲｯﾁｮｳﾀﾞ)    本宿村………  21 
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  小 字 名           ページ 
一 丁 田(ｲｯﾁｮｳﾀﾞ)      高津戸村…… 131    
            （桐生市分） 
一 丁 田(ｲｯﾁｮｳﾀﾞ)   下仁田山村… 139 
出   沢(ｲﾃﾞｻﾜ)    山地村……… 111    
井戸谷戸 (ｲﾄﾞｶﾞｲﾄ)    二渡村………  78    
居 鳥 岩(ｲﾄﾘﾔ)     二渡村忍山…  86 
稲 荷 台(ｲﾅﾘﾀﾞｲ)    上久方村……  67    
稲 荷 塚(ｲﾅﾘﾂﾞｶ)    上久方村……  65 
猪 ノ 入(ｲﾉｲﾘ)     小友村……… 182    
井 ノ 上(ｲﾉｳｴ)     須永村……… 127    
今 井 宿(ｲﾏｲｼﾞｭｸ)   本宿村………  21    
今   倉(ｲﾏｸﾗ)     飛駒村入飛駒  97    
入   打(ｲﾘｳﾁ)     名久木村…… 160    
入 小 屋(ｲﾘｺﾞﾔ)    米沢村……… 178    
入釋迦堂 (ｲﾘｼｬｶﾝﾄﾞ)   東小倉村…… 120 
入 リ 山(ｲﾘﾔﾏ)     高沢村………  76    
岩   蕪(ｲﾜｶﾌﾞ)    二渡村忍山…  90    
岩 木 戸(ｲﾜｷﾄﾞ)    村松村………  27    
岩 木 戸(ｲﾜｷﾄﾞ)    高沢村………  77    
岩   窪(ｲﾜｸﾎﾞ)    飛駒村入飛駒  95 
岩 久 保(ｲﾜｸﾎﾞ)    須永村……… 130 
岩 久 保(ｲﾜｸﾎﾞ)    下仁田山村… 137 
岩久保西ノ入(ｲﾜｸﾎﾞﾆｼﾉｲﾘ) 須永村……… 130    
岩   崎(ｲﾜｻﾞｷ)    高津戸村…… 134 
                       （大間々町分） 
岩   下(ｲﾜｼﾀ)     下菱村中里… 190    
岩 ノ 入(ｲﾜﾉｲﾘ)     堤村…………  25               
岩 ノ 入(ｲﾜﾉｲﾘ)     山地村……… 112    
岩 ノ 下(ｲﾜﾉｼﾀ)     高沢村………  71 
岩 ノ 下(ｲﾜﾉｼﾀ)     高津戸村…… 135    
                       （大間々町分） 
岩   目(ｲﾜﾒ)      上久方村……  58    

ウ 
上ノ久保 (ｳｴﾉｸﾎﾞ)    飛駒村入飛駒  99  
上 ノ 台(ｳｴﾉﾀﾞｲ)     須永村……… 130         
上  ノ 原(ｳｴﾉﾊﾗ)     蕪町村……… 175    
上 日 向(ｳｴﾋﾅﾀ)     下仁田山村… 141    
請   場(ｳｹﾊﾞ)      中広沢村……  41    
兎   臼(ｳｻｷﾞｳｽ)     高沢村………  75   
牛 谷 戸(ｳｼｶﾞｲﾄ)     須永村……… 127 
牛ヶ久保 (ｳｼｶﾞｸﾎﾞ)    下仁田山村… 139   
牛   窪(ｳｼｸﾎﾞ)     上久方村……  62  
後   沢(ｳｼﾛｻﾞﾜ)    飛駒村入飛駒  98  
後   沢(ｳｼﾛｻﾞﾜ)    山地村……… 108 
後 沢 台(ｳｼﾛｻﾞﾜﾀﾞｲ)   飛駒村入飛駒  98 
後   田(ｳｼﾛﾀﾞ)    上久方村……  58 
後   倉(ｳｼﾛｯｸﾗ)    飛駒村入飛駒  98 
後   倉(ｳｼﾛｯｸﾗ)    小友村……… 180 

  小 字 名           ページ 
後 深 山(ｳｼﾛﾐﾔﾏ)    二渡村忍山…  84 
後   谷(ｳｼﾛﾔ)     上広沢村……  32 
鷽 鳥 屋(ｳｿﾄﾔ)     上久方村……  67 
打   手(ｳﾁﾃﾞ)      須永村……… 129 
内   山(ｳﾁﾔﾏ)     上久方村……  64 
打   野(ｳﾂﾉ)      上菱村……… 192 
打 ノ 平(ｳﾂﾉﾃｴﾗ)    飛駒村入飛駒  93 
舟   木(ｳﾅｷﾞ)     上久方村……  63 
姥 ヶ 入(ｳﾊﾞｶﾞｲﾘ)    西小倉村…… 124 
姥   沢(ｳﾊﾞｻﾞﾜ)    中広沢村……  42 
姥   沢(ｳﾊﾞｻﾞﾜ)    上久方村……  63 
姥   穴(ｳﾊﾞﾅ)     小友村……… 183 
馬 不 入(ｳﾏｲﾗｽﾞ)    高沢村………  76 
馬 不 入(ｳﾏｲﾗｽﾞ)    小友村……… 182 
馬   立(ｳﾏﾀﾃ)     飛駒村入飛駒  99 
馬   立(ｳﾏﾀﾃ)     山地村……… 105 
馬   留(ｳﾏﾄﾒ)     二渡村忍山…  83 
馬留川西 (ｳﾏﾄﾒｶﾞﾜﾆｼ)  飛駒村入飛駒  95 
馬   流(ｳﾏﾅｶﾞﾚ)    二渡村忍山…  83 
馬   道(ｳﾏﾐﾁ)     山地村……… 108 
梅 ノ 木(ｳﾒﾉｷ)     小友村……… 183 
梅ノ木久保(ｳﾒﾉｷｸﾎﾞ)   中仁田山村… 143 
梅 木 窪(ｳﾒﾉｷｸﾎﾞ)   小友村……… 181 
梅ノ木通 (ｳﾒﾉｷｼﾞｮｳﾘ)  飛駒村入飛駒  99 
梅   原(ｳﾒﾊﾞﾗ)    上久方村……  58 
裏   地(ｳﾗｼﾞ)      蕪町村………  175 
瓜 久 保(ｳﾘｸﾎﾞ)     高津戸村…… 136 
                       （大間々町分） 
瓜   平(ｳﾘﾃﾞｴﾗ)    高沢村………  70 
漆 ヶ 沢(ｳﾙｼｶﾞｻﾜ)   高沢村………  75 
漆   原(ｳﾙｼﾊﾞﾗ)    名久木村…… 160 
上   平(ｳﾜﾃﾞｴﾗ)    下菱村……… 187 
上 野 原(ｳﾜﾉﾊﾗ)     新宿村………  29 
雲祥寺前 (ｳﾝｼｮｳｼﾞﾏｴ)  須永村……… 129 
          エ 
越 後 城(ｴﾁｺﾞｼﾞｮｳ)   上久方村……  65 
井 戸 沢(ｴﾄﾞｻﾞﾜ)    飛駒村入飛駒  93 
    榎  (ｴﾉｷ)      下広沢村……  46 
榎 ノ 入(ｴﾉｷﾉｲﾘ)     下広沢村……  46 
海老尾根 (ｴﾋﾞｵﾈ)    上久方村……  66 
恵比寿谷戸(ｴﾋﾞｽｶﾞｲﾄ)   高津戸村…… 131 
                       （桐生市分） 
恵比寿谷戸(ｴﾋﾞｽｶﾞｲﾄ)   高津戸村…… 133 
                       （大間々町分） 
     オ 
おいのが沢(ｵｲﾉｶﾞｻﾜ)   高沢村………  76    
大石ヶ谷戸(ｵｵｲｼｶﾞｲﾄ)   名久木村…… 161    
大 石 窪(ｵｵｲｼｸﾎﾞ)   二渡村………  78 
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  小 字 名           ページ 
大 石 畑(ｵｵｲｼﾊﾀ)    高沢村………  70 
大 谷 戸(ｵｵｶﾞｲﾄ)    下広沢村……  48    
大 谷 戸(ｵｵｶﾞｲﾄ)    下仁田山村… 138               
大   形(ｵｵｶﾞﾀ)    上久方村……  64    
青   木(ｵｰｷ)     東小倉村…… 119 
青   木(ｵｰｷ)      高津戸村…… 134 
                       （大間々町分） 
扇   片(ｵｵｷﾞ)     上久方村……  65 
扇 片 下(ｵｵｷﾞｼﾀ)    上久方村……  65               
青 木 前(ｵｰｷﾏｴ)     高津戸村…… 134 
                       （大間々町分） 
大   崩(ｵｵｸｽﾞﾚ)    名久木村…… 162    
大 久 保(ｵｵｸﾎﾞ)    一本木村……  55  
大 久 保(ｵｵｸﾎﾞ)    上久方村……  67 
大   窪(ｵｵｸﾎﾞ)    二渡村忍山…  90 
大 久 保(ｵｵｸﾎﾞ)    飛駒村入飛駒  97 
大 久 保(ｵｵｸﾎﾞ)    山地村……… 110  
大 久 保(ｵｵｸﾎﾞ)    下菱村中里… 191 
大 小 倉(ｵｵｺｸﾞﾗ)    高沢村………  77    
大 古 松(ｵｵｺﾞﾏﾂ)    飛駒村入飛駒  96    
大   沢(ｵｵｻﾜ)     上久方村……  62    
大 沢 口(ｵｵｻﾜｸﾞﾁ)   上菱村……… 192    
大   下(ｵｵｼﾓ)     上菱村……… 193  
大   州(ｵｵｼｭｳ)     二渡村………  81    
大 州 沢(ｵｵｼｭｳｻﾞﾜ)   二渡村………  81    
大   堰(ｵｵｾﾞｷ)    上久方村……  58         
大   滝(ｵｵﾀﾞｷ)    高沢村………  73    
大   瀧(ｵｵﾀﾞｷ)    山地村……… 115   
大   浜(ｵｵﾊﾏ)     上久方村……  58   
大   原(ｵｵﾊﾗ)     天王宿村…… 173    
大   平(ｵｵﾋﾗ)     米沢村……… 178 
大舟ヶ沢 (ｵｵﾌﾈｶﾞｻﾜ)   飛駒村入飛駒  92 
扇   平(ｵｵﾍﾞﾗ)     米沢村……… 178    
扇   平(ｵｵﾍﾞﾗ)     小友村……… 182    
大防ヶ入 (ｵｵﾎﾞｳｶﾞｲﾘ)   下広沢村……  51   
大 道 西(ｵｵﾐﾁﾆｼ)     中仁田山村… 142               
大 道 東(ｵｵﾐﾁﾋｶﾞｼ)   中仁田山村… 142    
大 道 東(ｵｵﾐﾁﾋｶﾞｼ)    如来堂村…… 164    
大   室(ｵｵﾑﾛ)     高沢村………  74    
大 持 丸(ｵｵﾓﾂﾏﾙ)    高沢村………  73    
大弥五郎 (ｵｵﾔｺﾞﾛｳ)   小友村……… 182   
大 谷 沢(ｵｵﾔｻﾞﾜ)    高沢村………  77   
岡   城(ｵｶｼﾞｮｳ)    下久方村……  56   
岡   平(ｵｶﾀﾞｲﾗ)    上久方村……  59    
岡 ノ 上(ｵｶﾉｳｴ)     上広沢村……  37 
岡 ノ 台(ｵｶﾉﾀﾞｲ)    下菱村……… 188  
   沖  (ｵｷ)       西小倉村…… 121               
小 久 保(ｵｸﾎﾞ)      上久方村……  65   

  小 字 名           ページ 
筬   沢(ｵｻｻﾞﾜ)     上久方村……  67    
筬 沢 口(ｵｻｻﾞﾜｸﾞﾁ)    上久方村……  67 
筬 沢 前(ｵｻｻﾞﾜﾏｴ)    上久方村……  67    
落   合(ｵﾁｱｲ)      飛駒村入飛駒  97 
落   合(ｵﾁｱｲ)      須永村……… 125 
落合神並 (ｵﾁｱｲｶﾝﾅﾐ)    飛駒村入飛駒  97 
落 合 口(ｵﾁｱｲｸﾞﾁ)    飛駒村入飛駒  93 
落   々(ｵﾁｵﾁ)      高津戸村…… 132 
                       （桐生市分） 
落   打(ｵﾁｵﾁ)      上仁田山村… 153 
落々久保 (ｵﾁｵﾁｸﾎﾞ)    高津戸村…… 132 
                       （桐生市分） 
烏兎土地 (ｵﾄﾄﾁ)      小友村一色… 185 
小友西ノ入(ｵﾄﾓﾆｼﾉｲﾘ)   小友村……… 181 
小友東ノ入(ｵﾄﾓﾋｶﾞｼﾉｲﾘ)   小友村……… 181 
女   沢(ｵﾅｻﾞﾜ)     米沢村……… 178 
尾 無 沢(ｵﾅｽｻﾞﾜ)     小友村……… 181 
女   淵(ｵﾅﾌﾞﾁ)     蕪町村……… 175 
鬼   窪(ｵﾆｸﾎﾞ)     上久方村……  61 
鬼   淵(ｵﾆﾌﾞﾁ)     飛駒村入飛駒 101 
尾 ノ 沢(ｵﾉｻﾜ)      二渡村………  80 
表   石(ｵﾓﾃｲｼ)      名久木村…… 162 
御 屋 敷(ｵﾔｼｷ)      上久方村……  60 
大谷屋敷 (ｵﾔﾔｼｷ)      下久方村……  56 
折   石(ｵﾘｲｼ)      堤村…………  23 
押   出(ｵﾝﾀﾞｼ)     下久方村……  57 
     カ 
皆   沢(ｶｲｻﾞﾜ)    飛駒村入飛駒  94 
皆沢川西 (ｶｲｻﾞﾜｶﾞﾜﾆｼ)  飛駒村入飛駒  94 
皆沢川東 (ｶｲｻﾞﾜｶﾞﾜﾋｶﾞｼ) 飛駒村入飛駒  94 
皆 沢 平(ｶｲｻﾞﾜﾃﾞｴﾗ)   飛駒村入飛駒  93 
皆沢内松 (ｶｲｻﾞﾜﾈｴﾏﾂ)  飛駒村入飛駒  94 
鏡石竹ノ窪(ｶｶﾞﾐｲｼﾀｹﾉｸﾎﾞ) 上久方村……  66 
柿 ノ 木(ｶｷﾉｷ)     堤村…………  23 
柿ノ木谷戸(ｶｷﾉｷｹﾞｰﾄ)   飛駒村入飛駒  97 
柿ノ谷戸 (ｶｷﾉｹﾞｰﾄ)    高津戸村…… 133 
                       （大間々町分） 
角   間(ｶｸﾏ)      二渡村忍山…  89 
嶽   入(ｶｹｲﾘ)     高沢村………  74 
懸 ノ 上(ｶｹﾉｳｴ)     飛駒村入飛駒  95 
風   穴(ｶｻﾞｱﾅ)    小友村……… 179 
鍛冶谷戸 (ｶｼﾞｶﾞｲﾄ)    上広沢村……  36 
鍛冶谷戸 (ｶｼﾞｶﾞｲﾄ)    高沢村………  69 
鍛冶ヶ入 (ｶｼﾞｶﾞｲﾘ)    下広沢村……  51 
勝   山(ｶｼﾞﾔﾏ)    高津戸村…… 131 
                       （桐生市分） 
勝 山 前(ｶｼﾞﾔﾏﾏｴ)   高津戸村…… 132   
                       （桐生市分） 
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  小 字 名           ページ 
柏 久 保(ｶｼﾜｸﾎﾞ)    山地村……… 104 
柏   倉(ｶｼﾜｸﾞﾗ)    中仁田山村… 142 
葛   平(ｶﾂﾃﾞｴﾗ)     飛駒村入飛駒 101 
桂   山(ｶﾂﾗﾔﾏ)     小友村……… 183 
花   台(ｶﾃﾞｲ)     高沢村………  71 
金 井 神(ｶﾅｲｶﾞﾐ)    上広沢村……   34    
金   屑(ｶﾅｸｽﾞ)    高津戸村……  135 
                       （大間々町分）  
金   葛(ｶﾅｸｽﾞ)    下菱村中里… 191    
加 奈 地(ｶﾅｼﾞ)     二渡村忍山…  85 
金   場(ｶﾅﾊﾞ)     米沢村……… 178    
金   場(ｶﾅﾊﾞ)     小友村……… 181    
蟹 焼 沢(ｶﾆﾔｷｻﾞﾜ)   小友村一色… 185    
金 越 地(ｶﾈｺｰｼﾞ)    名久木村…… 162    
金   沢(ｶﾈｻﾞﾜ)    上久方村……  61    
狩   野(ｶﾉ)      須永村……… 129 
狩   野(ｶﾉ)      米沢村……… 178    
庚   塚(ｶﾉｴﾂﾞｶ)    下広沢村……  47    
庚   塚(ｶﾉｴﾂﾞｶ)    二渡村………  80    
鹿 ノ 前(ｶﾉﾏｴ)     今泉村………  20 
蕪   町(ｶﾌﾞｯﾁｮ)    二渡村忍山…  84    
加   觸(ｶﾌﾞﾚ)     飛駒村入飛駒  99 
華 房 沢(ｶﾎﾞｻﾞﾜ)     上久方村……  62    
釜 谷 戸(ｶﾏｶﾞｲﾄ)    須永村……… 127         
釜神谷戸 (ｶﾏｶﾞﾐｹﾞｰﾄ)   飛駒村入飛駒  92    
釜須ヶ谷戸(ｶﾏｽｶﾞｲﾄ)   上仁田山村… 146    
上ヱノ久保(ｶﾐｴﾉｸﾎﾞ)   山地村……… 104    
上 小 友(ｶﾐｵﾄﾓ)     小友村……… 179    
上 久 保(ｶﾐｸﾎﾞ)    高津戸村……  134    
                       （大間々町分） 
上ミ谷戸 (ｶﾐｹﾞｰﾄ)    山地村……… 104 
上 谷 戸(ｶﾐｹﾞｰﾄ)    山地村……… 109    
上   宿(ｶﾐｼｭｸ)     新宿村………  28    
上中ノ作 (ｶﾐﾅｶﾝｻｸ)    山地村……… 115    
上ノ谷戸 (ｶﾐﾉｶﾞｲﾄ)   須永村……… 129 
上ノ谷戸前(ｶﾐﾉｶﾞｲﾄﾏｴ)  須永村……… 128    
上ノ久保 (ｶﾐﾉｸﾎﾞ)    山地村……… 114    
上ノ谷戸 (ｶﾐﾉｹﾞｰﾄ)   西小倉村…… 124  
上 ノ 田(ｶﾐﾉﾀ)     上菱村……… 192    
上 ノ 原(ｶﾐﾉﾊﾗ)     二渡村………  78    
上 ノ 谷(ｶﾐﾉﾔﾂ)     下久方村……  57    
上 ノ 山(ｶﾐﾉﾔﾏ)     東小倉村…… 116    
上   原(ｶﾐﾊﾗ)     新宿村………  29    
上 藤 生(ｶﾐﾌｼﾞｭｳ)    山地村……… 110         
神   谷(ｶﾐﾔ)      下菱村……… 186    
上 湯 沢(ｶﾐﾕｻﾞﾜ)    上久方村……  61 
鴨   押(ｶﾑｼ)      上仁田山村… 150  
 

  小 字 名           ページ 
加茂ノ入 (ｶﾓﾉｲﾘ)     下広沢村……  53 
加茂ノ浦 (ｶﾓﾉｳﾗ)    如来堂村…… 163    
加茂ノ下 (ｶﾓﾉｼﾀ)    如来堂村…… 163    
萱   窪(ｶﾔｸﾎﾞ)    上久方村……  64    
唐   沢(ｶﾗｻﾜ)     一本木村……  55    
唐   沢(ｶﾗｻﾜ)    山地村……… 111    
烏ヶ寝戸 (ｶﾗｽｶﾞﾈﾄﾞ)  小友村……… 182   
カラマキ (ｶﾗﾏｷ)     上菱村……… 193 
唐   松(ｶﾗﾏﾂ)    二渡村忍山…  90 
川 久 保(ｶﾜｸﾎﾞ)    上広沢村……  32 
川 久 保(ｶﾜｸﾎﾞ)    下広沢村……  47 
川 久 保(ｶﾜｸﾎﾞ)    高沢村………  69 
川 久 保(ｶﾜｸﾎﾞ)    高津戸村…… 134 
                      （大間々町分） 
川 久 保(ｶﾜｸﾎﾞ)    如来堂村…… 164 
川 島 原(ｶﾜｼﾏﾊﾗ)   新宿村………  29 
川   端(ｶﾜﾊﾞﾀ)     上久方村……  59 
川   面(ｶﾜﾓ)      高津戸村…… 135 
                      （大間々町分） 
川 除 下(ｶﾜﾖｹｼﾀ)    新宿村………  29 
川   原(ｶﾜﾗ)      今泉村………  20 
川   原(ｶﾜﾗ)      如来堂村…… 163 
観 音 沢(ｶﾝﾉﾝｻﾞﾜ)   二渡村忍山…  84 
観 音 堂(ｶﾝﾉﾝﾄﾞｳ)    須永村……… 127 
     キ 
木 落 シ(ｷｵﾄｼ)    小友村一色… 184 
木   品(ｷｼﾞﾅ)     高沢村………  73 
雉子ノ尾 (ｷｼﾞﾉｵ)    今泉村………  20 
雉子ノ尾 (ｷｼﾞﾉｵ)    小友村……… 181 
北   裏(ｷﾀｳﾗ)     新宿村………  29 
北   沢(ｷﾀｻﾞﾜ)    山地村……… 105 
北   田(ｷﾀﾀﾞ)     下広沢村……  44 
北 ノ 入(ｷﾀﾉｲﾘ)     中仁田山村… 143 
北   原(ｷﾀﾊﾗ)     小友村一色… 184 
北   緑(ｷﾀﾐﾄﾞﾘ)    天沼新田…… 177 
木 戸 場(ｷﾄﾞﾊﾞ)     飛駒村入飛駒  94 
茸   岩(ｷﾉｺｲｼ)     二渡村忍山…  87 
木 ノ 下(ｷﾉｼﾀ)     堤村…………  24 
木ノ根坂 (ｷﾉﾈｻﾞｶ)    山地村……… 109 
霧 ヶ 谷(ｷﾘｶﾞﾔ)    上久方村……  63 
桐 久 保(ｷﾘｸﾎﾞ)    下広沢村……  46 
切 通 シ(ｷﾘﾄﾞｳｼ)    山地村……… 114 
切 葉 見(ｷﾘﾊﾞﾐ)    二渡村忍山…  85 
木 和 田(ｷﾜﾀﾞ)     高沢村………  76 
金 竜 台(ｷﾝﾘｭｳﾀﾞｲ)  上久方村……  62 
          ク 
久 々 沢(ｸｸﾞﾂｻﾜ)    中広沢村……  41 
久 津 平(ｸｽﾞﾃﾞｴﾗ)   山地村……… 107 
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  小 字 名           ページ 
久   保(ｸﾎﾞ)       二渡村………  81 
久   保(ｸﾎﾞ)      飛駒村入飛駒  98 
久   保(ｸﾎﾞ)     下仁田山村… 137 
久   保(ｸﾎﾞ)     下菱村……… 188 
久保谷戸 (ｸﾎﾞｶﾞｲﾄ)    西小倉村…… 122 
久 保 田(ｸﾎﾞﾀ)      本宿村………  21 
久 保 田(ｸﾎﾞﾀ)      中仁田山村… 143 
熊   野(ｸﾏﾉ)      小友村……… 181    
熊 ノ 窪(ｸﾏﾉｸﾎﾞ)    二渡村忍山…  88    
熊 野 沢(ｸﾏﾉｻﾜ)     小友村一色… 184    
熊 野 林(ｸﾏﾉﾊﾞﾔｼ)    天王宿村…… 174    
蔵 ノ 内(ｸﾗﾉｳﾁ)     高沢村………  75  
蔵 ノ 沢(ｸﾗﾉｻﾜ)     高沢村………  71    
倉 ノ 沢(ｸﾗﾉｻﾜ)     飛駒村入飛駒  92    
闇見小鳥窪(ｸﾗﾐｺﾄﾘｸﾎﾞ)   上久方村……  65    
栗 ノ 入(ｸﾘﾉｲﾘ)     上久方村……  67    
栗   生(ｸﾘｭｳ)     浅部村………  68 
車   場(ｸﾙﾏﾊﾞ)     二渡村忍山…  83    
胡 桃 沢(ｸﾙﾐｻﾞﾜ)     飛駒村入飛駒  93    
久留見草利(ｸﾙﾐｿﾞｳﾘ)   二渡村忍山…  85    
黒 仁 田(ｸﾛﾝﾀ)     上久方村……  62    
桑 木 窪(ｸﾜﾉｷｸﾎﾞ)   小友村……… 181    
桑   原(ｸﾜﾊﾞﾗ)     飛駒村入飛駒  95    
桑   原(ｸﾜﾊﾞﾗ)     山地村……… 111    
郡   境(ｸﾞﾝｻﾞｶｲ)    天沼新田…… 177    

ケ 
毛 合 坂(ｹｱｲｻﾞｶ)    飛駒村入飛駒  99    
越 所 沢(ｹｲﾄﾞﾉｻﾜ)   飛駒村入飛駒  95    
谷 ヶ 入(ｹﾞｹﾞｲﾘ)    小友村……… 182    
下巣越作 (ｹﾞｽｺｴﾂﾞｸﾘ)   二渡村忍山…  87    

コ 
小   入(ｺｲﾘ)      西小倉村…… 122    
高 円 作(ｺｳｴﾝﾂﾞｸﾘ)    山地村……… 110 
庚 申 塚(ｺｳｼﾝﾂﾞｶ)    下新田村…… 168    
庚 申 塚(ｺｳｼﾝﾂﾞｶ)    小友村一色… 184    
高 禅 寺(ｺｳｾﾞﾝｼﾞ)    山地村……… 115    
小 谷 戸(ｺｶﾞｲﾄ)     上久方村……  60    
小ヶ谷戸 (ｺｶﾞｲﾄ)     上仁田山村… 145 
小ヶ谷戸 (ｺｶﾞｲﾄ)     名久木村…… 155    
小 久 保(ｺｸﾎﾞ)      下菱村中里… 191 
小   倉(ｺｸﾞﾗ)      飛駒村入飛駒  98    
小   沢(ｺｻﾞﾜ)      飛駒村入飛駒 101               
小   沢(ｺｻﾞﾜ)      小友村一色… 184    
小   沢(ｺｻﾞﾜ)      上菱村……… 193         
小 沢 口(ｺｻﾞﾜｸﾞﾁ)    上菱村……… 192  
越   地(ｺｰｼﾞ)      名久木村…… 162    
こしぼち (ｺｼﾎﾞﾁ)     高沢村………  77    
腰   巻(ｺｼﾏｷ)     一本木村……  54  

  小 字 名           ページ 
腰   巻(ｺｼﾏｷ)     須永村……… 126            
腰   巻(ｺｼﾏｷ)    中仁田山村… 142    
腰   巻(ｺｼﾏｷ)    小友村一色… 184 
腰巻ノ上 (ｺｼﾏｷﾉｳｴ)   須永村……… 127    
御 所 平(ｺﾞｼｮﾃﾞｴﾗ)  飛駒村入飛駒  98    
小 曽 根(ｺｿﾈ)      村松村………  27    
子 田 界(ｺﾀﾞｶｲ)    二渡村忍山…  90  
小      滝(ｺﾀﾞｷ)     高沢村………  76 
五 反 田(ｺﾞﾀﾝﾀﾞ)   下広沢村……  45 
五 反 田(ｺﾞﾀﾝﾀﾞ)   上仁田山村… 144 
子   繋(ｺﾂﾅｷﾞ)    高沢村………  73 
古   庭(ｺﾃｲ)     上広沢村……  37 
古庭ノ入 (ｺﾃｲﾉｲﾘ)   上広沢村……  39 
小 畑 ヶ(ｺﾊﾞﾀｹ)    小友村一色… 185 
小   畑(ｺﾊﾞﾀｹ)    上菱村……… 193 
碁場小路 (ｺﾞﾊﾞﾉｺｳｼﾞ)  二渡村忍山…  82 
古武小路 (ｺﾌﾞｺｳｼﾞ)   下久方村……  57 
小 藤 生(ｺﾌｼﾞｭｳ)    山地村……  109 
小婦田原 (ｺﾌﾞﾀﾊﾗ)    下広沢村……  50 
小舟ヶ沢 (ｺﾌﾈｶﾞｻﾜ)   飛駒村入飛駒  92 
五 本 木(ｺﾞﾎﾞｳｷﾞ)   堤村…………  24 
駒 谷 戸(ｺﾏｶﾞｲﾄ)    今泉村………  20 
駒   形(ｺﾏｶﾞﾀ)    上仁田山村… 148 
駒   転(ｺﾏｺﾛﾊﾞｼ)    小友村……… 181 
小   松(ｺﾏﾂ)     下久方村……  57 
小   松(ｺﾏﾂ)     上菱村……… 194 
胡麻小路 (ｺﾞﾏﾉｺｳｼﾞ)  高沢村………  75 
駒   見(ｺﾏﾐ)     上仁田山村… 146 
小 丸 山(ｺﾏﾙﾔﾏ)    上菱村……… 194 
小 麦 入(ｺﾑｷﾞｲﾘ)    飛駒村入飛駒  95 
小 持 丸(ｺﾓﾂﾏﾙ)    高沢村………  73 
小弥五郎 (ｺﾔｺﾞﾛｳ)    小友村……… 182 
小 谷 沢(ｺﾔｻﾞﾜ)    高沢村………  77 
小   谷(ｺﾔﾂ)     小友村……… 180 
小 屋 作(ｺﾔﾂｸﾘ)    飛駒村入飛駒  94 
小 谷  入(ｺﾔﾉｲﾘ)    上久方村……  59 
小 屋 場(ｺﾔﾊﾞ)     二渡村忍山…  88 
小 屋 場(ｺﾔﾊﾞ)     東小倉村…… 119 
小 谷 原(ｺﾔﾊﾗ)    今泉村………  18 
後   原(ｺﾔﾊﾗ)    新宿村………  29 
権 現 山(ｺﾞﾝｹﾞﾝﾔﾏ)  上久方村……  66 
権 現 山(ｺﾞﾝｹﾞﾝﾔﾏ)  高津戸村…… 135 
           （大間々町分） 
     サ 
槐   原(ｻｲｶﾁﾊﾗ)    今泉村………  19 
塞   神(ｻｲｶﾞﾐ)    須永村……… 128 
境   上(ｻｶｲｶﾞﾐ)    下仁田山村… 141 
坂 ノ 上(ｻｶﾉｳｴ)    西小倉村…… 122 
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  小 字 名           ページ 
坂 ノ 上(ｻｶﾉｳｴ)      須永村……… 127 
坂 ノ 上(ｻｶﾉｳｴ)     下菱村……… 188 
坂ノ上道下(ｻｶﾉｳｴﾐﾁｼﾀ)   須永村……… 127 
坂 ノ 下(ｻｶﾉｼﾀ)     上久方村……  59 
坂 ノ 下(ｻｶﾉｼﾀ)     山地村……… 102 
坂 ノ 下(ｻｶﾉｼﾀ)     西小倉村…… 121 
坂 ノ 下(ｻｶﾉｼﾀ)     須永村……… 126 
坂 ノ 下(ｻｶﾉｼﾀ)     中仁田山村… 142 
坂ノ下堀上(ｻｶﾉｼﾀﾎﾘｳｴ)   須永村……… 126 
坂ノ下道東(ｻｶﾉｼﾀﾐﾁﾋｶﾞｼ) 須永村……… 126 
サガ畑ケ (ｻｶﾞﾊﾞﾀｹ)     山地村……… 112 
作   網(ｻｶﾐ)      二渡村………  81    
坂   本(ｻｶﾓﾄ)     上広沢村……  36 
坂   本(ｻｶﾓﾄ)     二渡村………  78    
佐   倉(ｻｸﾗ)      下広沢村……  47    
桜久保口 (ｻｸﾗｸﾎﾞｸﾞﾁ)  飛駒村入飛駒  95    
桜   塚(ｻｸﾗﾂﾞｶ)    如来堂村…… 165    
笹 久 保(ｻｻｸﾎﾞ)    名久木村…… 154    
篠   箆(ｻｻﾍﾞﾗ)    飛駒村入飛駒  93    
篠 平 向(ｻｻﾍﾞﾗﾑｶｲ)   飛駒村入飛駒  96    
殺 木 沢(ｻﾂｷｻﾞﾜ)    小友村……… 183    
皿 久 保(ｻﾗｸﾎﾞ)    村松村………  26    
皿 久 保(ｻﾗｸﾎﾞ)    下仁田山村… 140 
笊 谷 戸(ｻﾞﾙｶﾞｲﾄ)    下仁田山村… 138    
沢   入(ｻﾜｲﾘ)     下菱村中里… 191    
沢 入 口(ｻﾜｲﾘｸﾞﾁ)   下菱村中里… 191   
沢   田(ｻﾜﾀﾞ)     高津戸村…… 133    
            （大間々町分）  
三 角 原(ｻﾝｶｸﾊﾞﾗ)    天沼新田…… 177    
三 丁 免(ｻﾝﾁｮｳﾒﾝ)    中広沢村……  42      

シ 
塩 ノ 瀬(ｼｵﾉｾ)     上菱村……… 192      
祖父ヶ入 (ｼﾞｶﾞｲﾘ)    上菱村……… 194 
慈眼寺山 (ｼﾞｶﾞﾝｼﾞﾔﾏ)  上久方村……  59    
師 々 田(ｼｼﾀﾞ)     東小倉村…… 117    
地 蔵 箆(ｼﾞｿﾞｳﾍﾗ)    飛駒村入飛駒  96    
下 小 友(ｼﾀｵﾄﾓ)     境野村………  30    
下   出(ｼﾀﾃﾞ)     小友村一色… 184     
下 日 向(ｼﾀﾋﾅﾀ)     下仁田山村… 141 
四 反 田(ｼﾀﾝﾀﾞ)    中広沢村……  41    
志   度(ｼﾄﾞ)      飛駒村入飛駒 101    
志 度 平(ｼﾄﾞﾃﾞｴﾗ)    飛駒村入飛駒  94   
  芝  (ｼﾊﾞ)     西小倉村…… 123  
芝   原(ｼﾊﾞﾊﾗ)        高沢村………  71  
島 谷 戸(ｼﾏｶﾞｲﾄ)     高津戸村…… 131 
             （桐生市分） 
清   水(ｼﾐｽﾞ)         今泉村………   19 
清   水(ｼﾐｽﾞ)      堤村…………  23 

  小 字 名            ページ 
清   水(ｼﾐｽﾞ)       上広沢村……  38 
清   水(ｼﾐｽﾞ)(梅田町 4 丁目)  飛駒村入飛駒  92 
清   水(ｼﾐｽﾞ)(梅田町 5 丁目)   飛駒村入飛駒 101 
清   水(ｼﾐｽﾞ)      山地村……… 108 
清   水(ｼﾐｽﾞ)       上仁田山村… 153 
清   水(ｼﾐｽﾞ)      名久木村…… 155  
清 水 下(ｼﾐｽﾞｼﾀ)      下新田村…… 169 
清 水 下(ｼﾐｽﾞｼﾀ)      天王宿村…… 174  
清水通リ (ｼﾐｽﾞﾄﾞｵﾘ)    下新田村…… 169 
清水横道 (ｼﾐｽﾞﾖｺﾐﾁ)    飛駒村入飛駒  92 
七五三盡 (ｼﾒﾂｸｼ)      下広沢村……  50 
下   窪(ｼﾓｸﾎﾞ)     上久方村……  64 
下 久 保(ｼﾓｸﾎﾞ)     高津戸村…… 131 
             （桐生市分） 
下   宿(ｼﾓｼｭｸ)      新宿村………  28 
下   田(ｼﾓﾀﾞ)      下広沢村……  48 
下 大 門(ｼﾓﾀﾞｲﾓﾝ)    上久方村……  59 
下 西 裏(ｼﾓﾆｼｳﾗ)      下新田村…… 171 
下 ノ 田(ｼﾓﾉﾀ)      上菱村……… 192 
下 東 裏(ｼﾓﾋｶﾞｼｳﾗ)    下新田村…… 170 
下 湯 沢(ｼﾓﾕｻﾞﾜ)     上久方村……  61 
釈 迦 堂(ｼｬｶﾝﾄﾞ)     東小倉村…… 119 
蛇 現 上(ｼﾞｬｹﾞﾝｼﾞｮｳ)   二渡村忍山…  82 
蛇   倒(ｼﾞｬﾄﾞｳﾚ)     飛駒村入飛駒  95 
蛇 留 淵(ｼﾞｬﾙﾌﾞﾁ)     飛駒村入飛駒  99 
十次ヶ久保(ｼﾞｭｳｼﾞｶﾞｸﾎﾞ)   高沢村………  75 
寿 宇 殿(ｼﾞｭｳﾄﾞﾉ)     須永村……… 125 
拾   弍(ｼﾞｭｳﾆ)      名久木村…… 159 
十 二 平(ｼﾞｭｳﾆﾃﾞｴﾗ)    蕪町村……… 176 
十 八 曲(ｼﾞｭｳﾊﾁﾏｶﾞﾘ)   上久方村……  66 
  宿  (ｼｭｸ)        下新田村…… 171 
  宿  (ｼｭｸ)        天王宿村…… 173 
  宿  (ｼｭｸ)       蕪町村……… 175 
宿 ノ 島(ｼｭｸﾉｼﾏ)     小友村……… 179 
宿   東(ｼｭｸﾋｶﾞｼ)    高沢村………  74 
宿   巡(ｼｭｸﾒｸﾞﾘ)    高沢村………  70 
十 本 原(ｼﾞｭｯﾎﾟﾝﾊﾞﾗ)   今泉村………  20 
将 棊 窪(ｼｮｳｷﾞｸﾎﾞ)    上久方村……  62 
上   人(ｼｮｳﾆﾝ)      上広沢村……  35 
上 人 後(ｼｮｳﾆﾝｳｼﾛ)    上広沢村……  32 
上 人 前(ｼｮｳﾆﾝﾏｴ)      上広沢村……  35 
上   張(ｼﾞｮｳﾊﾞﾘ)     下菱村……… 189 
菖   蒲(ｼｮｳﾌﾞ)     名久木村…… 158 
初 ノ 沢(ｼｮﾉｻﾜ)       二渡村忍山…  86 
城 谷 戸(ｼﾛｶﾞｲﾄ)      上久方村……  59 
城 ノ 岡(ｼﾛﾉｵｶ)      小友村……… 181 
城 ノ 前(ｼﾛﾉﾏｴ)       上久方村……   63 
神   田(ｼﾞﾝﾀﾞ)      上久方村……   58 
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  小 字 名           ページ 
陣   平(ｼﾞﾝﾀﾞｲﾗ)    天王宿村…… 174 
新田開道 (ｼﾝﾃﾞﾝｶｲﾄﾞｳ)  蕪町村……… 175 
新 田 原(ｼﾝﾃﾞﾝﾊﾗ)     新宿村………  29 
新   堀(ｼﾝﾎﾞﾘ)    一本木村……  54 
新   堀(ｼﾝﾎﾞﾘ)    上久方村……  59 
新 堀 前(ｼﾝﾎﾞﾘﾏｴ)   一本木村……  54 
神   明(ｼﾝﾒｲ)     上広沢村……  38 

ス 
杉   沢(ｽｷﾞｻﾜ)     上久方村……  60 
杉 ノ 入(ｽｷﾞﾉｲﾘ)    下広沢村……  46 
杉 ノ 下(ｽｷﾞﾉｼﾀ)    下久方村……  56 
杉 ノ 下(ｽｷﾞﾉｼﾀ)    如来堂村…… 163 
雀 谷 戸(ｽｽﾞﾒｶﾞｲﾄ)   下菱村……… 187 
砂   田(ｽﾅﾀﾞ)     本宿村………  21 
住   吉(ｽﾐﾖｼ)     小友村……… 180 
須   森(ｽﾓﾘ)      飛駒村入飛駒  98 
諏   訪(ｽﾜ)      境野村………  30 
諏   訪(ｽﾜ)      高沢村………  69 
諏訪ノ入 (ｽﾜﾉｲﾘ)     下仁田山村… 138 
諏訪ノ後 (ｽﾜﾉｳｼﾛ)    今泉村………  20 
諏訪ノ前 (ｽﾜﾉﾏｴ)     今泉村………  19 

セ 
清   台(ｾｲﾀﾞｲ)    下久方村……  56    
関   根(ｾｷﾈ)      境野村………  31    
関   根(ｾｷﾈ)      上仁田山村… 153 
堰   場(ｾｷﾊﾞ)     小友村……… 181    
関   堀(ｾｷﾎﾞﾘ)    須永村……… 126    
瀬   場(ｾﾊﾞ)     上菱村……… 192    
  蝉  (ｾﾐ)      村松村………  26 
蝉   口(ｾﾐｸﾞﾁ)    飛駒村入飛駒  97    
猿   石(ｾﾚｼ)      二渡村………  80 
仙 ヶ 沢(ｾﾝｶﾞｻﾜ)    上久方村……  64    
心 正 寺(ｾﾝｼﾞｭｼﾞ)    東小倉村…… 118    
膳   棚(ｾﾞﾝﾀﾞﾅ)    堤村…………  25    
膳   棚(ｾﾞﾝﾀﾞﾅ)    高津戸村…… 131    
            （桐生市分）  
膳   棚(ｾﾞﾝﾀﾞﾅ)    小友村……… 183    
栴 檀 木(ｾﾝﾀﾞﾝｷﾞ)    天王宿村…… 173    

ソ 
象ヶ久保 (ｿﾞｳｶﾞｸﾎﾞ)   高沢村………  74    
蔵   殿(ｿﾞｳﾄﾞﾉ)    今泉村………  18    
反   町(ｿﾘﾏﾁ)     上広沢村……  38    

タ 
  台  (ﾀﾞｲ)     中広沢村……  40    
大黒尾根 (ﾀﾞｲｺｸｵﾈ)   上久方村……  66    
大 日 前(ﾀﾞｲﾆﾁﾏｴ)   上菱村……… 193    
台 ノ 南(ﾀﾞｲﾉﾐﾅﾐ)   下新田村…… 172    
大   門(ﾀﾞｲﾓﾝ)    上久方村……  58    

  小 字 名           ページ 
大   茂(ﾀﾞｲﾓﾝ)    二渡村忍山…  84    
大   門(ﾀﾞｲﾓﾝ)    下菱村……… 188  
高 谷 戸(ﾀｶｶﾞｲﾄ)    高津戸村…… 132    
            （桐生市分）  
高ヶ谷戸 (ﾀｶｶﾞｲﾄ)     名久木村…… 159    
高谷戸入 (ﾀｶｶﾞｲﾄｲﾘ)   高津戸村…… 132    
            （桐生市分） 
高   沢(ﾀｶｻﾞﾜ)    米沢村……… 178    
高   芝(ﾀｶｼﾊﾞ)    二渡村忍山…  85 
高   田(ﾀｶﾀﾞ)     今泉村………  18   
高   田(ﾀｶﾀﾞ)     下菱村……… 186          
高   台(ﾀｶﾀﾞｲ)    上久方村……  60   
高   竹(ﾀｶﾀﾞｹ)    山地村……… 108   
高 竹 山(ﾀｶﾀﾞｹﾔﾏ)   山地村……… 113   
高 戸 口(ﾀｶﾄﾞｸﾞﾁ)      飛駒村入飛駒  93 
高 戸 沢(ﾀｶﾄﾞｻﾜ)    飛駒村入飛駒  92 
高 戸 向(ﾀｶﾄﾞﾑｶｲ)   飛駒村入飛駒  96 
高 仁 田(ﾀｶﾆﾀ)     山地村……… 113 
高仁田平 (ﾀｶﾆﾀﾃﾞｴﾗ)   飛駒村入飛駒 100 
鷹 ノ 巣(ﾀｶﾉｽ)     高沢村………  76 
鷹 ノ 巣(ﾀｶﾉｽ)     二渡村忍山…  89 
鷹 ノ 巣(ﾀｶﾉｽ)     東小倉村…… 120 
鷹 ノ 巣(ﾀｶﾉｽ)     西小倉村…… 121 
高   萩(ﾀｶﾊｷﾞ)    小友村……… 182 
高   畑(ﾀｶﾊﾀ)     高沢村………  77 
高   畑(ﾀｶﾊﾀ)     下仁田山村… 138 
高 畑 ヶ(ﾀｶﾊﾞﾀｹ)    小友村一色… 185 
高   鼻(ﾀｶﾊﾅ)     上久方村……  60 
高   平(ﾀｶﾋﾞﾗ)    山地村……… 110 
高 松 沢(ﾀｶﾏﾂｻﾞﾜ)   上久方村……  63 
高 間 々(ﾀｶﾏﾏ)     上久方村……  60 
多 賀 廻(ﾀｶﾞﾒｸﾞﾘ)    天沼新田…… 177 
滝   沢(ﾀｷｻﾞﾜ)    二渡村………  80 
滝 ノ 入(ﾀｷﾉｲﾘ)     上仁田山村… 146 
滝 ノ 沢(ﾀｷﾉｻﾜ)     二渡村………  81 
滝 ノ 沢(ﾀｷﾉｻﾜ)     山地村……… 104 
瀧 ノ 沢(ﾀｷﾉｻﾜ)     上仁田山村… 150 
瀧 ノ 沢(ﾀｷﾉｻﾜ)     下菱村中里… 191 
瀧 宮 前(ﾀｷﾐﾔﾏｴ)    如来堂村…… 166 
瀧宮間々上(ﾀｷﾐﾔﾏﾏｳｴ)   如来堂村…… 166 
瀧宮巡り (ﾀｷﾐﾔﾒｸﾞﾘ)    如来堂村…… 166 
瀧   山(ﾀｷﾔﾏ)     如来堂村…… 166 
竹 ノ 下(ﾀｹﾉｼﾀ)     小友村一色… 184 
竹   山(ﾀｹﾔﾏ)     小友村一色… 185 
高 ノ 平(ﾀｺﾝﾃｴﾗ)    高沢村………  71 
立   岩(ﾀﾃｲﾜ)     下菱村中里… 191 
田   中(ﾀﾅｶ)      下広沢村……  51 
田   中(ﾀﾅｶ)      下久方村……  57 
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  小 字 名            ページ 
田   中(ﾀﾅｶ)      上仁田山村… 152 
田   中(ﾀﾅｶ)       下菱村……… 186 
田 ノ 間(ﾀﾉｱｲﾀﾞ)     上菱村……… 192 
田 ノ 入(ﾀﾉｲﾘ)      堤村…………  25 
田 ノ 入(ﾀﾉｲﾘ)      上久方村……  67 
田 ノ 入(ﾀﾉｲﾘ)      小友村……… 182 
田 ノ 入(ﾀﾉｲﾘ)      上菱村……… 193 
田 ノ 上(ﾀﾉｳｴ)       上菱村……… 192 
田 ノ 下(ﾀﾉｼﾀ)       上菱村……… 192 
田   端(ﾀﾊﾞﾀ)       二渡村………  79 
田 福 庵(ﾀﾌｸｱﾝ)       下菱村……… 187 
樽 久 保(ﾀﾙｸﾎﾞ)      高沢村………  75 
太郎左衛門窪(ﾀﾛｳｻﾞｴﾓﾝｸﾎﾞ) 小友村一色… 185 

チ 
千網谷戸 (ﾁｱﾐｶﾞｲﾄ)     須永村……… 125 
千網谷戸道下(ﾁｱﾐｶﾞｲﾄﾐﾁｼﾀ) 須永村……… 125 
地 新 立(ﾁｼﾝﾘﾂ)      飛駒村入飛駒  94 
茶 臼 山(ﾁｬｳｽﾔﾏ)     上広沢村……  39 
狸   鑿(ﾁｬﾇｷｻﾞｸ)     飛駒村入飛駒  96 
中 上 畑(ﾁｭｳｼﾞｮｯﾊﾟﾀ)  山地村……… 115 
長治ヶ入 (ﾁｮｳｼﾞｶﾞｲﾘ)   下広沢村……  51    
長 ノ 塚(ﾁｮｳﾉﾂｶ)     村松村………  26    

ツ 
通   度(ﾂｳﾄﾞ)      高津戸村…… 134    
                        （大間々町分） 
塚   越(ﾂｶｺﾞｼ)     中広沢村……  41    
塚   越(ﾂｶｺﾞｼ)     下仁田山村… 137    
    佃  (ﾂｸﾀﾞ)      東小倉村…… 117    
津 久 原(ﾂｸﾊﾞﾗ)     飛駒村入飛駒 100    
津 久 原(ﾂｸﾊﾞﾗ)     山地村……… 107    
作 リ 道(ﾂｸﾘﾐﾁ)       飛駒村入飛駒 100    
土 溢 シ(ﾂﾁｺﾎﾞｼ)     今泉村………  19    
土   橋(ﾂﾁﾊｼ)      飛駒村入飛駒  94    
躑 躅 窪(ﾂﾂｼﾞｸﾎﾞ)     上久方村……  61    
躑 躅 花(ﾂﾂｼﾞﾊﾅ)     飛駒村入飛駒  96    
常   木(ﾂﾈｷﾞ)      今泉村………  18 
坪   正(ﾂﾎﾞｼｮｳ)     飛駒村入飛駒  97    
蔓 巻 田(ﾂﾙﾏｷﾀﾞ)     下菱村……… 188    

テ 
    台  (ﾃﾞｴ)      山地村……… 102   
    平  (ﾃｴﾗ)       山地村……… 104    
出   林(ﾃﾞｯﾊﾟﾔｼ)     如来堂村…… 167    
寺   裏(ﾃﾗｳﾗ)      高沢村………  74               
寺 ノ 入(ﾃﾗﾉｲﾘ)      上広沢村……  39    
寺 ノ 入(ﾃﾗﾉｲﾘ)      二渡村忍山…  90    
寺   前(ﾃﾗﾏｴ)      上広沢村……  36  
寺   前(ﾃﾗﾏｴ)       高沢村………  69 
寺   前(ﾃﾗﾏｴ)       西小倉村…… 122    

  小 字 名          ページ 
寺   谷(ﾃﾗﾔﾂ)    下菱村……… 186   
天   神(ﾃﾝｼﾞﾝ)   下広沢村……  44 
天 神 前(ﾃﾝｼﾞﾝﾏｴ)  須永村……… 126    
天 神 山(ﾃﾝｼﾞﾝﾔﾏ)   上久方村……  62    
天   水(ﾃﾝｽﾞｲ)   下久方村……  56    
天   水(ﾃﾝｽﾞｲ)   下菱村中里… 191         
     ト 
樋   口(ﾄｲｸﾁ)    上菱村……… 193    
土 井 下(ﾄﾞｲｼﾀ)   村松村………  26    
戸樋ノ下 (ﾄｲﾉｼﾀ)    下新田村…… 169  
堂院谷戸 (ﾄﾞｳｲﾝｶﾞｲﾄ) 下仁田山村… 138    
堂 谷 戸(ﾄﾞｳｶﾞｲﾄ)   須永村……… 125 
稲 荷 塚(ﾄｳｶﾂﾞｶ)   新宿村………  29    
稲 荷 穴(ﾄｳｶﾅ)    如来堂村…… 167    
東   北(ﾄｳｷﾀ)    上菱村……… 192    
    峠  (ﾄｳｹﾞ)    堤村…………  25    
    峠  (ﾄｳｹﾞ)    東小倉村…… 120    
峠   下(ﾄｳｹﾞｼﾀ)   東小倉村…… 116    
東   西(ﾄｳｻﾞｲ)   高津戸村…… 136    
                     （大間々町分） 
当 実 平(ﾄｳｼﾞｯﾍﾟ)   山地村……… 102  
東勝寺前 (ﾄｳｼｮｳｼﾞﾏｴ) 今泉村………  20   
藤四郎ヶ入(ﾄｳｼﾛｳｶﾞｲﾘ) 下菱村……… 186 
道祖神前 (ﾄﾞｳｿｼﾞﾝﾏｴ)  下久方村……  56 
堂 ノ 入(ﾄﾞｳﾉｲﾘ)   村松村………  27 
堂 ノ 入(ﾄﾞｳﾉｲﾘ)   小友村……… 183 
堂   場(ﾄﾞｳﾊﾞ)    上仁田山村… 146 
堂   前(ﾄﾞｳﾏｴ)   村松村………  27 
堂   前(ﾄﾞｳﾏｴ)   下菱村……… 188 
堂   前(ﾄﾞｳﾏｴ)   下菱村中里… 190 
東間谷戸 (ﾄｳﾏｶﾞｲﾄ)  二渡村………  79 
ドフヤ久保(ﾄﾞｳﾔｸﾎﾞ)   山地村……… 112 
堂 屋 敷(ﾄﾞｳﾔｼｷ)   本宿村………  22 
遠   上(ﾄｵｶﾞﾐ)   飛駒村入飛駒 101 
戸 倉 場(ﾄｸﾞﾗﾊﾞ)   高沢村………  71 
閉 籠 里(ﾄｽﾞﾛｳﾘ)   飛駒村入飛駒  98 
栃 久 保(ﾄﾁｸﾎﾞ)    山地村……… 115 
栃 久 保(ﾄﾁｸﾎﾞ)   上仁田山村… 144 
堂   平(ﾄﾞﾃﾞｴﾗ)   上久方村……  67 
堂   平(ﾄﾞﾃﾞｴﾗ)   飛駒村入飛駒  98 
堂   所(ﾄﾞﾄﾞｺﾛ)   村松村………  27 
殿   入(ﾄﾉｲﾘ)    高津戸村…… 135 
                     （大間々町分）  
頓 ノ 入(ﾄﾉｲﾘ)    下仁田山村… 138 
殿 入 西(ﾄﾉｲﾘﾆｼ)   高津戸村…… 135 
                     （大間々町分） 
殿 谷 戸(ﾄﾉｶﾞｲﾄ)    今泉村………  19 
殿   林(ﾄﾉﾊﾞﾔｼ)    境野村………  30 
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  小 字 名            ページ  
殿   山(ﾄﾉﾔﾏ)     下菱村……… 189 
飛   地(ﾄﾋﾞﾁ)     如来堂村…… 167 
鳶 ノ 巣(ﾄﾋﾞﾉｽ)     堤村…………  24 
鳶 ノ 沢(ﾄﾍﾞﾉｻﾜ)     小友村一色… 184 
友 ノ 助(ﾄﾓﾉｽｹ)      下広沢村……  50 
鳥 谷 戸(ﾄﾘｶﾞｲﾄ)    二渡村………  80 
鳥 ノ 海(ﾄﾝﾉﾐ)      下仁田山村… 137 

ナ 
内膳屋敷 (ﾅｲｾﾞﾝﾔｼｷ)   下菱村……… 187 
  中  (ﾅｶ)      上菱村……… 192 
中   居(ﾅｶｲ)      上広沢村……  37 
中   居(ﾅｶｲ)      二渡村………  79 
中 小 友(ﾅｶｵﾄﾓ)     小友村……… 179 
中 尾 根(ﾅｶｵﾈ)     上久方村……  66 
中 尾 根(ﾅｶｵﾈ)     下菱村……… 189 
中ヶ谷戸 (ﾅｶｶﾞｲﾄ)    名久木村…… 159 
中 谷 戸(ﾅｶｶﾞｲﾄ)    小友村一色… 184 
中 河 原(ﾅｶｶﾞﾜﾗ)    下新田村…… 172 
中   里(ﾅｶｻﾞﾄ)    上広沢村……  35 
中   里(ﾅｶｻﾞﾄ)    須永村……… 127 
中   里(ﾅｶｻﾞﾄ)    下菱村中里… 190 
中 里 後(ﾅｶｻﾞﾄｳｼﾛ)   上広沢村……  32 
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    堤村…………  25 
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    上広沢村……  34 
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    二渡村………  79    
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    須永村……… 125    
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    上仁田山村… 153    
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    下菱村中里… 190               
中   島(ﾅｶｼﾞﾏ)    上菱村……… 193  
中 島 前(ﾅｶｼﾞﾏﾏｴ)   上広沢村……  35               
中   宿(ﾅｶｼｭｸ)      新宿村………  28 
長瀬舟場 (ﾅｶﾞｾﾌﾅﾊﾞ)   須永村……… 125   
中川桜窪 (ﾅｶｯｶﾜｻｸﾗｸﾎﾞ) 飛駒村入飛駒  95   
中 川 西(ﾅｶｯｶﾜﾆｼ)    飛駒村入飛駒  96    
中 川 東(ﾅｶｯｶﾜﾋｶﾞｼ)  飛駒村入飛駒  94    
中川細窪 (ﾅｶｯｶﾜﾎｿｸﾎﾞ)  飛駒村入飛駒  96 
中   通(ﾅｶﾄﾞｵﾘ)    境野村………  30    
中   通(ﾅｶﾄﾞｵﾘ)    下菱村中里… 190    
中 西 裏(ﾅｶﾆｼｳﾗ)    下新田村…… 171   
中   野(ﾅｶﾉ)      上久方村……  60   
中 ノ 上(ﾅｶﾉｳｴ)     上菱村……… 192    
中之谷戸 (ﾅｶﾉｶﾞｲﾄ)   東小倉村…… 117    
中ノ川端 (ﾅｶﾉｶﾜﾊﾞﾀ)   上菱村……… 192    
中 ノ 平(ﾅｶﾉﾃｴﾗ)    高沢村………  72    
中   林(ﾅｶﾊﾞﾔｼ)    下新田村…… 169    
中 東 裏(ﾅｶﾋｶﾞｼｳﾗ)   下新田村…… 170    
中   道(ﾅｶﾐﾁ)      上久方村……  59    
中   通(ﾅｶﾐﾁ)      中仁田山村… 143    

  小 字 名            ページ  
中   道(ﾅｶﾐﾁ)       蕪町村……… 175   
中 道 東(ﾅｶﾐﾁﾋｶﾞｼ)     下仁田山村… 138    
長   峰(ﾅｶﾞﾐﾈ)       東小倉村…… 118    
中 屋 敷(ﾅｶﾔｼｷ)       小友村一色… 184    
中 ノ 作(ﾅｶﾝｻｸ)      山地村……… 108    
奈 木 沢(ﾅｷﾞｻﾞﾜ)      飛駒村入飛駒  99    
名下知窪 (ﾅｹﾞﾁｸﾎﾞ)      二渡村忍山…  85    
中   尾(ﾅｺｰ)        山地村……… 103    
梨ノ木入 (ﾅｼﾉｷｲﾘ)      高津戸村…… 136    
                        （大間々町分）  
夏   保(ﾅﾂﾎﾞ)       下広沢村……  45    
夏保ノ入 (ﾅﾂﾎﾞﾉｲﾘ)     下広沢村……  46   
鍋   足(ﾅﾍﾞｱｼ)      高沢村………  74         
鳴 淵 上(ﾅﾘﾌﾞﾁｳｴ)     飛駒村入飛駒  92    

ニ 
新   堀(ﾆｲﾎﾞﾘ)      須永村……… 128 
新   堀(ﾆｲﾎﾞﾘ)      下仁田山村… 137    
西愛宕前 (ﾆｼｱﾀｺﾞﾏｴ)     下新田村…… 171    
西浦田端 (ﾆｼｳﾗﾀﾊﾞﾀ)     如来堂村…… 166    
西 側 上(ﾆｼｶﾞﾜｶﾐ)     如来堂村…… 165   
西側上浦 (ﾆｼｶﾞﾜｶﾐｳﾗ)    如来堂村…… 165    
西 側 下(ﾆｼｶﾞﾜｼﾓ)     如来堂村…… 166    
西側下浦 (ﾆｼｶﾞﾜｼﾓｳﾗ)    如来堂村…… 166 
西 側 中(ﾆｼｶﾞﾜﾅｶ)     如来堂村…… 165    
西側中浦 (ﾆｼｶﾞﾜﾅｶｳﾗ)    如来堂村…… 166 
西 久 保(ﾆｼｸﾎﾞ)      堤村…………  24 
西 久 保(ﾆｼｸﾎﾞ)      山地村……… 109 
西 久 保(ﾆｼｸﾎﾞ)      高津戸村…… 131 
                        （桐生市分） 
西久保沢 (ﾆｼｸﾎﾞｻﾞﾜ)     高津戸村…… 131 
                        （桐生市分） 
西 清 水(ﾆｼｼﾐｽﾞ)      如来堂村…… 165 
西清水間々上(ﾆｼｼﾐｽﾞﾏﾏｳｴ)  如来堂村…… 167 
西下宿通り(ﾆｼｼﾓｼﾞｭｸﾄﾞｵﾘ)  下新田村…… 168 
西釋迦堂 (ﾆｼｼｬｶﾝﾄﾞ)     東小倉村…… 120 
西   宿(ﾆｼｼﾞｭｸ)      須永村……… 129 
西宿地蔵堂(ﾆｼｼﾞｭｸｼﾞｿﾞｳﾄﾞｳ) 須永村……… 129  
西ゾロメキ(ﾆｼｿﾞﾛﾒｷ)     二渡村忍山…  87 
西 高 戸(ﾆｼﾀｶﾄﾞ)     飛駒村入飛駒  92 
西   辻(ﾆｼﾂｼﾞ)     須永村……… 129 
西童子原 (ﾆｼﾄﾞｼﾞｯﾊﾟﾗ)   西小倉村…… 122 
西 ノ 入(ﾆｼﾉｲﾘ)     堤村…………  24 
西 ノ 入(ﾆｼﾉｲﾘ)      下広沢村……  43 
西 ノ 入(ﾆｼﾉｲﾘ)      西小倉村…… 124 
西 ノ 入(ﾆｼﾉｲﾘ)      小友村一色… 185 
西 ノ 上(ﾆｼﾉｳｴ)      二渡村………  81 
西ノ谷戸 (ﾆｼﾉｶﾞｲﾄ)    須永村……… 125 
西 ノ 根(ﾆｼﾉﾈ)      須永村……… 130 
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  小 字 名           ページ 
西 堀 上(ﾆｼﾎﾘｳｴ)   下新田村…… 170 
西 堀 下(ﾆｼﾎﾘｼﾀ)    下新田村…… 171 
西間々下 (ﾆｼﾏﾏｼﾀ)   下新田村…… 171 
西   山(ﾆｼﾔﾏ)     堤村…………  24 
西   山(ﾆｼﾔﾏ)     高沢村………  70 
西   山(ﾆｼﾔﾏ)    西小倉村…… 123 
西 横 根(ﾆｼﾖｺﾈ)    二渡村忍山…  88 
仁 田 所(ﾆﾀﾄﾞｺﾛ)    本宿村………  21 
弍 反 田(ﾆﾀﾝﾀﾞ)    上仁田山村… 145 
二 丁 田(ﾆﾁｮｳﾀﾞ)    下広沢村……  45 
荷 附 場(ﾆﾂｹﾊﾞ)    飛駒村入飛駒  95 
二 本 椙(ﾆﾎﾝｽｷﾞ)    飛駒村入飛駒  99 
二 本 松(ﾆﾎﾝﾏﾂ)    天王宿村…… 173 
二 本 松(ﾆﾎﾝﾏﾂ)    蕪町村……… 175 
荷   場(ﾆﾝﾊﾞ)     二渡村忍山…  83 

ヌ 
沼 ノ 上(ﾇﾏﾉｳｴ)    境野村………  30 
沼   田(ﾇﾏﾀ)     堤村…………  23 

ネ 
内   松(ﾈｴﾏﾂ)    飛駒村入飛駒  94 
内 松 奥(ﾈｴﾏﾂｵｸ)   飛駒村入飛駒  94 
根   岸(ﾈｷﾞｼ)     須永村……… 126 
ねばとり (ﾈﾊﾞﾄﾘ)    如来堂村…… 166 
根 本 沢(ﾈﾓﾄｻﾞﾜ)    山地村……… 115 
根礼ノ沢 (ﾈﾚﾉｻﾜ)    二渡村忍山…  85 

ノ 
野 中 沢(ﾉﾅｶｻﾞﾜ)    二渡村………  78 

ハ 
梅林谷戸 (ﾊﾞｲﾘﾝｶﾞｲﾄ)  高沢村………  70   
萩   平(ﾊｷﾞﾃﾞｴﾗ)   山地村……… 106   
橋   上(ﾊｼﾞｶﾐ)    名久木村…… 160 
橋   詰(ﾊｼﾂﾞﾒ)    二渡村………  78   
橋   詰(ﾊｼﾂﾞﾒ)    小友村一色… 184 
橋 ノ 入(ﾊｼﾉｲﾘ)    山地村……… 111    
橋   場(ﾊｼﾊﾞ)     山地村……… 103 
橋 前 場(ﾊｼﾏｴﾊﾞ)    西小倉村…… 123   
馬瀬ヶ谷戸(ﾊﾞｾｶﾞｲﾄ)   上仁田山村… 144   
    畑  (ﾊﾀｹ)     飛駒村入飛駒  99   
畑 ヶ 中(ﾊﾀｹﾅｶ)    東小倉村…… 118 
八 王 子(ﾊﾁｵｳｼﾞ)    小友村……… 180   
八王子坂下(ﾊﾁｵｳｼﾞｻｶｼﾀ)  小友村……… 180   
蜂 ヶ 沢(ﾊﾁｶﾞｻﾜ)    東小倉村…… 117    
八 幡 平(ﾊﾁﾏﾝﾀﾞｲﾗ)   下仁田山村… 140    
八 幡 山(ﾊﾁﾏﾝﾔﾏ)   下菱村……… 189    
八幡山下 (ﾊﾁﾏﾝﾔﾏｼﾀ)  下菱村中里… 190    
八 反 田(ﾊｯﾀﾝﾀﾞ)    中広沢村……  42    
八 鎮 房(ﾊｯﾁﾝﾎﾞｳ)   如来堂村…… 163    
花   柄(ﾊﾅｶﾞﾗ)    下仁田山村… 141    

  小 字 名             ページ 
鼻   撮(ﾊﾅﾂﾏﾐ)       高沢村………  71 
羽 ば み(ﾊﾈﾊﾞﾐ)       高沢村………  74       
羽   場(ﾊﾊﾞ)        下菱村……… 188 
馬   場(ﾊﾞﾊﾞ)       須永村……… 129  
馬 場 中(ﾊﾞﾊﾞﾅｶ)     本宿村………  21    
羽 場 山(ﾊﾊﾞﾔﾏ)       小友村……… 180    
浜 ノ 京(ﾊﾏﾉｷｮｳ)       境野村………  30    
浜ノ京天神台(ﾊﾏﾉｷｮｳﾃﾝｼﾞﾝﾀﾞｲ)境野村………  31    
浜ノ京西原(ﾊﾏﾉｷｮｳﾆｼﾊﾗ)     境野村………  31    
浜 ノ 原(ﾊﾏﾉﾊﾗ)        新宿村………  29    
    原  (ﾊﾗ)         本宿村………  22    
    原  (ﾊﾗ)         浅部村………  68   
    原  (ﾊﾗ)         飛駒村入飛駒  98 
    原  (ﾊﾗ)         下仁田山村… 139    
    原  (ﾊﾗ)         下菱村中里… 190    
原 ノ 入(ﾊﾗﾉｲﾚ)        名久木村…… 161    
播磨谷戸 (ﾊﾘﾏｶﾞｲﾄ)      東小倉村…… 119  
番   場(ﾊﾞﾝﾊﾞ)       山地村……… 104 

ヒ 
燧   石(ﾋｳﾁｲｼ)        高沢村………  75    
火 打 沢(ﾋｳﾁｻﾞﾜ)        二渡村忍山…  90    
樋   合(ﾋｴ)         上久方村……  66    
    東  (ﾋｶﾞｼ)         堤村…………  24    
東愛宕前 (ﾋｶﾞｼｱﾀｺﾞﾏｴ)     下新田村…… 170    
東   裏(ﾋｶﾞｼｳﾗ)        新宿村………  29    
東 側 上(ﾋｶﾞｼｶﾞﾜｶﾐ)      如来堂村…… 164 
東側上浦 (ﾋｶﾞｼｶﾞﾜｶﾐｳﾗ)     如来堂村…… 164 
東 側 下(ﾋｶﾞｼｶﾞﾜｼﾓ)       如来堂村…… 163  
東側下浦 (ﾋｶﾞｼｶﾞﾜｼﾓｳﾗ)     如来堂村…… 163 
東 側 中(ﾋｶﾞｼｶﾞﾜﾅｶ)      如来堂村…… 164 
東側中浦 (ﾋｶﾞｼｶﾞﾜﾅｶｳﾗ)     如来堂村…… 164 
東清水間々上(ﾋｶﾞｼｼﾐｽﾞﾏﾏｳｴ)  如来堂村…… 164 
東下宿通り(ﾋｶﾞｼｼﾓｼﾞｭｸﾄﾞｵﾘ)  下新田村…… 168 
東釋迦堂 (ﾋｶﾞｼｼｬｶﾝﾄﾞ)    東小倉村…… 120 
東   宿(ﾋｶﾞｼｼﾞｭｸ)     須永村……… 129 
東ゾロメキ(ﾋｶﾞｼｿﾞﾛﾒｷ)     二渡村忍山…  88 
東 高 戸(ﾋｶﾞｼﾀｶﾄﾞ)     飛駒村入飛駒  93 
東高戸口 (ﾋｶﾞｼﾀｶﾄﾞｸﾞﾁ)    飛駒村入飛駒  93 
東   辻(ﾋｶﾞｼﾂｼﾞ)      須永村……… 129 
東   原(ﾋｶﾞｼｯﾊﾟﾗ)     飛駒村入飛駒 101 
東童子原 (ﾋｶﾞｼﾄﾞｼﾞｯﾊﾟﾗ)   西小倉村…… 121 
東 ノ 入(ﾋｶﾞｼﾉｲﾘ)      小友村一色… 185 
東ノ久保 (ﾋｶﾞｼﾉｸﾎﾞ)     飛駒村入飛駒 100 
東 ノ 前(ﾋｶﾞｼﾉﾏｴ)      中広沢村……  40 
東 堀 上(ﾋｶﾞｼﾎﾘｳｴ)      下新田村…… 170 
東 堀 下(ﾋｶﾞｼﾎﾘｼﾀ)      下新田村…… 170 
東   谷(ﾋｶﾞｼﾔ)       名久木村…… 157 
東 横 根(ﾋｶﾞｼﾖｺﾈ)      二渡村忍山…  88 
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  小 字 名           ページ  
引 入 沢(ﾋｷｲﾚｻﾞﾜ)    上広沢村……  33 
引   田(ﾋｷﾀ)        上菱村……… 193 
菱 小 屋(ﾋｼｺﾞﾔ)    上久方村……  63 
備前谷戸 (ﾋﾞｾﾞﾝｶﾞｲﾄ)  高沢村………  69 
経 玉 木(ﾋﾀﾏｷﾞ)    上久方村……  65 
樋   爪(ﾋﾂﾞﾒ)     本宿村………  21 
稗 ノ 澤(ﾋﾉｻﾜ)      東小倉村…… 120 
平   井(ﾋﾗｲ)      上久方村……  61 
平 井 沢(ﾋﾗｲｻﾜ)     上久方村……  62 
平   石(ﾋﾗｲｼ)     上仁田山村… 151 
平 ヶ 谷(ﾋﾗｶﾞﾔ)     高沢村………  76 
平 久 保(ﾋﾗｸﾎﾞ)     上仁田山村… 147 
平   棚(ﾋﾗﾀﾞﾅ)     小友村……… 181 
比 良 平(ﾋﾗﾃﾞｴﾗ)     上久方村……  67 
平   行(ﾋﾗﾅﾒ)     飛駒村入飛駒  99 
比良ノ峯 (ﾋﾗﾉﾐﾈ)     上久方村……  67 
平 仁 田(ﾋﾗﾝﾀ)     上久方村……  65 
広   見(ﾋﾛﾐ)      米沢村……… 178 
広   見(ﾋﾛﾐ)       小友村……… 180 

フ 
深   町(ﾌｶﾏﾁ)      堤村…………  23 
深   町(ﾌｶﾏﾁ)     中広沢村……  42 
吹   上(ﾌｷｱｹﾞ)    上仁田山村… 147 
吹 上 原(ﾌｷｱｹﾞﾊﾗ)   新宿村………  29 
福   島(ﾌｸｼﾞﾏ)    中広沢村……  40 
福   島(ﾌｸｼﾞﾏ)     下広沢村……  44 
袋 久 保(ﾌｸﾛｸﾎﾞ)    高津戸村…… 135 
                       （大間々町分） 
藤   沢(ﾌｼﾞｻﾜ)     二渡村忍山…  90 
藤 ノ 木(ﾌｼﾞﾉｷ)      中広沢村……  41 
不二山前 (ﾌｼﾞﾔﾏﾏｴ)   下新田村…… 169 
藤   生(ﾌｼﾞｭｳ)    上広沢村……  33    
藤 生 山(ﾌｼﾞｭｳﾔﾏ)   山地村……… 114    
藤生山口 (ﾌｼﾞｭｳﾔﾏｸﾞﾁ)  山地村……… 114    
舞   台(ﾌﾞﾀｲ)      下広沢村……  49 
二 ツ 堂(ﾌﾀﾂﾄﾞｳ)    須永村……… 127    
二   渡(ﾌﾀﾜﾀﾘ)     浅部村………  68 
淵 ノ 上(ﾌﾁﾉｳｴ)     高沢村………  70    
淵 ノ 上(ﾌﾁﾉｳｴ)     飛駒村入飛駒  99   
舟場通リ (ﾌﾅﾊﾞﾄﾞｵﾘ)   下新田村…… 169   
普 門 寺(ﾌﾓﾝｼﾞ)     下菱村中里… 190    

ホ 
保   井(ﾎﾞｰｲ)      今泉村………  19    
坊 谷 戸(ﾎﾞｳｶﾞｲﾄ)    堤村…………  25    
棒ヶ谷戸 (ﾎﾞｳｶﾞｲﾄ)     上仁田山村… 145    
坊 ヶ 入(ﾎﾞｳｶﾞｲﾘ)    一本木村……  55 
酸 漿 沢(ﾎｵｽﾞｷｻﾞﾜ)   小友村……… 182    
細   入(ﾎｿｲﾘ)      飛駒村入飛駒  93    

  小 字 名          ページ 
細 谷 戸(ﾎｿｶﾞｲﾄ)    二渡村………  79   
細 ヶ 入(ﾎｿｶﾞｲﾘ)   小友村……… 182   
細   窪(ﾎｿｸﾎﾞ)   上久方村……  64      
細 久 保(ﾎｿｸﾎﾞ)    二渡村忍山…  89    
細 久 保(ﾎｿｸﾎﾞ)   小友村……… 181    
細   田(ﾎｿﾀﾞ)     村松村………  26      
細   田(ﾎｿﾀﾞ)    米沢村……… 178    
星 落 沢(ﾎﾁｻﾞﾜ)    二渡村………  80    
堀   上(ﾎﾘｳｴ)     天王宿村…… 173    
堀   上(ﾎﾘｳｴ)     天沼新田…… 177    
堀ヶ久保 (ﾎﾘｶﾞｸﾎﾞ)   高津戸村…… 132    
                     （桐生市分）   
堀   下(ﾎﾘｼﾀ)    天沼新田…… 177    
堀   添(ﾎﾘｿﾞｴ)    下菱村中里… 190    
堀   縁(ﾎﾘｯﾌﾟﾁ)    天沼新田…… 177 
堀 ノ 内(ﾎﾘﾉｳﾁ)     東小倉村…… 118    
本   社(ﾎﾝｼﾞｬ)     西小倉村…… 121    
     マ 
前 谷 戸(ﾏｴｶﾞｲﾄ)     二渡村………  80    
前   沢(ﾏｴｻﾞﾜ)   上久方村……  62 
前   田(ﾏｴﾀﾞ)    中広沢村……  42    
前   原(ﾏｴﾊﾞﾗ)    下久方村……  56 
前   山(ﾏｴﾔﾏ)    蕪町村……… 176    
曲   坂(ﾏｶﾞｯｻｶ)    小友村一色… 185    
曲   手(ﾏｶﾞｯﾃ)   飛駒村入飛駒 100    
曲   田(ﾏｶﾞﾘﾀ)    村松村………  26    
曲   松(ﾏｶﾞﾘﾏﾂ)    小友村……… 179   
町   屋(ﾏﾁﾔ)      下久方村……  57    
松   立(ﾏﾂﾀﾃ)     村松村………  27    
松 ノ 棒(ﾏﾂﾉﾎﾞｳ)    上菱村……… 193    
松   宮(ﾏﾂﾐﾔ)     境野村………  30 
間   々(ﾏﾏ)     天沼新田…… 177 
間々久保 (ﾏﾏｸﾎﾞ)    下仁田山村… 138 
間 々 下(ﾏﾏｼﾀ)     下菱村……… 187 
間 々 通(ﾏﾏﾄﾞｵﾘ)     天沼新田…… 177 
丸   子(ﾏﾙｺ)      上久方村……  62 
丸   山(ﾏﾙﾔﾏ)     本宿村………  22 
丸   山(ﾏﾙﾔﾏ)     高沢村………  71 
丸   山(ﾏﾙﾔﾏ)     東小倉村…… 116 
丸   山(ﾏﾙﾔﾏ)     下仁田山村… 137 
ま る 山(ﾏﾙﾔﾏ)     名久木村…… 158 
丸 山 前(ﾏﾙﾔﾏﾏｴ)    東小倉村…… 116      
     ミ 
三   島(ﾐｼﾏ)    須永村……… 130 
三 ッ 塚(ﾐﾂﾂﾞｶ)   新宿村………  29 
三ッ塚開戸(ﾐﾂﾂﾞｶｶｲﾄ)   新宿村………  28 
三 ツ 淵(ﾐﾂﾌﾞﾁ)    上仁田山村… 147 
三 ツ 堀(ﾐﾂﾎﾞﾘ)   境野村………  30 
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  小 字 名           ページ 
三 ツ 叉(ﾐﾂﾏﾀ)     上久方村……  67 
御   堂(ﾐﾄﾞｳ)     堤村…………  24 
御堂ノ入 (ﾐﾄﾞｳﾉｲﾘ)   上広沢村……  39 
水   無(ﾐﾅｼ)      上久方村……  62 
    南  (ﾐﾅﾐ)      上久方村……  59 
南 堀 前(ﾐﾅﾐﾎﾘﾏｴ)    新宿村………  28 
南 堀 向(ﾐﾅﾐﾎﾘﾑｺｳ)   新宿村………  28 
    峯  (ﾐﾈ)      下久方村……  57 
蚓 久 保(ﾐﾐｽﾞｸﾎﾞ)    高沢村………  73 
宮 谷 戸(ﾐﾔｶﾞｲﾄ)    二渡村………  80 
宮 谷 戸(ﾐﾔｶﾞｲﾄ)    下仁田山村… 139 
宮ヶ谷戸 (ﾐﾔｶﾞｲﾄ)    名久木村…… 158 
宮   頭(ﾐﾔｶﾞｼﾗ)     下久方村……  56 
宮   沢(ﾐﾔｻﾞﾜ)    上久方村……  61 
宮 ノ 上(ﾐﾔﾉｳｴ)     上広沢村……  38 
宮 ノ 裏(ﾐﾔﾉｳﾗ)     下広沢村……  50 
宮 ノ 平(ﾐﾔﾉﾃｴﾗ)    二渡村………  81 
宮 ノ 原(ﾐﾔﾉﾊﾗ)     中仁田山村… 143 
宮   田(ﾐﾔﾀ)      村松村………  26 
宮   谷(ﾐﾔﾂ)      小友村……… 180 
宮   西(ﾐﾔﾆｼ)     下久方村……  57 
宮 ノ 前(ﾐﾔﾉﾏｴ)     上菱村……… 192 
宮 ノ 向(ﾐﾔﾉﾑｶｲ)    飛駒村入飛駒  93  
宮   原(ﾐﾔﾊﾞﾗ)    下広沢村……  49 
宮   原(ﾐﾔﾊﾞﾗ)    下久方村……  56 
宮   原(ﾐﾔﾊﾞﾗ)    西小倉村……  122 
宮   東(ﾐﾔﾋｶﾞｼ)    下久方村……  56 
深   山(ﾐﾔﾏ)      上久方村……  67 
深   山(ﾐﾔﾏ)      下仁田山村… 141 
深   山(ﾐﾔﾏ)      小友村……… 180 
宮   前(ﾐﾔﾏｴ)     本宿村………  22 
宮   前(ﾐﾔﾏｴ)     村松村………  26 
宮   前(ﾐﾔﾏｴ)     上広沢村……  38 
宮   前(ﾐﾔﾏｴ)     須永村……… 129 
明 ヶ 作(ﾐｮｳｶﾞｻｸ)   山地村……… 115    
茗 荷 沢(ﾐｮｳｶﾞｻﾜ)   小友村……… 182    
明 神 裏(ﾐｮｳｼﾞﾝｳﾗ)   飛駒村入飛駒  96 
三 夜 沢(ﾐﾖｻﾞﾜ)     上広沢村……  35   
宮   内(ﾐﾖﾁ)      下久方村……  56               

ム 
向 佐 倉(ﾑｶｲｻｸﾗ)    一本木村……  54    
向   田(ﾑｶｲﾀﾞ)    中広沢村……  42    
向   田(ﾑｶｲﾀﾞ)    中仁田山村… 142 
麦 久 保(ﾑｷﾞｸﾎﾞ)    山地村……… 111    
麦 久 保(ﾑｷﾞｸﾎﾞ)    東小倉村…… 120    
麦生小路 (ﾑｷﾞｮｳｺｳｼﾞ)   下仁田山村… 140   
村 松 沢(ﾑﾗﾏﾂｻﾞﾜ)   村松村………  26    
室 ノ 手(ﾑﾛﾝﾃ)      中仁田山村… 142              

  小 字 名           ページ 
モ 

茂   倉(ﾓｸﾞﾗ)     上菱村……… 193    
茂 倉 沢(ﾓｸﾞﾗｻﾞﾜ)    上菱村……… 194 
餅   丸(ﾓﾁﾏﾙ)     二渡村忍山…  86              
本   宿(ﾓﾄｼﾞｭｸ)    本宿村………  22    
元 屋 敷(ﾓﾄﾔｼｷ)     小友村一色… 185         
籾   谷(ﾓﾐﾔ)      上菱村……… 193    
籾   山(ﾓﾐﾔﾏ)     中広沢村……  40 
森   沢(ﾓﾘｻﾜ)     上久方村……  58    
森   山(ﾓﾘﾔﾏ)     小友村一色… 184    
諸   沢(ﾓﾛｻﾜ)     二渡村………  81    
諸   沢(ﾓﾛｻﾜ)     山地村……… 102    
門   口(ﾓﾝｸﾁ)     新宿村………  28   
     ヤ 
薬 師 堂(ﾔｸｼﾄﾞｳ)    今泉村………  18    
薬 師 前(ﾔｸｼﾏｴ)     浅部村………   68   
櫓   下(ﾔｸﾞﾗｼﾀ)    西小倉村…… 121 
八 坂 下(ﾔｻｶｼﾀ)     天王宿村…… 174    
屋 敷 裏(ﾔｼｷｳﾗ)     下菱村中里… 190 
屋 敷 通(ﾔｼｷﾄﾞｵﾘ)   一本木村……  55    
屋 敷 前(ﾔｼｷﾏｴ)     中広沢村……  42    
屋 敷 山(ﾔｼｷﾔﾏ)     山地村……… 110    
野   州(ﾔｼｭｳ)     飛駒村入飛駒  99    
谷   津(ﾔﾂ)      上広沢村……  34    
    谷  (ﾔﾂ)      下久方村……  57    
    谷  (ﾔﾂ)      下仁田山村… 141    
    谷  (ﾔﾂ)      下菱村……… 186   
谷 ノ 前(ﾔﾂﾉﾏｴ)     下久方村……  57    
谷   山(ﾔﾂﾔﾏ)     下菱村……… 189 
柳 谷 戸(ﾔﾅｷﾞｶﾞｲﾄ)   本宿村………  22   
柳 谷 戸(ﾔﾅｷﾞｶﾞｲﾄ)   西小倉村…… 122   
柳   沢(ﾔﾅｷﾞｻﾜ)    高沢村………  74    
柳   谷(ﾔﾅｷﾞﾔﾂ)    小友村……… 180 
柳   原(ﾔﾅｷﾞﾜﾗ)    上久方村……  64    
柳   原(ﾔﾅｷﾞﾜﾗ)    名久木村…… 157    
梁   瀬(ﾔﾅｾ)      今泉村………  19 
山 谷 戸(ﾔﾏｶﾞｲﾄ)    小友村一色… 184 
山   神(ﾔﾏｶﾞﾐ)    小友村……… 181 
山 神 坂(ﾔﾏｶﾞﾐｻﾞｶ)   米沢村……… 178 
山 神 前(ﾔﾏｶﾞﾐﾏｴ)    小友村……… 179 
山   際(ﾔﾏｷﾞﾜ)    高津戸村…… 134 
                       （大間々町分） 
山   際(ﾔﾏｷﾞﾜ)    下菱村中里… 190 
山 久 保(ﾔﾏｸﾎﾞ)    下仁田山村… 140 
山   崎(ﾔﾏｻﾞｷ)    名久木村…… 154 
山   根(ﾔﾏﾈ)        下広沢村……  51 
山   根(ﾔﾏﾈ)      上久方村……  60 
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  小 字 名           ページ 
山 ノ 神(ﾔﾏﾉｶﾐ)     高津戸村…… 133 
                       （大間々町分） 
山ノ神前 (ﾔﾏﾉｶﾐﾏｴ)    高津戸村…… 133 
                       （大間々町分） 
山 ノ 越(ﾔﾏﾉｺｼ)     如来堂村…… 166 
山 ノ 越(ﾔﾏﾉｺｼ)     小友村……… 179 
山 廻 リ(ﾔﾏﾒｸﾞﾘ)    下新田村…… 169 
山   畑(ﾔﾝﾊﾞﾀｹ)    高津戸村…… 134 
                       （大間々町分） 

ユ 
湯 沢 峯(ﾕｻﾞﾜﾐﾈ)    上久方村……  64 
湯沢峯下 (ﾕｻﾞﾜﾐﾈｼﾀ)   上久方村……  64 
柚   木(ﾕｽﾞｷ)     高沢村………  70 
柚 木 入(ﾕｽﾞｷｲﾘ)    高沢村………  70 
湯 ノ 平(ﾕﾉﾀｲﾗ)     二渡村忍山…  86 
湯 ノ 前(ﾕﾉﾏｴ)     二渡村忍山…  90 
湯   船(ﾕﾌﾞﾈ)     上仁田山村… 150 
湯   本(ﾕﾓﾄ)      二渡村忍山…  84 
湯   山(ﾕﾔﾏ)      高沢村………  76 

ヨ 
與市谷戸 (ﾖｲﾁｶﾞｲﾄ)   東小倉村…… 117 
要   害(ﾖｳｶﾞｲ)    高津戸村…… 135 
                       （大間々町分） 
用水堀端 (ﾖｳｽｲﾎﾘﾊﾀ)   如来堂村…… 163 
永 明 下(ﾖｳﾒｲｼﾀ)    須永村……… 125 
永 明 山(ﾖｳﾒｲﾔﾏ)    須永村……… 127 
横   萱(ﾖｺｶﾞﾔ)    二渡村忍山…  87 
横 萱 向(ﾖｺｶﾞﾔﾑｶｲ)   二渡村忍山…  88 
横   畑(ﾖｺｯﾊﾟﾀｹ)   飛駒村入飛駒  98 
横   町(ﾖｺﾏﾁ)      如来堂村…… 164 
横   道(ﾖｺﾐﾁ)     下仁田山村… 140 
横   山(ﾖｺﾔﾏ)     蕪町村……… 176 
横   山(ﾖｺﾔﾏ)     小友村……… 183 
与治右衛門窪(ﾖｼﾞｴﾓﾝｸﾎﾞ) 小友村一色… 185 
芳 ヶ 入(ﾖｼｶﾞｲﾘ)    小友村……… 181 
吉   毛(ﾖｼｹﾞ)     今泉村………  20 
吉   田(ﾖｼﾀﾞ)     下久方村……  57 
葭 ノ 目(ﾖｼﾉﾒ)     西小倉村…… 121 
寄   日(ﾖｯﾋﾟ)     山地村……… 104 
米   沢(ﾖﾈｻﾞﾜ)    米沢村……… 178 
米   餅(ﾖﾈﾓﾁ)     飛駒村入飛駒  95 
米   沢(ﾖﾉｻﾜ)     山地村……… 107 
嫁ヶ久保 (ﾖﾒｶﾞｸﾎﾞ)    高沢村………  76 
寄   居(ﾖﾘｲ)      上広沢村……  36 
寄   山(ﾖﾘﾔﾏ)     小友村……… 179 

ラ 
雷 電 山(ﾗｲﾃﾞﾝﾔﾏ)   小友村……… 180 
雷 電 山(ﾗｲﾃﾞﾝﾔﾏ)   小友村一色… 184 
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雷 電 山(ﾗｲﾃﾞﾝﾔﾏ)   下菱村……… 189 

リ 
竜   台(ﾘｭｳﾀﾞｲ)    如来堂村…… 163 
竜   土(ﾘｭｳﾄﾞ)    下広沢村……  47 
竜 土 入(ﾘｭｳﾄﾞｲﾘ)   下広沢村……  51 

ロ 
六反谷戸 (ﾛｸﾀﾝｶﾞｲﾄ)   本宿村………  21 
六反谷戸 (ﾛｸﾀﾝｶﾞｲﾄ)   下久方村……  57 
六   句(ﾛｯｸ)      下菱村……… 187 
 

ワ 
脇合ノ田 (ﾜｷｱｲﾉﾀ)    須永村……… 129 
脇   沢(ﾜｷｻﾞﾜ)    高沢村………  77 
鷲   沢(ﾜｼｻﾞﾜ)    二渡村………  79 
和七ヶ沢 (ﾜｼﾁｶﾞｻﾜ)   二渡村忍山…  83 
和  田 (ﾜﾀﾞ)     須永村……… 128 
和田道上 (ﾜﾀﾞﾐﾁｳｴ)   須永村……… 128 
和田道下 (ﾜﾀﾞﾐﾁｼﾀ)   須永村……… 128 
蕨   平(ﾜﾗﾋﾞﾃﾞｴﾗ)   飛駒村入飛駒  93 
わ れ 石(ﾜﾚｲｼ)     二渡村忍山…  88 
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現 行 町 名 さ く い ん  
 町  名             ページ 

ア 

相生町１丁目 ……………………………１６３ 

   ２丁目 ……………………………１６８ 

   ３丁目 ……………………………１７３ 

   ４丁目 ……………………………１７５ 

   ５丁目 ……………………………１７７ 

稲荷町 …………………………… ２１・２８ 

梅田町１丁目 …………………………… ５８ 

   ２丁目 …………………………… ６８ 

   ３丁目 …………………………… ６９ 

   ４丁目 …………………… ７８・８２ 

   ４丁目合併分 …………………… ９１ 

   ５丁目 ……………………………１０２ 

   ５丁目合併分 …………………… ９７ 

永楽町 …………………………… ２３・２６ 

大間々町 …………………………………１３３ 

織姫町 …………………………………… ２８ 

カ 

川内町１丁目 ……………………………１１６ 

   ２丁目 ……………………………１２１ 

   ３丁目 ……………………………１２５ 

   ４丁目 ……………………………１３１ 

   ５丁目第１町会 …………………１３７ 

   ５丁目第２町会 …………………１４２ 

   ５丁目第３町会 …………………１４４ 

   ５丁目第４町会 …………………１５４ 

清瀬町 …………………………………… ２８ 

小梅町 …………………………………… ２８ 

小曽根町 ………………………… ２３・２６ 

 町  名             ページ 

 

琴平町 …………………………… ２８・３０ 

サ 

境野町１丁目 …………………………… ３０      

   ２丁目 …………………………… ３０ 

   ３丁目 …………………………… ３０ 

   ４丁目 …………………………… ３０ 

   ５丁目 …………………………… ３０ 

   ６丁目 …………………………… ３０ 

   ７丁目 …………………………… ３０ 

桜木町 …………………………………… ２８  

新 宿１丁目 …………………………… ２８ 

   ２丁目 …………………………… ２８ 

   ３丁目 …………………………… ２８ 

末広町 …………………… ２１・２３・２６ 

タ 

堤 町１丁目 …………………… ２３・２６ 

   ２丁目 …………………… ２１・２３ 

   ３丁目 …………………… ２１・２３ 

天神町１丁目 …………………………… ５６ 

   ２丁目 …………………………… ５６ 

   ３丁目 …………………………… ５６ 

巴 町１丁目 …………………… ２１・２３ 

   ２丁目 …………………… ２１・２３ 

ナ 

仲 町１丁目 …………………………… １８ 

   ２丁目 …………………………… １８ 

   ３丁目 …………………………… １８ 
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 町  名             ページ 

錦 町１丁目 …………………………… ２８ 

   ２丁目 …………………………… ２８ 

   ３丁目 …………………………… ２８ 

西久方町１丁目 ………………………… ５６ 

    ２丁目 ………………………… ５６ 

ハ 

浜松町１丁目 …………………………… ２８ 

   ２丁目 …………………… １８・２８ 

 東 １丁目 …………………………… １８ 

   ２丁目 …………………………… １８ 

   ３丁目 …………………………… １８ 

   ４丁目 …………………………… １８ 

   ５丁目 …………………………… １８ 

   ６丁目 …………………………… １８ 

   ７丁目 …………………………… １８ 

東久方町１丁目 ………………………… ５６ 

    ２丁目 ………………… １８・５６ 

    ３丁目 ………………… １８・５６ 

菱 町１丁目 …………………１７８・１７９ 

   ２丁目 ………１７９・１８４・１８６ 

   ３丁目 …………………１７９・１８６ 
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菱 町４丁目 ……………………………１９０ 

   ５丁目 ……………………………１９２ 

平井町 …………………………………… ５８ 

広沢町間ノ島 …………………………… ３０ 

   １丁目 …………………………… ３２ 

   ２丁目 …………………………… ３４ 

   ３丁目 …………………………… ３６ 

   ４丁目 …………………………… ４０ 

   ５丁目 …………………………… ４３ 

   ６丁目 …………………………… ４７ 

   ７丁目 …………………………… ５４ 

マ 

美原町 …………………………… ２１・２８ 

宮前町１丁目 …………………… ２１・２３ 

   ２丁目 …………………… ２１・２３ 

宮本町１丁目 …………………… ２６・５６ 

   ２丁目 ………………………２３・２６ 

   ３丁目 …………………………… ２６ 

   ４丁目 …………………………… ２６ 

三吉町１丁目 …………………………… ２８ 

   ２丁目 …………………………… ２８ 

元宿町 ………………………２１・２３・２８ 
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町 別 小 字 表 
「一町が一村で成立している町」以外の、町を構成する小字名 

 
 

表１ ［町名］ 
［村名］ 

仲町、東 
今泉村 

            

村 

 

 

 

名 

小 

 

字 

 

名 

仲 

町 

一 

丁 

目 

仲 

町 

ニ 

丁 

目 

仲 

町 

三 

丁 

目 

東 

 

一 

丁 

目 

東 

 

ニ 

丁 

目 

東 

 

三 

丁 

目 

東 

 

四 

丁 

目 

東 

 

五 

丁 

目 

東 

 

六 

丁 

目 

東 

 

七 

丁 

目 

 

今泉村 蔵  殿         ○ ○  

 石  塚 ○ ○ ○    ○  ○ ○  

 小 谷 原      ○ ○      ○ ○  

 薬 師 堂      ○ ○         

 常  木   ○         

 高  田  ○          

 阿武久田 ○ ○          

 梁  瀬  ○     ○ ○ ○   

 清  水       ○ ○ ○   

 槐  原        ○    

 保  井      ○      

 諏訪ノ前 ○   ○ ○ ○ ○     

 殿 谷 戸     ○ ○          

 石  田 ○ ○  ○        

 土 溢 シ     ○           

 雉子ノ尾 ○           

 駒 谷 戸     ○   ○        

 東勝寺前 ○   ○ ○       

 諏訪ノ後    ○ ○ ○      

 川  原     ○ ○      

 吉  毛     ○ ○      

 十 本 原         ○       

 鹿 ノ 前     ○   ○        
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表２ ［町名］ 
 
［村名］ 

琴平町、小梅町、三吉町、新宿、浜松町、錦町、桜木町、織姫町、 

稲荷町、美原町、清瀬町 
新宿村、本宿村、今泉村、境野村 

            

村 

 

 

 

名 

小 

 

字 

 

名 

琴 

 

平 

 

町 

 

小 

 

梅 

 

町 

三 

吉 

町

一 

丁 

目 

三 

吉 

町

二

丁 

目 

新 

 

宿 

一 

丁 

目 

新 

 

宿 

二

丁 

目 

新 

 

宿 

三

丁 

目 

浜 

松 

町 

一 

丁 

目 

浜 

松 

町

二

丁 

目 

錦 

 

町 

一 

丁 

目 

錦 

 

町 

二

丁 

目 

錦 

 

町 

三 

丁 

目 

桜 

 

木 

 

町 

 

織 

 

姫 

 

町 

稲 

 

荷 

 

町 

美 

 

原 

 

町 

 

清 

 

瀬 

 

町 

新宿村 門 口      ○      ○           

 南 堀 向      ○ ○     ○           

 三ツ塚開戸       ○ ○ ○ ○      ○       

 南 堀 前      ○ ○    ○ ○           

 下 宿           ○ ○           

 中 宿          ○ ○ ○           

 上 宿          ○             

 北 裏          ○             

 東 裏           ○ ○           

 後 原              ○         

 浜 ノ 原             ○  ○        

 上 原               ○ ○       

 稲 荷 塚               ○ ○    ○   

 上 野 原                ○   ○ ○ ○ ○ 

 川 除 下                    ○ ○  

 新 田 原                     ○ ○ 

 吹 上 原                 ○  ○   ○ 

 三 ツ 塚                ○ ○  ○    

 川 島 原       ○          ○ ○ ○   ○ 

本宿村 今 井 宿                    ○ ○  

今泉村 小 谷 原              ○         

境野村 関 根      ○                 
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 表３ ［町名］ 
［村名］ 

巴町、元宿町、末広町、宮前町、永楽町、小曽根町、堤町、宮本町 
村松村、堤村、本宿村、新宿村、下久方村 

 
村 
 
 
 

名 

小 
 

字 
 

名 

巴 
町 
 
一 
丁 
目 

巴 
町 
 
二 
丁 
目 

元 
 
宿 
 
町 

末 
 
広 
 
町 

宮 
前 
町 
一 
丁 
目 

宮 
前 
町 
二 
丁 
目 

永 
 
楽 
 
町 

小 
曽 
根 
町 

堤 
町 
 
一 
丁 
目 

堤 
町 
 
二 
丁 
目 

堤 
町 
 
三 
丁 
目 

宮 
本 
町 
一 
丁 
目 

宮 
本 
町 
二 
丁 
目 

宮 
本 
町 
三 
丁 
目 

宮 
本 
町 
四 
丁 
目 

 

村松村 細 田        ○   ○          
 曲 田            ○         
 長 ノ 塚           ○ ○    ○     
 土 井 下           ○     ○     
 宮 前                 ○    
 宮 田                 ○    
   蝉              ○ ○   
 皿 久 保                 ○ ○ ○  
 村 松 沢                   ○  
 松 立                 ○ ○ ○  
 堂 前                 ○ ○   
 小 曽 根            ○ ○    ○    
 堂 ノ 入                  ○   
 吾 妻                  ○ ○  
 堂 所                   ○  
 岩 木 戸                   ○  
堤村 柿 ノ 木     ○ ○  ○             
 清 水        ○   ○          
 深 町        ○   ○ ○         
 沼 田        ○  ○  ○ ○        
 折 石          ○   ○        
 赤 坂       ○  ○    ○        
 木 ノ 下         ○     ○       
 御 堂             ○        
   東         ○    ○    
 鳶 ノ 巣             ○        
 西 久 保             ○        
 西 ノ 入             ○ ○       
 五 本 木         ○     ○       
 膳 棚              ○       
 岩 ノ 入              ○       
 坊 谷 戸              ○ ○      
 天 津 沢               ○      
 中 島               ○      
   峠           ○      
 田 ノ 入               ○      
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村 
 
 
 

名 

小 
 

字 
 

名 

巴 
町 
 
一 
丁 
目 

巴 
町 
 
二 
丁 
目 

元 
 
宿 
 
町 

末 
 
広 
 
町 

宮 
前 
町 
一 
丁 
目 

宮 
前 
町 
二 
丁 
目 

永 
 
楽 
 
町 

小 
曽 
根 
町 

堤 
町 
 
一 
丁 
目 

堤 
町 
 
二 
丁 
目 

堤 
町 
 
三 
丁 
目 

宮 
本 
町 
一 
丁 
目 

宮 
本 
町 
二 
丁 
目 

宮 
本 
町 
三 
丁 
目 

宮 
本 
町 
四 
丁 
目 

 

本 宿 村     砂 田        ○  ○           
 仁 田 所      ○  ○             
 馬 場 中     ○ ○               
 今 井 宿      ○ ○              
 久 保 田      ○ ○ ○  ○           
 一 丁 田        ○  ○           
 六反谷戸   ○  ○            
 樋 爪       ○   ○           
 堂 屋 敷       ○              
 本 宿       ○              
   原   ○       ○       
 宮 前       ○  ○     ○       
 柳 谷 戸       ○  ○            
 丸 山              ○ ○      
新 宿 村     川 除 下       ○              
 新 田 原       ○              
下久方村 吉 田                ○     
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表４ ［町名］ 
［村名］ 

境野町、広沢間ノ島 
境野村 

            

村 
 
 
 

名 

小 
 

字 
 

名 

境 
野 
町 
一 
丁 
目 

境 
野 
町 
二 
丁 
目 

境 
野 
町 
三 
丁 
目 

境 
野 
町 
四 
丁 
目 

境 
野 
町 
五 
丁 
目 

境 
野 
町 
六 
丁 
目 

境 
野 
町 
七 
丁 
目 

広 
沢 
町 
間 
ノ 
島 

境野村 浜 ノ 京           ○  ○  
 松 宮           ○ ○   
 中 通        ○  ○ ○ ○   
 諏 訪       ○ ○  ○  ○   
 下 小 友          ○ ○    
 沼 ノ 上       ○   ○     
 殿 林       ○        
 三 ツ 堀       ○ ○ ○   ○ ○  
 浜 ノ 京 西 原            ○ ○  
 浜ノ京天神台       ○  
 間ノ島下河原        ○ 
 間ノ島上河原       ○ ○ 
 関 根         ○      
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表５ ［町名］ 
［村名］ 

東久方町、天神町、西久方町 
下久方村、今泉村、桐生新町 

            

村 

 

 

 

 

 

名 

小 

 

 

字 

 

 

名 

東 

久 

方 

町 

一 

丁 

目 

東 

久 

方 

町 

二 

丁 

目 

東 

久 

方 

町 

三 

丁 

目 

天 

神 

町 

 

一 

丁 

目 

天 

神 

町 

 

二 

丁 

目 

天 

神 

町 

 

三 

丁 

目 

西 

久 

方 

町 

一 

丁 

目 

西 

久 

方 

町 

二 

丁 

目 

下久方村 宮 東     ○ ○  ○     

 清 台     ○ ○  ○ ○    

 宮 頭     ○   ○     

 杉 ノ 下     ○   ○ ○    

 岡 城      ○ ○      

 大谷屋敷   ○      

 前 原      ○ ○      

 赤 城 下      ○       

 宮 原        ○ ○    

 道祖神前     ○    

 天 水     ○    ○ ○   

 宮 内          ○   

 田 中         ○ ○   

 町 屋          ○   

 古武小路     ○    

 押 出         ○    

 六反谷戸    ○ ○  ○  

 上 ノ 谷           ○  

 宮 西           ○  

   谷       ○  

 谷 ノ 前           ○  

   峯       ○ ○ 

 吉 田            ○ 

今 泉 村     十 本 原      ○       

 駒 谷 戸       ○      

 鹿 ノ 前       ○      
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表６ ［町名］ 
［村名］ 

菱町一丁目 ～ 三丁目 
米沢村、小友村、小友村一色、下菱村 

            

村 

 

 

 

名 

小 

 

字 

 

名 

菱 

町 

一 

丁 

目 

菱 

町 

二 

丁 

目 

菱 

町 

三 

丁 

目 

 村 

 

 

 

名 

小 

 

字 

 

名 

菱 

町 

一 

丁 

目 

菱 

町 

二 

丁 

目 

菱 

町 

三 

丁 

目 

 

米沢村 細 田      ○    小友村 雉 ノ 尾      ○    

 米 沢      ○    (続き) 熊 野       ○   

 広 見      ○     堰 場      ○    

 金 場      ○     細 久 保      ○    

 扇 平      ○     梅 木 窪      ○    

 女 沢      ○     桑 木 窪      ○    

 高 沢      ○     平 棚      ○    

 大 平      ○     尾 無 沢      ○    

 山 神 坂      ○     小友西ノ入 ○    

小友村 曲 松      ○     小友東ノ入 ○    

 風 穴      ○     茗 荷 沢      ○    

 中 小 友      ○     大 弥 五 郎      ○    

 上 小 友      ○     小 弥 五 郎      ○    

 山 神 前      ○     高 萩      ○    

 宿 ノ 島      ○     烏 ヶ 寝 戸      ○    

 寄 山      ○  ○   細 ヶ 入      ○    

 山 ノ 越        ○   谷 ヶ 入      ○    

 小 谷        ○   馬 不 入      ○    

 広 見        ○   酸 漿 沢      ○    

 宮 谷        ○   間 ノ 山      ○    

 赤 坂       ○    田 ノ 入      ○    

 八王子坂下  ○    猪 ノ 入      ○    

 住 吉       ○    扇 平      ○    

 石 田 前       ○    殺 木 沢      ○    

 石 田       ○    梅 ノ 木      ○    

 深 山       ○    姥 穴      ○    

 雷 電 山       ○    間 ノ 原      ○    

 柳 谷      ○     桂 山      ○    

 羽 場 山       ○    膳 棚      ○    

 八 王 子       ○    堂 ノ 入      ○    

 後 倉        ○   横 山      ○    

 十 貫 山       ○ ○  小友村 山 谷 戸       ○   

 城 ノ 岡      ○    一色 北 原       ○   

 芳 ケ 入      ○     熊 野 沢       ○   

 山 神      ○     下 出       ○   

 駒 転      ○     中 谷 戸       ○   

 金 場      ○     庚 申 塚       ○   
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村 

 

 

 

名 

小 

 

字 

 

名 

菱 

町 

一 

丁 

目 

菱 

町 

二 

丁 

目 

菱 

町 

三 

丁 

目 

 村 

 

 

 

名 

小 

 

字 

 

名 

菱 

町 

一 

丁 

目 

菱 

町 

二 

丁 

目 

菱 

町 

三 

丁 

目 

 

小友村 橋 詰       ○   下菱村 堂 前        ○  

一色 森 山       ○   (続き) 岡 ノ 台        ○  

(続き) 腰 巻       ○    蔓 巻 田        ○  

 小 沢       ○    久 保        ○  

 雷 電 山       ○    八 幡 山        ○  

 木 落 シ       ○    殿 山        ○  

 鳶 ノ 沢       ○    谷 山       ○   

 伊 勢 ノ 前       ○    雷 電 山        ○  

 竹 ノ 下       ○    中 尾 根       ○   

 中 屋 敷       ○         

 曲 坂       ○         

 竹 山       ○         

 西 ノ 入       ○         

 元 屋 敷       ○         

 蟹 焼 沢       ○         

 高 畑 ヶ       ○         

 小 畑 ヶ       ○         

 東 ノ 入       ○         

 与治右衛門窪  ○         

 太郎左衛門窪  ○         

 烏 兎 土 地       ○         

下菱村 高 田       ○         

 田 中       ○         

 神 谷       ○         

 藤四郎ケ入  ○         

 寺 谷       ○         

   谷  ○         

 田 福 庵       ○ ○        

 内 膳 屋 敷       ○         

 雀 谷 戸       ○         

 間 々 下       ○         

 上 張       ○ ○        

 上 平        ○        

 六 句        ○        

 大 門        ○        

 坂 ノ 上        ○        

 羽 場        ○        
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184m
赤

谷 天満宮 城
山 ノ 下
手 前
通
リ

久 一丁目 久
方 288m 方
村 村

陣 岡
屋 横町 峯 城

268m

二丁目
277m

雉
ノ
尾

三丁目
土 273m
井
下 土

コ 1,732m
ボ
シ

四丁目
279m

荒 荒
戸 高 戸
村 田 村

細 五丁目
田 260m

常
木

柿 六丁目
ノ 355m
木

※数字は地番

46
47

80
79

109
108

287

340
339

125
124

荒戸新町「字」推定図

225

259

238239

243 244

（標高117m）

210
211

286

182
181

193194

371
372

401

下瀞堀（新川）

新宿村

（標高105m）
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アラトノ

荒戸野
アラトムラ

荒戸村

シンシュクムラ

新宿村

イマイズミムラ

荒戸今泉村 今泉村

本宿村

堤村

村松村

モトジュクムラ

荒戸本宿村
ツツミムラ

荒戸堤村
ムラマツムラ

荒戸村松村

　アラトムラ

安楽土村

アラトシンマチ

荒戸新町(荒戸村の分3～6丁目ができる)

天和２年(1682)

キリフシンマチ

桐生新町(1～6丁目・横町ができる、番号町になる)
キリフムラ

桐生村 久方村

新町
1・2丁目分

シモヒサカタムラ

下久方村
カミヒサカタムラ

上久方村 上久方村
アサベムラ

浅部村
コウザワムラ

高沢村

キリフチョウ

桐生町
キリフシ

桐生市

ウメダソン

梅田村

サカイノムラ

境野村

キリウシ

桐生市

オシヤマムラ

忍山村(押山村)
フタワタリムラ

二渡村

二渡村

カミフタワタリムラ

上二渡村
シモフタワタリムラ

下二渡村

フタワタリムラ

二渡村

ヤマチムラ

山地村

ヒロサワ

広沢

イッポンギムラ

一本木村

ニョライドウムラ

如来堂村

ナカヒロサワムラ

中広沢村

シンデンハラ

新田原

ヒロサワムラ

広沢村
シモヒロサワムラ

下広沢村

カミヒロサワムラ

上広沢村

シモシンデンムラ

下新田村

カミシンデンムラ

上新田村
オオママムラ

大間々村 アマヌマシンデン

天沼新田フキハライノ

吹払野
カブッチョムラ

蕪町村

オオママシンデン

大間々新田

テンノウジュクムラ

天王宿村

アイオイソン

相生村

ヒロサワムラ

広沢村

ヒロサワソン

広沢村

オグラ

小倉

スナガ

須永

オグラムラ

小倉村

スナガムラ

須永村
タカツド

高津戸

ヒガシオグラムラ

東小倉村
ニシオグラムラ

西小倉村

タカツドムラ

高津戸村

ニタヤマムラ

仁田山村
ナグキムラ

名久木村

シモニタヤマムラ

下仁田山村

カミニタヤマムラ

上仁田山村

ヤマダムラ

山田村

カワウチソン

川内村

ナカニタヤマムラ

中仁田山村

桐生市域村名変遷図

　　　　　　　　ヒシムラ

(下野国梁田郡)菱村

カミビシムラ

上菱村

シモビシムラ

下菱村

下菱村

オトモムラ

小友村

クロカワムラ

黒川村
ヒシソン

菱村

下菱村

ナカザト

(下菱村内中里)

小友村

イシキ

(小友村内一色)
　　　　　　　　ヨネザワムラ

(下野国足利郡)米沢村
　　　　　　　　　オマタムラ

(下野国足利郡)小俣村

(米沢川右岸)

　　　　アソグントオバラゴウ

(下野国安蘇郡)遠原郷

カミトオバラゴウ

上遠原郷

シモトオバラゴウ

下遠原郷

ヒコマムラ

飛駒村

カンマムラ

閑馬村

カミヒコマムラ

上飛駒村
シモヒコマムラ

下飛駒村
シモヒコマムラ

下彦間村

カミヒコマムラ

上彦間村
ヒコマソン

飛駒村
シンゴウソン

新合村(田沼町に合併)

タヌマチョウオオアザヒコマ

田沼町大字飛駒

イリヒコマ

入飛駒
カミヒコマ

上飛駒
ナカヒコマ

中飛駒
シモヒコマ

下飛駒

サカイノハラ

境野原

寛文年間

観応元年
(1350)

寛文13年(1673)

天正年間

慶長3年(1598)

(荒戸連合村)

明治6年(1873)1月10日

天和2年(1682)

明治22年(1889)

4月１日 大正10年(1921)3月1日

昭和8年4月1日
(1933)

寛正3年
(1462)

クボウムラ

天正14年
(1586)

久安年間
(1150)

天正以前

久安年間
(1150)

慶長3年(1598)

承応年間(1652~1655)
ヒライ　　　　　

平井ほか6字

延暦15年
(796) 年代不明

天正以前
(1573)

天正19年
(1591)

慶長3年(1598)
天正以前
(1573) 明治9年(1876)

慶長10年(1605) 寛永19年(1642)
延享2年(1745)

寛文9年(1669)

明治9年(1876)

慶長3年(1598)

天正3年(1575)

永正9年以前(1512)

応永19年以前
(1412)

弘治2年以前(1556)

天正18年以前(1590)

慶長3年(1598)

(米沢川左岸)

安政頃分村(1854)

治承3年(1179)改名 慶長4年(1599)
寛永10年(1633)4月

彦根藩領となり改名

昭和12年4月1日
(1937)

昭和29年

10月1日
(1954)

昭和34年

1月1日
(1959)

昭和30年

9月1日
(1955)

モリタソン　　　ヨシザワアザカラサワ

毛里田村大字吉沢字唐沢の一部

明治22年(1889)4月1日

(内)

※入飛駒のみ桐生市に合併

昭和43年

4月1日
(1968)

(島田一郎　作成)

明治22年(1889)4月1日

明治22年(1889)4月1日

明治22年(1889)4月1日

明治22年(1889)4月1日

明治22年(1889)4月1日

明治8年(1875)1月23日

 
「 久方村
く ぼう むら

」  

寛正 3 年（ 1462） 古河
こ が

公方
く ぼう

足利

成
しげ

氏
う じ

柄杓山城へ来訪せし こ と を

光栄と し 、 久方村
く ぼう むら

と 改名す。 正式

の公方は村名につけられぬので当

字を使っている。  

 

慶長3年(1598)

(足利郡)下菱村
元禄14年(1701)11月

上仁田山村

 ・ 上菱村、 下菱村、 小友村は、 元禄 14

年(1701)11 月より 足利郡と なる。 梁田

郡は、 明治 29 年(1896)足利郡と なる。 

・ 簗田
や な だ

御厨
みく り や

： 康治 2 年(1143)に梁田郡

のう ち渡瀬川と 矢場川に囲まれた区域

（ 菱村を除いた区域） が簗田御厨に立

券されたと いわれている 。 「 簗田」 は

御厨名のみに使われている。  

大間々町(旧高津

戸村の約半分)

天正18年(1590)

高橋英元が開拓

昭和31年(1956)9月30日
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